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♦採択用語について ♦ 

☆本辞典は,第二種共通カリキュラム•シスアド共通カリキュラムに示された通信 
ネットワーク関連の重要用語を中心にその周辺の用語まで収録したものです。 
☆「合格情報処理」別号付録の「情報処理基本用語辞典」（ハード/ソフト/情 
報処理一般），「シスアド.パソコン用語辞典」，「情報システム辞典」とと 
もにご利用いただければ幸いです。重複を極力抑えましたので，ご併用いた 
だければ幸いです。 


♦用語の表記と掲載順 ♦ 

☆見出し語の表記，訳語は一定していない現状ですが，カリキュラムの表記， 
または共通テキストの表記に準じました。なお不十分と思われる語は，慣用 
の語や別の見出し語として収録しました。 

☆用語は五十音順に配列しました。片仮名の長音は前の字の母音とみなします 
(つまり長音符号を無視しない)。国語辞典の標準的な配列法に準じました。 
また，拗音，促音，濁音，半濁音は清音と見なします。 

(例：「モジュール」は「もしゆうる」，「バーチャル」は「はあちやる」の読み) 
☆英語•英略語は混在させ，アルファベット順に配列しています。大文字と小 
文字は区別しません。 

☆見出し語に続く矢印は，その項目に解説があることを示します。解説末尾の 
矢印は，その項目をあわせて参照すると理解が深められることを示します。 
(同)=同義語，言い換え語 （類)=類義語，ほぼ同義語 
(対)=反対語，対照語，対語（参)=参照項目，参考項目 
(関)=関連語，同族語 （例)=例示項 y 

☆見出し語中の/や：は，言い換え，または略語であることを示します。 
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■ アーカイブ (archive) 


保管のために複数のファイルを1本にまとめ，ライブラリ化した記録のこと。 
S 1 G やメーリングリストでは，過去のやりとりの記録でもある。インターネット 
上での取り出し方は， Web , FTP , Gopher などが一般的である。アーカイブ 
を参照する場合，登録されているファイルのリストをまず表示する。その中から 
必要なファイルを指示して内容を取り出すようになっている。個人の利用では， 
電子メールのメールの保存に利用されることもある。最近では，アーカイブを 
DBMS で管理することも盛んになり，リストからではなく，キーワードでアー 
カイブの内容を検索することも行われている。 

■ アーラン分布 (Erlang distribution) 

オンラインシステムにおいて，トランザクションの到着間隔がランダム間隔と 
一定間隔との中間に位置する到着分布。アーラン - m 分布と書き， m (自然数)が 
大きいほど一定間隔に近い分布を意味する （ m = oo なら定間隔分布)。 m = 1のと 
きランダム到着(指数分布）と同一分布となる。一(関)呼量 
■ 合い言葉 (password) —( 同)パスワード 
■ 相手先固定接続 (permanent virtual circuit : PVC) 

~同)ノ ^ーマネントバーチヤルサーキット 
■ アカウント （ account) 

コンピュータやネットワーク資源を利用するため，システムにユーザを登録す 
る制度，および登録して得た権利。権利の対象としてホームディレクトリや電子 
メールボックスの使用などの専用が認められる。アカウントをもつ利用者にはア 
カウント名が与えられる。ユーザーはパスワードを設定し，本人以外の不正な利 
用を防止する。 一( 参) 1 D ， パスワード 
■ アカウント名 (account name) 

① 所有しているアカウントを識別するため，ユーザがつけた名前。通常はアカウ 
ントの所有者名，役職名，団体名などをアカウント名にする。 

② インターネットメールアドレスの@より前の部分を示す用語。 ユーザ 名ともい 
う。一（參）メールアドレス 

{例} masui @ hq . tas . co.jp ( 下線部分がアカウント名） 

■ アクセス （ access) 

端末からネットワークを介して，ホストコンピュータのシステムを利用すること。 

■ アクセス管理 (access right management) 

共用可能な情報資源を管理すること。システムの共有資源(マスタファイル，通 
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信回線，データベースなど）は，アクセス権(利用権)を有するものにのみ許可し， 
データ保護，プライバシの保護のために非権限者からのアクセスは制限する。複 
数の ユーザが 同時にファイルにアクセスすることで混乱や誤謬が生じないように 
管理したり， ユーザに 課金する場合は課金情報を管理することも含む。 
■ アクセス許可 (access permission) 

あるデータまたはプログラムについて利用者がもつアクセス権(參照権，利用 
権）の集まり。 一( 関)アクセス権 
■ アクセス権 (access right) 

① 広義には，システムの共有資源(マスタファイル，通信回線，共有メモリ等）を 
独占的に利用する権利。利用権，参照権ともいう。端末利用権， CPU 利用権，デ 
ータ利用権， 0 S 利用権，回線利用権などがある。利用者または作業工程に対して 
与えられたファイルの利用権。これには，読取り許可，書込み許可，読取り書込 
み許可がある。一般にアクセス権の認証にはパスワードの合致が条件となる。こ 
れは情報の機密保護の常套的な手法である。 一( 参)パスワード 

② トークン パッ シング方式の LAN において，送信要求をもつノード（局）が LAN 
を占有して送信を行える権利。送信要求をもつノードの中で， LAN を巡回してい 
るフリートークンを捕捉したノードだけがアクセス権を得る。一(参）トークン 
■ アクセス制御 (access control) 

コンピュータシステムや資源に対する利用要求を管理し制御すること。具体的 
には，アクセスのログを残し，利用者のアクセス要求とアクセス権を検証し，不 
当なアクセスを制限し，警告を発するなどの処理を行う。アクセス制御は誤操作 
によるデータ破壊やシステムの不正利用を防ぐためだけでなく，障害の復旧，ユ 
ーザへの情報提供に重要な役割を担っている。 

■ アクセス遅延時間 (access delay time) 

データ通信を行う相手にアクセス（ひとつのデータを送受信)するときに必要と 
なる時間。 

■ アクセスポイント （access point : AP) 

パソコン通信処理システムにおける集線装置 ( concentrator )， または ， VAN 
の利用者が公衆網や専用線を利用して VAN にアクセスする中継地点，または中 
継設備。ユーザの端末とホストコンピュータの間を中継するコンピュータ。 

ユーザ端末は，アクセスポイントへ接続した後，遠距離のホストコンピュータ 
に接続する。アクセスボイントとホストコンピュータ間は専用回線を使用しこの 
間の回線料金は VAN 事業者が負担するので，ユーザはアクセスポイントまでの 
通信代を負担するだけで VAN やパソコン通信を利用できる。アクセスポイント 
が近くにあるほど通信料金が安くなるため，最も近いアクセスポイントに接続す 



るのが通例である。 
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■ アクセス方式 (access system) 

LAN の通信制御手順をアクセス方式と呼び，代表的なものに次のような方式 
がある。これらの方式は，データリンク層の中の媒体アクセス制御 ( MAC ) 副層 
で規定している。 

( DCSMA/CD アクセス方式 ( IEEE 802 .3) 

(2) トークンパッシングバス方式 ( IEEE 802 .4) 

(3) トークンパッシングリング方式 （ IEEE 802 .5) 

■ アクティビティ (activity) 

セション層で管理する論理的な仕事を区別する単位。ひとつのアクティビティ 
には，同期点を複数設定することがある。例えば，ひとつの文書全体の送信がア 
クテイビティの単位として，またページ単位の送信が同期点として設定される。 

■ アスキーネット (ASCII Net) 

(株)アスキーが運営していたパソコン通信サービス。日本のパソコン通信の草 
分け的存在で，フリーソフトやシェアウェアを多数収録している pool など，一 
般 パソコン ユーザ 向けの サービス 内容が多かった。電子掲示板システムでは独自 
のハイパーノーツシステムを使用して，電子会議のような使い方ができた。ま 
た，インターネットやアメリカのゼネラル.ビデオテックス社のパソコン通信サ 
ービス DELPHI が利用できるゲートウェイサービス，時事通信のニュースサー 
ビス，翻訳サービスなどがあった。1997年10月解散した。 

■ アソシエーシヨン (association) 

OS 1 参照モデルの応用層において相手の応用層をつなぐ論理的関係。応用層以 
外の層における コネクションに 相当するが，応用層には上位層がないため コネク 
ションと 区別する。 アソシエーションの 確立や解放の機能，確立時に使用するプ 
ロトコル 群を指定する機能などを アソシエーション 制御という。 

■ アダプタ (adapter) 

さまざまな装置や周辺装置を通信端子(ポート）や電源端子に接続するための器 
具。各種の変換器を内蔵し，異なる機器のインタフェース機能を有する中継機器 
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アッシュク 


でもある。データ通信を行うシステムでは，端末アダプタ，チヤネルアダプタ， 
回線アダプタなどの各種アダプタを使用する。 

—( 例) LAN アダプタ，端末アダプタ 
■B : 槪 compression/compaction; 

データの意味を変えずに，データサイズを小さくする変換。データ表現の冗長 
性を減らすことで実現している。 

—( 参)データ圧縮，画像圧縮，（対)展開，解凍，伸張 
■アップロー ド (upload) 

ホストコンピュータと端末(パソコンなど）を結ぶネットワークや分散処理シス 
テムでデータ転送を行う場合の用語。端末(パソコンやワークステーション)側か 
らホストコンピュータや サーバに データを送る処理。また，パソコン通信では電 
子掲示板 ( BBS ) へ登録する処理や電子メールを預ける処理をいう。 

従来のシステムではホストコンピュータを中心に考えていたことから，ホスト 
を上位，ューザを下位と見なして命名した。クライアント-サーバシステムでも 
この関係は変わらず，ユーザ側がデータの献上（アップロード）やデータの下賜 
(ダウンロード）するということばを用いている。 一( 対)ダウンロード 



■ アトマーク （at mark) 


③記号の呼称。通常は商品の単価表示の記号で金額の前につける。インターネ 
ットのアドレス表示では，ユーザ名とドメイン名の間に使う特殊文字。ソフトウ 
エアによっては関数の指定などに用いる。 

■ アトミックアクシヨン (atomic action) 

コミットメント制御において制御対象となる処理単位。データベースの更新の 
ように，処理途中で失敗した場合は処理以前の状態に戻さなければならない性質 
をもつ完結したひとつの処理をいう。トランザクション処理では，ひとつのトラ 
ンザクション単位がひとつのアトミックアクションに相当する。なお，トランザ 
クション処理以外にも同様の性質を要求する処理があるため，汎用性のあるアト 
ミックアクションという言葉を使っている。原子動作ともいう。 

■ アドレス （ address) 

①レジスタや数多くの入出力装置や通信のネットワーク内の局にも個々を識別す 
る番号が必要である。処理するデータの所在や転送先を示す場合には「情報アド 
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レス」の語を使う。 

②通信ネットワーク内の局（ノード）や局内のアプリケーシヨンのプロセスにつけた 
個々を識別するための番号。データの宛先や処理するデータの所在を示すもの 
で特に「情報アドレス」という。ネットワークが異なるとアドレスのつけ方も異な 
り，ネットワーク間を結ぶルータなどではアドレス変換等の処理が必要になる。 

■アドレス指定 ( addressing ) 

基本形データ伝送制御手順では，セレクティングと同様の意味でアドレッシン 
グの語を使うことがある。 

■アドレス部 (address field ) 

フレーム構成中で，フラグシーケンス（開始フラグ）の直後に指定する8ビッ 
卜のフィールド。情報の送受信を行う網や端末の識別子を記述する。コマンドフ 
レームでは相手局のアドレス，逆のレスポンスフレームでは送信元(二次局自身） 
のアドレスを指定する。 一( 参）フレーム，フイールド 
■アドレツシング ( addressing )—( 同)セレクテイング 
■アナログ ( analog / analogue ) 

長さ，重さ， 角度， 電流など，物理量が連続的に変化する状態をさす。離散的 
に変化する物理量をデジタルということに対比する用語。連続的に変化する電流 
や電圧による信号をアナログ信号という。今日ではほとんどのコンピュータはデ 
ジタル方式で，アナログ信号を処理する場合でも，いったんデジタル信号に変換 
して処理することが通常である。 —( 対)ディジタル 
■アナログ回線 (analog circuit ) 一(同)アナログ伝送路 
■アナログ信号 (analog signal ) 

電圧や周波数のように連続的に変化する電気的信号。アナログ伝送路を流れる 
信号。波の性質をもつため中継点，受信点で増幅が可能であり，比較的遠距離用 
の伝送信号として長く使用してきた。 

地上のテレビやラジオの画像データや音声データはアナログ信号である。現在 
のコンピュータや端末の入出力はディジタル信号が主であるため，アナログ伝送 
を行う場合は変調処理，復調処理を行うモデムが必要である。一(類)アナログデ 
ータ，（参) D / A 変換，変調，復調，モデム，（対)ディジタル信号 
■アナログ通信 (analog communication ) 

アナログ伝送路を使ってデータを交換すること。通信の品質は伝送路の周波数 
特性に左右され，また距離が長くなるほど通信の質が劣化する。ディジタルデー 
夕の伝送もノードと網の間に DCE としてモデムをおいて可能である。近年は大 
量のディジタルデータを高速に送信する必要が高まり，ディジタル通信網に置き 
替わりつつある。 一( 対)ディジタル通信網 
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■ アナログ通信網 (analog communication network) 

アナログ伝送路を使った通信ネットワーク。近年は大量のディジタルデータを 
高速に送信する必要が高まり，ディジタル通信網に置き替わりつつある。ディジタ 
ルデータの伝送もノードと網の間に DCE としてモデムをおいて可能である。 

■ アナログディジタル変換 (analog to digital conversion) 

—( 同) A / D 変換 

■ アナログデイジタル変換器 (analog to digital converter) 

—( 同) A / D 変換器 
■ アナログデータ (analog data) 

アナログの形式で表現，記録されたデータ。電圧や周波数のように連続的に変 
化する電気的信号で，通常の録音テープやビデオテープに収録された音声や画像 
などがアナログデータである。これらをコンピュータ処理の対象とするためには， 
ディジタルデータへ変換するボコーダやビデオキヤプチヤが必要である。 
■ アナログ伝送 (analog transmission) 

通信路が定義した範囲ならどのような値で構成された情報でも伝送する方式。 
入力信号の波形に対応して，搬送波(キヤリア)の振幅 • 位相 ■ 周波数などを連続 
的に変化させて伝送する。信号が連続値であるためアナログ伝送と呼ぶ。 

搬送波の状態を変化させる時に，その変化の範囲である帯域を設定するため， 
帯域伝送方式ともいう。伝送路の距離が長くなるほど伝送する信号の質が雑音な 
どの影響を受けて劣化するのが欠点である。 一( 関)搬送波，（対)ディジタル伝送 
■ アナログ伝送路 (analog channel) 

アナログ信号を伝送する通信回線。アナログ回線ともいう。以前から比較的遠 
距離の通信に向く通信路として使用してきた。例えば，電話の音声チヤネルがこ 
れに相当する。この伝送路でディジタノレ信号を送るには，変復調装置(モデム）を 
用いてディジタル信号をいったん通信路の定義する値の範囲内に変調する必要が 
ある。最近ではモデムの性能向上により，一般の公衆回線でも 33. 6キロビット 
/秒程度のデータ信号速度で伝送できる。周波数分割により多重化も可能であ 
る。 一( 関)アナログ変調，（対)ディジタル伝送路 
■ アナログ変調 (analog modulation) 

コンピュータや端末が出力するディジタル信号をアナログ伝送路で送信するた 
めにアナログ信号に変換すること。ディジタル伝送路が一般的でなかった時代に 
は，単に変調というとアナログ変調をさしていた。 （1) 振幅変調， （2) 周波数変調， 
(3) 位相変調などの変調方式がある。一各項目参照 
■ アノニマス FTP(anonymous file transfer protocol) 

—( 同) anonymous - FTP , (類)匿名 FTP 
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■アプリケーシヨン層 (application layer )— (同)応用層 
■アプレット ( applet ) 

① Windows では，他のソフトに呼び出されて動作する各種ソフトウェア。比較 
的小規模のプログラムで，アクセサリとほぼ同義。 

② インターネットでは， ユーザ 端末に読み込まれ WWW ブラウザで実行可能な対 
話型のプログラム。プログラム言語 Java で記述し，これを中閭コードに翻訳し 
たもので， ユーザ 端末の機種にかかわらず実行可能である。 

■アメリ カ 電気通信標準化 T 1 委員会 
(Telecommimication 1 Committee ) 

1984年に米国で設立。電気通信分野の国家標準の作成を推進している組織。 
ANSI の認証委員会で， 1 TU-T など国際標準を作成している機関の検討中標準に 
っいても検討する。組織は7つの技術小委員会に分かれている。 

■誤り ( error ) 

仕様に規定した内容とコンピュータ上に実現した内容とが合致しないこと。機 
器の故障や能力の限界が原因で発生した「不一致」をさすこともある。正しぐ清報 
処理を行うためには，誤りを回避したり，訂正したりしなければならない。 

一(関)誤り制御，誤り検出方式，誤り訂正，誤り回復 

■誤り回復 (error recovery ) 

ハードウェア や ソフトウェアに誤りが発生した時，所定の状態に復帰させるた 
め，誤りを解析し，回復させること。例えば，中断されたジョブを再試行した 
り，伝送中に エラーが 発生した データの 再送要求を行うことをいう。 —( 参)回復 
■誤り 検出 符号 (error detecting code ) 

伝送路上のデータ誤りを受信側で検出できるように送信側がデータに付加した 
冗長符号。データを受けとった受信側は，データと誤り検出符号との関係があら 
かじめ決めてある規則通りでなかった場合，送信に誤りがあったとみなす。例え 
ば，パリティ ビット （奇偶検査)，巡回冗長符号， ハミングコード，チェックコー 
ドなどがある。 一( 参)誤り訂正符号 

■誤り 検出 方式 (error detecting method/error detection ) 

データを転送したり，読み書きしたりするつど，元のデータと転送後のデータ 
との間に差がな t 、か検出すること。一般的には誤り検出符号という冗長符号を用 
いる。伝送路上の雑音や障害による伝送データの誤りは受信側，または送信側で 
検出する。誤り検出符号のチェック，順序のチェック，時間監視などによる検出 
方法が一般的であるが，受け取ったデータを送り返し，送ったデータとの照合に 
より誤りを検出する返送照合による方法（ェコ-チェック）もある。 

—( 参)誤り検出符号，ェコーチェック方式 
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■誤り制御 (error control ) 

コンピュータ内部や通信回線などに発生した誤りの有無を検出したり，誤りを 
訂正する方式のこと。伝送品質の低下を防ぐための制御といえる。検出•訂正の 
方式には冗長符号による方式，返送 • 再送による方式等がある。 

—( 関)誤り検出方式，誤り訂正，誤り回復 


M 誤動作検出] 


誤 


n 

冗 

——誤り検出符号 

U 


長 


制 


検 


御 


査 1 

—誤り訂正符号 


M 誤動作訂正•回復| 


返送照合方式 




再送訂正方式--- 
パリテイチェック- 
群計数チェック ー 


—ハミングコード方式 
——巡回冗長検査方式 
——その他 


命令の再実行 • 自動訂正 
チェックボイントからの回復 


■誤リ訂正 (error correcting/error correction ) 

伝送データに誤りが発生した場合，その誤りを自動的に訂正すること。次の方 
式が一般的である。 

(1) 誤り訂正符号による訂正方式 

(2) 誤りを検出した場合，データの再送を要求する方式 
—( 関)冗長検査，巡回冗長検査，再送訂正方式 

■誤リ訂正符号 (error correcting code : ECC ) 

一定ビット以下の誤りを自動的に訂正できるように，送信時に元のデータに付 
加して送出する冗長符号。誤り訂正符号を受信側でチェックすると，微小な誤り 
であればそのビット位置の特定が可能である。データは 2 進数で送るので，誤つ 
たビット位置さえ分かればそのビットを反転することで訂正が可能である。これ 
が誤り訂正符号の基本原理で，ハミングコード， BCH 符号，ファイア符号，リ 
ードソロモン符号などが使用されている。 一( 関)ハミングコード 
■誤り率 (error rate )—( 参)符号誤り率，誤字率，ブロック誤り率 
■アンク ( ANK ) 

アルフ ァベ ット（英字），ニューメリック（数字），カナ文字のこと。1バイトで 
表現できる文字種。 ANK はそれぞれの単語の頭文字。 一( 詳細) ANK 
■暗号 （ cryptography / cipher / cypher ) 

データの内容を第三者が判読できないように組織的に変換する方法，または変 
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送り側 


受け側 


暗号化かぎ 復号かぎ 


換したデータ。暗号データにすることを暗号化と呼び，暗号データを元のデータ 
に戻すことを復号と呼ぶ。暗号化は，情報セキュリティのための重要な技術のひ 
とつである。個人のプライバシに関わるデータ，競争相手に知られると自分の優 
位性が保てなくなるようなデータ，有料データなどについて行われる。通信回線 
(特に無線）は傍受が容易なため，機密度の高いデータは暗号化して送信する。送 
信側は暗号かぎによって暗号化し，受信側は復号かぎで復号する。 

—( 参)スクランブル，（対)復号 
【方式】 暗号化方式には大きく二つの系統がある。 

(1> 慣用暗号系(秘密かぎ暗号方式）：暗号化キーと復号キーが同一の方式(キーの 
秘密性が重要な課題 >—( 同)慣用暗号系，（例 ) DES 

(2) 公開かぎ暗号系：暗号化かぎと復号かぎが異なり，前者を公開，後者を秘密 
にする方式。暗号かぎを公開している者へそのかぎで暗号化した暗号文を送り， 
受け取り側がもっている秘密かぎで復号する方式。発信者と受信者を同時に限定 
できる利点がある。 一( 同)公開かぎ暗号系，（関)機密保護，（例 ) RSA 


■暗号化アルゴリズム (encryption algorithm ) 

情報を暗号化および復号するための変換手順。以前は暗号技術の重要な構成要 
素として，秘密にしておくことが常識であつたが，最近は情報通信システムでは 
暗号化普及のために暗号化アルゴリズムを公開する方式も多い。 DES , RSA な 
どの暗号方式がアルゴリズム公開型として有名。なお暗号を復号する手順を復号 
アルゴリズムという。 


復 

口 


ア 


属 S' S ~ S _ 選 L 

暗号化かぎ複号かぎの関係 

慣用暗号系 

同一 

公開かぎ暗号系 

異なる 

暗号化かぎ 

秘密 

公開 

復号かぎ 

秘密 

秘密 

かぎの大きさの例 

64ビット 

512ビット 

暗号化速度 

速い 

遅い 

秘密のかぎの送信 

必要 

不要 


平文 P 


平文 P 


暗号文 C 


暗号化 


表慣用暗号系と公開かぎ暗号系 
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■暗号化かき (encryption key ) 

情報を暗号化および復号する際，それぞれの変換に使用するパラメタ。暗号化 
かぎと復号かぎ (decryption key ) がある。かぎ（キー）と呼ぶ理由は，それを 
もっている（知っている）人だけがデータの暗号化，復号を正しく行えるからであ 
る。 一( 関)使い捨て暗号化かぎ 

■暗証 (pass word ) 

システムとシステムを利用するユーザだけが知っている共通の文字列。 

—( 同)パスワード 

■安全性 ( security ) 

システムを事故や人為的悪意から保護すること。一(類)セキュリティ 
■アンチウイルスフログラム （ anti-virus program ) 

システムのメモリやディスクに侵入しているコンピュータウイルスを検査し， 

もし感染していたならばウイルスを除去するとともに，損害を受けたファイルな 
どの復旧作業を支援するューテイリテイプログラム。知られているワクチンのコ 
ードを検出したり，ファイルのチェックサムを計算して，前回記憶したチェック 
サムと照合したりして，異状を検出する。一般にはワクチンと呼ぶことが多い。 

一 (参） コンピュータ ウイルス，ワクチンプログラム 
■アンテナ ( antenna ) 

電波を発射，または受ける導体。空中線ともいう。送受信する電波の波長や強 
さにより適した形式は異なる。屋外アンテナ，ロッドアンテナ，バーアンテナ， 
パラボラアンテナなど多種多様な形式のアンテナが実用化されている。 

■アンロック ( unlock )—( 参)排他制御 



■イーサネツト （ Ethernet ) 


IEEE 802.3に準拠した CSMA / CD 方式のバス型 LAN 。 最初はアメリカの Xerox 
社が1976年に発表した3 メガ bps 版から始まり，それをもとに1980年に DEC , 
Intel , Xerox 社が共同で開発，製品化した（これを3社の頭文字をとって DIX 
仕様のイーサネットという）。これが LAN の業界標準となり，この方式をもとに 
1983年に IEEE の標準，さらにその後 1 SO/IEC JTC 1の標準となった 。 LAN 
という言葉が広く使われるようになったのはイーサネットが出現してからのこと 
である。一(參)バス型ネットワーク 
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■ィーサネット型 LAN(Ethernet LAN ) 

イーサネットによる LAN 。一( 同)イーサネット 
■イーサネットケーブル (Ethernet cable *) 

IEEE 802.3のイーサネット型 LAN で規定しているケーブル。ケーブルは何種 
類かあり，それぞれ規格名が付いている。規格名は，伝送速度（単位はメガ 
bps ), 変調方式，線の種類の順で構成する。最初に標準化したイーサネットの 
通信ケーブルは同軸ケーブルで，ベースバンド伝送方式を採用し，データ伝送速 
度は10メガ bps であった。そのあとさまざまな種類の標準化を積極的に進め， 
IEEE の標準ではペアケーブルを使用したもの，伝送速度が1〇〇メガ bps のもの 
(ファーストイーサネット），最大チヤネル数が36個のブロードバンド方式のも 
のまでも規定している。なお，最近では簡易な設備によるイーサネット型 LAN 
も登場し，パーソナル コ ン ピュー タによる LAN としても多く使われるようにな 
った。 

【変調方式】変調方式には，ベースバンド伝送方式 ( BASE ) とブロードバンド伝送 
方式 ( BROAD ) の2種類がある。例えば，伝送速度10メガ bps , ベースバンド 
伝送，最大セングメント長が500 メートルの同軸ケーブルであれば， 10 BASE 5 
(テンべースファイブ）という規格名になる。また，ベースバンドレベルでの伝送 
速度が10 メガ bps のブロー ドバンド伝送で最大チヤネル数36のケーブルは 
10 BROAD 36 と表す。一(関）トランシーバ 


属性^'^ 

10 BASE 5 

10 BASE 2 

10 BASE-T 

10 BASE-F 

100 BASE-T 

100 BASE-F 

ケーブル材質 

シックワイア 

シンワイア 

ペアケーブ i レ 

光ファイバ 

ケーブル 

ベアケーブル 
(カテゴリ 5) 

光ファイバ 

ケーブル 

伝送速度 

10メガ bps 

10メガ bps 

10メガ bps 

10メガ bps 

100 メガ bps 

100 メガ bps 

最大セグメント長 


185 m 


500 m 



代表的トポ a ジ 

バス型 

パス型 

スター 型 


スター型 

スターまたは 
ツリー型 



T 型コネクタ 

モジュラ外ック 






リビータ 

ハブ 

スターカ方 

ハブ 

光ファイバ 

リピータ 


■イェローケーブル (yellow cable ) 

イーサネットで使用する同軸ケーブルのひとつ。文字どおり外皮を黄色に着色 
してある。 —( 同）シックワイヤ 

■イェローブック (yellow book ) 

もとは CD - ROM にデータを記録する方式に関する ISO の規格書の俗称。その 
表紙は黄色だった。その後，広く標準化機関や学会で出版する技術書をさすよう 
になった。 
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■イエローぺ—ジ (yellow page ) 

もとは電話帳の職業案内ページ(黄色の紙）をさしたが，コンピュータの分野で 
は，ネットワーク情報管理システムをさすようになった。 一( 類) N 1 S 
■異機種間接続 (multi type node interworking ) 

同ーメーカの同一機種間ではなく，異な.るメーカの異なる機種どうしをネット 
ワーク上で接続すること。これが可能となると利用者の機種選択の幅が広くなる 
利点がある。そのためには，接続インタフェースやプロトコルが相互に開放（才 
ープン化）されたオープンシステムでなければならない。長い間，コンピュータ 
メーカが提供するコンピュータネットワークは，特定メーカの製品しか接続でき 
ない クローズな システムであった。最近では osi に準拠した製品やネットワー ク 
が普及してきたため，異機種間接続の実現性が高くなってきた。 

■イサーネット ( Ethernet ) —( 同)イーサネット 
■位相 偏 移 変調方式 (phase shift keying : PSK ) 

データ伝送におけるディジタル変調の一方式で，アナログ変調の位相変調方式 
に対応する。正弦波の位相を送るべき情報に対応させることにより変調を行う。 
位相変調と同様，位相の数により2相，4相，8相などの変調方式がある。 

- (関)ディジタル変調，（參)振幅位相偏移変調 
■位相 変調 (phase modulation : PM ) 

データ伝送におけるアナログ変調の一方式で，搬送波(キヤリア）の振幅は一定 
であるが，位相を送信データの信号に応じて変化させる方式。送信データの〇, 

1にしたがつて，搬送波の位相をずらし，その量で情報を伝達する。 
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位相変動点（変化しないときは 0) 
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ずれが180。のものを2相位相変調方式，90°のものを4相位相変調方式， 
45°のものを8相位相変調方式という。4相位相変調方式では一度に2ビット， 

8相位相変調方式では一度に3ビットを変調できるので，1回の変調でそれぞれ 
2ビット，3ビットを伝送できることになる。雑音やレベル変動に強く，高速デ 
ータ伝送が可能である。 一( 関)アナログ変調 

■異速度端末間通信 (telecomimmication for multi-transmission 
speed terminal ) 

伝送速度が異なるコンピュータと端末間での通信。普通，このようなコンピュ 
ータや端末を単純にネットワークで接続すると送受信時にデータ化けや抜けが発 
生する。異速度端末間通信の実現には，通信データをいつたん交換機に蓄積し， 
相手の伝送速度に合わせて送出できる蓄積交換方式が必要となる。 

—( 参)蓄積交換方式 

■—斉同報通信 (global address communication ) 

① 多くの端末に対し同じ内容のメッセージをほぼ同時に送信すること。用途は， 
ホストによるオンライン開始および終了メッセージやその他全端末に知らせるベ 
きメッセージの送信に使う。 LAN では，ポーリングの際に， WAN では経路探索 
のために不可欠の通信である。 

② 端末利用者全員へのシステムオペレータからのお知らせなどのコンテンツを送 
ること。一(類)ブロードキヤスト，（関）同報通信，メーリングリスト 

■—般専用線サービス (general leased circuit services ) 

通信ネットワークの専用線サービスの一種で，音声および比較的低速なデータ 
の伝送に利用するアナログ専用線サービス。サービス内容は，いくつかの伝送周 
波数帯域を提供する帯域品 S と 50 bps 〜9600 bps までのいくつかの符号伝送速 
度を提供する符号品目に大別できる。また，帯域品目は利用目的が音声だけとい 
うように限定される目的利用目と利用者がどのようなデータにも自由に利用で 
きる自由利用品目に分かれている。一(参)サービス品目 
■一般第二種電気通信事業者 

第一種電気通信事業から回線の提供を受け，各種の電気通信サービスを提供す 
る電気通信事業法が規定した事業。一般に VAN 事業と呼ぶ。第一種とは異なり 
郵政大臣の許可は必要とせず，事業の開始は登録.届出だけでよい。第二種はさ 
らに，一般第二種，特別第二種に分かれる。特別第二種は，不特定多数のユーザ 
に通信サービスを提供し，500回線以上の規模をもつ国内 VAN サービス，また 
は国際 VAN サービスを行う事業をいう。現在30社あまりが事業登録している。 
それ以外が一般第二種で約1000社が事業登録している。第二種電気通信事業者 
が提供する通信ネットワークを第二種電気通信事業者網という。 
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■一般騎末 (general terminal )— (参)非バケット形態 端末 
■異手順端末 間通信 (telecommunication for multi-protocol 
terminal ) 

伝送制御手順が異なる端末間での通信。直接通信ではこのようなことは不可能 
だが，バケット交換方式のような蓄積交換方式の交換機やデータリンク層以下を 
サポートする接続装置(例えばプリッジなど）を経由することにより可能となる。 
■移動体通信 (mobile communication ) 

自動車，列車，船舶，飛行機，携帯機器などの移動可能な物体間で通信を行う 
こと，またはその通信サービス。端末側がいつも移動するため，有線ケープルで 
はなく無線通信を使用する。双方向通信では自動車電話や PHS の音声通信サー 
ビス，モーバイルコンピューテイング，単方向通信ではポケットペル(一部双方 
向も可能なものも登場した）を代表例とするページングサービス。 

-( 関)セルラー通信方式 



画像データのこと。普通，イメージデータは画像をごく小さな領域（ピクセル) 
に細分化し，白黒の場合そこが白か黒かのいずれか近い方のデータにする。ま 
た，カラーの場合は，その領域の色に最も近い色素の組合せのデータになる。 

細分化の度合いを細かくすればするほど，実際の画像に近く見える。この細分 
化の度合いを画像の解像度，または画像品質と呼び ， dpi (dot per inch ) の単 
位で表す。ただし，解像度を高くするとそのままではデータ量が大きくなるた 
め，イメージデータを圧縮して保管，処理することが多い。 

—( 対)テキストデータ，（参 ) JPEG 
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■インターネット① ( internet ) 

広義には異なるネットワークの相互間を結ぶ方法，規約の集合，ハードウェア 
技術，ネットワーク技術をさす。この意味ではインターネットワーキングとい 
う。 一( 同）インターネットワーキング 
■インターネット② ( INTERNET / Internet ) 

世界各国の複数のコンピュータネットワークを相互に接続した，世界規模のコ 
ンピュータ通信ネットワーク。研究ネットワーク ARPANET に端を発し，米国 
の民間研究団体などのネットワークを吸収し巨大化してきた。標準プロトコル 
は， ARPANET から派生した TCP / IP を使用している。日本でも研究機関を中 
心としたいくつかの国内ネットワークがインターネットと接続していたが，イン 
ターネットの商用利用が解禁され，1993年秋から付加価値通信網 ( VAN ) 会社が， 
1994年からはパソコン通信会社がインターネットへの接続サービスを開始した 
ため，急速に利用ユーザーが増えている。1996年現在，個々のネットワークを 
管理している1300万台を越すホストコンピュータが接続されており，世界約160 
か国で4 0 0 0万人以上が利用している。 

-( M ) ISOC , IP 接続， WWW , Web , FTP 
■インターネツトアドレス （Internet address ) 

インターネット利用者(端末）に与える識別番号。 IP アドレスと呼ぶことが多い。 
一(同) 1 P アドレス 

■インター ネッ トエ クス プローラ (internet explorer ) 

1995年にマイクロソフト社が開発，無料配布した WWW ブラウザ。現在はパ 
ージョン 3.02 を提供しており， Java にも対応できる。 ActiveX のコンテナにあ 
たる製品である 。 Netscape Navigator と人気を二分している。 

■インターネットカフェ (Internet cafe ) 

インターネットにアクセスできる設備を持ち，客に時間単位で利用させる喫茶 
店。インターネットブームの1995年ころ，大都市に出現し話題となつた。料金 
やサービス内容は店により大幅に異なつた。 

■インターネット技術特別調査委員会 (Internet Engineering Task 
Force : IETF ) 

アメリカのインターネット活動委員会 ( IAB ) に属す組織のひとつで，インター 
ネットプロトコル (1 P > の次世代への拡張性を中心に検討している標準化組織。 
具体的には， IP アドレス体系を将来の利用者増大にも対応可能とする次世代 IP 
アドレス体系 （ IPng ) や暗号化技術によりセキュリティを強化した電子メール標 
準 ( PEM ) などの標準化を行つている。 一( 参) IPng , PEM 
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■インターネットコミュニティ （internet community ) 

インターネットを日常的に利用した新しい社会の姿。具体的には，インターネ 
ット電話，電子メール，電子商取引，家電製品などの遠隔制御，遠隔医療や教 
育，在宅勤務，障碍者福祉などを効率的に行える社会をさす。これを実現するた 
めには，通信ネットワーク構成要素の性能向上，通信料金の値下げ，端末機器の 
多様化と低価格化，セキュリティ技術や利用者の倫理意識の向上など，社会的情 
報基盤をこれまで以上に整備する必要がある。-•(参)高度情報化社会 
■インタ—ネツトサーフイン (internet surfing ) 

ブラウザを用いて各地の WWW サーバを渡り歩き，興味のある情報や画面を次 
々と見ていくこと。ネットサーフインということが多い。インターネットのブー 
ムに伴い一般社会に浸透した流行語。 

■インターネット接続サービス (internet gateway service ) 

バソコン通信からインターネットに接続できるゲートウェイサービス。 

—( 参)ゲートウェイ 

■インタ—ネツト電話 (internet telephone ) 

インターネット上でパソコンなどを使用して電話と同様の音声通話を可能にす 
る技術。コンピュータに音声を入力/出力する機能があると，インターネットフ 
オンサーバに接続してそこに登録して いる 相手と通話できる。インターネットへ 
の接続と同等のコストで使用できるため国際電話と比較して大幅に通話料金を節 
約することができる。そのため，今後世界的に急速に普及する可能性がある。 
■インタ - ネツトフオン (internet telephone ) 

—( 同)インターネット電話 

■インターネットプロトコル体系 (internet protocol suite ) 

インターネットにおいて標準的に使用されているプロトコルの総称。 FTP, 
TELNET などのような TCP/IP の上位層で動作するアプリケー シヨ ン レベル 
のプロトコルや TCP/IP の下位層にあたるデータリンク層，物理層のプロトコ 
ルも含む。 

■インタ ー ネツトワーキング ( internetworking ) 

ルータやプリッジなどの LAN 間接続装置を用いて複数の LAN を相互に接続す 
ること。一般に WAN 接続を含む TCP/IP ネットワーク，あるいは， TCP/IP 
を中心としたマルチプロトコル.ネットワークに対して，この用語を用いること 
が多い。 

■インタフ I ース （ interface ) 

広義には，独立に動く二つ以上の構成要素の境界，または境界で共用する部 
分。二つの異なるシステムを接続し効率よく動作させるために種々の調整を行う 
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サブシステム。装置間でのデータのやりとりを正確に行うハードウェアやソフト 
ウェア，あるいはソフトウェア間における規約など幅広くさす用語。 

人間とコンピュータのインタフェースをヒューマンインタフェース，コンピュ 
ータシステム間のインタフェースを通信インタフェース，コンピュータとネット 
ワーク間のインタフェースをユーザ.網インタフェース，ネットワークの交換機 
間のインタフェースを局間インタフェースなどと呼ぶ。 OSU こ代表される通信プ 
ロトコルも通信インタフェースの一種である。 

一 (関) ューザ. 網インタ フェース 
_インタフ; E — ス用ソフト （interface software ) 

異なる装置間でのデータのやりとりを正確に行うソフトウェア，あるいはソフ 
トウェア間における規約など。 

通信ネットワークを利用して多くのコンピュータと通信可能にするためには， 
通信規約の調整，データの透過性.互換性が重要な要素になる。通信に関しても 
次のようなインタフェースが必要である。 

(1) 通信インタフェース：コンピュータシステム間のインタフェース 

(2) ユーザ.網インタフェース：コンピュータとネットワーク間のインタフェース 

(3) 局間インタフェース：ネットワークの交換機間のインタフェース 

■■インタレース ( interlace ) 

粗い画像を視覚的に次第に鮮明に（細密化)すること。イメージの全体を荒く分 
割し,各部分に最も近い明るさや色で表示すると，短時間にぼんやりとであるが全 
体のイメージがモザイク状に表示できる。 WWW のページをブラウザで表示する 
場合,画像データを完全に受信し終わってから表示すると，データ置が大きいため 
表示開始までに相当時間がかかり，利用者に不安を与えることがある。そこでイン 
タレースにより概略を表示，その後,データを受信しながら徐々に解像度をあげて 
インタレースを繰り返し鮮明にしていく。このようにして，イメージを見る必要の 
ない人や粗い画像でもよい人には短時間に必要な画像情報を提供できる。 
■インタロック ( interlock ) 

複数の要求に対して同時に応えられない装置で，ひとつの動作中に別の箇所か 
ら動作の要求があった時に，後からの要求には応じないようにすること，または 
その機構。例えば，複数のタスクがメモリ等の共用資源を使用する場合に，イン 
夕 a ックはタスクの優先順位にしたがって，一時にひとつの要求しか受け付けな 
いようにする。 -* (参)排他制御 
■インテリジェント端末 (intelligent terminal ) 

ホストコンピュータとのデータ交換(入出力）だけを行う端末ではなく，端末自 
体がマイクロプロセッサを装備し，プログラム実行機能，ファイル機能，日本語 
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入力機能，データ通信機能などをもち，さまざまな業務に合わせ多目的に利用で 
きる端末。多目的端末 (multiple use terminal ) ともいう。 

データ処理を端末に分散させ，ホストコンピュータの負担を軽減し，端末ユー 
ザ独自の多目的な処理が可能である。インテリジェント端末の出現により，デー 
夕処理をホストコンピュータから端末に分散させる分散処理シスタムが発達し 
た。最近では，端末の多くがインテリジェント端末である。 

—( 対)ダムターミナル 

■インテリジェントネツトワーク (intelligent network ) 

通信システムにおける各ノードが有機的に結合された高度な電気通信網。通信 
ネットワークのディジタル化，広帯域化，コンピュータ制御化が進むと，ネット 
ワーク内に多様なサービスをプログラム によって 実現でき，ユーザも使い分ける 
ことが可能となると予想されている。 

■インテリジ I ントビル (intelligent building ) 

入居するテナントや ユーザの ために高度な情報通信設備が 整っている ビル。 
LAN ケープル， PBX ， 配信システムなどの通信ネットワーク設備などを予め配 
備したビルでは， OA 機器の移設や通信回線の確保などが容易にでき，テナント 
はすぐに OA システムを構築することができる。このほか，回線容量，電源容 
量，空調，照明，セキュリティ管理等が十分配慮されているビルをさす。情報化 
ビル(米国ではスマートピル）ともいう。一般に以下のような機能を有する。 

(1) ディジタル PBX や LAN などによる情報通信が可能 

(2) 無停電設備，予備電源など非常設備がある 

(3) 床下配線，耐震設計，不燃材料などの採用 

(4) 通信回線容量，電源容量などが情報システムの拡張などに対応可能 

(5) 空調，防災，照明などの自動制御 

(6) セキュリティ管理 

■インテリジェントビルシステム (intelligent building system ) 

インテリジェントビルを管理するコンピュータシステム。通常，空調，照明， 
防犯，防災，電源等を集中管理するシステム。高度な情報通信システム，外部と 
の通信機能を容易に実現するための業務支援システムなども含まれる。 

■インァルサツト （International Telecommunication Satellite 
organization : INTELSAT ) 

国際電気通信衛星機構。1964年，人工衛星を用いた国際通信業務を扱うため 
に設立した国際組織。翌年，インテルサット1号を大西洋上に打ち上げ，静止衛 
星による商業通信を開始した。1973年から，それまで暫定組織であったのが恒 
久組織となり，発展途上国を含み100か国以上が加盟している。 
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■イントラネット ( intranet ) 

インターネットの Web を利用して企業内や学校内などの基幹業務を実行する 
技術，またはそのネットワーク。基本的にはインターネットプロトコル体系をそ 
のまま利用し， Web サーバを社内ネットワークの中心において業務上の情報を 
交換するが，外部からアクセスは一般向け Web サーバまでにとどめ，社内用サ 
ーパの情報を見ることができない点がインターネットと異なる。 

企業で独自のプロトコルやソフトを開発しなくても市場に供給されている経済 
的で柔軟，安定した製品が利用でき，統一された仕様で外部との連携も管理も容 
易である。そのため急速な勢いで普及している。インターネット事業を展開する 
ペンダも，イントラネットを支援する技術を積極的に開発中である。 Java や 
Active ) (などがイントラネットを意識した実行環境の具体例といえる。 

—( 関）フアイアウオール 

■インハウス データべー ス ( in-house database ) 

第三者に販売する目的ではなぐ企業などが組織の内部で利用するために作つ 
たデータペース，あるいは，商用データペースから社内利用のために LAN に取 
り込んだデータペース。企業のインハウスデータペースの保有率は年々増加して 
いる。自社の資料センターが所蔵する業務関連の新聞や雑誌，図書などの資料を 
データペース化し，利用要求に即応できるようにしたり，商用データペースの頻 
用の情報を取り込み，専用端末を用いないでも社内 LAN やイントラネットです 
ぐに使用できるようにしたシステムが多い。 

■インマルサツト (International Maritime Satellite 

organization : INMARSAT ) 

国際海事衛星通信機構。1979年に海事通信(海上における通信）を行う目的で 
発足した国際組織。全世界の海事衛星通信サービス，航空衛星通信サービスなど 
船や飛行機などの移動体への衛星通信サービスを提供している。1982年2月から 
運用を開始している。最近では，高度1万キロメートルの軌道に12個の通信衛星 
を打ち上げ，これと地上のネットワークを結び世界中のどことでも携帯電話で話 
せるようにするインマルサット P プロジェクトを進めている。 

■インラインイメージ (inline image ) 

HTML でページにイメージデータを表示する場合，実行すると直ちに表示さ 
れるイメージデータのこと。比較的データが小さく，多くの人に見せたいイメー 
ジはインラインイメージにする。 

逆に，そのままではタイトルだけが表示され，利用者が見たいとアクション 
(タイトルをクリック）を起こしたときに表示するイメージデータを外部イメージ 
という。データが大きく，必要な人にだけ見せたいものは外部イメージにする。 
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なお， HTML のインラインイメージは GIF フオーマツトが標準となっているが， 
JPEG に対応するブラウザも増えている。 一( 関)インラインドキュメント 
■インラインシステム (inline system ) 

コンピュータの処理形態のひとつ。発生したデータを入力したつど対象ファイ 
ルを更新するシステム。オフイスコンピュータの利用法に関する言葉であった。 
■インラインドキュメント （inline document ) 

Web でページに文書データを表示する場合，実行すると直ちに表示される文 
書データのこと。簡単な文章やタイトルはインラインドキュメントにし，タイト 
ルの内容は外部ドキュメントにすることが多い。逆に，そのままではタイトルだ 
けが表示され，利用者が見たいとアクシヨン（タイトルをクリツク）を起こしたと 
きに表示する文書データを外部ドキュメントという。一(参)インラインイメージ 



■ウイルス （ virus ) —(同）コンピュータウイルス 
■ウインドウサイズ (window size ) 


し、ちいち受信可能コマンドを受信することなしに一括転送可能な最大のパケッ 
卜数。送信側は，ウインドウサイズの個数以上に一度にパケットを送ることはで 
きない。一方，受信側はウインドウサイズ分のパケットが入るだけの受信 バッフ 
アを常に用意しておく必要がある。実際の通信では，網との間のネゴ シェ ー シヨ 
ンで決定する。 

■ウェブ ( Web )—( 同) Web 

■ウェブサイト (Web site ) 一(同) Web サイト 

■ウオームスタ - 卜 （warm start/warm boot ) 

障害の発生したコンピュータを再起動する際，最初から起動せずメモリの初期 
化など一部の作業を省略して起動すること。起動時間の短縮を図るだけでなく， 
障害発生時のメモリの状態を取得することができる場合がある。一(対)コールド 
スタート 

■廷回ルート （detouring route ) 

通信ネットワークにおいて，ある経路(ルート）の一部が障害などのため使用不 
可能となつた場合，そこを避けて通信を行う別の通信経路。ネットワークの形状 
から迂回ルートが複数選択可能な場合は，最も効率的なルートを選ぶ。 

—( 類)バックアップ回線 
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I _:_ 5_I 

■衛星通信 (satellite communication ) 

通信衛星を中継して地球上の異なる地点間の通信を行うこと。通信衛星 (CS ) 
には移動衛星と静止衛星があるが，現在では多くが赤道上空約36000 km にある 
静止衛星で通信している。当初は国際電話やテレビの国際中継などの国際通信中 
心に利用したが，災害時の臨時通信や離島との通信，広域の授業中継など国内通 
信にも利用する。通信媒体としては，以下のような利点がある。 

( 1 ) 無線通信のためケーブル敷設の必要がない 

(2) 地上無線と異なり地形の影響をほとんど受けない 

(3) 1 個の通信衛星で広範囲にわたり通信可能(広域性） 

(4) 地上災害の影響を受けにくい(耐災害性） 

(5) 広範囲に同時に通信を送ることができる（同報通信） 

いっぽう，衛星通信には次のような弱点がある。 

( 1 ) 衛星までの往復距離が非常に長いため伝搬遅延時間(約 0.5 秒)が発生 

(2) 降雨の影響を受ける場合がある 

(3) 地上局では大きなアンテナ設備が必要 

(4) 衛星に搭載可能な交換機の数に制限がある 

(5) 修理困難，または修理不可能（ほぼ非修理系） 

—( 関)無線通信， 衛星放送, 通信衛星 

_衛星通信サービス (satellite communication services ) 

通信ネットワークの専用サービスの一種で，衛星通信と地上局などにより実現 
したサービス。衛星ディジタル通信サービス (64 キロ，192キロ，384キロ，768 
キロ， 1.5 メガ bps ) と衛星ビデオ通信サービス（映像： 4 メガ Hz , 音声：10キロ 
Hz ) がある。 

■衛星ディジタル交換サービス (satellite digital communication 
service circuit switched system ) 

日本で NTT が 1986 年からサービス開始した衛星通信サービスの一種で，通信 
衛星 CS 2を利用したディジタル通信サービス。電話(音声），データ，画像など 
を通信でき，テレビ会議，同報通信など，衛星通信が得意とする用途に使用して 
いる。 

■衛星放送 (satellite broadcasting ) 

静止衛星(放送衛星： BS ) を利用したテレビやラジオの放送方式。日本では， 
NHK が1984年にまず試験放送を開始し，1987年からは本放送を開始した。最 
近では通信衛星 ( CS ) による放送も始まっている。衛星放送は，10ギガへルツ帯 
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の高い周波数を使用しており，帯域幅が広く，通常のものは高品質な映像とディ 
ジタルによる雑音の少な t 、高品質な音声を送ることができるほか，ハイビジョン 
試験放送も行っている。衛星放送は，比較的広い範囲に対して同一内容の放送を 
品質よく送ることができる。 一( 関)ディジタル衛星放送，放送衛星 
■ 映像符号化 (video coding/motion picture encode) 

アナログ信号の映像信号をディジタル信号に変換すること。映像符号化によっ 
て伝送中の雑音による影響も少なくなり，必要な帯域も1000分の1程度になる。 
さらに圧縮も可能になり伝送コストを低くすることができる。 一( 参) MPEG 
■ ェイリアス (alias) 

電子メールの自分の名前とは別の名前(別名）。ェイリアスをもつ理由は，担当 
している立場や役職を意識してメールを受け取る場合と個人として受け取る場合 
で送信者に異なる宛先にしてもらうためである。電子メールの管理者は個人名で 
はなく， postmaster というェイリアスを用意して，そこに送ってもらうよう 
にする。また，ェイリアスは電子メールの複数の宛先をひとまとめにして，ひと 
つの名前にすることもできる。例えば，管理者全員ヘメールを送る場合に，すべ 
ての管理者の宛先を allmanager というェイリアスにすれば，その指定だけで 
全管理者に届くようにできる。 

■ エージ I ント （ agent) 

① ユーザからの直接的な指示によらず，環境や他のプログラムと連携をとり自動 
的にやるべき処理を判断して行うプログラム。ユーザに代わり，実行に必要なソ 
フトやファイルの情報を収集し他のシステムとの情報交換を行う。 

② SNMP における被管理システム。ネットワーク管理ステーションと管理情報の交 
換をするネットワーク管理プロトコルを実装している管理対象応用プ n グラム。 

—( 関) SNMP , MIB 

■ エクスプローラ (Internet Explorer) 

インターネットェクスプローラの略称。 —( 同)インターネットェクスプローラ 

■ エコ — チェック （echo check) 

データ伝送の際に，受信側が受信したデータを送信側へそのまま送り返し（ェ 
コーし），そのデータを受け取った送信側は元の送信データと照合し，同じであ 
ることを確認することによって，送信ェラー(文字化け）の有無を検出するチェッ 
ク方式。返送照合方式ともいう。 

ェコーデータが元の送信データと一致しなかった場合は，送信時のェラーだけ 
でなく送り返した時のェラーの可能性もあるが，送信側は正しく送れなかったも 
のと判断する。 —( 参)再送訂正方式 
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■ エコーバック （echo back) 

パソコン通信などで，受信側が受けたデータを入力側に送り返し，送信側の画 
面に表示させること。オペレータがデータ送信の確認を行うための機能。画面表 
示には，次の場合がある。 _ 

⑴ホストコンピュータが入カデータをェコーバックする場合は，1文字受信する ——I 
ごとにェコーバック処理を行う。 

(2>最近では，端末の性能が向上し，ホストの負荷削減や伝送効率を向上させる 
ため，ェコーバックは端末側で行うことが多い。1文字送信するごとにェコーバ 
ック処理を行う。 一( 類)ェコーチェック 

■ エスケープキヤラクタ (escape character : ESC) 

—( 同 ) ェスケープ コード 
■ エスケープコード （escape code) 

伝送制御文字のひとつで，ある装置間で情報を転送する場合，このコード（キ 
ャラクタ）の次に続くコードの意味を変更する。コードの標準キャラクタセット 
を拡張するときに用いる。主に2進コードのデータを転送する場合，転送デー 
夕を制御用文字に拡張する。例えば次のように使う。 

(1} ェスケープコードのあとに続く 2バイトずつのデータを漢字コードと見なす 

(2) ェスケープコードのあとに続く n バイトの文字列をグラフィツク端末の特殊 
制御用と見なす 

(3) ェスケープコードのあとに続く 1 バイトをデータ伝送制御上特別な意味をも 
たせる 

このとき使用するェスケープコード自身もさまざまであり.，基本形データ伝送 
制御手順では，ェスケープコードとして DLE を使用する。また，周辺装置との 
入出力では， ESC の使用が一般的である。 一( 関)ェスケープシーケンス 
_ エスケープシーケンス （escape sequence) 

ェスケープコードで始まる文字列。一連のェスケープシーケンスは，通信制 
御，画面出力制御，プリンタ出力制御，グラフィツク制御など，それぞれ独自の 
体系で特殊な制御に使用する。 

例えば，プリンタや画面に通常の文字では表現できないような特殊な操作を行 
う場合，ェスケープ文字として割り当ててある $1 B コードに引続き文字列を書い 
て実現する。これは ANSI が定めている規格による。画面上ではカーソルをコン 
トロールする，文字の色を変える，文字を反転させることなどができる。また， 
プリンタでは文字の大きさを変える，アンダーラインを引くほか，多くの機能が 
ある。その機能は，画面では一部の機種で特殊な機能をもつ程度でほとんど共通 
であるが，プリンタではその機能が異なる場合があるため注意を要する。 
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■ 閲覧ソフト (browser/viewer/filer) —( 同)ブラウザ 
■ エニキヤスト (any cast) —( 参)マルチキヤスト 
■ エミユレータ (emulator) 

他のシステムと同じデータを受け入れ，同じプログラムを実行し，同じ結果が 
得られるように，他のシステムを模倣する装置，またはプログラムのこと。マイ 
クロプログラムを利用している。例えば，パソコンやワークステーションなどの 
インテリジェントター ミ ナルは，複数の エミュ レータを利用することで種類の異 
なるホストコンピュータの端末として利用することができる。 

■ エラー , リカバリ （error recovery) —( 同)障害管理 
■ エレクトロニツクコマース (electronic commerce : EC) 

インターネットのような通信ネットワークを利用した商取引。商品やサービス 
の紹介，受注から決済までの一連の手続き全体を含む形態をさす。 

—( 参)電子データ交換 

■ エレクトロニツクバンキング (electronic banking) 

銀行の窓口に行かなくても，企業や家庭内の端末機器から銀行のコンピュータ 
に直接ァクセスして振込や振替，残高照会などができる銀行サービス。 

—( 参）ファームバンキング，ホームバンキング 

■ 遠隔ァクセス (remote access) —( 同）リモートアクセス 
■ 遠隔一括処理 (remote batch processing) 

—( 同）リモートバッチ処理 
■ 遠隔ジョブ入力 (remote job entry : RJE) 

—( 同）リモートジョブエントリ 

■ 遠隔手続き呼出し (remote procedure call : RPC) —( 同) RPC 
■ 遠隔ファイルアクセス (remote file access) 

—( 同）リモートファイルアクセス 

■ 遠隔保守 (remote maintenance) —( 同）リモートメインテナンス 
■ 遠隔ログイン (remote login) —( 同）リモートログイン 
■ エンゼル (ANGEL : Advanced Number Guide system by 
Electronic computer) 

NTT がサービスするパソコン通信による電話番号案内システム。オペレータ 
を介することなく全国の電話番号を検索できる。ェンゼルラインともいう。1986 
年から稼働したが，1990年12月から音声による電話案内を有料化したのを機に， 
エンゼルラインと MS-DOS の検索ソフト ANGELSOFT を無料で一般に開放し 
た（通話料金は課金される.）。1996年からは Windows 対応ソフト ， Macintosh 
対応ソフト， UNIX 対応ソフト， WWW サーバ用検索ソフトを無料提供した。 
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■ エンテイテイ （ entity) 

一般にデータの実体をさすが， OSI 參照モデルでは各層にひとつまたは複数存 
在する機能モジュールを意味する。第< N >層のエンテイテイを< N >エンテイ 
テイと呼ぶ。例えば，セシヨン層のエンテイテイのことをセションエンテイテイ 
と呼ぶ。< N >エンテイテイはひとつ下の層の< N -1 > エンテイテイからのサー 
ビスを受けて機能を果たす。 一( 関）コネクション，同位エンテイテイ 
■エンべ 口ープ (envelope) 

メッセージ通信システム （ MHS ) でメッセージを構成する要素。相手先アドレ 
ス，名前と送り主のアドレス，名前，メール種別などをもつヘッダ情報。この場 
合，本文はコンテンツといい，内容（ボデイ）とヘッダからなる。コンテンツ（手 
紙）はエンベロープ(封筒）に包んで郵便局の役目をする交換装置，中継装置を経 
由して送る。 一( 参)ラッピング 


I_?_I 

■ 欧州電気通信標準化機構 (European Telecommunication Stan¬ 
dards Institute * ETSI) 

電気通信分野，情報技術と電気通信の境界領域および放送と電気通信の境界領 
域について標準作成を行っている欧州地域の自主的団体。1988年に設立。ここ 
で，作成した標準は 1 TU - T へも多数提出されている。また，地域的機関として 
CC 1 R への参加も認められている。 

■ 応答 (connect) 

ネットワーク層における，呼の確立メッセージの一種。着信ユーザが着呼の受 
入れを表明すること。応答したことを発信ユーザに伝えるために送出するメッセ 
ージを応答メッセージと呼ぶ。 

■ 応答時間 (response time) 

端末から要求を送信し，その要求に対する応答データが戻ってくるまでの時 
間。ネットワークを利用するシステムでは，コンピュータ単体のシステムに比 
ベ，応答時間に影響する要素が多く複雑となる。そのようなシステムを開発する 
場合，回線保留時間，伝送速度，回線待ち時間など，考えられる要素を洗い出し 
応答時間を予測することが重要な設計課題となる。人間の場合，同じ時間であっ 
ても，応答によって長く待たされると感じる場合がある。応答をすぐ返せない場 
合は，応答までの予想時間の表示や処理の進み具合を表示して待つ側の不安を少 
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なくすることで待ち時間を感じさせない配慮も必要である。 

|-入力-1 _\ I -出力-1 

開始 終了 I 時間 > 開始 終了 

-~ EMU)--- 

-- - 1 ターンァ_今づ37]^?ム1 - ► 

—( 参)ターンアラウンドタイム 

■ 応答データ (response data) 

送信元の送信データに対比する語で，受信側が信号を受付け，処理した結果を 
送信元に送り返したデータ。 

■ 応用エンティティ （application entity) 

特定業務を処理する応用プロセスで 0 S 1 にかかわる部分のこと。言い換えれ 
ば，他の応用プロセスと 0 S 1 を介して通信する顔の部分といえる。お互いの応用 
プロセス内処理がどのように異なっていても，それぞれの応用エンティティが 
osn こ準拠していれば，応用プロセス間でデータのやりとりが可能となる。 

応用エンティティ のサー ビスには上位層がないため，相手の応用エンティティ 
間をつなぐものとなる。そのサービスには，種々の業務に対して一般的に有効な 
能力を提供するサービスと，特定の業務(例えば，ファイル転送，データベース 
アクセス，ジョブ転送など）からの特別な要求を満たすための能力を提供するサ 
—ビスがある。応用エンティティは，応用層も含む各層のエンティティよりも上 
位の概念。 

■ 応用層 (application layer) 

OSI 参照モデルの最上位(第 7) 層で，各種業務に応じた通信機能を実現する層。 
アプリケーション層ともいう。上位層がないため，相手プロセスと通信すること 
だけを規定している。応用層は，応用プロセスが 0 S 1 環境にアクセスするための 
唯一の手段を提供し， 0 S 1 を使用する応用プロセスの窓口として機能する。 

応用プロセスは，応用エンティティ，応用プロトコル，下位層のプレゼンテー 
ション サービスを 用いて データを 交換する。応用層の機能には，アソ シエー ショ 
ン制御 ( AC ), コミットメント制御 ( CC ), ファイル転送アクセス管理 ( FTAM ), 
仮想端末 ( VT ), ジョブ転送操作 ( JTM ), トランザクション処理 ( TP ) などがあ 
り，それぞれ個別に標準化を進めている。このほか，応用層の規定では下位層で 
処理しない機能はすべて応用層に含まれることになっている。 

~(関)アソシエーション，コミットメント制御，ジョブ転送，仮想端末 
_ オートダイヤル (auto-dial) 

公衆回線を利用してデータ通信を行うとき，相手先を指定する電話番号をコン 
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ピュータに記憶させておき，そのダイヤルトーンを発生させることにより，自動 
的に回線の接続を行うこと。短縮ダイヤルともいう。相手先が話中であるときは 
一定時間後に再ダイヤルすることをリダイヤルというが，この機能を含めること 
もある。 一( 參）リダイヤル 

_ オートパイロット (auto-pilot) 

パソコン通信やインターネットを効率よく利用するための巡回機能。オートロ 
グイン機能に加え，電子メールの受信，電子掲示板からの未読データのダウンロ 
ード，指定したホームページの参照など，定型的な操作を自動的に行う。 

送信局を識別したり，送られてきたデータの種類を判別する機能があり，登録 
できる コマンド の種類によってはかなり高度な処理も自動化できる。手動で通信 
ソフトを操作するよりも短時間で巡回することができ，内容については回線切断 
後に，課金や通話料を気にすることなくゆっくりと見ることができる。 

■ 才一トログイン (auto log in/auto log on) 

ログインに必要な一連の手続きを記憶し，人に代わり自動的に実行する機能。 
あるいは，オートログイン機能をもった通信ソフトを利用して，コンピュータシ 
ステムや通信システム，サーバ等にアクセスするための接続を確立すること。 

端末から，ネットワーク上のシステムにアクセスする場合，プロトコルの設 
定，ダイヤリング， ID コード，パスワードの入力などの手続きが必要。最初に 
通信ソフトにこれらの情報を記憶させなければならない。 一( 参)ログイン 
■ オープンシステム (open systems) 

① 従来は仕様を公開した OS をさしたが，今日では基本機能，操作手順，接続法 
などの標準仕様を公開しているコンピュータシステム全般をさす。 

特定の機種やメーカにこだわらず，仕様さえ合致すれば，異なるメーカの情 
報機器，通信機器を接続できる環境を提供する。メーカごとにアーキテクチャ 
が異なると，接続できる機種は一定のメーカ製品に限られ，安価で目的に マッ 
チした製品，既得の製品があっても接続できず，異機種を混在したシステム構 
築は極めて困難だった。 

② 機能，インタフェースなどの仕様が公開されていて，多くのメーカやペンダか 
らハードやソフトが提供されているシステムのこと。オープンシステムは，利 
用者の判断で最適なメーカのものを選ぶことができるだけでなく，相互接続性 
も促進されるようになる。移植性や相互運用性に優れた UNIX が業界標準の才 
ペレーティングシステムとして急速に普及する，異機種コンピュータ間通信を 
実現する OSi (開放型システム間相互接続)の標準化が順調に進むなど，メーカ 
を越えたシステム間接続の土壌が育っている。こうした環境のなかでクライア 
ントサーバシステムも実現した。特に，通信プロトコル， API , ヒューマンイ 
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ンタフェースの公開や共通化が進んでいるネットワークは，オープンネットワ 
ークとも呼ばれる。反対に，同ーメーカ，系列メーカの製品間でしか共通性の 
ないシステムを独自（プロプライェタリ）システムと呼ぶ。 

③ OS 1 の環境で定義している開放型システムのこと。情報処理と情報転送の両方 
または一方を実行でき，コンピュータ，関連ソフトウェア，周辺装置，端末， 
操作員，情報転送手段などから構成される独立したシステム。 OS 1 参照モデル 
では開放型システムの中を7階層に階層化している。 

—( 類)オープンネッ ト ワーク 
■ オープンネットワーク (open network) 

① 情報交換や伝送の仕様や規約が公開され，その技術に準拠した製品が相互に利 
用できるネットワークシステム。現在では，事実上 ISO の OS 1 参照モデルと TCP 
/ IP が相当する。 一( 関) OSI 参照モデル， TCP/IP 

② インターネットの性格を表す別称として用いられることもある。 

—( 同)インターネット 

■ オクテット (octet) 

データ通信の分野で用いる情報の単位で，8個の2進コードからなる。バイト 
と同義であるが，7ビットバイトと区別して，厳密に8ビットであることを明示 
する場合にオクテットを使用する。事実上 ANK 文字の1文字が1オクテットに 
相当する。 

端末とコンピュータとの伝送方法には，基本形データ伝送手順とハイ レベル デ 
ータリンク （ HDLC ) 制御があり，オタテットは HDLC 手順での転送単位になる。 
■オプトエレクトロニクス （opto - electronics) 

オプティクス（光学）とェレクトロニクス（電子工学）を組み合わせた合成語。コ 
ンパクトディスク （ CD ) やビデオディスク，光磁気ディスク，光通信などのよう 
に光の技術を情報処理機器に応用することで，大容量化，高速化をめざす。 

—( 勘光技術 
■ オフライン (offline) 

周辺装置などが CPU と論理的に直接には結ばれていない状態。通信回線など 
を利用して得たデータやプログラムをいったん磁気ディスクなどの記憶媒体に記 
録してからあらためてコンピュータに入力したり，出力するシステム。オンライ 
ンシステムの普及以前の一般的なシステム。オンラインに対比してオフラインと 
いう。 一( 対）オンライン 
■ オフラインシステム (offline system) 

コンピュータの CPU が端末や周辺装置などと直接には結ばず，通信回線など 
を利用して送られたデータやプログラムをいったん磁気ディスクなどの記憶媒体 
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に記録してからコンピュータに入力するシステム。オンラインシステムの普及以 
前の一般的なシステム。 

■ オフライン処理 (offline data processing) 

オフラインシステムで行うデータ処理。遠隔地で発生したデータを通信回線な 
どを利用して送り，これを受け取った側であらためて媒体に記録してからコンビ 
ュータに入力する。データを受け終わってからコンピュータに入力するため，基 
本的に一括処理になる。 

_ オペレーティングシステム (operating system : OS) 

コンピュータ資源，ネットワーク資源を管理し，効率よく働かせるためのソフ 
トウェアの集まり。処理プログラムの実行中に種々の働きが必要となってくる 
が，これらのサービスや監視を行う。システムの処理能力（スループット）の向 
上，応答時間の短縮，信頼性•可用性の向上，ヒューマンインタフェースの向上 
などが，オペレーティングシステムのねらいである。このため基本ソフトウェア 
ということもある。 

従来から大型汎用コ ン ピュータにつ t 、ては，各コ ン ピュータメ ーカが 独自の 0 S 
を開発していたため， 0 S の互換性はほとんどなかった。しかし，最近はワーク 
ステーシヨンやパソコンに ついては，どの メーカの 機種にも使用できる標準 0 S 
が出現するようになった。その代表的なものに， MS - DOS , Windows , UNIX , 
OS / 2などがある。また，分散処理 システムの 普及とともに， NetWare , 
Windows NT など通信ネットワークを強く意識した専用 OS (ネットワーク〇 S ) 
も現われている。なお，ネットワーク 0 S は 0 S に分類されるものであるが，一つ 
の 0 S だけでなく別の 0 S 上で動作するものもある。 

—( 参)ネットワークオペレーテイングシステム，分散オペレーティングシステム 
■ 折り返しテスト (loop back testing) —( 同)ループバックテスト 
■ 音響カブラ (acoustic coupler) 

端末やコンピュータが発する信号を音に変換し，この音を電話の受話器に渡し 
て通信する装置。電話の送 • 受話器とコンピュータの間に RS -232 C のインタフ 
ェースを通して，音響カブラを接続することにより公衆電話回線（アナログ伝送 
路）を利用してデータ通信が可能になる。通信速度は 300 bps 程度で遅いが，装 
置が簡単なためモデムの代用としてバソコン通信などに使用してきた。 

モデムと異なり携帯して ISDN でない公衆電話でも使用できるメリットもも 
つ。最近では，通信速度が2400から9600 bps のものがある。ただし，モデムが 
安価になり，またモデムから直接つなげるモジュラージャック式電話機も普及し 
たので，宅内ではほとんど使われなくなっている。 一( 參)モデム 
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■ 音声多重放送 (sound multiplexing broadcast) 

テレビ電波のすきま（垂直帰線消去期間）を利用して，音声情報を送信する放 
送。1978年から定常的に放送。ステレオ放送，2か国語放送，解説放送，緊急放 
送などに利用している。 一( 参)文字多重放送，ファクシミリ多重放送 

■ 音声通信処理システム (voice communication processing 
system) 

単なる電話の通話サービスだけでなく，音声をディジタル化する，蓄積する， 
送る（音声メールサービス），別の時間に（メッセージ通信サービス)送る，必要以 
外の人には聞かれないようにする（機密保護サービス），多数の人に同じメッセー 
ジを送る（同報サービス）などのサービスを行うシステム。これを商品化したもの 
に NTT の伝言ダイヤルサービスがある。 

■音声データ (audio data) 

人の声，音楽，自然の音などをディジタル化したデータ。ディジタル化により 
合成 • 加工•蓄積.圧縮 • 伝送などがコンピュータにより処理できるようなる。 
Windows 95では WAV ファイルが標準となっている。アナログデータの処理 
過程で発生しやすい雑音の混入や音品質の劣化に対して非常に強い性質をもつ。 
最近のデイジタル化技術の発達によって，より自然に近い音声を再現できるよう 
になった。音声データの圧縮は ADPCM 方式で行うのが一般的である。 

—( 參 ) ADPCM 

■ 音声符号化装置 (voice coder : vocoder) 

音声情報(アナログ信号）をデイジタル信号に変換すると同時に圧縮する装置。 
デイジタル通信網で音声情報を送受信できる。 一( 同)ボコーダ 

■ 音声メール (voice mail) 

① 電話交換機のメールボックスにデイジタル音声で情報を記憶させておき，発信 
者の指定時間に，あるいは相手が出た時点で受信者に送る蓄積交換方式，また 
はそのサービス。 

② マルチメディア通信サービスのひとつで，音声情報を電子メール同様に送るシ 
ステム。受信者の画面上に本人宛のメールボックスの内容が分かるようになっ 
ており，メッセージを聞くことができる。 

■ 音声メールサービス (voice mail service) 

人の声を郵便のように配送すること。一般の電話の場合は，相手がいないと受 
け取れないが，音声メールは相手が聞き取る（取り出す）まで蓄積するので，相手 
のいるいないにかかわらず送ることができる。 

—( 関)伝言板サービス，伝言ダイヤル 
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■オンデマンド サービス (on demand service) 

端末からユーザが要求した情報をシステムが即座に提供するサービス。 マルチ 
メディアを 前提に， レンタルビデオを ネットワークを通じて行う ビデオオンデマ —— 
ンド，必要なニュースだけをネットワークを通じて提供するニュース オンデマン オ 

ド， オンライン ショッピングなどが オンデマンド サービスに含まれる。システム 
があらかじめ決められた情報を繰り返して提供するのではなく，ユーザのその場 
その場のさまざまな求めに柔軟かつ容易に応じることが，このサービスに欠かせ 
ない 考え方で ある。 一( 例） ビデオオンデマンド 
■オンデマンド処理 (on demand processing) 

要求時点で即時に行う処理。 —( 詳細）リアルタイム処理 
■オンライン (online) 

周辺装置や端末がコンピュータに直接電気的に結びついて，データのやりとり 
ができる状態(無線通信も含む)。これに対し，データを一方から他方へ送る途中 
で人間の操作が必要な状態をオフラインという。 一( 対)オフライン 

■オンライン〇〇 (online 〇〇 ) 

パソコン通信やネットワーク端末を使って行う作業，操作，手続き，手順など 
のサービスの冠称。従来の手紙や電話，ファックスによるサービスと区別するた 
めに冠する。例えば，オンライン予約やオンライン登録など。 

■オンライン業務システム (online application system) 

オンラインシステムを 利用した業務 サービスを 利用者に提供する システム。 例 
え ば，銀行業務 システム，チケット 予約 システム，ホーム セキ ュリテイシステ 
ム，通信 カラオケシステム， 行政 サービスシステム などがある。 いずれの 場合で 
も， 端末 や 電話機を利用者が操作す る ことによ つて， 業務 サービスを 受ける シス 
テムで ある。 

■オンラインコントロールプログラム (online control program : 

OCP) 

通信制御を専用に行うプログラム。通常 0 S の機能の一部として，またはパッ 
ケージソフトウェアとして提供する。 ROM 化されてハードウェアと一緒に提供 
することもある。 

■オンラインサインアップ (online sign-up) 

ノッコン通信に加入する方法のひとつで，申込書を郵送するなどの手順によら 
ず， パソコン通信でプロバイダにアクセスしたその場で ID ， パスワード，アド 
レスを取得すること。18歳以上で本人名義のクレジットカードが必要な場合も 
ある。 また， パソコン通信では申し込みだけが可能で，後から郵送で ID ， バス 
ワードを送る場合もある。 
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■オンラインシステム (online system) 

ホストコンピュータと遠隔地にある端末装置（リモート端末）とが通信回線で結 
ばれ，両者間でデータの交換を行うシステム。 

■オンラインショッピング (online shopping) 

パソコン通信や付加価値通信サービスのひとつ。双方向通信機能を利用し，パ 
ソコン通信で商品を購入，決済すること。 

■オンライン処理 (online data processing) 

オンラインシステムで，データの収集や処理，交換を行うこと。オンラインシ 
ステムの処理形態として，大きく （1) オンラインバッチ処理と (2) データが発生し 
た時点で即座に処理するオンラインリアルタイム処理に分ける。 

またその利用形態には，データ収集，メッセージ交換，照会(問合せ)応答，遠 
隔ジョブ入力，タイムシェアリングなどがある。 

—( 関)オンラインバッチ処理（未），オンラインリアルタイム処理 
■オンラインチヤット (online chat) 

パソコン通信やインターネットなどを利用して，同時に複数の人とメッセージ 
のやりとり（会話）をすること。チャットとは雑談，おしゃべりの意味。オンライ 
ントーク （online talk ) ともいう。電子会議のようなフォーマルなものではな 
く，送受信の間はパソコンや端末の前にいて，相手からのメッセージにそのつど 
応答する形で行う。オンラインチャットを行うとサーバのデータ量が急激に増え 
るため，それに対応できるディスク容量や性能を用意しておく必要がある。 
■オンラインデータベース管理システム (online database manage¬ 
ment system) 

データベースをオンラインで遠隔地から管理するシステム。 

—( 参)データベース管理システム 

■オンライントーク (online talk) — (同)オンラインチャット 
■オンライントランザクシヨン (online transaction processing : 
OLTP) 

端末から頻繁に発生する処理要求（トランザクション）に対し，ある一定時間内 
に処理(データベースアクセスを含む）を完了し，応答する処理をオンラインで行 
うこと。 OLTP は非常に信頼性と性能が高いシステムを必要とするため，フォー 
ルトトレラント型のコンピュータを FEP に使用して処理するシステムが増えて 
いる。 

■オンラインプログラム (online program) 

オンラインで結ばれたコンピュータと端末装置との間で，データのやりとりを 
行い，ひとつの処理が比較的短時間で終わるように作成した応用プログラム。い 
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っぽう，さまざまな処理をひとまとめにして処理するように作った応用プログラ 
ムをバッチプログラムという。 

■ オンラインリアルタイム座席予約システム (online real time reser¬ 
vation system) 

オンラインリアルタイムシステムを利用した座席予約システム。利用者が直接 
に，またはオペレータが端末からデータを入力するつど，コンピュータ部門に回 
線で送り，ただちに処理し，結果を利用者に返送する対話型の問合せ応答方式が 
多い。代表的な例には，アメリカン航空の座席予約管理システムのセーパ，ユナ 
イテッド航空のアポロがある。日本では，1960年から始まった JR (当時は国鉄） 
の「みどりの窓口」サービスを行う MARS (マルス）がある。 

このほか，催しのチケット予約，病院の検診予約も同様のシステムで可能で， 
広義の座席予約システムである。 一( 類)予約サービスシステム 
■ オンラインリアルタイムシステム (online real time system) 

通信回線を利用して，遠隔地にある複数の端末(ユーザ)からホストコンピュー 
夕にアクセスでき，ホストコンピュータは，端末の要求を即時に（厳密には短時 
間に）処理して端末側に返送するシステム。対話型システムが多い。 
■ オンラインリアルタイム処理 (online real time processing ) 

オンラインリアルタイムシステムで，遠隔地の端末の要求を即時に処理するこ 
と。この場合，即時といってもシステムの性格によって基準は異なる。例えば， 
人を相手とするシステムでは秒の単位，機械を相手とするシステムではミリ秒の 
単位までというように基準を設ける。 


利用部門 

端末 


-応答- 



(通信回線) 


(通信回線) 


オンラインリアルタイム処理では，端末から対話式で応答を行う方式が多く， 
代表例には，列車や飛行機などの座席予約システム，お金をやりとりする金融シ 
ステム，送電線や変電設備の障害を監視する電力系統制御システム，交通量から 
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信号機や道路表示板の制御をする交通管制システム，データベース検索システム 
などがある。 



■ 力ーナビゲーシヨン (car navigation) 


人工衛星の発する11波を受信して自己の位置を正確に知る全地球測位システム 
( GPS ) と地図情報システムを組み合わせて自動車の地理的位置を測定し，運行を 
支援すること。または，自動車に登載したそのシステム。自動車に登載したジャ 
イロや車速データから算出した自立航法システムの情報を加味するハイブリッド 
方式ナビゲーシヨン(マップマッチング機能），自動ルート探索機能，音声案内機 
能などの拡張機能サービスがある。衛星電波の受信装置とコンピュータの小型化 
により，自動車の運転席に容易に登載できるようになり普及した。 

■ 力ーボンコピ ー (carbon copy) —* •(同) cc 
■ 力ーミット (KERMIT) 

米国 コロン ビア大学で開発したファイル転送と端末エミュ レー タの機能をもつ 
通信プログラム。 パソコン ネットワークで広く使われている。リモートにある パ 
ソコンの 制御がローカルでできる サーバ 機能などももつ。名前の由来は，米国の 
幼児向け番組セサミストリートに出てくるカエルのキャラクタ名から来ている。 
■ 開始ビット (start bit) —( 関)調歩式伝送 
■ 回線共用装置 (circuit multiplexer) —( 同)回線多重化装置 
■ 回線切替え装置 (switching system) —( 同)交換機 
■ 回線交換サービス （circuit switching service) 

回線交換方式により高速，高品質で，任意の相手とデータ伝送ができる電気通 
信サービス。比較的長い高密度のデータ伝送やディジタルファクシミリ通信など 
に適している。 NTT で提供している 1 NS-C が代表例。回線交換は，情報の伝送 
を行う発信側の DTE (データ端末装置）と着信側の DTE の間に，通信のたびに物 
理的な通信路を設定してデータを送受信する交換方式。双方のデータ回線終端裝 
置 ( DTE ) は同じ伝送速度でなくてはならない。料金は回線使用時間で決まり， 
設定中の通信路は他の利用者が利用することができない。 

■ 回線交換方式 (circuit switching system) 

データ通信で用いる交換方式のひとつで，情報の伝送を行う発信側の DTE (デ 
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送信局 T 



送信局 T は交換機 i , j , k ，一 l ， m を介して受信局 R と物理的リンクを作る 

■ 回線終端装置 (data circuit terminating equipment : DCE/ 
DTE) 

—( 同)データ回線終端装置 
■ 回線使用時間 (circuit used time) 

利用者が通信網を使用して実際にデータ通信を行っている時間，または回線を 
占有している時間。回線交換網のような従量制課金体系の通信網の場合は，回線 
使用時間に応じて料金が決まる。 一( 関)回線使用料 
■ 回線使用率 (line utilization) 

回線使用可能時間のうち，回線がデータの送受信のために占有されている時間 
の割合。回線を複数のユーザで共有する場合，回線使用率が高くなるほどユーザ 
の回線待ちが多く発生する。回線利用率ともいう。 

回線使用率 P は次の式で求める。 

p = 回線保留時間 X 単位時間あたりのトランザクション数 
■ 回線使用料 (circuit used fee) 

利用者が通信回線を使用した際に発生する利用料金。ダイヤル回線では単位料 


ータ端末装置）と着信側の DTE の間に，通信のたびに物理的な通信路を設定して 
データを送受信する交換方式。双方のデータ回線終端装置 ( DTE ) は同じ伝送速 
度でなくてはならない。料金は回線使用時間で決まり，設定中の通信路は他の利 
用者が利用することができない。大容量ファイルの転送など，密度の高いデータ 
通信に適している。 一( 參)回線接続方式，蓄積交換方式，空間分割回線交換方式 
■ 回線交換網 (circuit switched network) 

回線交換方式を用いた通信網。網に接続した同一速度の端末間を物理的にリン 
クしてトランスペアレント（透過的)な通信路を提供する。送信局と受信局を結ぶ 
伝送路は，通信中は両端末が占有し，他の通信に使用させない。パケット交換網 
のような蓄積交換方式と違って網内における遅延時間は比較的小さい。 

—( 対)パケット交換網 


■ 



〇受信局 R 


0交換機 k 
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金区域と時間を設定する。市外は単位料金区域外である。従量制課金体系の通信 
網の場合は，使用時間，通信区域に応じて料金を算出する。通信の2地点が固定 
している専用回線では，月単位の定額料金である。 

—( 参)回線使用時間， LCR , 従量制課金 
■回線制御 (communication control) 

コンピュータの情報を通信回線で送受信するための制御。回線制御符号，誤り 
の検出，回線の状態監視などを行う。 

■回線接続装置 (circuit connection equipment : CCE) 

通信制御装置などの DTE とモデムなどの DCE とを結ぶ装置。回線接続装置で 
結ばれる電気的信号レベル，物理的な接続条件，制御シーケンスなどは ITU-T 
勧告により統一されている。 

■回線接続方式 (circuit connection system) 

端末とセンタのコンピュータを結ぶ通信網の構成。代表的な回線接続方式には 
次の方式がある。 

(1) 直通回線方式 

(2) 分岐回線方式 

(3) 交換回線方式 

—( 参)接続，直通回線方式，分岐回線方式，回線交換方式，蓄積交換方式 

■回線争奪方式 (contention mode) 一(同)コンテンション方式 
■回線速度 (line speed) 一(同)データ通信速度 
■回線多重化装置 (circuit multiplexer) 

1本の高速回線を複数の回線に見立てて通信を制御する装置。通常，周波数を 
ずらして行う周波数分割多重化装置と，通信時間を細分化しそれぞれに個別の情 
報を乗せる時分割多重化装置とがある。回線共用装置ともいう。 

■回線提供業 (circuit provider) 

通信回線を提供するコモンキヤリア。通信事業者。日本では NTT と KDD など。 
通信の自由化が早くから実現した米国では，コモンキヤリアは回線の提供を義務 
付けられている。 

■回線保留時間 (line holding time) 

データの送受信のために回線が占有されている時間。実際にデータを転送して 
いる時間だけでなく，データリンク確立中はすべて保留時間に含む。 

—( 関)回線使用率，呼損率，（参)保留時間 

■回線待ち (circuit delay) 

回線を使用して通信を行うときに発生する待ち時間。データの伝送時間，モテ 
ム準備時間，交換機の処理時間，各種資源の空きを待つ時間などからなる。 
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■ 回線容嵐 (communication channel capacity) 

回線の単位時間における最大伝送能力。ただし，実際の容量計算には エラーに 
よる再送の確率，伝送制御文字の割合などを考慮して計算する必要がある。 
実際の回線容量を C とすると， 

C =Kp ( 1 - a ) -EjB になる。 

ここで， K …回線能力（ビット/秒） 

P …回線使用率 

a …メッセージに占める制御文字の割合 
E …エラーの時再送するメッセージの平均長 
芦…ェラー発生率(回/秒） 

■ 回線リセール (channel resale) 

第二種電気通信事業者によるサービスのひとつ。第一種電気通信事業者 (NTT 
や NCC ) から大容量の専用通信回線を借りて，小容量の専用線に分割して第三者 
の ユーザに また貸しすること。1985年4月の電気通信事業自由化で可能になつ 
た。大容量の回線を複数の ユーザで 共用するため，企業が個々に回線を借りる 
よりも安くなる。大手の企業が第二種通信事業者として登録し大容量通信回線 
を借り，自社利用をした上で，余った回線容量を第三者に貸すケースが多い。 
■ 回線利用率 (line utilization) —( 同)回線使用率 
■ 階層構造 (hierarchy structure) 

広義には，ハードウェア • ソフトウェア • データなどの資源の特性に注目して 
階級化し，単独にではなく階層的に配し，システム全体の効率を高めるように構 
成したときの構造のこと。各階層はおのおのの役割とする管理 • 制御の機能をも 
つ。通信システムでは，階層モデル (layered model ) ともいい，通信プロトコ 
ルを階層別に規定する。プロトコル階層モデルともいう。 一( 参)プロトコル階層 



階層モデルの概念 （ OSI 参照モデル) 
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■階層モデル (layered model) 

ネットワークアーキテクチャにおける通信プロトコルを階層別に表したモデル。 
プロトコル階層モデルともいう。階層に分けることにより，ハードウェアから応 
用プログラムまでそれぞれの特徴を考慮したプロトコルを通信相手との間で決め 
ることが可能となる。 IBM の SNA が最初に階層モデルのネットワークアーキテク 
チャを採用し，現在では OSI 参照モデルが代表例。 —( 参)階層構造 
■海底ケーブル (submarine cable) 

海底に敷設した通信ケーブル。ケーブルの素材は，初期の頃は同軸ケーブル， 
現在は光ファイバケーブルが主流となっている。国際電話や国際データ通信のほ 
か，離島との通信にも用いる。 

—( 関)光海底ケーブル，（参)メタリックケーブル 
■解凍、 data expansion/ data decompression; 

圧縮したファイルをもとへ戻す処理。 一( 同)データ解凍 
■回復 (recovery) 

システムに障害が発生したとき，その影響を取り除き，もとの正常な状態，ま 
たはそれに近い状態に戻すこと。回復制御，障害回復，エラーリカバリともい 
う。複雑なネットワークシステムでは，回線やノードの数が非常に多くなり，自 
動的に障害の発生を検出する障害監視機能や障害回復手段が必須である。 

障害回復には，障害の発生した機能単位を切り離し処理の続行を可能にするた 
めの再構成ックアップへの切り換え），バックアップファイルによって誤りの 
生じる前の状態へもどすロールバック法などがある。データファイルの回復には 
アーカイブファイル(定期的な記録），ジャーナルファイル(個々のアクセスごと 
の記録)，チェックポイントファイル(主記憶装置の内容を一定時点で記録したフ 
ァイル)等を利用する。 一( 類)障害管理，（関)バックアップ 
■開放型システム間相互接続 (open system interconnection) 

—( 同 ) OSI 

■下位レイア (lower layer) 

ある層の下(物理層に近い方）に位置する層。または，中継機を意識する物理層 
からネットワーク層までの3層の総称。 

■回路 (circuit) 

一般には電気的性質をもつ素子，部品，パーツ，デバイスをたがいに導線で接 
続し組み合わせ，ある機能をもたせたもの。電気回路，電子回路も同じ。情報処 
理の分野では，論理回路，集積回路，順序回路など。通信ネットワークの分野で 
は，さらに広く端末間を結ぶ伝送路をさす。交換機，中継機などの設備を含んで 
回路，または回線，通信回線という。 一( 類)伝送路 
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■ 顔マーク (smilly/face mark/"emoticon) 

記号文字で構成した顔，姿勢を示す文字列。 一( 詳細)スマイリー 
■課金対象バケット (charging packet) 

パケット交換サービスで利用者が料金を支払うべきパケット。その送信個数で 
料金が決まる。制御用のパケットは課金対象とならない。 

■仮想 (virtual) 

広義には，物理的存在に対比する語で，論理的な存在を想定して名付ける場合 
の接頭語。コンピュータシステムの場合は，物理的な存在を意識しなくても容易 
にそれらを利用できるような環境や設定をさす。論理ネットワーク，仮想回線， 
仮想端末，仮想記憶，仮想計算機などがある。また，通信ネットワークのように 
さまざまな規約と多様な機器を利用するシステムではプロトコルが階層化されて 
いると，上位層は下位層のプロトコルを意識せず，自層のプロトコルだけを意識 
すればよい。 一( 参)論理ネットワーク，仮想端末 
■画像圧縮 (image compression) 

画像を表す情報のサイズを小さくする処理。画像は，コンピュータの処理能 
力，通信回線の伝送能力に対して，膨大な情報量をもつことが多く，能力に見合 
う程度の情報量に変換する必要がある。現在のデイジタルネットワークの能力で 
は，1秒間の動画に必要な30画面の静止画情報を，1秒間にリアルタイムで伝送， 
処理することは非常に困難である。画質の劣化を最小限にとどめ，情報量を減ら 
す技術が必要となる。画像情報では同一色が連続していることや，動画情報では 
次画面との差分に注目して画面情報を圧縮する技術を使つている。 

-( 参 > JPEG , MPEG , (類)データ圧縮 
■仮想回線 (virtual circuit) —( 同)パーチャルサーキット 
_仮想専用線 (permanent virtual circuit : PVC) 

—( 同)パーマネントバーチャルサーキット 
■仮想端末 (virtual terminal : VT) 

OSI 参照モデルの応用層における機能のひとつで，アクセス制御手順の整合性 
を図るため統一的なアクセス手順を提供する仮想的な端末。コンピュータと端末 
間でデータのやりとりをする場合，端末ごとに通信プロトコルが異なることがあ 
る。この場合でも，アプリケーションプログラムは仮想端末に対して入出力する 
ようにすれば，その違いを意識する必要はなくなる。なお，仮想端末の機能やプ 
ロトコルは ISO 規格として標準化されている。 

_画像通信 (image communication/visual communication) 

人間の視覚情報を伝送する通信。具体的には，テレビジョン，ビデオテック 
ス，ファクシミリ，手書き文書などの通信をいう。元の画像データがアナログデ 
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ータであってディジタル伝送を行う場合は， A / D 変換して送信し，受信側で画 
像を再生する場合は，受信データに対して逆の D / A 変換を行う。 

■仮想通信アクセス法 (virtual telecommunication access 
method : VTAM ) 

—( 参)通信アクセス法 

_片方向通信 (simplex communication )—( 同)単方向伝送 
■カテゴリ1 ~5( categoryl ~5) 一(参)ペアケーブル 
■稼働率 ( availability/operating ratio ) 

システムの信頼性，可用性を表す指標のひとつ。システムや機器を利用しよう 
とする時間に対する，システムの稼働時間の比率。1に近いほど，信頼性が高 
い。システムに故障が発生してから修復までに要する平均修復時間 （ MTTR ) と 
無故障で稼働する平均故障間隔 ( MTBF ) との関係から，次式で求める。 

稼働率= MTBF/(MTBF + MTTR ) 

—( 類)可用性 

■加入者回線 (subscriber line ) 

加入者のデータ回線終端装置 ( DCE ) と取扱局を結ぶ回線。端末回線ともいう。 
局間を結ぶ高速•大容量の回線に対比的に用いる語。物理的には，2線式メタリ 
ックケーブルを使用。1ペアの場合を2線式，2ペアの場合を4線式の加入者回線 
という。 

4線式回線では，2線式回線を2ペアもつため全二重通信が可能である。いっぽ 
う，2線式回線では半二重通信のほか帯域分割制御や時分割で方向制御（ピンポ 
ン伝送）により全二重通信を可能にできる。加入者は，公衆電話網では2線式の 
み，一般専用線サービスでは2線式か4線式かを指定する。~(関)4線式回線 
■加入者線信号方式 (signaling system ) 

加入者の端末と交換機の間で交わされる信号方式で，監視信号(制御信号と表 
示信号）と可聴信号などがある。監視信号は発呼，起動，応答，終話，切断など 
の信号で局間の交信にも必要。可聴信号は利用者に接続の進行状況を知らせる発 
信音，呼出し音，話中音などである。 

■加入者端末装置 (subscriber terminal equipment ) 

回線交換サービスにおける DSU , NCU , MU ) (などの回線終端装置の総称。 
_加入電話サービス （subscriber telephone service ) 

NTT が提供する主に音声を伝送するためのサービス。モデムを使用すれば 
9600 bps までのデータ通信にも使用できる。従来の公衆通信回線と呼ばれてい 
たものが1985年からこの名前になった。 

■カプラ ( coupler )—( 同)音響ヵプラ 
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■可用時間 (available time) 

利用者の立場からみて，コンピュータの機能単位を使用できる時間。コンピュ 
ータが実際に使われているかどうかに関係なく，使用が可能な状態にある時間を 
いう。 一( 参)可用性， MTBF , MTTR , 稼働率 


動作可能時間 

合計時間 

.ダウン時間 


動作時間 
アイドル時間 
定期保守時間 


使用不能時間 


■可用性 (availability) 

システム，装置などが正常に動作している時間の割合。システムの故障が少な 
いこと，自動回復機能が備わっていること，修理時間が短いことなどが可用性を 
高めることになる。可用性を表す指標として稼働率がある。一(類)稼働率 


■関西ネットワーク相互接続協会 (West Inter-Networking 


Complex : WINC) 

1993年に設立された関西の地域インターネツト組織。地域で最初に IP 接続に 
よる商用インターネットサービスを開始した。地域におけるインターネツトの普 


及を促進する地域インターネット組織が各地で設立された。 

_漢字コード (fcanji code/Chinese character code) 

—( 同) J 1 S 情報交換用漢字符号，（参 ) EUC 
_換字式暗号 (substitution cipher) 

メッセージ内の文字をある規則で他の文字に置き換える。この置き換え規則 
(アルゴリズム）に対するバラメタを暗号化かぎとして，秘密にすることで暗号文 


の解読を防止する。 一( 関)慣用暗号系 


■感染 (infection) —( 関)コンピュータウイルス 
■幹線 LAN(backbone LAN) —( 同)バックボーンし AN 
■完全性 (integrity) 

システムの信頼性の概念のひとつ。データは日々発生し，システムで処理し， 
ファイルとして保存するが，データ，システム，処理プログラム，ファイルのす 
ベてが正確で信頼できるものでなくてはならない。しかし，これらをそこなう危 
険は常に存在するため，データやファイルの正確さ，完全性を検証しなければな 
らないとする考え方。データのチェック，プ a グラムのテスト，出力のチェッ 
ク，障害の回復，破壊したデータの復元等の技法に関連する。 —( 関) RAS 1 S 
■慣用暗号系 (conventional encryption system) 

暗号化と復号に同一のかぎを用い，そのかぎを秘密にする暗号方式の総称。共 
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通かぎ暗号方式，または秘密かぎ暗号方式ともいう。かぎは64ビットのものが 
一般的で，公開かぎ暗号系に比べてかぎの長さが短く，暗号化速度も速いのが特 
徴。代表的なものに米国の DES 方式， NTT の FEAL 方式，ヨー U ッパの IDEA 
などがある。 

—( 例)換字式暗号，転置式暗号 

キ 


I_+_| 

■キー ( key ) 

データを暗号化し，または暗号文からもとの文を復元する（復号する）ために必 
要な文字列，または数値。暗号化かぎ，復号かぎのこと。 一( 同)暗号化かぎ 

■キー局 (key station ) 

データ通信ネットワークの中核となる局。放送の分野では系列のローカル局 
に，放送番組を製作，供給する局。 

■規格 ( standard ) 

工業製品の要素の品質や用語表現，計測法などについて国や標準化団体が定め 
た標準。規格を定めることで標準化が進み，部品，製品，プログラム，データな 
どの互換性を保つことができる。例えば，情報処理の分野では高水準のプログラ 
ム言語で書かれたプログラムは，機種が変わってもほとんど修正することなく使 
用でき，優れた移植性を確保できる。ハードウェア，ソフトウェア，通信規約に 
ついて，国内の JIS 規格，国際的な ISO 規格， IEC 規格など多くの規格が ある。 
また例えば，浮動小数点表現の標準化には IEEE 規格が ある。 また， ITU - T の 勧 
告なども規格のひとつで ある。 一( 参)標準化，デファクトスタンダード 
■ SItLAN( backbone LAN ) —( 同)バックボーン LAN 
■企業情報通信ネットワーク (business information communi 
cation network ) 

企業内のコンピュータと通信ネットワークを結合させ，企業活動の迅速化，経 
営の効率化，競争相手に対する優位性確保を目的としたネットワーク。従来企業 
でのコンピュータ利用は事務処理の効率化を中心に行われてきた。しかし，企業 
間の競争が激しくなる中で，本社，事業所，支店，工場，取引先などとの情報交 
換を瞬時に行い，企業本来の業務と一体化させた経営戦略ツールとしての情報通 
信ネットワークの必要性が増大している。 

■企業内情報通信網 ( in-house network )—( 同 ) LAN 
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■ 企業内ネットワーク (in-house network) —( 同)し AN 
■ 基準周波数 (reference frequency) 

信号の位相，または振幅表現の基準とする周波数。 

_ 基底帯域伝送方式 (base band transmission system) 

—( 同)ペースバンド伝送方式 
■ 基底帯域波 (baseband) —( 同)ベースバンド 

■ 機能キヤラクタ (control character/functional character) 

特定の文脈中に現れて，制御機能を開始，変更または停止する文字。印字制御 
や通信制御で使う特別の文字群。ェスケープコード（制御文字)などがこれに当た 
る。 EBCDIC コードや ASCII コードなどの文字集合では，英字や数字などの文 
字以外に，伝送の制御や表示，印刷での書式の制御を行う文字を定めている。通 
信や印字の際には，プロトコルやインタフェースを正しく設定しておかないと， 
機能キャラクタの解釈が正しく行われず無意味なデータを授受することがある。 

—( 類)ェスケープコード，（参)ごみ 
■ 機能標準 (functional standard/profile) 一(同读裝規約 
■ 基本インタフェース (basic interface) 

ユーザ.網インタフェースで， B チヤネル2本と D チヤネル1本 （ 2 B + D ) を使 
用したもっとも低速のインタフェース。伝送速度は192キロ bps 。 ポイントツー 
ポイントの形態のほか， バス 配線（ポイントツーマルチポイント）の形態もとる。 
高速ディジタル専用網でも同速度のユーザ.網インタフェースを定義している。 
■ 基本回線料金 (basic circuit fare) 

データ通信を行う目的で通信網の回線利用契約を結んだとき，回線の利用回数や 
時間，通信データ量の多少にかかわらず必要となる固定料金部分。一般的に契約す 
る回線の通信速度，通信容量が大きくなるほど基本回線料金も高くなる。 

_ 基本形データ伝送制御手順 (basic mode data transmission 
control procedures ノ 

データ通信の伝送制御手順のひとつ。端末とコンピュータ間などで文字伝送を 
行うことを基本として規定した通信プロトコル。半二重伝送を前提にした交互監 
視形伝送制御手順で，10個の伝送制御文字を使用し，相手とのデータ伝送の正 
常確認をブロック単位に行うのが特徴。ベーシック手順ともいう。回線の種別， 
伝送方式，速度などに依存しない。 

IBM の同期型データ伝送制御 （ BSC ) 手順をもとに ISO が 1971 年に国際水準 
1S01745 として勧告した。わが国では，それに基づき 1975 年に J1S X5002 とし 
て制定している。 5 段階の伝送フェーズに分けている。 

(1) 回線の接続， （2) データリンクの確立， （3) 情報の転送， （4) データリンクの終 
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.結， (5) 回線の切断 

なお， （1) 回線の接続と (5) 回線の切断のフェーズは電話網で必要であり，専用 
線利用の場合は考慮しなくてよい。具体的な伝送制御手順は，人がトランシーバ 
(携帯無線機）を使い会話するのに類似している。 

基本形 データ 伝送制御手順は，文字 データの 通信に適しているが，通常の文字 
以外を送信しようとすると伝送制御文字と区別がつかなくなる（透過伝送ができ 
ない）。そのため，いくつかの拡張モードを規定している。4線式回線を前提と 
した全二重通信を制御する両方向同時送信モードもある。 

- (参）トランスペアレントモード，コードインデペンデントモード，送信権制御 



基本形データ伝送制御手順と携帯無線の会話の対比 

■基本形リンク制御 (basic mode link control ) 

—( 同)基本形データ伝送制御手順 

■基本通信アクセス法 (basic telecommunication access 
method : BTAM )—( 参)通信アクセス法 
■基本料金 (basic circuit fare ) 

回線利用時間や通信量の多少にかかわらず支払いが必要な固定料金部分。 
—( 同)基本回線料金 



キヤツチホン 47 


■機密性 ( security )—( 同)セキュリテイ 
■機密保謹 ( security/secret protection ) 

コンピュータ犯罪の防止やプライバシ保護のために，アクセス権をもたない者 
からプログラムやデータを隔てること。ファイルの破壊，盗用，不正使用，偽情 
報の混入等を防止，抑制を図るさまざまな機構，防御策。具体的な方策として， 
特定の利用者しかそのファイルを運用できないようにするために 1 D とバスワー 
ドを設けたり，通信データを暗号化したりする。 

一(類)セキュリティ，プライバシ保護，（関)アクセス権，ネットワーク管理，暗号 
■逆関数 (inverse function ) 

あるアルゴリズム（関数)で暗号化した暗号文を元に戻すための関数。暗号化の 
ための計算は簡単に行え，暗号かぎがない状態では，その逆の復号に要する計算 
は困難で長い時間かかることが暗号解読を防ぐ上で望ましい。このような関数の 
例に，素因数分解の計算困難性を使ったものがある。この計算には，最高速のス 
ーパコンピュータを使っても何年もかかることが分かっている。 

—( 関)公開かぎ暗号系 
■逆多重化 ( demultiplexing ) 

OSI 参照モデルのある層が，すぐ下の層の単ーコネクシヨンを複数のコネクシ 
ヨンに分けること。分流ともいう。正確には < N > 層のエンテイテイが ， <N 
-1 > 層の単ーコネクション上で受信した サービスデータ 単位 ( SDU ) から ， <N > 
層の複数コネクションに対応したプロトコルデータ単位 ( PDU ) を識別する機能。 
複数のコネクションを単一のコネクションにして下層に渡すことを多重化という。 


送信側 受信側 

PD1 PD1 



■ キヤツチホン (catch phone) 

電話による通話中，第三者からのダイヤル信号があつた場合，通話者に特別な 
音声で知らせ，フツキングすることで前の通話を保留したまま，第三者との通話 
が可能な電話，あるいはこの機能のサービスの愛称。 
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■ キヤプチヤ （ capture) 

データ通信で送られた画面上に見える情報を，後から見られるようにファイル 
に記録すること。画面上の画像情報の全部，または一部を画像ファイルとしてデ 
イスクに収録することも含む。 

■ キヤフ丁ン (Character And Pattern Telephone Access 
Information Network : CAPTAIN ) 一 (同) CAPTAIN 
■ キャラクタ誤リ率 (character error rate) — ►( 同)誤字率 
■ キヤリア (carrier/carry wave) 

変調することで信号を伝達する一定周波数の正弦波。 —( 同)搬送波 
■ キヤリア感知 (carrier sense) 一(同)キャリア検知 
■ キャリア検知 (carrier detect) 

回線上にキャリア(搬送波)が，ノードのどこが送出しているかを調べること。 
キャリア感知 （carrier sense) ともいう。ベースバンド伝送では，キャリアを 
検出した状態では，回線が使用中であるため別のキャリアを送出できない。この 
ことを利用して，キャリアの衝突を回避する LAN 上のプロトコレに CSMA/CD 
方式がある。 

■ キヤリ —(carry) 

キャリーウェーブ(搬送波）のこと。 一( 同)搬送波 

■ キヤルス （CALS : commerce at light speed) —( 同) CALS 
■ キユ —(queue) —( 同)待ち行列 
■ 業界標準 (de facto standard) 

公式機関による規格ではないが，事実上規格同様に扱える，業界または有カメ 
一力の規格。 —( 同)デファクトスタンダード 
■ 狭帯域 ISDN(narrow band ISDN : N-ISDN) 

新しい広帯域 ISDN に対して，従来の ISDN をさす用語。 N-ISDN ともいう。 
帯域幅が狭いため，サービス可能な伝送速度が 2 メガ bps 程度までである。 

—( 対)広帯域 ISDN 

■ 共通管理情報サービス要素 (common management information 
service element : CMISE) —( 参) OSI 管理 
■ 共通線信号方式 (common channel signaling system : CCS) 

局間信号方式のひとつで，制御信号伝達のためにデータ情報通信回線(通話回 
線）とは別の専用線を設け，これを多数の通信回線で共通に用いる方式。交換機 
間の通信路が多い場合に有効で，通話リンクで結ばれた局以外の局にも信号転送 
が可能になる。 —( 関)局間信号方式， No. 7信号方式，（対)個別線信号方式 
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■ 共有 (share/common) 

同一の資源を異なるシステムが互いに，または同時に使用すること。周辺装置 
やファイルなどはネットワーク機能を通じて共有できる。資源を共有するのは， 
設備投資をへらし，情報の流れをスムーズにするねらいがある。 

—( 参）クライアントサーバシステム 

■ 共有メモリ （shared memory) 

異なる複数のプロセスが同時に共有するメモリ領域。プロセス間で情報を通信 
するために用いる記憶領域で，この方式で結合されたシステムはマルチプロセッ 
サに分類される。 

■ 局 (station) 

データ通信網に接続していて，データの送信，受信または処理を行う装置のこ 
と。また，その装置を設置してある場所を総称して局と呼ぶ。プロトコルの差異 
により，主局.従局，制御局.従属局，一次局•二次局などの区別がある。 

一(関)主局，従局，一次局，二次局 
■ 局間信号方式 (inter-office signaling system) 

電話網における交換機相互間のプロトコルを規定した信号方式。局間信号方式 
には， （1) 個別線信号方式（情報チャネルと信号チャネルが1対1に対応する信 
号方式）と (2) 共通線信号方式(複数の情報チャネルの制御信号を独立した専用の 
信号チャネルで送る信号方式）とがある。後者の方が最近よく使われる方式。な 
お，利用端末とネットワーク内の交換機との信号方式は加入者線信号方式と呼 
ぶ。 一( 関)個別線信号方式，共通線信号方式 


L 上 _I 

■ 空間分割回線交換方式 (space division circuit switching 
system) 

アナログ 式電話交換網の伝送路の設定方式。 クロスバー 型 スイ ッチやリレーな 
どを用いて次々と線路を接点で結合し，通信を行う両者間に物理的な1本の伝送 
路を電磁部品で設定する，完全に電子式ではない交換方式。なお，現在の日本で 
はほぼすベて電子式の交換方式となっている。 一( 対)時分割多重化方式 
■ 草の根ネット （amateur network) 

非商用の小規模なバソコンネットワーク。バソコン通信の草創期に通信技術に 
興味をもつ個人，サークル，企業が情報交換やプログラム交換のために実験的に 
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開設したものが多い。商用のパソコン通信サービスの発展につれ少なくなった 
が，今日でも同じ趣味の仲間のネットワークとして全国各地に残っている。 

■ クッキー (cookie) —( 同 ) cookie 
■ クライアント （ client) 

クライアントサーパモデルのネットワークに接続したコンピュータの中で，他 
のコンピュータ（サーバ）にネットワークサービスを要求し，サービスを受ける側 
のコンピュータ，またはプログラム。クライアントは，個人で使用するワークス 
テーションやパソコンであることが多い。クライアント側のソフトは，ワープ 
a , 表計算，プレゼンテーション’データベースアクセス，ブラウザ’電子 メー 
ル，グループウェアなど多様なものがある。サーバ側はファイルサービス，デ ー 
タペースサービス，プリントサービスなどを行う。 一( 対)サーバ 
■ クフイアントサーバシステム (client server system : CSS) 

分散処理システムの一形態。処理を要求するバソコンやワークステーションな 
どのクライアントと，クライアントに各種サービスを提供する専用コンピュータ 
(サーバ）とをネットワークで接続した情報処理システム 。 JLAN (構内通信網）な 
どのネットワーク上に複数のクライアントとサーバを置くことも可能で，機能を 
分担して負荷分散を図ることができる。水平分散処理システムの代表的形態であ 
る。クライアントサーバシステムでは，接続しているコンピュータ間に上下関係 
はなく，相互に受持ちのサービスを提供する役割に変わっている。サーバクライ 
アントシステム （ server-client system ) ともいう。 

これに対し，従来のホストコンピュータ中心の分散処理では，端末は単に入出 
力機器として扱っており垂直分散処理と呼ぶ。クライアントサーバシステム実現 
の背景には，高度な機能をもっパソコンやワークステーションなどが出現したこ 
とがある。一(参) RPC , リモートジョブエントリ 
■ クフイアントサ _ パモデル (client-server model) 

分散処理システムの一形態。あるサービスを専門に提供するさまざまなコンビ 
ュータとそれらのサービスを受けとる複数のコンピュータをネットワークで接続 
したモデル。サーバクライアントモデル （ server-client model ) ともいう。 
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このモデルでは，あるサービス専門のサーバをネットワーク上の別のシステム 
に複数置くことも可能で，負荷分散を図ることができる。なお，ホストコンビュ 
ータ中心の階層的な垂直分散処理と異なることを強調するため，水平分散処理シ 
ステムの代名詞となつている。 

■クラ ツ ク (crack) 

アクセス権のない者がシステム内部に不正に侵入すること。侵入者のことをク1 
ラッカ-•という。類語のハッカーは必ずしも悪い意味で使うとは限らないが，ク 
ラッカーは犯罪者に近い意味で使う。インターネットの普及で，全世界のクラッ 
カーからシステムがクラックされる危険がある。クラックの手口は，他人のアカ 
ウント（利用者 ID やパスワード）を盗み，プログラムの欠陥や運用上の管理不徹 
底などのセキュリティホールをついて侵入する。その結果，データの盗用，破 
壊，改竄(かいざん)，捏造(ねつぞう），ウィルスの混入などを行い，大きな被害 
を与えることがある。対策としてファイアウオールの設置，アカウントの管理徹 
底とパスワードの定期的変更が有効である。一(類)ハッカー，（参)なりすまし 
■ クリアビジヨン (clear vision/extended definition 
television : EDTV) 

民放連が提唱している高画質化テレビの愛称。 NHK のハイビジヨン方式と異 
なり，現行のテレビ方式との互換性を保ちつつ，高画質のテレビ放送が可能とな 
つている。1989年から放送が開始されたが，これを高画質に再現するためには， 
専用機能を搭載している機種が必要となる。 1995 年からクリアビジヨン n がリ 


リースされる予定。 

■ グループウェア (groupware) 

ネットワークを使用して，オフィスでの共同作業を総合的かつ円滑に行うため 
のソフトウェア。おもな機能は，電子メール，電子掲示板，会議のスケジュール 
管理，住所録， DTP , 電子会議システムなどである。従来，電話や文書でやり 
取りしていた情報交換を端末の前にいながらにして行えるようにすることを目的 
にしている。具体的には，グループ内の仕事の流れ（ワークフロー）を支援するグ 
ループウェア機能を活用する。欧米での研究や製品化が盛んである。なお，グル 
ープウェアを使用して共同作業を行うことを CSCW (computer supported 
cooperative work ) という 0 代表的な製品に ロータス 社の LotusNotes ， ノ 
ベル社の GroupWise などがある。なお，決済や契約を行うために印鑑捺印処理 
や認証を行うシステムも登場している。 —( 参)認証，証明機関 
■ グローバルアドレス管理 (global address administration) 

異なる LAN の間でも，すべてのノードのアドレスが一意になるようアドレス 
管理すること。一般に LAN 間接続や WAN 間接続，インターネットに接続する場 
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合に，正しく通信の相手先を識別するために必要となる。 

—( 対）ローカルアドレス管理， IP アドレス 
■ クローバルネットワーク (global area network : GAN) 

① 距離的に離れた大学，研究機関，企業などのコンピュータを通信回線網で結ん 
だ，国際的規模の広がりをもつネットワーク。企業では経営環境の国際化，24 
時間化，事業内容の多様化にともない企業内外のデータを グローバルな （地球 
的な）規模で活用するため，企業内の広域なネットワークの構築.運用が不可 
欠になっている。 一( 類) WAN , MAN 

② 単に， LAN (ローカルエリアネットワーク）に対比して，広域なネットワーク 
やインターネットをさす場合もある。 一( 類) WAN , インターネット 

■ クロスケーブル (crossing cable) 

シリアルケーブルのひとつで，送信信号線と受信信号線が交差して t 、るケープ 
ル。同型のパソコンをケーブルで結ぶときは，一方の送信線は他方の受信線にな 
り，一方の受信線は他方の送信線につなぐため，クロス（交差）ケーブルを用い 
る。 —( 対)ストレートケーブル 
■ クロスボスト （cross post) 

複数のニュースグループに対して同一の記事を同時に出すこと。ネチケットに 
反しており，原則的に許されない。ある記事のテーマが複数の分野にまたがって 
いる場合など，それぞれの分野のニュースグループに配送するが，普通，記事に 
は他のニュースグループにも出していることを書き添える。 

—( 類)マルチポスト 

■ 群自十数チ I ック (group check/block check) 

情報伝送の誤り検出のためにブロック内のビット1の数の和をとり，下位2ビ 
ツトを情報に付加するチェック方式。 



■ 計算機ネツトワーク （computer network) 

—( 同）コンピュータネツトワーク 
■ 携帯情報端末 (potable terminal) 

携帯パソコンより小型，軽量でメモ帳サイズのパソコンや専用端末の総称。前 
者はパームトツプパソコン ， PDA などと呼ぶ。後者は，専用機能をもった端末 
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で，例えば，外回りの営業社員や電力，ガスの検針者らが使用する端末。 

一(類) PDA , (参)モバイルコンピュータ 
■携帯電話 (portable telephone ) 

電波を利用して，電話機と中継基地を結ぶ移動体通信機の一種で，特に小型， 
軽量で携帯に適した機種。移動体通信は1979年からアナログ方式のサービスを 
開始した。1987年， NTT が電池込みで640グラムの軽量機器を実用化して普及 
した。1994年からディジタル方式のサービスも開始した。1995年からは PHS も 
始まったが，携帯電話とは方式もサービス内容も異なる。 一( 参) PHS 
KS 胃ノ ゞ ソコン （portable personal computer ) 

特に小型，軽量で携帯に適したパソコンの総称。薄型の液晶ディスプレイを使 
用したノートパソコン，サブノートパソコンなどが相当する。デスクトップに比 
ベ，機能，処理速度，操作性などがやや劣ることがある。一(参) PDA 
■経路 ( route )—( 同)ルート 
■経路選択 ( routing )—( 同)ルーティング 
■ゲー トウェイ （ gateway/gateway processor : GWP ) 

一般的には，あるシステムが他のシステムと情報を授受するときの論理的な出 
入口，または接点に相当する機器。主にデータ通信の分野で，異なる通信手順 
(ネットワークアーキテクチャやプロトコル)のネットワーク間を橋渡しする装 
置，またはサービス。具体的には，プロトコル変換，コード変換等を行つて，異 
なる LAN 間の接続や LAN と WAN との接続を行う。 OS 1 参照モデルでは各層ご 
とのプロトコル変換に関わる。 

ゲートウェイ接続の技術でネットワーク間を接続すると，異なるネットワーク 
アーキテクチャのネットワークどう . しを接続することができ，ほとんどのネット 
ワーク間，つまり端末間の通信が可能になる。例えば， TCP/IP のネットワー 
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クと SNA のネットワークを接続するにはゲートウェイ接続が必要となる。 

ゲートウェイは OSI 参照モデルなどの各層に必要なプ n トコル変換をすべて行 
うことが基本だが，物理層からトランスポート層以上までの変換を行う機能を保 
持していればゲートウェイと呼ぶ。最近では，トランスポート層間，ファイル転 
送アプリケーション間，メールアプリケーション間など，個別ゲートウェイ処理 
機能の仕様が作成されるようになっている。 一( 参) OSI 
■ ゲートウェイ接続 (gateway internetworking) 

ネットワーク間をゲートウェイにより接続すること。異なるネットワークアー 
キテクチヤのネットワークどうしを接続するには，ゲートウェイ接続が必要となる。 
■ ケーブル (cable) 

① データ転送のためにシステムと周辺装置を結ぶ有線の媒体。 

—( 参）クロスケーブル，ストレートケーブル 

② 有線通信に使用する伝送媒体の総称。 

—( 例)ペアケーブル，同軸ケーブル，光ケーブル，海底ケープル 

■ ケーブル接続装置 (cable segment/transceiver) 

—( 同）トラ ンシーバ 

■ ケープルテレビ (cable television : CATV) 

有線テレビ。'アンテナを使わず，中継局とケーブルで接続し，放送を受信する。 
初めは難視聴地域の解消を目的に導入した。次第に提供情報の多様化や双方向通 
信などの機能を追加し，一般でも視聴料を払って使用するようになった。有線で 
あるためチヤンネル数を多くできるメリ ッ トがある。 ユーザが ケーブルを設置す 
るには業者との契約が必要である。業者は，有線電気通信事業法による届出が必 
要であり，有線テレビの放送を行うには有線テレビジョン放送法に基づき CATV 
運営者としての許可を受ける必要がある。 CATV 用のケープルは 10 メガ bps 以 
上の高速通信が可能であり，番組提供以外の通信網としても注目されている。 
—( 関)双方向 CATV 

■ 決定的アクセス方式 (connection access system) 

論理リンク制御 ( LLC ) で規定されたタイプ 2 のデータリンクサービス。これ 
はデータ転送に先だって，データリンクコネクションを設定してデータを転送す 
るアクセス方式。転送データの送達確認，フロー制御，誤り回復機能をもち，信 
頼性の高いデータ転送が可能である。送信権を獲得するための待ち時間が発生す 
るが，待ち時間の予測は可能である。 一( 対)非決定的アクセス方式 
■ 原子動作 (atomic action) 

コミットメント制御において制御対象となる処理単位。 

—( 同)アトミックアクション 
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■ケンドールの記号 ( Kendall's notation ) 

待ち行列の特徴を明らかにするために， D . G . Kendall が提案した記法。 

到着パターン (A), サービスパターン ( B ), 窓口数 (C) を 「 A/B/C 」 のように 
書き，待ち行列の特性を表す。 

A には，到着間隔がランダムなランダム到着，到着間隔が一定な等間隔到着， 
その中間に位置する複数レペルのアーラン型到着などを指定する。 B には，サー 
ビス時間が指数分布の指数型サービス時間，サービス時間が一定の一定サービス 
時間，その中間に位置する同じく複数レペルのアーラン型サービス時間などを指 
定する。 

この記号で表した待ち行列の平均待ち時間を算出したり，平均待ち時間を一定 
時間以内にするために必要な窓口数を算出する場合によく使用する。 

0 / [B] / 0 

1 -窓口の数 

—サービス時間の分布 ( M . D . Ek . G ) 

一 客の到着時間の分布 （ M , D , Ek , G ) 

M :指数分布 D ： 一定 
分布記号 Ek :位相 k のアーラン分布 

G :一般分布（分布の型を定めない） 



■呼 ( call ) 

ネットワーク上であるサービスを提供する主体に対して，そのサービスの要 
求，およびそのサービスの受領。通信要求ともいう。ネットワークの通信量の単 
位でもある。 一( 関)発呼，着呼，呼量，呼の設定，呼の解放 
■広域サービス (verbal bulletin board service ) 

隣接する複数の都道府県にまたがって無線呼出しを行うサービス。現在では単 
なる呼出しだけでなく， メッセージの送信，ポケットべルからのメッセージの送 
信も可能となっている。日本の無線呼出しは， NTT により1968年からポケット 
ベルの名称でサービス提供が始まった。国内全域にわたる呼出しサービスも始ま 
ろうとしている。 

■広域ネットワーク (wide area network : WAN ) 一(同 ) WAN 
■広域網 (wide area network : WAN ) —•( 同 ) WAN 
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0はノード 
——は通信路 • 
伝送路 • 

_ 通信回線 
_は終端ノード 


■ 公開かぎ暗号系 (public-key crypto system) 

暗号化方式の一種で，暗号化かぎと復号かぎが別で，暗号化かぎのほうは公開す 
る方式。暗号化はだれでもできるが，復号かぎを知る人しか復号できない。 

この方式は，閉めることはだれでもできるが，開けるにはかぎが必要な金庫に 
例えることができる。不特定多数の人が限られた相手(審査員など）以外に見られ 
ないよう送信(守秘通信）したいとき便利である。また電子商取引 （ EC ) のように 
確かに本人であることを証明(認証)するために利用できる。さらに通信文が改ざ 
んされていないことの確認，発信者による発信行為の否認を防止できる。ただ 
し，かぎの長さが慣用暗号系(共通かぎ方式）に比べ1〇倍近く必要で，暗号化速 
度，復号速度も遅いのが欠点である。代表的な方式に RSA 暗号，エルガマル暗 
号がある。 一( 侧 RSA , PEM , PGP , (関)ディジタル署名，認証 
■公開型 FTP(anonymous-FTP) —( 同) anonymous-FTP 
■高 解像度テレビ (high definition television) 一(類)高品位テレビ 
■ 交換 (switching) 

複数の局が存在する回線上で，局からの接続要求(ダイヤル信号，またはメッ 
セージ）に応じて特定の相手局との接続を行うこと。切り替えとも言えるが，電 
話時代に交換と訳した語をデータ通信の分野でも使用している。代表的交換方式 
には，2種類がある。 

(1) 回線を物理的に接続する回線交換方式 

(2) 情報をいつたん受信し，交換機に蓄積してから指定先に送り出す蓄積交換方式 
—( 関)回線交換方式，蓄積交換方式 

■ 交換機 (switching system) 

各種ネットワーク形態でのノードにおいて，通信回線の選択，設定，料金の記 
録，トラフィックデータの記録や通信網の保全などを分担している機器。回線切 


夕 
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替え装置ともいう。 

交換機には，初期の電話回線の手動式交換機，その後に交換手を介さずに自動 
接続可能となったステップバイステップ交換機やクロスバー交換機があった。今 
日では，コンピュータ制御技術を活用した SPC (stored program control ) 
方式の電子交換機(ディジタル交換機)の時代になっている。 一( 関)ディジタル交 
換機， ATM 交換機，パケット交換機，（参) PBX , ディジタル PBX 
■ 交換網 (switching network/traffic routing network) 

多数の交換機により網の目のように結合した広域の通信網。交換機間には，通 
信量に応じた複数の伝送路があり，地域的に分散する多数の加入者が回線を共用 
して，任意の相手と通信できることを目的としている。具体的には， （1) 回線交 
換網，⑵パケット交換網， （3) サービス統合ディジタル通信網 ( ISDN ) などがあ 
る。 一( 関)回線交換網，パケット交換網，サービス統合ディジタル通信網 



■ 公衆交換網 (public switched network) 

不特定多数の使用者に対して回線交換サービスを提供し，ダイヤルすることに 
より任意の相手と通信できる回線のこと。電話網が典型的な例である。 

—( 参) ISDN , 回線交換方式 

■ 公衆電気通信法 (law of public telecommunication) 

1953 年 8 月に施行の公衆電気通信サービスの内容を規定した法律。内容は日 
本電信電話公社(現在の NTT ) が国内の通信を， KDD が海外との通信を独占的に 
行うことを規定したもの。1985年4月に電気通信事業法を施行するとともに廃 
止した。 

■ 高周波 (high frequency) 

周波数が相対的に高いこと。またその波。音波では可聴周波数より高い周波数 
で，15000〜20000 ヘルツ 以上。交流では数百へ ルツ 以上，電波では3メガ〜30 
メガ ヘルツ 程度の波をさす。 
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■ 公衆網 (public telecommunication network/public 
network) 

不特定多数の利用者(加入者)間で利用する通信網。電信網，電話網， ISDN 網 
などが公衆網にあたる。電話網は，アクセス可能地域が広く手軽に利用できると 
いう利点がある反面，伝送速度は比較的遅い。大量で高速なコンピュータ間のデ 
ータ通信では，公衆網ではなく専用回線を利用する。1985年から公衆網のサー 
ビスを加入電話サービスと呼ぶようになった。 ISDN の普及につれ，インターネ 
ットなどの利用者に高速で容量も大きい ISDN の利用が広がりっつある。 

—( 対)専用回線 

■ 更新後情報 (after image) 

ファイル装置の障害などで破壊されたファイルを回復するために，採取する更 
新後のデータ。ファイルに障害が発生したときには，まず最新のトータルセーブ 
ファイルをファイル装置に戻し，そのトータルセーブより以降の更新後情報でフ 
アイルを順次に更新することにより，ファイルを復元する。 


ファイル障害発生 



■ 更新前情報 (before image) 

システムダウンなどにより更新処理が中断されたファイルを回復するために採 
取する更新前のデータ。更新処理の中断により完全性を失った状態のファイル 
を，更新前情報により，もとの完全性のある状態に復元する。この復元をロール 
パックという。 

■ 構成管理 (configuration management) 

システムやネットワークを構成するハード，ソフトの機能，性能の維持，正常 
な運用の維持のために資源を管理すること。 一( 関)ネットワーク管理 
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■構成切替え装置 (configuration control system) 

通信回線や通信制御装置に障害が発生し，使用不能になった場合，バックアッ 
プ回線や予備の装置への切り替えを自動的に行う装置。 

■高精細度テレビ (high definition television) —( 同)高品位テレビ 
■公-専-公接続 

NTT が1996年9月に発表した通話利用のために専用回線両端を公衆回線(電 
話回線と ISDN ) で接続するサービス。それ以前は，公衆網と専用回線との接続 
は専用回線が1対1の接続を原則とするため，自由化されていなかった。1995 
年7月に専用回線の片側のみ公衆網と接続する「公-専」接続が自由化され，次い 
で「公-専-公」接続により完全自由化となった。「公-専-公」接続は，一般の電話 
から専用回線を介して複数の電話との接続を可能とする。これにより，特別な設 
備なしですベての端末間の専用回線利用が可能となった。 

■高速ディジタル回線サービス (high speed digital circuit service) 
NTT が， 1984 年から開始した専用線によるサービス。64キロ bps から6メ 
ガ bps までのいくつかの種類のサービス項目（品目）がある。従来のアナログ専用 
線に比べ，品質がよくかつ高速である。大量のデータを伝送する場合，従来の専 
用線を複数使用する場合に比べ料金が割安となる。そのため，主に大企業や VAN 
業者が業務回線として利用している。 NTT 以外の第一種電気通信事業各社も同 
様のサービスを行っている。高速ディジタル専用線とも呼び，またこのサービス 
のことを高速ディジタル専用線サービスという。なお，1990年からはサービス 
項目を ISDN のユーザ■網インタフェースに合わせ，基本インタフェース，一次 
群インタフェース，そして ISDN では規定していないさらに高速の二次群インタ 
フェースを提供している。 

■高速ディジタル専用線サービス (high speed digital leased circuit 
services) 

高速ディジタル回線による専用線サービス。 

—( 参)高速ディジタル回線サービス 

■広帯域 (broadband) 

回線上の周波数 ( Hz ) の幅が広く，高い周波数でデータを送ること。一般に音 
声帯域 (4 kHz ) より広い周波数帯域のことをいう。 

なお，広帯域ではデータ伝送の多重化が可能で，その結果伝送速度が速いとい 
える。データ伝送の多重化をするにはそれだけ広い周波数帯域を必要とし，さら 
に動画データのように単位時間に大量のデータを送信する必要がある場合はさら 
に広い周波数帯域を必要とする。広帯域の回線を実現するには，一般に回線終端 
装置や交換機の性能が高くなければならない。 一( 関)帯域 
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■ 広帯域 ISDN(broadbaiid ISDN : B-ISDN) 

100メガ bps 以上の高速な伝送速度を提供する次世代 ISDN 。 広帯域網ともい 
う。この速度は FDDI 規格の LAN と同じで，ハイビジョンの動画データや精密な 
グラフィックデータも瞬時に送ることができるようになる。 

現在， WAN の中でもっとも速い通信速度を提供する高速ディジタル専用線で 
さえ最高 6.3 Mbps の伝送速度である。広帯域 ISDN を実現する伝送技術の中核と 
-* なるものが ATM (非同期転送モード）の交換機である。また，郵政省の外郭団体 

である新世代通信網利用高度化協会は，広帯域 ISDN の実用実験を関西地区で行 
う計画を進めている。なお，従来の ISDN のことを狭帯域 ISDN ( N - ISDN ) と呼 
ぶ。 一( 対)狭帯域 ISDN 

■ 広帯域網 (broadband communication network) 

伝送速度が数百キロ bps から数ギガ bps くらいまでの非常に高速な次世代通信 
網。このような高速な広帯域網では，イメージ情報はもちろんのこと動画像情報 
の伝送までも可能となる。広帯域網の具体例は， ITU - T が ATM (非同期転送モ 
ード）を中心とする伝送技術， ユーザ • 網インタフェースなどの検討を進めてい 
る広帯域 ISDN がある。 

■ 高度情報化社会 (high-level information society) 

情報の流れや価値を中心に動いていく社会。歴史的な視点で農業社会，工業社 
会，商業社会へと発展してきた社会の次世代社会，経済的な視点で情報を資源と 
見なせる社会をさす。通産省産業構造審議会情報産業部会の答申では，『人間の 
知的創造力の一般的開花をもたらす社会 J と広く定義している。 

■ 高度情報通信システム (information network system : INS) 

NTT が提唱し，1988年にサービスを開始したディジタル通信網の名称。さま 
ざまな電気通信サービスを使いやすい形で提供するシステム。基本インタフェー 
スをサービスする 1 NS ネット64,一次群速度インタフェースをサービスする INS 
ネット1500と呼ぶサービスがある。また，パケット通信のサービス （ INS - P ) も 
行っている。一(参)広帯域 ISDN , INS ネット64， INS ネット1500 
■ 高度通信システム相互接続 (harmonization of advanced 
telecommunication) 

INS ネットを通して異なるメーカの端末(電話，ファクシミリ，ターミナルア 
ダプタなど）の相互間を接続すること。 一( 参)異機種間接続 

■ 構内回線 (private circuit) 

オフィスや工場など比較的狭 t 、範囲（同一構内）に張りめぐらした私設の通信回 
線。外部の網との交信は， PBX などを使って行う。構内回線内のみで通信に通 
信料金は不要である。構内回線がコンピュータネットワークを形成したものを 
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LAN と呼ぶ。 PBX(private branch exchange ) は，構内電話交換機。デジ 
タル PBX の登場で，電話だけでなくデータ通信にも構内回線が使えるようにな 
った。 一( 関 ) PBX 

■ 構内交換 (private branch exchange) 一(同 ) PBX 
■ 構内通信網 (local area network : LAN) 一(同 ) LAN 
■高 能率符号化 (high performance encoding) 

音声データを圧縮する場合の符号化方式のひとつ。普通，原音には人の耳には 
聞こえない周波数の超音波データが含まれている。データを圧縮する際に，人に 
聞こえる周波数のデータのみを残しデータ量を減らす。高能率符号化によって， 
音声をそのままディジタル伝送する場合に必要な伝送速度である64キロ bps の半 
分以下で音声データを送ることが可能となる。音楽データの場合には音質が劣る。 
■高 品位テレビ (high definition television : HDTV) 

現行のアナログ信号によるテレビ放送よりも，走査線数を増加しきめの細かい 
鮮明な画像と良質の音響を提供するテレビ放送，またその受像機。高画質テレ 
ビ，高精細度テレビ，高解像度テレビともいう。 

一(参)ハイビジョン，クリアビジョン ， HDTV 
■ ゴースト (ghost image) 

STN 液晶ディスプレイで，高速にスクロールしたり，移動する画像などを表 
示したときに，画像が尾を引くように見える現象。液晶の残像現象による。 

もとはテレビ画面に映像が多重に現れる現象，またその映像をさした。送信所 
から直接届く電波より遅れて，山岳，高層ビルなどに反射した電波が受信される 
ときに生じる。 

■ コーデック ① (coder decoder : CODEC) 

アナログ信号の符号化を行う符号器と，その逆の変換(復号)を行う復号器をも 
った装置。 

■ コーデツク ② (compression decompression : CODEC) 

特にイメージデータをディジタル化するときにデータ圧縮を行うし SI 。 
■ コードィンデペンデントモ ー ド (code independent mode) 

基本形データ伝送制御手順の拡張モードで，文字データ以外の機械語プログラ 
ム，2進数データ，グラフィツクデータなどのデータも送信できるもの。透過 
伝送モードともいう。伝送の方法は，伝送制御文字と一致するデータがきたら， 
DLE 文字を前につけてデータであること受信側に知らせる。受信側は， DLE を 
とって元のデータに復元する。 一( 類）トランスペアレントモード，透過伝送 
■ コード体系 (coding scheme) 

人間の扱う文字や色などの情報とコンピュータが扱う2進符号列を対応させる 
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体系。コード化の目的や特性などを判断し，コードの種類，桁数などを規定し， 
情報を人間およびコンピュータが処理しやすいようにまとめる。 

① 情報を符号で表現する規則。例えば ， JIS 7単位符号， EBCDIC , シフト JIS 
コード， EUC コード， UCS コードなどがある。 一( 参)情報交換用符号 

② 情報の送信 • 受信にともなう符号化方法の規約。 一( 同)プロトコル 
■コード変換サービス (code conversion service) 

ネットワークサービスのひとつ。コード体系が異なる装置（例えば，一方が 
EUC ， 他方がシフト JIS コード）間での通信サービス。通信網の途中に変換装置 
を設置し，コードの変換を自動的に行う。 

■ コールドスタート (cold start/cold boot) 

計算機システムを，そのシステムがもつ初期値を使い，初めから起動するこ 
と。その時点でコンピュータの主記憶装置が保持していた情報は失われる。シス 
テムが暴走した後，最初から処理を開始する必要があるときなどに行われる。 
—( 対)ウォームスタート 

■ コールドスタンバイ方式 (hot stand-by system) 

2組のシステムを用意し，一方のシステムの障害発生時に，別のシステムで対 
応するシステム構成。信頼性が厳しく要求されるオンラインシステムでは，デュ 
プレックス構成にしてシステムの障害時にも稼働し続けるようにする。しかし， 
即時に切替えるデュアル構成システム（ホットスタンバイ方式）に比べ，主系ダウ 
ン時の切り替えに時間がかかることから，コールドスタンバイ方式という。 

—( 類)デュプレックス構成システム，（対)ホットスタンバイ方式 
■ コ — ルバック (call back) 

① ある登録名でコンピュータにログインをしてきた場合，いったん通信回線を切 
り放し，通信相手の確認をとるために，受信側から登録名に対応する電話番号 
で端末に接続し直すセキュリティ方式。 

情報処理システムのデータ保護や不正防止を図るためのセキュリティ対策のひ 
とつである。この方式を使えば，たとえユーザ登録名とパスワードを盗まれて 
も，決められた電話番号の場所からしかログインできないため安全度が高い。 
ただし，端末を移動して異なる電話番号を使用する場合には適用できない。 

② 通信料金の格差が大きし、国際間の通信の際，通信料金の安 I 、側が呼び出された 
とき，相手を確認した段階で回線を切断し，料金の高い側の相手を呼び出し直 
して接続し，通信を行うこと，またはそのサービス。国際間の通信は条約で定 
められており，また国によって法規制が異なるため，コールバックが違法にな 
る場合もある。 
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■ 国際銀行間金融電気通信協会 (Society for Worldwide Interbank 
Financial Telecommunication) 

銀行およびそれに準じる金融機関の国際金融取引に関する通信を扱う協会。 
一(同 ) SWIFT 

■ 国際電気通信衛星機構 (International Telecommunication 
Satellite organization • INTELSAT) 

人工衛星を用いた国際通信業務を扱う国際組織。 一( 同)インテルサット 

■ 国際電気通信標準会議 (International Electro technical 
Commission : IEC) 

電気 • 電子技術分野に関する国際規格の統一と協調を促進することを目的とし 
て，1906年に設立した民間団体。本部はジュネーブで，日本は1953年より JISC 
(日本工業標準調査会)が代表で參加している。情報処理分野では1987年より ISO 
と同一組織 (1 SO / IEC - JTC 1) として活動している。 

■ 国際電気通信連合 (International Telecommunication Union : 
ITU) —( 同 ) ITU 

■ 国際電信電話 ( 株 ） （Kokusai Denshin Denwa Co.Ltd.) 

国際通信を主な業務とする日本最大の第一種電気通信事業者。 一( 同 ) KDD 
■ 国際電信電話諮問委員会 (International Telegraph and Tele¬ 
phone Consultative Committee : CCITT) 

ITU - T の旧称。元称は仏語。 1 TU の常設機関のひとつで1957年に国際電信諮 
問委員会 ( CCIT ) と国際長距離電話通話諮問委員会 ( CCIF ) を融合して設立した。 
なお1992年12月 ITU の組織改正により，1993年7月から ITU の電気通信標準化 
局 （ ITU - 1 ' : 1 i ' U -1 elecommumcation standardization Sector :電河 
通信標準化部門）と改称した。 一( 関) ITU ， ITU-T 
■ 国際標準化機構 (International Organization for 
Standardization I ISO) —( 同 ) ISO 
■ 国際無線通信諮問委員会 (International Radio Consultative 
Committee : CCIR) 

元称は仏語。 ITU (国際電気通信連合）の常設機関のひとつ。1927年の創設。 
無線通信の技術および運用の問題について研究し，標準を勧告することを目的と 
している。なお，1992年12月の 1 TU の組織改正により， ITU の無線通信局 （ ITU - 
R ) となった。 

■ 誤字率 （character error rate) 

送信文字数に対する受信誤りの文字数の比率。文字を構成するビット数には差 
異があるため伝送回線そのものの品質尺度としては正確性を欠くが，データ送信 
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の正確性を直接的に表現する指標といえる。キヤラクタ誤り率ともいう。 

誤字率=受信誤り文字数/送信文字数 
—( 参)符号誤り率，ブロック誤り率 

■ 呼損率 (loss probability) 

発生した呼の中で，通信回線が使用中のため接続を拒否される確率。呼損率 
は，呼の発生分布，回線保留時間の分布，使用可能な回線数によって変化する。 

呼損率の求め方は，アーランの損失式 ( B 式)で求める。例えば，呼の発生分布 
がランダムで回線保留時間の分布が指数分布にしたがうとき，回線の本数 n , 呼 
量 a の場合の呼損率は次の式で求める。 

(-?—) 

呼損率 ( B)= — n n • a „ 

S (が 

■ 呼損率表 (loss probability table) 

呼損率を一定として，回線数と呼量の関係を数表にしたもの。または同様の関 
係をグラフにしたものも使う。 

■ コネクシヨン (connection) 

① ネツトワークで結んだ2つのコンピュータ間で通信を行うための論理的な接続 
経路。ポート間の物理的な結合だけでなく，通信方法の約束事が満たされては 
じめてコネクションが設定されたという。 一( 対)ノード 

② 0 S 1 参照モデルの層間をつなぐ論理的通信路。 < N > コネクションとは， OSI 参 
照モデルのある層（第< N +1 > 層）において，データ （ PDU ) の転送を目的とし 
て< N >サービスアクセスポイント （ SAP ) 間をつないだ論理的な通信路のこと。 


—( 関)エンテイテイ 


〈 N +1〉層 


〈 N 〉 層 


〈 N -1〉層 


ノートノード B 
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■コネクシヨン型サービス (connection type service ) 

OSI 参照モデルの物理層を除く各層において，コネクションを通信要求のたび 
に動的に確立して通信を行う形式のサービス。通常のモードはこのコネクション 
型であるが， OSI の規定ではコネクションの概念をもたず，ただちに通信を行う 
コネクションレス型サービスも規定している。なお，物理層にはコネクションそ 
のものの概念がないため，両者の区別はない。 

■コネクシヨン型トランスボートサービス (connection mode trans ¬ 
port service ) 

トランスポート層でのサービスのひとつで，トランスポートコネクションを発 
呼側と着呼側の間で確立しデータ転送するモードのサービス。いっぽう，トラン 
スポートコネクションの確立を行わずにすぐデータの転送を行うコネクションレ 
ス型トランスポートサービスもある。 

■コネクシヨン端点 (connection terminal ) 

0 S 1 参照モデルの層間をコネクションでつなぐ場合の出入り口。第 <N >層に 
おけるコネクションの< N +1 > 層に対する出入口を< N >コネクション端点と 
いう。例えば，トランスポート層のコネクション端点は，上位層のセション層と 
接したコネクションの出入り口となる。 < N >コネクション端点は，ひとつとは 
限らず複数存在することもある。 


開放システム A 


開放システム B 



コネクシヨン 


_こねつと • プラン 

文部省， NTT が，1996年から日本全国の小中高等学校などに対しインターネ 
ット利用環境整備を支援する目的で始めた活動。1996年は，約1000校にハード. 
ソフト面でインターネット接続，運用環境を整備した。今後は文部省を中心に 


66 コノカイホウ 


「こねっと•プラン推進協議会(仮称)」を設立し，広く賛同企業を募集し，支援を 
充実する予定である。 

■ 呼の解放 (release) 

回線交換方式において，通信バスの切断が完了した（呼が解放された）ことを発 
信 ユーザに 通知するメッセージ。 ISDN ネットワーク層が定義する。電話の場合 
に当てはめれば，電話が切れたことを示す短いツー.ツーの音に相当する。 

■ 呼の設定 (set up) 

ISDN ネットワーク層において，発信ユーザが発呼（これから通信を開始する 
ことを要求）するときに出すメ ッ セージ。呼設定のメ ッセー ジを着信側で受信し 
た状態を着呼という。 

■ 個別縲信号方式 (channel associated signaling system) 

局間信号方式のひとつで，交換に必要なアナログ制御信号を通話回線で伝達す 
る方式。通話回線に束縛された信号転送である。現在はディジタル信号方式であ 
る共通線信号方式が主流となっている。 

—( 関)局間信号方式，（対)共通線信号方式 
■ コマンド / レスポンス （ command/response) 

通信プロトコルで用いる，指令 ( command ) とそれに対する応答 ( response )。 
HDLC 手順では，フレームのアドレス部を調べることによつてコマンドかレス 
ポンスかの区別ができる。アドレス部が受信すべき二次局または複合局のアドレ 
スならコマンドであり，送信した側の二次局または複合局のアドレスならレスポ 
ンスである。レスポンスは通常，二次局から一次局へ出すが，平衡型 HDLC 手 
順では複合局相互に出し合う。 一( 関) RE 〗， ポールビット/ファイナルビット 



■ ごみ (garbage/ noise/trash) 

ミスや障害から生じた無意味なデータをさす俗な表現。次のようなことがらを 
「ごみ」と呼ぶことが多い。 

(1) 通信回線や通信装置から生ずるノイズ，文字化け，誤字。あるいはプロトコ 
ルの違いに気づかず受信した無意味なコード。 

(2) プリンタ操作ミスやドライパの違 t 、で思わぬ形で出力した用紙や無意味な文 
字列。 

(3) 電子掲示板などに書き込まれた意味や価値の乏しい情報。 

(4) プログラムの実行中に記憶領域を占有する再利用しないデータ。 

—( 関)文字化け 
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■コ ミッ トメント制御 (commitment control) 

応用層で定義する，ジョブ転送，トランザクション処理，遠隔データベースア 
クセス処理などの機能において必要となるデータ更新処理の一貫性を保証するた 
めの制御機能。例えば，銀行の現金引出し処理で，銀行の残高更新と現金の支払 
し、が完結してはじめて一連の処理がコミットされたことを意味する。このような 
処理の完結を保証するのがコミットメント制御である。その方式は，制御の対象 
となる一連の処理をアトミックアクションと呼び，アトミックアクション処理中 
の排他制御と途中で失敗した場合のローノレバック処理が主要機能となっている。 
■ コミユニケーション (communication) 

一般に r 通信」に同義。「コミュニケーション □□□□」 などの用語は「通信 □□ 
□□」を参照のこと。 一( 同)通信 
■コ メント (comment) 

電子会議室や電子掲示板に掲載した情報に，別の人がつける意見，批判，補 
遺，注釈など。 一( 参)フォロー 
■ コモンキヤリア (common carrier) 

一般市場を対象として通信業務を行う企業体。日本では電気通信事業法が規定 
する第一種電気通信事業者，新規第一種電気通信事業者と呼ぶニューコモンキャ 
リア ( NCC ) をさす。米国の AT & T ， ITT などや日本の NTT ， KDD などがあたる。 
■ コラボレーション (collaboration system : CS) 

もとは科学技術ネットワークの用語で，未解決の大きな問題を研究するために 
多数の研究者が協同して利用するデータベースやコンピュータ資源をさす。転じ 
て，同様の協調的なグループの作業を支援するシステムをさす。共有データべ一 
スには參加者が自分の実験結果や考察，意見などを書き込み メンバに 公開し，討 
論の場ともなる。 一( 參 ) CSCW 
■ 呼量 (traffic intensity/Erlang) 

呼量は，ある単位時間の中で呼の処理のために回線が保留されている時間の割 
合。単位時間当たりのトラフィック量を意味する。トランザクションの発生量か 
ら呼損率を計算するために必要となる。 

呼量=単位時間内の回線保留時間/単位時間 

アーランは，呼量(単位時間あたりのトラフィック量)の単位。トラフィック理 
論を築いたデンマークの技師 A . K . Erlang の名前を取ったもの。1アーランは， 

1回線が単位時間 （1 時間）中絶え間なく使用されている状態を表す。 

—( 参)アーラン分布 

■ 混信 (interference) 

不要な無線信号，または受信障害を引き起こす信号による受信信号の損傷。 
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■ 混線 (cross talking) 

好ましくない他の信号や通話が受信されること。混信ともいう。 

■ コンテンション方式 (contention mode) 

送信権制御の一方式で，直通回線で複数の端末が対等の関係にある場合多く用 
いる。先に送信要求を出したほうが送信権をとる方式で，送信要求のある局が， 
相手局に対してセレクティングシーケンスを送信し，主局の権利を得る方式。 

相手もほぼ同時にセレクティングシーケンスを出した場合，主局の権利は早い 
者勝ちとなる。すなわち，コンテンション方式では送信要求を先に出した方が主 
局になることができる。競合を避けるため端末間に送信要求を出す間隔に時間差 
をつける。回線争奪方式ともいう。 

—( 関)ポーリング.セレクティング方式，トークン，（参) CSMA/CD 

_ コンテンツ (contents) 

もともとは「中身」をさす言葉で，ネットワークや CD - ROM などのメディアを 
使って伝達する情報の内容を意味する。単にソフトウェアというとプログラムの 
ことを連想しがちであり，それと区別する意味から用いるようになった表現であ 
る。ワープロや表計算などのアプリケーションのことをコンテンツとは呼ばな 
い。写真や絵画，音楽，文章など，高い創造性をともなう情報をコンテンツとみ 
なす。画像や音声，テキストなどを統合的に扱うマルチメディアにおいて，特に 
重要視する要素である。 

■ コントローラ (controller) 

一般には，制御機能をもつ装置(ハードウェア），またはプログラム（ソフトウ 
ェア)。本来は，制御の対象や制御の目的を関して「〇〇制御装置」とか「〇〇制御 
プログラム」というところを略して単にコントローラという場合が多い。 

■ コンパージヨン (conversion) 

変換すること。移植や翻訳と異なり，主として物理的，形式的な変換をいう。 

① カードから磁気テープに，フロッピーディスクから磁気ディスクにというよう 
な記憶媒体の変換をすること（メディア変換 ： medium conversion )。 

② あるシステム ( A 機）のソースプログラムを別のシステム （ B 機)でも利用したい 
とき， A 機のソースプログラムを B 機に適合するソースプログラムに変換する 
こと（プログラム変換 ： program conversion )。 

③ 入力したデータと処理可能なデータの形式やコードが異なる場合，処理のため 
に入カデータを処理可能なデータ形式へ変換する'こと。特にある符号体系から 
別の符号体系に変換すること（コード変換 ： code conversion )。 

④ 電気信号の形式を変換すること。例えば，アナログ信号をディジタル信号に変 
換したり，直列信号を並列信号に変換すること（信号変換 ： signal conversion ) 〇 
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—( 参) A / D 変換， D / A 変換，並直列変換，直並列変換 
⑤データの型を変換すること。例えば，整数型の変数に実数型の演算結果を代入 
する場合などに必要な変換(型変換 ： type conversion )。 

■ コンバータ （ converter) 

電気信号の形式を変換する機器。アナログ信号をデイジタル信号に変換した 
り，その逆の変換を行う機器などがある。 一( 参) A / D 変換器， D / A 変換器 
■ コンピュータウイルス (computer virus) 

自己増殖能力と潜伏能力，感染能力をもち，ネットワークやデータ交換媒体(フ 
ロッピーディスク，カートリッジテープ， CD - ROM など）を経由して侵入し，シ 
ステムを破壊する悪性のプログラム。単にウイルスともいう。発見が困難で，プ 
ログラム利用のたびに伝染性をもつことから，ウイルスという名を比喩的につけ 
た。ウイルスによる被害をやはり比喩的に感染，発病などという。ウイルスを発 
見し，無効にするアンチウイルスプログラムを，やはり比喩的にワクチンという。 
【対策】 最近，さまざまな形の新しいウイルスによる被害が発生している。ウイル 
スには，プログラムファイルに感染するもの，ハードディスクのブートセクタに 
感染するもの，文書ファイルのマクロに感染するものなどがあり，ファイルの破 
壊，データの改ざんや盗用，仕様以外のメッセージ出力や画面の破壊，ネットワ 
ーク上に異常データの大量送出などを行う。ネットワークシステムが複雑になる 
と感染経路の特定も難しくなる。比較的有効な対策は，最新バージョンのワクチ 
ンプログラム（コンピュータウイルスの検出と駆除を行うプログラム）を定期的に 
実行することである。コンピュータネットワークで電子メールを介して感染する 
ウイルスも現れており，油断ができない。出所が不明なプログラムは実行せず， 
文書は開かな t 、で捨てるのが賢明である。 

—( 参)セキュリテイ，ワクチンプログラム，アンチウイルスプログラム 
■ コンピュータネットワーク (computer network) 

通信ネットワークを介して相互に連結した複数のコンピュータシステムで構成 
する複合体。単にネットワーク，または網とも呼び，通信回線の途中に配置した 
中継機や交換機を含む。コンピュータ間通信の初期は，ハードウェア，ソフトウ 
ェアなどの資源共用化を目的にしたものにすぎなかった。コンピュータや交換機 
の性能が向上し，新しいネットワーク技術を開発するにつれて，オンラインリア 
ルタイム処理や高度な分散データ処理が一般化してきた。 

また，ネットワークの形態もし AN , MAN , WAN , GAN など広域に広がるば 
かりでなく，パソコン通信，インターネットの登場により，家庭にあるパソコン 
までが電話同様に全世界のコンピュータとネットワークで結ばれるようになって 
多様な利用，活用の展開を見せている。コンピュータネットワーク構築の技術に 
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は，次のようなものがある。 

(1) プロトコル関連技術 

(2) 分散処理技術 

(3) インタフェース技術 

(4) ネットワーク管理技術 


(参)诵信ネットワーク 



、、'、、ネツトワーク艮// 

■コンピュータ犯罪 (computer crime) 

コンピュータシステムに対する犯罪，コンピュータシステムを利用した犯罪。 
最近は，ネットワークの発達により不特定多数の利用者がコンピュータシステム 
にアクセスできるようになつたため，コンピュータ犯罪に対する関心も高い。 

例えば，プログラムやデータの書き換えによる窃盗や横領，プログラムやデー 
夕の窃盗や売却，故意のデータ消去，コンピュータシステムの破壊，業務の妨 
害，マシンタイムの盗用（無断利用）など。コピーしたプログラムや通信で入手し 
たプログラムから感染するコンピュータウィルス，なりすましなどの不正アクセ 
スも問題化している。さまざまなシステムのコンピュータ資源を被害から守り， 
安全性を確保する技術がコンピュータセキュリティ（機密保護），システムの監視 
技術などである。 一（ 參）コンピュータウィルス，セキュリティ管理， RAS , 
RASIS , クラック，なりすまし 

■ コンフオーマンス試験 (OSI conformance testing) 

OS 1 規格に基づいて開発した製品が， OSI 規格に適合していることを検証する 
試験。 OSI に適合していることが認められた製品のみでネットワークシステムを 
構成すれば，システム間の相互接続性が保証される。 
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試験の内容や試験の方法についても ISO/IEC JTC 1 で標準化が行われ ， ISO 
標準として規定している。試験項目は，一般試験項目，抽象試験項目，実行可能 
試験項目に大きく分かれている。また，試験方法には，ローカル試験方法，分離 
試験方法，協同試験方法，遠隔試験方法がある。日本では，情報処理相互運用技 
術協会 （Interoperability technology Association for iniormation 
Processing , Japan : INTAP ) が， INTAP 試験センターを設置し， 0 S 1 適合 
性試験を実施している。 



■ サーチエンジン (search engine) 


インターネットの Web サイトを探す検索システム。また，そのシステムを使 
って Web 探索サービスを提供する Web サイトのこと。システムは， Web ページ 
に検索キーワードを入力する領域を置き，登録 Web サイトに当てはまるキーワ 
ードであれば，そのリンク先をリスト出力する機能をもつ。また，分類（カテゴ 
リ）名称を表示し，そこをクリックするとさらにその詳細分類を表示して，もっ 
とも細かい分類にたどり着いたらそれに属する Web サイトへのリンク先をリス 
卜出力する機能もある。 

サーチエンジンサービスの具体例として，世界的には Yahoo ! (ヤフー）， 
SavvySearch (サビイサーチ），国内では Nippon Search Engine , NTT Directory 
などがある。検索対象の範囲はサーチエンジンによって異なるが，通常は 
WWW , Gopher , FTP , Usenet などの全文またはタイトルが対象になる。 

■ サーバ (server) 

①クライアントサーバモデルのネットワーク上で資源を保持し，クライアントが 
出すさまざまな要求を受付け，サービスを提供するプログラム，またはコンビ 
ュータ〇サーバマシン (server machine ) ともいう 0 サーバが保持する資源 
には，データファイル，プログラムファイル，プリンタ，モデム， FAX ポー 
ド，データベースなどがある。サーバの種類には，ネットワーク上のクライア 
ントに対して，ファイルを共有するファイルサーバ，クライアントの印刷指示 
により印刷を行うプリントサーバ，電話回線や FAX 網，ホストコンピュータと 
のデータを交換する通信サーバ，クライアントの指示によりデータベースを検 
索，交信するデータベースサーバ，その他のアプリケーションサーバがある。 
また，インターネットの普及で Web サーバ，メールサーバ，セキュリテイサ 
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ーパなど多様なサーバも一般化してきた。通常はこれらの機能を1台のコンビ 
ュータで行うが，分散させて使うこともある。 一( 対)クライアント，（参 ) LAN 



②待ち行列理論においては，サービスを提供する窓口。一(関)窓口数 

■サーバクライアントシステム ( ser ver-client system) 

-* (同)サーバクライアントシステム 
■サーバクライアントモデル (server-client model) 

—( 同)サーバクライアントモデル 
■サーバマシン (server machine) 

クライアントサーバモデルのネットワークに接続したコンピュータの中で，各 
種サービスをクライアントに提供するホストコンピュータ。サーバにほぼ同義。 
■サービス (service) 

OSI 参照モデルにおける下位のエンテイティが，上位のエンテイティに提供す 
る通信機能。 OSI は，各階層に機能が分かれて，上位の階層と下位の階層が通信 
を行っている。この通信を各階層で繰り返す事により，全体として通信を行って 
いる。エンティティが各階層で厳密に定義されていると，下位の階層を関知する 
ことがなく，自層がリモート側の同位層と直接通信を行っていると見なすことが 
できる。 

■サービスアクセスポイント 

(service access point : SAP/ connection end point) 

ある層がすぐ上の層に提供する機能（その層のサービス）を提供する切り口 
(点)。 

■サービスエリア (service area) 

電話や通信回線などのサービスを提供できる地域的な利用可能範囲。 

_サービス時間 (service time) 

待ち行列理論において，窓口（サーバ)が1件のトランザクションのサービス要 
求を受け付けてからサービスを完了するまでの時間。 

トランザクションごとに長さが一定の場合と，ある分布に従って変化する場合 
とがある。変化する場合は，その要因（例えば，処理種別，メッセージ長など）が 
何かを分析し，どのような分布であるかを見極める必要がある。サービス時間の 
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■ サービス提供者 (service provider) 

OSI 參照モデルですぐ下の層からサービスを提供するエンテイテイの集合。特 
に，第 《N +1》層から見た第 《 N 》層のエンテイテイの集合を 《 N 》サービス提供者 
という。いっぽう，第 《N +1》層を 《 N 》 サービス提供者のサービス利用者という。 
例えば，ネットワークエンテイテイの集合がネットワークサービス提供者であ 
り，それを利用する上位のトランスポート層のあるテンテイテイがそのサービス 
利用者となる。 

■ サービスデータ単位 (service data unit : SDU) 

—( 参)プロトコルデータ単位 
■サービス統合デイジタル通信網 

(integrated service digital network : ISDN) 

ディジタル通信ネットワークでの電話，データ通信，ファクシミリ，ビデオテ 
ックスなど多様なサービスを統合化した概念，および ITU - T の I シリーズ勧告で 
規定したその統合通信網の標準。従来の公衆網(アナログ網）に代わるマルチメデ 
イア通信用のデイジタルネットワークの国際標準とみなすことができる 。 ISDN 
の目的は，ユーザ•網インタフェースを一元化し，高速で高品質な通信を安価な 
料金で提供し，将来への拡張性を保証することである。 

NTT が提供する個人および小規模事業所向けの INS -64 は，データ伝送用に同 
時に利用できるふたつの B チヤネル (64 kbps x 2) と制御情報用のひとつの D チヤ 
ネル (16 kbps ) をもつ基本インターフェース (2 B + D ) である。従来の電話回線（ア 
ナログ回線， 33.6 kbps xl ) から安価に移行でき，かつ高速であるため，バソコ 


分布は待ち行列の長さを分析するのに必須の要素で，ケンドールの記号では2番 
目に記述する。 一( 関)平均サービス時間 


IB の処理終了 


B のサ—ビス時間 


A の処理終了 JL 


A のサ—ビス時間 


A の処理受け付け1 


待ち時間 
A の待ち行列内 


トランザクシヨン ▼ 
A 到着 


IB の処理受け付け 


待ち時間 
3の待ち行列内 


1トランザクシヨン 
B 到着 
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ン通信やインターネット利用者を中心に急速に普及している。ただし，従来のア 
ナログ機器(電話， FAX など）を接続するには，アナログポート付きの TA (ター 
ミナルアダプタ）が必要になる。 

【 ISDN の歴史】 

構想自体は1960年代の後半から CCITT (現 ITU - T ) が検討し，1972年のジュ 
ネーブ総会で ISDN の基本概念を発表した。その後， ISDN の標準化を行う研究 
委員会を CC 1 TT 内に設立し，1984年に ISDN の基本勧告を制定した。80年代後 
半に次々と各国で ISDN に準拠したディジタル通信の商用サービスを開始した。 
日本でも NTT がこの頃から基本インタフェースにあたる INS ネツト64サービス 
を，ついで一次群インタフェースにあたる 1 NS ネツト1500サービスの ISDN に準 
拠したサービスを提供しはじめた。その後， CCHT は1988年に詳細勧告を，1991 
年に広帯域 ISDN の勧告を制定した。 一( 関) 1 NS ネット64, INS ネット1500 
【 ISDN のサービス内容】 

ISDN は， （1) ベアラサービスと （2) テレサービスの二つに大きく分かれる。そ 
れぞれ基本サービスのみのサービスと基本サービスに付加サービスを加えたサー 
ビスの2種類を規定している。また，伝送速度によるサービスの分類としては， 
低速な基本インタフェースと高速な一次群インタフェースがある。 一( 関)ベアラ 
サービス，テレサービス，付加サービス 
【 I シリーズ勧告との関係】 

ITU - T のいンリーズ勧告は，その番号により ISDN の規定箇所を次のように決 
めている。なお， ISDN の信号方式に関しては， ITU - T の Q シリーズ勧告のもの 
を採用している。 

1.100シリーズ… ISDN 全般 

1.200シリーズ…サービス定義 

1.300シリーズ…網の構成と運用 

1.500シリーズ…網間インタフェース 

1.600シリーズ…試験と保守 

1.700シリーズ… No .7 信号方式 

1.400 シリ ーズ…ユーザ • 網イ ンタ フェース 

日本では同様なものとして NTT が開発した 1 NS があり，国際化に適応できる 
よう ISDN との整合性を検討している。 一( 関) I シリーズ勧告 ， ISDN 

■サービス品目 (service items ) 

第一種電気通信事業者が提供する通信回線の種類。一般専用サービスでは，帯 
域別に決めた帯域品目，伝送速度別に決めた符号品目に大別される。高速ディジ 
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タル伝送サービスや ISDN サービスでは，伝送速度別に品目を決めている。 
—( 関)帯域品目，符号品目 


■ サービスプリミティブ (service primitive) —-( 同)プリミティブ 
■ サービス利用者 (service user) 

OSI 参照モデルにおいて，ある層のサービス提供者からのサービスを受けるエ 
ンティティ。すなわち， < N > サービスのサービス利用者 （<N +1 > サービス提 
供者）は <N >エンティティとなる。 



万 


■サイクリックリダンダンシチェック 
(cyclic redundancy check : CRC) 一 ( 同)巡回冗長検査 
■ 再試行 (retry) 

何らかの原因により，ある処理が正常に終了しなかったとき，再度同じ処理を 
行うこと。偶発的な原因の場合，再試行により処理を正常に行うことが多い。 

再試行の回数は，システムがあらかじめ定義しているのが一般的である。その 
回数再試行してもすべてェラーとなる場合は，偶発的なェラーではなく回線の物 
理的切断や装置故障のように再試行では回復不可能な障害であることが多い。 
■ 最小サンプリング周波数 (minimum sampling frequency) 

—( 同)ナイキスト周波数 
■ 再送 (retransmission) 

一度送ったデータと同じデータを再度送信すること。誤り制御方式の再送訂正 
方式における一手順。 


サービス 品目名 

種類 

—般専用サービス 

帯域品目 

3.4KHz, 3.4KHZ ⑸ 

音声伝送，音楽放送 

符号品目 

50bps, 2400 bps, 4800 bps, 9600 bps, 

高速ディジタル 
伝送 サービス 

64Kbps, 1 28Kbps, 1 92Kbps,256Kbps,384Kbps, 51 2Kbps, 
768Kbps,1 Mbps,1.5Mbps,3Mbps,4.5Mbps,6Mbps 

映像 伝送 サービス 

第一種，第二種，第三種 

衛星通信 サービス 

TV 放送 中継サービス 

無線専用サービス 
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■再送訂正方式 (request repeat system ) 

受信データの誤りを検出した受信側が送信側に対して再送要求を出し，送信側 
が送信誤りのあつた部分(ブロック， フレーム， パケットなど）のデータを再送す 
る誤り訂正方式。データ伝送においては，正常に伝送が終了しない原因の多くは 
ランダムに発生する雑音によるものである。そのため，送信を再試行(再送)する 
と正常に伝送できることが多く，再送訂正方式が広く使われている。 

—( 関)誤り訂正，（参)エコー チェック 

再送 


送信側 1 データ 1 

データ 2 

j データ 2 

デー タ 3 


广 ACK \ 

[NAK | 

1 (ACK 

U 

誤り9 

U 

U L 

受信側 


LJ □门 


チェック 0 K チェック N 0 チェック 0 K 


■再ダイヤル ( redial ) —(同）リダイヤル，（参)オートダイヤル 
■在宅勤務 (residence office / telecommute ) 

通信設備や 0 A 機器を備えることで，出社して業務を遂行するのと同様な環境 
を作り，自宅で勤務する形態。 一( 関)サテライトオフイス， S0H0 
■最適バケット長 (optimized packet size ) 

もっとも料金が安くなるよう，または伝送効率を最大にするように設定したパ 
ケットサイズ。パケットの長さは，短すぎるとパケットの個数が多くなり料金が 
高くなり，長すぎるとパケット1個当たりの料金が高くなる。またデータが短 
し、時は最終ノ^ケットに空きが多くでき無駄が発生する可能性がある。最適バケッ 
卜長は，1回に送信するデータの量や頻度を考慮して決定する。 

■サイト ( site ) 

「組織」の意味。コンピュータ関連では，ネットワークで接続された一群のコン 
ピュータを保有する組織をさす。また，情報を格納している場所やデータベース 
を有するコンピュータをさす場合もある。「〇〇情報は x x のサイトでアクセス 
が可能」のように使用する。 一( 関）ドメイン 

■サイバー ( cyber ) 

「人工の」，「仮想の」を意味する語。ウイーナーやアシモフが「サイバネテイッ 
クス」，「サイボーグ」などの語を用いて以後，広く「自動制御による」，「人工頭脳 
による」という意味で使用するようになった。今日では「コンピュータネットワー 
ク上の」，「コンピュータによる仮想の」の意味を加味して用いる接頭語となった。 

■サイバースペース （cyber space ) 

パソコン通信やイン ター ネットなどのコンピュータネットワーク上に作った仮 
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想空間。サイバースペース上では，電子メールやチャット，電子会議室によりコ 
ミュニケーシヨンを図り，商取引もすでに開始されている。 

■ 最繁時 (peak busy hour) 

トランザクシヨン処理にお t 、て処理すベきデータが最も多く発生する時間帯。 
ピーク時，最繁忙時ともいう。 

発生するデータ量は年間(年度末など），月間(決算日や月末など），窓ロサービ 
スの開始直後や終了間際などによっても変化するので，オンラインシステム設計 
では最繁月の最繁日の最繁時のデータ量をもとに信頼性を十分確保できるよう設 
計する。それでも，最繁時にはシステムの資源を限界近くまで使用するため，シ 
ステム障害が発生しやすい。 I 

■ サインアップ (sign up) 

ネットワークを利用するための最初の手続き。パソコン通信やインターネット 
サービスプロバイダへの接続には，ユーザー名とパスワードが必要である。これ 
らを通信回線を利用して取得することを，オンラインサインアップと呼ぶ。 

■雜音 (noise) —( 同)ノイズ 

_ サテライトオフイス (satellite office) 

都市機能の集中を解消するために考えだした新しい勤務形態のひとつ。高速で 
大容量の情報通信路などの情報基盤施設や，各種情報システムを活用す夺ことに 
より，オフイスを都市の郊外に配置する形態，またはその高度情報化オフイス。 

都市機能の集中を解消するために考え出された新しい勤務形態のひとつでもあ 
る。本社とは ISDN などの高度情報通信回線で結び各種の 0 A 機器を設置して， 
データペースの相互アクセス，電子メール，電子会議システムなどを活用して職 
務遂行の便宜を図る。社員がそこに通って仕事をすることで，郊外の住宅地から 
大都市中心部の会社への長い通勤時間から解放される。またオフイススペースの 
確保も容易となる。その結果，マクロな経済効率向上が期待できるなど利点があ 
る。反面，会社との一体感が薄れる，同僚などとの意思疎通が図りにくい，人事 
管理が困難などの問題点もある。 一( 関 ) SOHO 
■ サブアドレス （ sub-address) 一(同) ISDN サブアドレス 
_ サブネット (subnet) 

① あるネットワークをある単位で複数に分割したネットワーク。大規模をサブネ 
ットにすることで管理が容易になるという利点がある。 

② TCP / IP で管理された LAN などの物理ネットワーク。物理的にはルータで網 
間接続され，サブネットのホストの TCP / IP 通信ソフトによりデータを送信 
先へ中継する。 一( 関)サブネットマスク 
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■サブネットマスク （subnet mask ) 

IP アドレスのホストアドレスのうち，どこまでがサブネットアドレスかを示 
す情報。例えば，クラス C の IP アドレスのホストアドレスは下位8ビットである 
が，サブネットマスクをその上位2ビットと指定すれば，その上位2ビットは 
ホストアドレスではなくサブネットアドレスと認識される。これを ルータで 管理 
することによつて， 1 P アドレスをサブネット単位に分割したり，サブネット間 
のアクセスを制限したりできる。 

■サブネツトワ—ク ( subnetwork ) 

ネットワーク層で定義する抽象的なネットワーク。サブネットワークは，公衆 
網，私設網， LAN などの現実のネットワークを表現するための用語。第1層（物 
理層）から第3層（ネットワーク層）のみで構成する異なるネットワークプロトコ 
ルを共通のインタフェースにして，第4層（トランスポート層）以上で扱えるよ 
うにするためのものである。 

_サプレイア ( sublayer ) 

OSI 参照モデルは7種類のレイア（層）に分かれているが，各層の中をさらに細 
かく階層に分けた層。副層ともいう。 

例えば， LAN 用のデータリンク層は，下部サブレイアが媒体アクセス制御 
( MAC ), 上部サブレイアが論理リンク制御 ( LLC ) に分かれている。また，物理層 
も下部の伝送媒体そのものと上位の信号伝送方式に分けて規定する場合もある。 


ネットワーク層 

データリンク層 

論理リンク制御 （ UC ) 

制御アクセス制御 （ MAC ) 

物理層 


■参照権 (access right )—( 同)アクセス権 
■サンプリング ( sampling ) 


アナ a ク データ 



周期 



サンプリング 

周期 


A / D 変換の最初の過程で，時間的に変化するアナログ量をディジタル量に変 


換するために，一定時間間隔(サンプリング周期）ごとにある瞬間の量を読み取る 
こと。標本化ともいう。サンプリングの際，1秒間に行うサンプリングの回数を 
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サンプリング周波数という。 

サンプリングは，シャノンの標本化定理によると，ナイキスト周波数の間隔で 
行えば十分であるが，データの性質によりそれより粗い間隔(サブナイキスト間 
隔)でサンプリングすることもある。サンプリングした量を，次の段階で一定幅 
の値ごとに量子化し，ディジタル値を得る。ディジタルデータとは一定時間ごと 
のディジタル値のことである。 

例えば，コンパクトディスクに収めてある音は，連続している音鞞信号をサン 
プリングしディジタル化した音である。ディジタル化により，音響信号というア 
ナログデータをコンピュータで扱うことが可能になる。この場合，このサンプリ 
ング周波数は 44.1 kHz である。 

一(関)量子化，符号化，ナイキスト周波数， A / D 変換 
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連続番号のこと。データ伝送ではデータを分割して伝送することが多く，その 
分割データ単位（フレームやバケットなど）ごとに送信側が付加する連続した番 
号。受信側は，データの正しい並びと欠落のないことをシーケンス番号の連続性 
をチェックすることで行う。このようなシーケンス番号を付加して行う伝送制御 
を番号制制御という。 

( 1 ) 基本形データ伝送制御手順の番号制制御ではブロックチェックシーケンス 
( BCS ) にシーケンス番号を格納して送る。 

(2) HDLC 手順の番号制制御では，情報を送る場合，送信シーケンス番号に加え， 
次に受信を期待するシーケンス番号である受信シーケンス番号も制御部で使 
い制御を行う。一(関）フレーム，フィールド，制御部，順序制御 

■シェアウェア (share ware ) 

ソフトウェア販売の一形態。主にパソコン通信などで無償で配布し，入手した 
ユーザが試用してみて，気に入って使い続ける場合は，開発者に対し規定の料金 
( fee ) や寄付金 （ donation ) を支払うソフトウェア。一(参）レジストリ 

■時間監視 (interval check ) 

データ伝送で送信に対する応答までの時間がある定めた時間以内かを監視する 
こと。その時間以内に応答がなければ，送信データまたは応答データが正しく伝 
わっていないとみなす。時間監視で定めた時間以内に応答がないことをタイムア 
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ウトの発生，また，定めた時間のことをタイム スロット という。タイムアウトが 
発生すると一般的に再試行を行う。 

■ しきい値 (threshold) 

入力がある値より大きいか小さいかによって出力を〇か1に処理するとき， 
その境界値をしきい値という。 

一般にはしきい値を多段化し出力のけた数を多くとることによりアナログ量を 
ディジタル値に変換する。 一( 関)量子化， A / D 変換，（参)サンプリング 

■ 識別子 (identifier : ID) 

① データ通信では，ある機能，エンティティ，ユーザ，ホストコンピュータ，自 
端末と相手端末，装置タイプ，レベルなどを識別するために，それぞれ分類ご 
とに決めたユニークな（一意の）番号または記号 。 〖D (ホスト 1 D ， 端末 ID ，ユ 
ーザ ID など）と呼ぶ場合もある。 

② ユーザ ID (user identification ) は， コンピュータを利用す る際， ユーザを 
特定するための識別子。 一( 同) ユーザ ID 

■ シグ (special interest group : SIG) 一(同 ) SIG 
■ シグオペ (SIG operator) 一(同) S 1 G オペ 
■ 自己解凍形式 (self-extracting form) —( 同)自己展開形式 
_ 自己展開形式 (self-extracting form) 

実行可能なプログラムを圧縮したファイル形式のひとつ。実行コマンドを受け 
ると自動的にファイルを展開し，実行するプログラムを付加したもの。 

解凍用のプログラムを利用する必要がなく， バソコ ン通信などでプログラムを 
授受するのに便利である。 MS - DOS や Windows でのファイル拡張子は，見か 
けは実行可能ファイル 「. EXEJ であるが，実行するとディスクにファイルを展開 
するため占有容量が増える。 Macintosh の場合は 「. sea 」 が自己展開形式ファイ 
ルの拡張子である。 LHA では，自己解凍形式という。 

■ 指数分布 (exponential distribution) 

お互 t 、に独立（ランダム）に発生する事象の発生分布を連続関数にして表したも 
の。正確には負の指数分布というが，普通単に指数分布と呼んでいる。これを離 
散的な回数としてとらえたものを ポアソン 分布と呼ぶが，ラ ン ダムな事象発生の 
分布という意味では両者に区別はない。この分布は，ランダムに到着するトラン 
ザク シヨ ンの到着分布をトランザクションの到着間隔時間をもとに表現する場合 
に使用する。分布関数から，到着間隔時間がある一定時間内のトランザクション 
が全体のうちでどのくらいあるかを見つけることができる。到着分布のほかに卜 
ランザクシ ヨンの サービス 時間分布としても使用する。 

■ シスオペ (system operator) —( 同）システムオペレータ 
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■ システムオペレータ (system operator) 

パソコン通信の BBS や電子会議をホスト側で運用，管理する人間。オンライン 
会議やフォーラムの世話人。略してシスオペ，または SIG オペともいう。シスオ 
ぺは，参加者の募集，登録，参加者の質問に対する回答，ボードの管理，電子会 
議の議長，相互のコミュニケーション円滑化への誘導，コンピュータの資源管理 
などを行う。パソコン通信の普及により，有能なシスオペのニーズが高まった。 
■ システム管理応用サービス要索 (system management application 
service element : SMASE) —■( 関} OSI 管理 
■ システム管理応用プロセス (system management application 
process : SMAP) —■( 関) OSI 管理 
_ システム管理者 (system manager) 

コンピュータシステムを運用，管理する人間。資源管理，運用時間管理，ユー 
ザ登録管理，課金管理，ネットワークやファイルの障害管理，セキュリテイ管 
理，性能管理など，さまざまな管理を行う。インターネットへの接続が普及する 
など，ネットワーク接続先が増加するとシステム管理者の責任と役割はさらに大 
きくなる。 

比較的大規模な分散処理システムではコンピュータシステムが各所に分散す 
る。そこでは，分散処理システム全体を管理するシステム管理者とローカルなシ 
ステムを管理するシステム管理者が必要となる。それぞれ重点を置く役割は異な 
るが，相互に綿密な連絡を取り合いながらシステム全体の維持を行う。 
■ システム構成 (system configuration) 

コンピュータシステムでは，中央処理装置，主記憶装置，外部記憶装置，通信 
制御装置などの組合せを意味する。 一( 例)シンプレックス構成システム，デュア 
ル構成システム，デュプレックス構成システム，タンデム構成システム 
睡シス テムコー ル (system call) 

① 利用者やシステム内のプログラムに対して，オペレーテイングシステムが提供 
するサービス機能の呼出し。利用者はファイルアクセス制御やプログラム管理 
などの処理を自分で複雑なプログラムを作成することなく，システムコールに 
より行うことができる。 一( 参)オペレーテイングシステム 

② UNIX や 0 S / 2の応用プログラムが 0 S の機能を呼び出す関数。他の 0 S では， 
システムサプルーチンや API (application program interface ) などと呼 
んでいる。入出力制御，システム管理，データ管理，データ通信など.の機能を 
呼び出す。また，システムコールには，比較的大きな機能をもち応用プログラ 
ムでの呼出し方法が簡単なものや，応用プログラムでの使い方が多少複雑にな 
るが組み合わせ方によって非常に無駄のない機能呼出しができる小さな機能の 
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システムコール群などいくつかのレベルがある。 

■ システムダウン (system down) 

ソフトウェアの異常やハードウェアの故障により，システムの機能が予期せず 
停止すること。システムダウンすると，システムのサービスが完全に停止した 
り，完全に停止しなくてもサービスの品質が極端に悪くなる。最近では，大規模 
オンラインシステムのシステムダウンが大きな社会問題を起こしている。そのた 
め，デュアルシステムやデュプレックス構成システムなどに比べ，さらにシステ 
ムダウンの発生率を大きく低下させたフォールトトレラントシステムに関心が集 
まっている。パソコンシステムのユーザーは，システムダウンした状態を「固ま 
った」， 「死んだ」， 「落ちた」，「ハングアップした」，「フリーズした」などともい 
う。 一( 類)故障，（関）フェールセーフ，フェールソフト，（参)回復 
■ 私設回線 (private line) 

① JR や日本高速道路公団などの公共事業体が，広範囲に自らの通信システムの 
ために所有している回線。一般的に NTT や KDD などの通信事業者が利用者に 
提供している通信回線と区別して呼ぶ。これらの回線の一部は，電気通信法の 
成立により広く提供されるようになった。 一( 参)専用回線 

② 企業が構内，ビル内などに私的に敷設した小規模な通信回線。構内回線とも 

ぃぅ。 

■ 支線 LAN(local LAN) -( 対)バックボーンし AN 
■ シックケーブル (thick cable) —( 同）シックワイヤ 
■ シックワイヤ (thick wire) 

イーサネットし AN で使用する直径 12 mm の同軸ケーブル。シックは太いとい 
う意味。最初は線の被膜が黄色であったためイェローケーブルともいう。規格名 
は 10 BASE 5,最大セグメント長が 500 m で，伝送速度10メガ bps のべースバ 
ンド伝送用ケーブル。 一( 参）シンワイヤ 

■ 実時間処理 (real time processing) —■( 同）リアルタイム処理 
■ 実装規約 (functional standard/profile) 

データ通信関連の製品に OSI 参照モデルを適用するとき，モデル実装時に満た 
す必要のある機能の取決め。機能標準またはプロフィル ( profile ) ともいう。実 
装規約の規定は，採用するプロトコル仕様の基本標準に適合していることを前提 
とした規定と，基本標準に許されたオプシヨン機能のサポートに関する規定とか 
らなる。さらに詳しく， （1) 適用範囲，（2>シナリオ（適用ネットワーク構成モテ 
ル)， （3) 參照する基本標準， （4) その適用規定(各層プロトコルの組合せ，各プロ 
トコルのクラスやオプシヨンの選択などに関する規定）， （5) 適合要件のリスト， 
などの規定内容となっている。 
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実装規約はその内容によって， （1) トランスポートプロフイル（トランスポート 
層以下の規定）， （2) 中継プロフイル(異なるトランスプロフイル間を接続するた 
めの規定）， （3) 応用プロフィル(セション層以上の規定）， （4) 交換形式と表示プ 
ロフイルに分類する。 

日本では情報処理相互運用技術協会 ( INTAP ) が中心となって実装規約を検討 
し，製品の規約適合性を認証するためのコンフォーマンス試験を実施している。 
■シフト JIS コード (shift JIS code ) 

漢字コードの一体系。 〗 IS 漢字コード体系の要求する漢字シフトコードを使用 
しないですむよう改良した業界標準の漢字コードで，おもにパソコンなど小型コ 
ンピュータの 0 S で使用する。 

JIS コードの1バイト系の文字(半角文字）と2バイト系の文字（全角文字）が混 
在している場合，それらの区別をつけるために KI コード（それ以降が2バイト系 
文字であることを示す）と K 0 コード（それ以降が1バイト系文字であることを示 
す）が必要になる。 

JIS 漢字コードが漢字シフト JIS コードを必要とする理由は，1バイトコード 
(英数字と半角カナ）と漢字の第1バイト目が重複しているためである。この点 
シフト JIS コードでは，漢字1パイト目を1バイトコードと重複しない空きコー 
ド（未定義部分）を使用しているため，ある1バイトを見れば漢字か漢字でない 
かの区別がつく。これにより Kl , K 0 コードを不要としている。 

ただ，シフト〗 IS コードは日本のローカルなコード体系であり，国際標準のコ 
—ドではない。空きコードを別の意味(プリンタなどの制御コードなど）に使って 
いる装置とはそのままでは共存できないなどの問題がある。 

—( 対)区点コード， J 1 S 漢字コード 
_シフトキーイング (shift keying : SK ) 

変調信号がディジタルのパルス信号の場合，変調を特にシフトキーイングとい 
う。~(関)振幅偏移変調方式，振幅位相偏移変調方式，周波数偏移変調方式，位 
相偏移変調方式 

■時分割多元接続 (time division multiple access : TDMA ) 

衛星通信において，個別データを同一周波数で時間的に重ならないように電波 
を発する多元接続方式。衛星通信では限られた中継機（トランスボンダ）を有効に 
使用する必要性からこの方式を採用している。 

■時分割多重化方式 (time division multiplexing : TDM ) 

時間軸上に多数の信号を多重化し，伝送路の有効利用を図る方式。符号化した 
ディジタル信号は時間に対して離散的である（隙間がある）ので，その隙間を利用 
して一定時間（タイムスロット）ごとに異なった信号列に割り当て多重化する。な 
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お，パルス符号変換 ( PCM ) では8ビット単位に符号化を行うため，8ビット単 
位の多重化が効率的である。この8ビット単位の多重化を特にオクテツト多重 
化という。 


シ 



C3B3A3C2B2A2C1BIA 、 

伝送路一- 送信 

時間軸 


■ ジャーナルログ (journal log) 

オンラインシステムなどで，どのような状態でシステムがダウンしても回復で 
きるように，処理途中のファイルやデータベースの更新情報を記録しておくファ 
イル。単にジャーナル，または ログ ともいう。トランザクション処理では，ジャ 
ーナル ログの 採取は必須である。 一 ( 類) ログ 
■ 社会システム (social life system) 

社会制度，社会生活にかかわりの深いコンピュータシステムの総称。おもに， 
公共企業(金融，交通，エネルギー関連企業)の提供するシステム，公共団体(政 
府，自治体など）のシステムをさす。市民生活に影響が大きく，大規模なネット 
ワークと データベースに 支えられている例が多い。 

■ ジヤンク電子メール (junk E-mail/spam) 

依頼してもいないのに大量に送付されてくるダイレクトメールのように，一方 
的に送られてくる役に立たない電子メール。ジャンクは，くず，廃品，安物など 
の意味。 一( 参)ごみ 
■ 従局 (slave station) 

ある時点で主局から情報メッセージを受信できる状態にある局で，セレクティ 
ングシーケンスを受けとる局。主局が選び，データを受信できる。 一( 対)主局 

■ 集線 （ concentration) 

交換機の機能のひとつで，複数の低速な入力経路のデータ（トラフィック）を一 
本の出力路に収束し，高速の通信回線に多重化して送信，または受信して低速経 
路へ振り分ける機能。回線効率を上げるための手法である。 

■ 集線多重化装置 (line concentrator) 

集線の機能をもつ装置。端末接続線など低速の回線を集めて回線束を構成し， 
高速ディジタル網， LAN などの高速な回線と結び付ける。この装置のコネクタ 
は，端末と接続する複数のコネクタと高速回線と接続するコネクタを装備して 
いる。 一( 参}バケット集線装置 
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DS 
DS 
DS 
DS 

■ 終端装置 (terminator) —(同)ターミネータ -- 

■ 集中データ処理 (integrated data processing : IDP) ^ 

センタの大型のホストコンピュータと複数の端末を通信回線で接続し，業務で 
発生するデータをすべて，センタのホストコンピュータに集中させ，一括処理 
し，結果を各端末に返送する処理方式。集中データ処理を行うコンピュータシス 
テムを集中データ処理システム ( IDPS ) という。プログラムやデータが集中して 
おりシステムの保守性はよい。 

しかし，ターンアラウンドが悪いこと，障害復旧処理に時間がかかる欠点があ 
る。これとは反対に，データや処理機能を分散して全体として効率的な処理を行 
うことを目指したのが分散データ処理である。 一( 対)分散データ処理 

■集中データ処理システム 

(integrated data processing system : IDPS) 

集中データ処理を行う コンピュータシステム。 一( 参)集中データ処理 

_ 周波数 (frequency) 

交流の電圧，電磁波の振動のような周期的に変化する現象の，単位時間（秒）に 
繰り返す回数。単位は Hz , サイクル/秒。データ伝送速度は，高周波の信号ほ 
ど高くなる。 一( 参)クロック周波数，搬送波 

■■周波数分割多元接続 

(freauency division multiple access FDMA) 

無線チャネルを共用する多元接続方式のひとつで，回線ごとに異なる周波数を 
用いる方法。 

■ 周波数分割多重化方式 (frequency division multiplexing : FDM) 

広帯域(ブロードバンド）伝送方式で周波数帯域を分割することにより，一本の 
回線で複数のチャネルを確保し，個別のデータを多重化して同時に伝送する方 
式。周波数の異なる波は互いに干渉しないため，周波数を別にすれば同一回線で 
同時に複数のデータを送信することが可能。そのため，帯域がより広い回線では 
多重度を上げることができ，その分多くのデータが同時に伝送できる。 
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送信側 
FDM 


送信側 
FDM 



-A3 A 2 A I 
• B3 B 2 B 1 
•C 3 C 2 C 1 


■ 周波数偏移変調方式 (frequency shift keying ： FSK) 

アナログ変調の周波数変調に対応するディジタル変調方式。周波数をディジタ 
ル符号に応じて変化させる方式。 

■ 周波数変調 (frequency modulation : FM) 

データ伝送におけるアナログ変調の一方式で，搬送波(キヤリア)の周波数を送 
信データの信号に応じて変化させる方式。 

アナログ通信ではテレビや FM ラジオ放送で使う。ディジタル通信の場合は送 
信データの0，1に対応して，中心周波数％をそれぞれ+ Af , - Af だけ変化さ 
せる方式。周波数は変化するが，振幅は常に一定である。振幅変調に比べると雑 
音やレベル変動に強く，高速伝送には向かないが，1200ビット/秒以下の低速 
のデータ伝送用に多く用いている。 一( 関)変調方式 


1 1 



■ 従屋制課金 (mass account) 

回線を利用する際に，通信した量(例えばバケット数や接続時間）に応じて課金 
する料金制度。低トラフィック通信の利用者にとって経済的な料金体系。ただ 
し，通信量に関係なく支払う一定料金(基本料金）と併用する場合が多い。いっぽ 
う，決められた期間ごとに一定額の料金を支払う方式を定額制課金という。 

パソコン通信やインターネットでは，完全従量制のプロバイダのほか，一定時 
間までは基本料金で利用でき，超過分は従量制課金とするプロバイダがある。接 
続時間に関係なく年単位または月単位に定額料金を支払えばよい固定制料金のプ 
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ロバイダもある。一般に，利用頻度が高く接続時間も長いユーザには，固定制料 
金のほうが接続費用が安くなる。 一( 参)基本回線料金 
■ 終了ビット (stop bit) —( 関)調歩式伝送 
■ 主局 (master station) 

① ある時点で相手局(ひとつ以上の従局)へ情報メッセージを送信する権利(送信 
権）をもつ局。同時に情報の転送を確実に遂行するため誤り回復を行う責任を 
負う。ある任意の時点では，主局はただ1局しかない。他は従局となる。 

—( 対)従局，送信権 

② セレクティングを行う局。⑴制御局から主局の権利を与える場合(ポーリング 
セレクティング方式）と (2) 送信要求を発した局がそのときの主局となる場合（コ 
ンテンション方式）とがある。 

■ 受信シーケンス番号 (receive sequence number) 

フレームの順序制御を行うために用いる連続番号でフレームの制御部におく。 
N ( R ) と略す。情報フレーム( I フレーム）を受信した側が，送信側に対し次に受信 
を期待する I フレームの順序番号を指示するときに使用する。番号の幅は制御部 
の大きさにより，〇〜7(モジュロ 8の3ビット使用）のものと〇〜127(モジュ 
口128の7ビット使用）のものがある。 

—( 関)フィールド，制御部，（対)送信シーケンス番号 
■ 受信料 (licence fee) 

有料の放送や番組を利用するために支払う負担金。視聴料ともいう。日本では 
放送法により NHK の番組を受信できる設備をした時点で支払いの義務が課せら 
れる。また自由契約の有料テレビの受信料は，定額制，定量制，チヤンネル数な 
ど複雑な料金体系が混在している。 

■ 巡回冗長検査 (cyclic redundancy check : CRC) 

データ転送時の誤り訂正方式のひとつで，伝送データにある種の多項式の演算 
に基づいた巡回冗長符号を付加して誤りの検出と訂正を行う方式。 

演算は元の2進コードをある種の生成多項式で割り，その余りを巡回符号と 
して付加するだけである。そのため，巡回符号を生成する場合もチェックする場 
合も比較的簡単な装置ですむ。バースト誤りやランダム誤りにも強く，実用化し 
ている最も厳しいチェック方法のひとつである。 ITU -丁では，巡回符号を生成 
する基本多項式として次の式を勧告している。 

X16 + XI2 + X5 + 1 
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■順序制御 (sequence control ) 

データ伝送でブロックやフレームに分割して送信するとき，データの抜けや順 
序の狂いが生じないように，分割したデータに連続した番号（シーケンス番号)を 
送信側で付加し，受信側でその番号をチェックすること。 

受信側は番号の連続性を検査し，もし最終的にデータの抜けがあれば送信側に 
再送をうながす。また，順序が変わって送られてきた場合は正しい順序にしてデ 
一夕を処理する。 一( 関）シーケンス番号 
■照会 ( inquiry / enquiry ) 

問合せのこと。照会業務とは，オンラインシステムで端末からデータベースを 
照会し，その内容や更新結果を照会した端末に送り返す業務をいう。例えば， 
「在庫があるか」「座席があるか」との端末から問合せに，「有 • 無」を応答したり， 
予約するような業務。 一( 類)問合せ 



■ 障害/障碍 ( fault ) 

正しく動作していたハードウェアやソフトウェアが何らかの原因により意図し 
た動作ができなくなる状態のこと。「故障」と同義であるが，システム面で使うこ 
とが多い。障害の発生する平均時間間隔を MTBF ， 障害が回復するまでの平均 
所要時間を MTTR という。 一( 類)故障，システムダウン，（参) MTBF，MTTR 
■障害回復 ( recovery )—( 同)回復 
■障害管理 (recovery management ) 

ハードウェアの故障やソフトウェアのバグなどによつて正常な処理が困難とな 
つた場合，その影響を取り除きシステム全体，または一部の機能を正常な状態へも 
どすこと。障害回復，エラーリカバリともいう。次の4項目の技術が要求される。 

(1) 障害の発生状況を監視し，状況を把握する障害監視技術 

(2) 障害に関する情報から，障害の原因をつきとめる障害究明技術 

(3) 的確な復旧作業の手順を決め，実施する障害回復技術 

(4) 事後のため，障害の記録，原因分析，保守計画を行う障害防止技術 
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コンピュータシステムの機能を回復するために，障害の発生を検出する監視プ 
ログラム，障害の発生した機能単位を切り離し処理の続行を可能にするための再 
構成，バックアップファイルによって誤りの生じる前の状態へもどす方法などが 
ある。データファイルの回復にはアーカイブファイル(定期的な記録)，ジヤーナ 
ルファイル(個々のアクセスごとの記録），チェックポイントファイル(主記憶装 
置で展開されている内容の定められた時点での記録)等を利用する。 

—( 関)ネットワーク管理，システムダウン，ネットワーク障害 
■障害対策 (recovery management ) 一(同)障害管理 
■照合 ( collate / collating ) 

データ 転送や複写の誤り検出のために，もとの データと 転送，生成した データ 
を比較すること。 

■状態 通 移国 (state transition diagram ) 

情報の時間的順序を規定する図式のひとつ。現在の状態でどのような情報を受け 
たら，次にどのような情報を送り，どの状態に移るかを有向グラフ化した図で， 
状態をグラフの頂点に，変化の方向を枝(有向，可逆なら双方向または無向)で表 



' DCE 役旧確認 ' 


<凡例> 
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す。初期状態と終了状態は必ず存在する。もともとコンピュータの順序回路の設 
計に利用していたが，汎用性があるためプログラム言語の文法，オペレーテイン 
グシステムのタスク（プロセス)制御，データ伝送制御，通信プロセス間の情報の 
流れなどを正確に説明する手段として広く使用している。この他に，状態の遷移 
を決定表の形式にした状態遷移表も使用する。 

■ 状態遷移制御 (state transition control) 

通信ソフトウェアで，信号を受けて，ある安定状態から他の安定状態へ移行す 
る制御。 

■ 冗長検査 (redundancy check) 

送受信間で正しくデータをやりとりするために，本来のデータに別のデータ 
(冗長符号）を付加して誤り検出を行う方法。代表的な検査方法に，奇偶検査，群 
計数チェック，巡回冗長検査 ( CRC ) などがある。 一( 関)冗長検査符号 
■ 冗長検査符号 〈redundancy code) 

冗長検査を行うために情報本体に付加した符号。もとの情報の長さ，検査の強 
度によって，冗長検査符号の長さは，1ビットの場合，1字の場合，1ワードの場 
合などがあり，パリテイビット，チェックサム，検査文字，検査数字，チェック 
シーケンスなどと呼ばれる。なお誤りを検出したうえで訂正もできる冗長検査符 
号を特に誤り訂正符号という。 

_ 小同期点 (minor synchronization point) 

—( 関)同期点，ダイアログ単位 
■ 衝突 (collision) 

ネットワークを構成する伝送媒体の性質で，複数のノードが伝送したフレーム 
が重複した場合，互いに破壊しあって転送が失敗する現象。フレームの送出頻度 
がある割合より高くなればフレーム衝突の確率が急激に高くなる。 

-( 関) CSMA/CD 

■ 衝突検出 (collision detection) 

LAN の伝送方式である CSMA / CD 方式において送信側がフレームの衝突の有 
無を調べること。衝突の検出方法は，ネットワーク上に送信したフレームを自ら 
も受信し，元の送信フレームと比較する。もし，同じでなければ衝突が発生した 
と判断する。 一( 関)バックオフ時間 

■■情報インフラ 

(information infrastructure / communication infrastructure ) 

インフラは「下」を意味する接頭語。インフラストラクチヤは，社会の基礎構 
造，基盤のインフラストラクチヤの省略形。情報インフラは情報社会の基盤とな 
る通信網，通信機器などの施設。 
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広義には，その生産体制，供給体制，活用技術やその教育などを含む。通信網 
の整備，情報サービス産業の確立，情報家電(パソコンや携帯電話など）の普及， 
電気通信法の改定などで情報インフラが整いつつある。 

■情報交換用符号 (code for information interchange ) 

情報処理，データ伝送を行うシステム間でデータを相互に利用できるようにす 
るために設けたコード。データの表現である文字，数字，図形文字のほか，制御 
に用いる機能キャラクタ（制御文字)がある。広く規格化されていることが望まし 
い。 一( 例) ASCII , ISO コード， JIS 情報交換用漢字符号 ， EUC 
■情報処理サービス (information processing service ) 

VAN の主要なサービスのひとつで， VAN 業者や VAN 業者と契約した企業に， 
業者のホストコンピュータを使って加工した情報を提供するサービス (remote 
computing service : RCS )。 情報通信サービスが情報の蓄積，伝送サービ 
スであるのに対し，情報処理サービスは受け取った情報を処理，加工したうえで 
転送，返送できる。例えば，文献や各種情報のデータベース検索処理サービス，高 
度または大量の電子計算処理サービス，利用者業務アプリケーシヨンの代行サー 
ビスなどがそれにあたる。通常，端末から入カデータを受け取り，コンピュータ 
で処理した結果を同一端末か，さらにそれに加え指定した端末やプリンタに出力 
する。 _( 関)プロトコル変換サービス，メディア変換サービス，コード変換サービス 


処理依頼会社 



■情報スーパーハイウェイ構想 (information super-highway planning 
/National Information Infrastructure : Nil ) 

アメリカのクリントン大統領とゴア副大統領が1993年2月に発表した，2000 
年までに米国全土の学校，図書館，病院，企業，家庭などをギガ bps クラスの高 
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速光通信網でつなぐという構想。情報スーパーハイウェイ構想が実現すると，マ 
ルチメディア情報をリアルタイムに送受信できるようになる。米国は，1950年 
代のハイウェイ道路建設で，巨大な自動車産業の創出，自動車通勤の普及や郊外 
住宅地の発展などの経済効果をあげ，経済を活性化した実績を有している。情報 
スーパーハイウェイ構想も.米国産業の国際競争力強化の切り札にすることが狙 
いである。情報ハイウェイを作ることにより経済の情報化を進め，新たな情報産 
業やサービス産業などの市場や雇用の創出をし，生活水準の向上，在宅勤務や電 
子ショッピング，電子新聞などの実現，さらに教育や医療などの社会サービスの 
充実などを計画している。さらに NH から地球規模の GH へと構想を拡大している。 

日本でも，この構想が発表されたことを受けて，1994年8月内閣に「高度情報 
通信社会推進本部」を設置し，1995年2月に「高度情報通信社会に向けた基本方針」 
を発表している。 

■情報提供サービス (information provision service ) 

VAN のアプリケーシヨンサービスのひとつで，ビデオテツクスやデータべ一 
スを利用して情報を提供するサービス。 

■情報提供システム (information providing system ) 

クライアントサーバシステムの中で，ユーザに必要な情報を提供するサーバ。 

■情報部 (information field ) 

送信データ自体を格納するフィールド 。I と略す。なお，情報部をもつフレー 
ムともたないフレームがあり，前者には I フレームと UI フレームがある。後者に 
は， S フレーム， U 1 フレーム以外の U フレームがある。 

• S フレーム (S frame ) 

監視を行うためのフレーム形式で，情報部はもたない監視フレーム。 

• I フレーム （I frame ) 

情報転送のためのフレーム形式。 

• U フレーム （U frame ) 

非確認型情報転送モード（エラーがあっても回復手段がとれないモード）で転送 
するためのフレーム形式。 一( 関）フレーム，フイールド 
■証明機関 (certification authority : CA ) 

暗号化のための公開かぎ証明書の発行，管理，配布を運用する機関。認証局と 
もいう。なりすまし犯罪を防止するために，ネットワーク上に公開されている 
かぎが本当に当人，当事者のものかを証明する。 

正規の利用者 A は自分の情報と公開鍵を証明機関に登録しておき，証明機関の 
秘密鍵によるディジタル署名つきの証明書をもらう。正規の利用者 A は自分の情 
報と公開鍵を証明機関に登録しておき，証明機関の秘密鍵によるディジタル署名 
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つきの証明書をもらう。 A に通信文を送る利用者 B は，証明機関の公開鍵で利用 
者 A の情報と公開鍵を得ることができる。 A 以外の者が A を称して （ A になりす 
まして）別の公開かぎをネットワーク上に公開しても，その鍵は証明機関に登録 
されている正規の鍵ではないことを識別できる。 

■ ジョブ転送 (job transfer and manipulation : JTM) 

OSI 参照モデルの応用層規格のひとつで，プログラムやデータなどのジョブ関 
連データとジョブ実行を監視制御するための制御情報を生成し，他システムへ転 
送するための規格。 JCL の文法といった個別ジョブの内容までを規定せず，ジョ 
ブの転送，操作，管理を行うためのサービスとプロトコルを規定したもの。 
■ 処理装置 (processing unit) 

コンピュータの装置の中で，各種の制御，処理を行う装置の総称。一般には中 
央処理装置をさすが，広義には，通信制御処理装置など制御装置を含む。 
■ シリアルインタフ I ース (serial interface) 

1ビットずつ直列に転送するコンピュータの入出カインタフェース。この代 
表的なプロトコルに RS -232 CUTU-T 勧告 V .24) がある。これに対し， n ビット 
同時に転送するインタフェースをパラレルインタフェースと呼ぶ。 
■ シリアル伝送 (serial transmission) —( 同)直列伝送 
■ 自律システム (autonomous system) 

複数の要素からシステムを作るとき，各要素に他の要素とは独立にふるまうよ 
うにすること。これは，中央制御型のシステムに対比されるもので，管理ェージ 
ェントの故障で全システムがダウンすることを避け，また環境の変化に対応しや 
すくするねらいがある。コンピュータシステムでは水平型の分散処理システム， 
通信ネットワークでは TCP/IP が採用するプロトコルなどが自律システムの思 
想を汲むものである。 

■ 信号速度 (data signaling rate) —( 同)データ信号速度 
■ 信号方式 (signaling system) 




94 シンチヨウ 


電話網における，呼出し，応答，話中などの状態を示す信号規定のこと。次の 
二つの方式がある。 

(1) 局間信号方式：交換機間の信号方式を規定 

(2) 加入者線信号方式：利用者端末(電話機）とネットワーク内の交換機との間の 
信号方式を規定 

—( 関)局間信号方式，加入者線信号方式 
■ 伸張 (data expansion/data decompression) 

圧縮して記録したデータを圧縮前のデータ形式に復元すること。復元，展開， 
解凍ともいう。例えば，スペース文字が50個連続しているという情報から，実 
際に50個のスペース文字を生成する処理をさす。 

—( 対)データ圧縮，画像圧縮，（類)データ解凍 
■親展 通信 (confidential delivery) 

電子メールのサービス要素の秘密度に関する定義のひとつ。メールの内容は第 
三者にではなく，特定の受信者のみが読めるものとして送る通信。 BBS や同報 
通信のように不特定多数の利用者に読まれる通信より高い機密度をもつ通信。具 
体的には受信側でパスワードを入れた人のみが内容を読めるようにする機能。 
■ 振幅位相偏移変調 (amplitude phase shift keying : APSK) 

キヤリアの振幅と位相の両方をデイジタル信号に対応して偏移させるデイジタ 
ル変調方式。 PSK と ASK を組み合わせた複合変調方式で，高度な多値伝送を可 
能とする。 一( 参)位相偏移変調方式 

■ 振幅偏移変調方式 (amplitude shift keying : ASK) 

キヤリアの振幅をデイジタル信号に対応して偏移させるデイジタル変調方式。 
■ 振幅変調 (amplitude modulation i AM) 

アナログ変調の一方式で，搬送波（キヤリア）の振幅を送信 データの 波形に応じ 
て変化させる方式。送信データが2進符号の場合にはその1，0を搬送波の振幅 
の大，小に対応させている。変復調装置自体は比較的簡単でよいが，伝送路のノ 
イズに弱いためデータ伝送にはあまり使用しない。 
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■ シンブレックス構成システム (simplex system) 

1台の CPU (中央処理装置）に，最小の構成でファイル装置や通信制御装置を 
接続したシステム。単ーシステムともいう。コストは安いが，どれかの機器の障 
害時には全面停止になるという欠点がある。システムの信頼性は低い。 



■ 信頼性 • 信頼度 (reliability) 

コンピュータシステムや機器，部品などの機能単位が一定条件のもとで一定期 
間，安定に実行する能力。コンピュータシステムの信頼性は，ハードウェア，ソフ 
トウェアに依存し， RAS の概念を生み出した。信頼性向上のために，信頼性設計， 
誤り制御方式，障害対策，予防保全など多方面でのくふうを積み重ねている。 

① ハードウェアの信頼度は，システムや機器，部品などが規定の条件のもとで， 
意図する期間中，規定の機能を遂行する確率。 

② ソフトウェアの信頼性は， （1) データ処理の正確性， （2) 無矛盾性，妥当性， （3) 
保守性のよさなどを含む概念である。 一( 関) RAS，RASIS 

■ 偁頼性評価尺度 (reliability measurements) 

システムの信頼性がどの程度であるかを評価する尺度。個別の機器について 
は， N 個の正常なサンプルが規定時間内に r 個故障するとき，信頼度は， （ N - r ) 
/ N で表す。システムは複合体であり，長期的に見てシステムが稼働可能な状 
態にある時間の割合で可用性 ( availability ) を目安にすることもある。次にあ 
げるものが代表的な尺度である。 

(1) 平均故障間隔 (mean time between failures : MTBF) 


システムが正常に動作し続ける（ある故障時から次の故障時までの）時間の平 
均。平均アップタイムともいう。 MTTR と合わせて稼働率や不稼働率の計算に 
使用する。 

(2) 平均修理時間 (mean time to repair : MTTR ) 

故障が発生した場合に，その修理に要求する平均時間。システムの故障が継続 
する時間の平均。平均ダウンタイム （mean down time ) ともいう。これが大 
きいことは，システムの信頼性が低いことを意味する。 

(3) 稼働率 ( 可用性 ) ( availability ) 

システムが正常に動作している時間の割合。稼働率が高いほど信頼性が高いこ 
とを表す。オンラインシステムが大規模化してくると，信頼性に対する要求が厳 
しくなつてくる。システム設計時，各構成要素の稼働率と構成要素の接続形態か 
ら，システム全体の稼働率を予測しておかなければならない。なお，個別構成要 


シ 
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素の稼働率は次の式で求める。 

稼働率= MTBF/CMTBF+MTTR) 

(4) 不稼働率 ( unavailability ) 

システムが正常に動作していない時間の割合，または確率。次の式で表す。 
不稼働率= MTTR/(MTBF+MTTR) 

(5) 信頼度関数…ある時刻 t においてシステムが正常である確率。この関数を使え 
ば，通信衛星ようなシステム（非修理系）の平均寿命が次の式でわかる。 

修理できないシステムの平均寿命 =j R ( t)dt 

R(t) は信頼度関数 

■シンワイヤ (thin wire/thin cable ) 

イーサネット LAN で使用する直径 5 の同軸ケーブルのこと。 10 BASE 2 と 
いう規格名をもち，最大セグメト長が 200 m で10 メガ bps のベースバンド伝送用 
のケーブル。シンは細いという意味。これを使った LAN をシンネットと呼ぶ。 
またシックワイヤに比べ安価であるためチーパネットと呼ぶこともある。 

—( 対）シックワイヤ 


I_^_I 

■垂直冗長検査 (vertical redundancy check/transverse 
redundancy check )—-( 同)垂直ノ<リテイチェック 
■垂直パリテイチェック (vertical parity check ) 

符号の転送誤りを検出する冗長検査方式の一種で，一文字単位でデータ誤りを 
検出する方式。送信時には一文字について，パリテイビットと呼ぶ冗長符号1ビ 
ットを付加する。 一( 対)水平パリテイチェック 


-水平パリ T - イビット(偶数) 


0 

1 

0 

1 

1 

〇 

0 

1 

1 

1 

〇 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

1 

〇 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

~〇1 

~〇| 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

0 


0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

::豹 

1 

0 

0 

1 

1 

] 

1 


垂直パ= N -7-イビツト(偶数), 
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■ 華直分散構成 (vertical distributed processing system) 

分散データ処理を行うシステムの構成法のひとつで，ホストコンピュータに接 
続した複数のサブホストコンピュータ，さらにその下位に接続した多数の端末の 
間で，業務を分散して処理する方式。 

例えば，地域に分散する多くの事業所，事業所をまとめる地方支店，それを統 
括する本店で構成する業種，業務では，各部署の業務は連携していると同時に， 
独自の処理が必要である。この場合，業務の構成とコンピュータの構成を重ねる 
ことで分散処理が可能であるが，その構成は，組織と同様の垂直的な構成にな 
る。 一 (対)水平分散構成 

■ 水平型分散処理システム (horizontal distributed processing 
system) —( 同)水平分散構成 
■ 水平冗長検査 (longitudinal redundancy check) 

—( 同)水平パリテイチェック 

■ 水平パリテイチェック (horizontal parity check) 

符号の転送誤りを検出する冗長検査方式の一種で，データブロック単位に誤り 
を検出する方式。送信側でデータブロックごとに BCC (ブロックチェックキヤラ 
クタ）と呼ぶ冗長符号を付加する。 BCC は，ブロック内の各文字の n ビット目を 
すべて集め，その中で1であるビット数が BCC の対応ビットも含め奇数または 
偶数になるようなビット列から構成する。 

受信側は各文字と BCC 対応ビットの1であるビット数を調べて，送信にェラ 
一がなかったかチェックする。水平パリテイチェックも1ビットの誤りしかチェ 
ックできないが，垂直パリテイチェックを組み合わせることで，2ビット以上の 
誤り検出ができる確率が高くなる。 

■ 水平分散構成 (horizontal distributed processing system) 

ホストコンピュータを中心とした階層型（垂直型）の分散処理システムではな 
く，同規模のコンピュータを多数並べ，それぞれ得意とする機能を分担して処理 
する分散処理方式。コンピュータ間に基本的に上下関係はなく，それぞれ対等で 
あるため水平型と呼ばれる。水平分散処理システムの代表的なモデルにクライア 
ントサーパモデルがある。 一( 対)垂直分散構成 
■ スクランブル (scramble) 

データを暗号化する目的で，信号に変型を与えること。通常の機器で受信，ま 
たは再現しても画像がゆがんだり，音声が不鮮明になる。正当な受信者は付加し 
た機器，あるいは復元ソフトウェアにより正しい画像や音声を得る。転じて，機 
器の故障やウイルスの症状として画面が乱れることをスクランブルという場合も 
ある。 
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■ スタ ー 型ネットワーク (star type network/star configuration) 

地域の中心となる局と他の局をそれぞれ結ぶ形態。総ルート長は短い。しかし 
この形態では，二つの任意の局間にはひとつの回線経路しか確保できないため， 
'•回線に障害が発生しても迂回ルートはない。中心となる局は他のすべての局を制 
御する関係上，性能や信頼性の高いコンピュータとする。しかし，スター網の形 
態をとる LAN の場合，中心の局はハブと呼ばれる集線装置のみを使用すること 
が多い。。 一( 関)ネットワークトポロジ，ハブ 

■ スタートストップ伝送 (start-stop transmission) —( 参)調歩式伝送 
■ ストアドプロシジヤ （stored procedure) 

データベースサーバへの アクセス回数を低減するた めの 一手法。典型的な一連 
の SQL 文をあらかじめコンパイルしておき， サーバのデータベースに 格納して 
おく。そして，クライアントは必要なコンパイル済みの SQL を呼び出し実行す 
る。これにより， SQL 文をそのまま実行するより通信量，通信回数，クライア 
ントと サーバの 負荷とも大幅に少なくすることができる。 

■スト レー ジ サーバ (storage server) 

外部記憶装置とサーバ機能を一体化して，ネットワーク上のデータを効率的に 
管理するサーバ。ネットワーク上の独立したシステムとしてデータ管理機能(デ 
ータ管理サービス）を専門に提供する。同じネットワーク上の他のサーバのデー 
夕管理を一括して行うことのできる機種もある。 

—( 類)ファイルサーバ，ディスク サーバ 
_ ストレートケーブル (straight cable) 

バソコンと周辺機器を接続するケーブルのひとつ。送信信号線と受信信号線の 
二つのケーブルがそのまま接続されているタイプのケーブル。クロスケーブルに 
対比した語。パソコンとモデムを接続するときは，互いの送信線と受信線の端子 
の役割が固定化されている。なお，外観ではクロスケーブルとの見分けがつかな 
いので，型番やピンの組み合わせを調べなければならない。 

—( 対)クロスケーブル 
■スペクトラム拡散多元接続 

^spread spectrum multiple access : SSMA) 

衛星通信における多元接続方式のひとつで，各地球局に特定の符号(拡散符号） 
を割り当て，同一周波数の変調波をこの符号でさらにスぺクトノレ拡散(再度変調） 
し，通信衛星の中継機（トランスボンダ)へ送出する方式。 

スぺクトル拡散とは，情報を伝送するのに必要な最低限度の周波数帯域よりは 
るかに広い周波数帯域に拡散して伝送すること。異なる拡散符号を用いれば拡散 
した情報を同時に複数伝送できるので多重化が可能。 
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また，拡散された情報は元のデータがどのようなものであったか簡単には判定 
できないデータとなる。それは一種の暗号化情報であるため，情報の機密性が守 
られるという利点もある。受信側は，特定符号により送信の逆を行い，自分のデ 
ータを識別する。 

■ スマイリー (smiley/ emoticon/face mark) 

電子メールで文字を使って，送信者の気持ちをイメージ的に伝えようとする慣 
用の記号的表現。顔マークともいう。 

例えば，「(一）」は微笑みをイメージし相手に好意的な気持ちを伝えようとする 
もの。また， 「 m _(0)_ m 」 は手を付いて謝っている姿をイメージし，相手に遺憾 
の意を伝えたいときに使用する。さらに，「(一;）」は冷や汗をかいている姿をイ 
メージし，相手に恥ずかしいことを発言してしまった気持ちを伝えるときに使用 
する。英文では横に見るマークが多い。例えば「:-)」が笑顔である。しかし，定 
まつたルールが存在するわけではない。 




■ 正規応答モード （normal response mode : NRM) 

HDLC 手順において二次局からのデータ送信に一次局からの許可が必要なモ 
ード。データリンクを確立する際，一次局が SNRM コマンドを二次局に送るこ 
とによりこのモードになる。 一( 対)非同期応答モード 

■ 制御文字 (control character) —( 同)機能キャラクタ 
■ 制御部 (control field) 

制御部 8ピット 

m _ — _ f 

〇送信シーケンス番号 受信シーケンス番号 丨 

1 : 〇 監視機能 受信シーケンス番号 s 

1 : 1 修飾機能 修飾機能 u 

しボールビット 

一次局が二次局に対し動作をコマンドとして指令し，また二次局がレスポンス 
としてその指令に対する応答に使用するフイールド。8ビット構成と16ビット 
構成の場合がある。 

(1)8 ビツト構成の場合は受信シーケンス番号と送信シーケンス番号を使用するフ 


情報転送形式 
監視形式 
非番号制御 
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レームにおいてそれぞれを3ビット（モジュロ 8) ずつ割り振る。 

(2)16 ビット構成の場合はそれぞれを7ビット（モジュロ 128) ずつ割り振る。内 
客により，1(情報転送形式)， S (監視形式)， U (非番号制御）の3種類のフレ 
ーム用に分ける。 —( 関）フレーム，フイールド 

■ 制御用ビット (control bit) 

順序番号の確認や送信を反転する通知に使用するフレームの制御部内のビッ 
卜。コマンドフレームのときは P (ポール）ビット，レスポンスフレームのときは 
F (ファイナル）ビットと呼び，一対にして使用する。 



k 制御用ビット 


■ 生産 • 調達_運用支援統合システム 
(Continuous Acquisition and Life-cycle Support) 

—( 同 ) CALS 

■ 生産 - 物流-流通システム 

生産者と消費者間の物流を統合的に扱うシステム。物流 EDI ともいわれる。物 
流 EDI (physical distribution EDI ) は，物流分野に適用した EDI のこと。受 
発注業務，在庫照会，入出荷データ，貨物追跡管理，請求管理などのデータを電 
子化し，コンピュータや通信回線を利用し処理すること。 

物流 EDI では，荷主•倉庫 • 運送業者 • 金融業者など多数の事業者の相互間で 
のデータ交換が必要であり，標準化された EDI プロトコルが使用されている。 

—( 関)電子データ交換 
■ 静止画データ (image data) 

写真，絵，図形などをディジタル化したデータ。画像データのファイルは，フ 
ァイル容量と処理時間の問題から，いくつかの圧縮 • 伸張方式が提案されてお 
り，複数のファイルフォーマットが存在する。カラーの静止画の解像度をあげる 
と，1枚の静止画でも大きなデータ量となるため，圧縮して保管するのが一般的 
である。また，表示速度やスキヤナやディジタルカメラからの入力速度を早くす 
るため，圧縮 • 伸張を高速化するグラフィックスカードも一般的になっている。 

フルカラー静止画データの圧縮技術の標準として JPEG がある。そのほか ， GIF 
もインターネットの Web ページの静止画データとして多く利用されている。 

—( 参) JPEG , GIF 
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■ 静止通信衛星 (geostationary communication satellite) 

地上約3 600 km の赤道軌道上で2 4時間を周期とする人工衛星による宇宙局。 
地球の自転と同周期で1周するため，地上からは常に同一位置に見える。その 
ため，アンテナの方向を固定できる。また，3個あれば地球上のすべての部分 
をカバーできる。1964年，インテルサットが設立され静止衛星による商業通信 
が開始した。 

日本でも，1983年に実用衛星さくら2号を打ち上げ，種々の通信に利用して 
いる。現在はさまざまな目的のため，数多くの静止通信衛星を打ち上げており， 
衛星どうしの衝突や寿命の尽きた衛星の回収の問題も出始めている。 

■ 性能管理 (performance analysis) 

システムの性能は，ユーザやデータ量の増加などで低下することがあるので， 
稼働中の性能を監視，分析し，信頼性を保持すること。将来の処理量予測，性能 
向上のための現状評価や問題点の探索をも含む。 一( 関)ネットワーク管理 
■ セキユリテイ （ security) 

コンピュータ資源を破壊，障害，盗用，悪用などの犯罪等から守ること。コン 
ピュータセキュリティ，安全性ともいう。主としてハードウェア機能の破壊(事 
故•災害による），ソフトウェア機能の破壊(運用ミス，負荷集中等による）のほか， 
不正使用，機能侵害，データ破壊，改ざん等の悪用に対する防止対策をさす。 

(1) アクセス者の正当性を確認する認証技術 

(2) データそのものをアクセス者から隔離する技術 

(3) アクセス者を特定できる監視技術 

具体的には，ハードウェアを火災，出水，埃などから守る設備， ID カード設 
備の整備，パスワード，コピープロテクト，コールバック，暗号化，オペレーシ 
ョンログの実施などをセキュリティレペルに応じて行わなければならない。 

これに加え，システムダウンにそなえるバックアップ技術や回復技術も重要な 
安全性確立の技術である。一(参)機密保護，プライバシ保護，コンピュータ犯 
罪，セキュリティ管理，コールバック 
■ セキユリテイ管理 (security management) 

コンピュータシステムのセキュリティを維持するために，管理基準や管理体制 
を作り，教育，訓練，監査などを行うこと。セキュリティを脅かす要因が悪意あ 
る人間の場合，対策がいたちごっこになる可能性もある。次のような視点で対策 
をたてる。 

(1) 運用管理，防犯管理，ウイルス防止策によりコンピュータ犯罪を防止する。 

(2) 施設•設備管理，災害管理により，ハードウェア障害を防止する。 

(3) 性能管理，キャパシティ管理，暗号化技術によりシステムやデータを保護する。 



102 セキユリテイホール 


■ セキユリティホール (security hole) 

システム運用に必要なセキュリティが十分確保されていない部分，または脆弱 
(ぜいじゃく）な部分。セキュリティの抜け穴の意。システム運用上セキュリティ 
ホールが発生する理由は，次のようにすベての特権をもつシステム管理者のアカ 
ウント管理(人為的要因）に問題がある場合が多い。 

• パスワードファイルが誰でも見える場所にある 

• システム管理者のパスワードをシステムの利用者全員に公開，または容易に想 
像ができる名前にしている 

• 公開はしていないが， OS 出荷時の標準パスワードのままにしている 
• 一般利用者 1 D でも特殊な操作でシステム管理の権限を得られる 
■ セグメント (segment/LAN segment) 

イーサネットケーブル1本のこと。イーサネットはベースバンド伝送方式で 
あるため，セグンメントの長さは最大でも 500 m 以内 （10 BASE 5使用の場合）と 
なっている。ただし，リピータやハブを接続することによって複数セグメント構 
成の LAN にすることが可能。 一( 関）リピータ 

セグメント-- ► 



_ セシヨン (session) 

① データ通信の会話処理における会話のひとつの単位を表す概念。会話処理用コ 
マンドを投入してから応答出力が出るまでの間。 

② ログイン手続きにより，システムのコマンドを使える状態になつてから，ログ 
アウト手続きにより使い終わるまでの間。この間，ユーザはコマンドを通して 
コンピュータシステムや通信システムを使うことができる。 

—( 関)ログイン，ログアウト 
■ セシヨン層 (session layer) 

プレゼンテーション層の下の第5層で，上位層のプレゼンテーションエンテ 
イテイが会話を構成し，同期をとり，データ交換を管理するために必要な手段を 
提供する層。そのため，セション層は双方のプレゼンテーションエンテイテイ間 
に1本のセションコネクションを確立し，順序正しいデータ交換を支援するた 
めのサービスを提供する。すなわち，プレゼンテーションエンテイテイは，セシ 
ョンコネクションが存在するときのみ相手のエンテイテイと交信できる。なお， 
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セションコネクシヨンは，ある時点では常に下位層のトランスポートコネクシ 
ョンと1対1に対応づけられている。 

セション層のおもな機能には，コネクションの確立と解放，半二重や全二重の 
制御，データ転送，トークン管理，同期点設定，再同期，アクティビティ管理， 
例外報告などの機能があり，それぞれプリミティブを規定している。ただし，上 
位層はこれら機能をすべて使用する必要はなく，必要な機能を選択して使用すれ 
ばよい。 一( 関)ダイアログ単位，アクティビティ，同期点 
■ 接続 (circuit connection) 

端末とコンピュータを物理的，論理的に結びリンクまたはコネクションの確立 
の準備をすること。 一( 関)回線接続方式 

■ 接綾業者 (network service provider : NSP) — (同)プロバイダ 
■ 切断 (disconnection) 

公衆電話網や ISDN 交換回線サービスなどの交換回線サービスで物理的，論理 
的に接続していたデータ伝送回線の接続を切ること。 

■ セル (cell) 

セルの原義は独房や小部屋の意。転じて最小単位を表す語となった。技術の分 
野で異なった事物をさすことが多い。 

情報通信の分野では，広帯域 ISDN の下位層プロトコルの非同期転送モード 
( ATM ) で伝送データをブロックに区切る単位。この場合1セルの大きさは固定 
長で53オタテットである。ひとつのセルはセルヘッダ （ 5オクテット）と情報フ 
ィールド （48 オクテット）から構成する。 一( 参)非同期転送モード，セルヘッダ 

■ セルへッダ (cell header) 

ATM における1セルの先頭5オクテットのこと。セルヘッダは，ルーテイング 
ビット，ペイロードタイプ表示， セル< 損失優先表示，ヘッダ誤り制御な どの 情報 
から構成する。ルーテイングビットは，コネクションを構成するバーチャルチャ 
ネルとバーチャルパスの識別子が入る。ペイロードタイプ表示には，セルの情報 
フィールドに含まれる内容がユーザ情報か網情報かの種別を示すビットが入る。 

セル損失優先表示には，ネットワークが輻輳(ふくそう）したときにセルを捨て 
る優先順位が入る。ヘッダ誤り制御には，ヘッダ情報に関する誤り訂正符号が入 
る。 一( 参)セル 

■ セルラー通信方式 (cellular communication system) 

無線通信方式の一種。広い地域を細かく分割し，分割単位（セル）ごとに基地局 
を置き，同一周波数で通信を行う方式。自動車電話や携帯電話などの移動体通信 
で採用している。基地局はそれぞれ同一周波数を使っていても，電波の干渉妨害 
が発生しない程度の強さで無線送受信を行う。都市部では利用者が多いため，無 
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線チヤネルが不足し基地局を増やしている（セルを小さくしている）。ただし，そ 
れにも限界があるため，多重化度が格段に高くできるディジタル化が必要とな 
る。 一( 関)移動体通信 

■ セレクティング (selecting) 

基本形データ伝送制御手順において，主局が決めたひとつ以上の従局に情報メ 
ッセージを受信するよう勧誘する処理。アドレッシングともいう。 

ポーリング動作と対になって，送信権のポーリング.セレクティング方式を形 
成する。 一( 関)ポーリング•セレタティング方式 
_ セレクティングシーケンス (selecting sequence) 

セレクティングを行うために用いる，伝送制御文字をともなった監視用のキヤ 
ラクタシーケンス（文字列）。相手機器（セレクティング)アドレスをともなった 
ENQ 伝送制御文字列で構成する。 

■ 全銀協標準通信プロトコル (standard protocol of federation of 
banker's association Japan) 

全国銀行協会連合会が 1983 年に制定した企業と銀行，銀行間のデータ交換を 
実現する標準通信プロトコル。データリンクレベルは， BSC 手順のコンテンシ 
ョン方式に準拠しているが，上位層に相当するプロトコルも独自に規定してい 
る。 JCA 手順とともに，わが国における EDI (電子データ交換）の代表例。 
■前置 プロセッサ (front end processor : FEP) 

—( 同）フロントェンドプロセッサ 
■ セントロニクスインタフェース （Centronics interface) 

アメリカのセントロニクス社が定めたパソコンとプリンタの間をつなぐ8ビ 
ットパラレルインタフェース規格。ハンドシェイク方式によりデータの送信や受 
信を確認しながら行う。ハンドシェイク方式により，パソコンとプリンタの処理 
速度の違いを調整しながらデータをやりとりできる。現在，バソコンとプリンタ 
をつなぐインタフェースの事実上の標準となっているが，プリンタ以外の周辺装 
置にも同インタフェース対応可能機種が増えている。 

■ 全二重伝送 (full duplex transmission : FDX) 

2地点間で，同時に両方向の通信が可能な通信方式。全二重通信，両方向同 
時通信 (two way simultaneous communication ) ともいう。一般的には， 
全二重通信回線として4線式を用いる。しかし，2線式でも次のようなくふうで 
擬似的に対応することが可能である。 
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( 1 ) 送信側と受信側で別々の搬送周波数を設定(帯域分割)する 

(2) 回線を時分割（ピンポン伝送)する 

(3) 特別な装置（例：エコーキャンセラ）を追加する 
一(関)通信方式，4線式回線，（対)半二重伝送 

■全米スーパコンピュータ応用研究所 

(National Center for Supercomputmg Applications ■ NCSA) 

米国イリノイ大学内にある全米科学財団 （ NSF ) のスーパコンピュータに関す 
る研究所のひとつ。 一( 同 ) NCSA 

■ 専用回線 (dedicated circuit/leased circuit) 

あらかじめ決めた二地点間通信のように，範囲を限定した通信のときに固定的 
に接続する通信回線。直通通信回線ともいう。ダイヤルすることにより任意の相 
手とその時点で接続する交換回線に対する語。一(類)直通回線，（参)私設回線 
■ 専用線サービス (dedicated circuit service) 

専用回線を提供する通信サービスのひとつ。 NTT では， （1) アナログによる一 
般専用回線として帯域品目や符号品目の回線と， （2) デイジタル専用回線として 
高速デイジタル回線や衛星デイジタル回線を提供(サービス）している。利用デー 
夕量に関係なく回線使用料を支払う必要があるため，通信データ量が大量にある 
場合に経済的な回線である。一(関)一般専用線サービス，公-専-公接続 
■ 専用端末 (special-purpose terminal) 

業務，業種ごとに最適な稼働が得られるように特化された端末装置。銀行の自 
動現金取扱い機器，定期券や乗車券の発券機， POS 端末機などがある。 


ソ 

■ ■ 

■ 相互運用性 (interoperability) —( 同)相互接続性 
■ 相互接続性 (in ter operability/interconnectivity) 

異なる種類の装置問での情報のやりとりが，同一種の装置間のそれと同程度に 
できること。相互運用性ともいう。情報を共有できる度合と考えてよい。 

具体的には，あるコンピュータからほかのコンピュータが管理するデータにア 
クセスしたり，ほかのコンピュータにあるプログラムのサービスを受けたりする 
など，ネットワーク上のすべての資源をそれぞれのコンピュータから自由に利用 
できるような性質をいう。オープンシステムやマルチベンダ環境の情報システム 
を目指す上で欠かせない指標。 
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■ 送信権 (transmission right) 

端末がホストコンピュータにデータを送信する権利のこと。複数の端末が通信回 
線を共用する場合，送信権をもった端末だけがデータ送信できる。 一( 類）トークン 

■ 送信権制御 (turn control) 

基本形データ伝送制御手順において，主局となる局を決定する処理。端末から 
ホストコンピュータにデータを送信する時に，端末が送信権を得るための制御方 
式のこと。ホストコンピュータ側に主導権があるポーリング.セレクテイング方 
式と，端末側に主導権があるコンテンション方式がある。 一( 関)送信権，放棄， 
中断，（例)ポーリング.セレタテイング方式，コンテンション方式，（参)主局 
■ 送信シーケンス番号 (send sequence number) 

フレームの順序制御を行うために用いる順序番号で，フレームの制御部にお 
く。送信側では，情報フレーム（ I フレーム）を送出するごとに送信シーケンス番 
号を順次増加させて行く（ただし，上限を超えると0に戻す)。番号の幅は，制 
御部の大きさにより〇〜7(モジュロ 8の3ビット使用）のものと，〇〜127(モ 
ジュロ128の7ビット使用）のものがある。 

—( 関)フィールド，制御部，順序制御，（対)受信シーケンス番号 
■ 双方向 CATV(bi-directional CATV) 

受像機側からも送信できるケーブルテレビ （ CATV ) システム。専用入力端末 
を接続することにより，データ通信，ホームセキュリティ，ホーム ショッ ピン 
ダ，クイズ番組への参加，アンケート調査の回答など各種サービス機能が実現で 
きる。一般のテレビにも双方向機能付きの製品が販売されている。 

—( 関)ケーブルテレビ 

■ 双方向通信 (two-way communication) 

端末間でどちらからでも送信，受信が可能な通信システム。全二重伝送 • 半二 
重伝送に分類できる。 

■ ソースルーテイングブリッジ (source routing bridge) 

トークンリング LAN で使用するブリッジ。このブリッジは， フレームに ルー 


例：ルート情報 R2B3 
が経路 


例：ルート情報 R 2 Bl , RlB 2 
---> が経路 



ブリッジ B3 
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卜情報をもたせて中継するものである。なお，現在のソースルーテイングブリッ 
ジは，トランスペアレントブリッジの機能を包含している。データリンク層より 
上位層で接続する中継機はプリッジと呼ばず，ルータまたはゲートウェイと呼 
び，区別している。 IEEE 802.5で規定。 

—( 関）ブリッジ，トランスペアレントブリッジ 
■ ゾーン (zone) 

DNS で管理するドメイン名の管理単位。ゾーンには上位ゾーンや下位ゾーン 
が存在し，階層構造になっている。ゾーンに対してネームサーバがひとつ以上存 
在し，そのうちひとつのサーバにそのゾーンの管理情報（リソースレコード）がす 
ベて入っている。その他のサーバには管理情報の部分コピーが入る。 

■ ソケット (socket) 

① 通信線の終端を意味する概念。あるマシンのプロセスとネットワーク上にある 
別のマシンのプロセスで通信を行うプログラムを書くときには，双方のソケッ 
卜間のデータを交換すると考えてよく，通信プロトコルやデバイスドライバを 
意識しなくてよい。 

② UNIX の 4.2 BSD バージョンに取り入れたプロセス間通信 （ IPC ) のための API 。 

TCP / IP による情報交換用の通信チヤネルをプログラムから呼び出せる関 
数として提供したもの。通信システムでの送受信をファイルへのアクセスと同 
じような感覚で操作可能とした。すなわち，プログラムから見た場合ソケット 
識別子とファイル識別子が同一の形式であり，通信相手とつながったあとはフ 
ァイルに対する読み書きのシステムコールがそのまま使用できる。ソケットを 
利用すると自システム内だけでなく，ネツトワークで接続したコンピュータ間 
でのプロセス間通信も可能である。 



■ ターミナル (terminal) —-( 同)端末 

■ ターミナルアダプタ (terminal adapter : TA) —( 同)端末アダプタ 
■ 夕ーミナルエミュレーシヨン (terminal emulation) 

—( 同)端末エミュレーシヨン 
■ 夕ーミネータ (terminator) 

バス型 LAN で使用する1本の同軸ケーブル(セグメント）の両端につける部品。 
終端装置ともいう。 
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■ ターンアラウンドタイム (turnaround time : TAT) 

コンピュータにジョブを投入し始めてから，完全な出力結果を得るまでの経過 
時間。この時間を決定する要素は，各種資源の待ち時間，処理時間，データ伝送 
時間，結果の出力時間などである。この時間はできるだけ短いほうがよい。オペ 
レーテイングシステムが発達した理由のひとつが，この時間の短縮にある。 

—( 参)応答時間 

■ ダィアログ単位 (dialog unit) 

OSI セ ション層で定義された意味のある データの 送受信の単位。通信の内容は 
単に データがつながっ ているものではなく， データの 内容に従ってまとまりがあ 
る。この内容の意味づけや データの まとまりを必ず意識し，相手に確認の応答を 
返す部分を大同期点と呼び，任意で応答を返す部分を小同期点と呼ぶ。この大同 
期点で区切りとしているまとまりがダイヤ ログ 単位である。また，ダイヤ ログ 単 
位が集まったまとまりをアクティビティ単位と呼ぶ。 一( 参)同期点 


小同期点小同期点 大ヲ点 小同期点小同期点 g 


J 

I ^ □ ~~1 

U 

1~~ □ ~~ □ ~~1 

L 

ダイアログ単位 

ダイアログ単位 


アクティビティ単位 


■ 帯域 (band) 

周波数帯域の略称。データ伝送路を流れる信号の周波数変動幅。伝送帯域とも 
いう。例えば， 20 MHz (メガヘルツ）の帯域，30〜 40 MHz 帯域といった使い方 
をする。事実上，単位時間に転送できるデータ量の目安になる。一般に帯域が広 
くなるほど周波数の多重化が多くでき，単位時間内に送れる情報量が多くなる。 
無線通信の場合，異なる局が同じ周波数で伝送すると混信する。それを防ぐため， 
帯域を分割し局に対してそれぞれ割り当て多重化する。分割した帯域を（周波数） 
チヤネルともいう。この場合も，帯域幅が広いほどチヤネル数も多くとれる。 

—( 関)広帯域 

■ 帯域品目 (band items) 

国内の第一種電気通信事業者(例： NTT ) が提供する一般専用線サービスのア 
ナログ伝送方式で，帯域幅300〜3400 Hz の音声級回線のサービス品目。現在提 
供されている品目は， ( l )4800 bps 程度まで伝送可能な 3.4 kHz 品目と (2)9600 bps 
程度まで伝送可能な 3.4 kHz ( S ) 品目である。なお，分岐接続で使用する場合に 
は，リンク数に制限があるため，階層的な回線構成にしてリンク数を減らすくふ 
うが必要となる。 一( 参)符号品目 
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■ 第一種電気通信事業 (type I telecommunication business) 

電気通信事業法が規定した，自ら電気通信回線設備を設置して電気通信サービ 
スを提供する事業。公益事業としての特徴をもっており，事業の開始や料金の設 
定には郵政大臣の許可が必要である。同法施行前から存在していた電電公社(現 
NTT ), KDD の他に，同法施行後に第二電電，日本 テレコム， 日本高速通信， 
日本国際通信，国際デジタル通信などが第一種電気通信事業者として参入してい 
る。新規の第一種電気通信事業者を NCC (new common carrier ) と呼ぶこと 
がある。事業形態により，長距離系，地域系，衛星系，移動通信系，国際系など 
に分かれる。第一種電気通信事業者が提供する通信ネットワークを第一種電気通 
信事業者網 （type I telecommunications carrier network ) という。 
■ 第 3 次オンラインシステム 

銀行業務システムのオンライン化の流れは時代別に3区分に分けることがで 
き，その最新の段階をさす語。 

(1) 第1次オンライン：1965年頃からの，普通，定期，通知，定積などの預金や 
為替など個別種目のオンライン化 

(2) 第2次オンライン：1974年頃からの，当座，貸出，為替を含む銀行業務の即 
時処理総合オンライン化 

(3) 第3次オンライン：対外的ネットワークの拡充が特徴で，金融機関相互，企 
業と金融機関の間（ファームパンキング)，家庭と金融機関の間（ホームバンキン 
グ)で資金決済を可能にする。 

■ 大同期点 (major synchronization point) 

—( 関)同期点，ダイアログ単位 
_ ダイナミツクルーテイング (dynamic routing) 

動的経路選択。ネットワーク内で複数の通信経路が選択できる場合，もっとも 
経済的でトラフイック量が少ない経路を動的に選択すること。 

—( 関) ルーテ イング 

_ 第二種電気通信事業 (type II telecommunication business) 

第一種電気通信事業から回線の提供を受け，各種の電気通信サービスを提供す 
る電気通信事業法が規定した事業。一般に VAN 事業と呼ぶ。第一種電気通信事 
業とは異なり郵政大臣の許可は必要とせず，事業の開始には登録.届出だけでよ 
い。現在，約3600社が第二種電気通信事業者になっている。 

第二種電気通信事業はさらに， （1) 特別第二種電気通信事業， （2) —般第二種電 
気通信事業に分かれる。特別第二種は，事業登録が必要で不特定多数のユーザに 
通信サービスを提供し，500回線以上の規模をもつ国内 VAN サービス，または 
国際 VAN サービスを行う事業をいう。それ以外が一般第二種で届け出のみでよ 
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い。第二種電気通信事業者が提供する通信ネットワークを第二種電気通信事業者 
網 （type D telecommunications carrier network ) という。 

_ ダイヤルアップ IP 接続 (dialup IP connection) 

専用線ではなく公衆電話回線を通じて TCP / IP 接続を行うためのシステム， 
または接続すること。通信量が少ないサイトは，専用回線では料金が割高になる 
ため，通信時だけ接続できるダイヤルアップ回線を利用する。 

ダイヤルアップでは，モデムや TA を使用することで電話回線や INS ネット64 
からインターネットに接続しているプロバイダまで接続する。プロバイダ側は認 
証をすませたデータをネットワーク上に転送する。プロバイダまでは， PPP や 
SLIP などのプロトコルで接続し，そこから利用可能な 1 P アドレスを借りて，簡 
単にインターネットに接続する方法である。パーソナル ユースに 適した サービス 
で利用が拡大している。料金は，回線使用時間に応じた従量制である。 
■ ダイヤルアップネットワーク (dial-up networking) 

電話回線などを利用して遠隔地のコンピュータに接続する形態，または，接続 
するためのプログラム。接続先のコンピュータ，およびそのコンピュータを接続 
しているネットワーク上(し AN やインターネット）の資源を利用できる 。 Windows 
NT では，この機能を提供するサ•ービスを RAS (Remote Access Service ) と 
呼ぶ。 

_ ダイヤルイン (dial-in) 

オフィス，工場など構内にある電話を交換手を介さないで外部から直接呼び出 
すことのできる方式。 ISDN の付加 サービスの ひとつでもある。 

■代理サーバ (proxy server) —( 同)プロキシ サーバ 
■ ダイレクトサンプリング (direct sampling) 

アナログデータである実際の楽器の音などを，一定時間ごとに A / D 変換（アナ 
ログーデジタル変換）して，デジタノレデータとして保存すること。単にサンプリ 
ングともいう。音質はサンプリング周波数と量子化ビット数により決まる。1秒 
間に何回の A / D 変換を行うかをサンプリング周波数（またはサンプリングレート） 
と呼び，元のアナログ信号を正確にサンプリングするためには，標本化定理によ 
り，元の周波数の2倍以上のサンプリング周波数が必要である。なお，このよう 
なサンプリングにより得られたデジタルデータを PCM (Pulse Code Modulation ) 
と呼び，これを音源としたものが PCM 音源である。 

■ ダウン (down) -( 同)システムダウン，（類)故障，（参)障害 
■ ダウンサイジング (down sizing) 

小型化。情報処理の分野では，コンピュータシステムがより小型化する傾向の 
こと。あるいは，従来は大型汎用機で行つていたサービスを，より小型な機種で 
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のサービスへ移行すること。大型汎用機依存の集中処理システムからネットワ- " 
クを活用した小型汎用機による分散処理システムに移行する1980年代後半から，ン 
この動向.現象が目立つようになった。 

集中処理システムは大型のホストコンピュータ中心にシステムを組み，ホスト 
コンピュータのパワーでさまざまな処理をさせてコストパフオーマンスを高めて 
きた。しかし，この考え方ではホストコンピュータ負荷の増大，ソフトウェアの 
巨大化，多様化する端末ューザの要求に応えきれないなどの問題が生じた。 

この状況を脱して安価で機能向上の著しいパソコンやワークステーションなど 
を利用し，向上した LAN 環境，水平分散処理システム技術，各種インタフェ¬ 
スやプロ トコルの標準化，ユーザフレンドリで通信機能を備えたパッケージソフ 
トウェアの普及を背景に，資源を適材適所に使い分けてコストパフオ-マンスを 
高めていく使い方が急速に広がっている。 一( 参)分散データ処理 
【ねらい】 ダウンサイジングのねらいは以下のようなものである。 

⑴集積回路技術の進歩で性能が向上した小型コンピュータの活用による経済面 
の効率向上。初期投資が少なく，台数を増やすことも容易で拡張性と柔軟性 
に優れたシステムを構築できる。 

(2>分散処理システムの高度化による，故障の際の被害を極小化する 
(3>ューザ部門の自律的な利用が可能なことと，システムの変更に対する対応の 
柔軟性 

—( 参)分散データ処理システム，分散データ処理 

_ダウンロー ド ( download ) 

ネットワークで結ばれたホストコンピュータやサーバ内にあるデータやプログ 
ラムを，端末側で使用するために一括して転送すること。一般に端末側の通信ソ 
フトウェアのファイル転送機能を使用して行う。ホストコンピュータが送つたデ. 
ータは端末側の磁気ディスクにいったん格納する。 

ホストからのメッセージを画面に表示して，その場で読むのは時間もかかり， 
見逃してしまう恐れもある。そこで，受信したデータをファイルの形で一時的に 
端末の磁気デイスタに保存するのが通例である。 

日本では，商用データペースからのダウンロードは著作権上の問題があると考 
え，ダウンロードに制限を与えている組織もある。しかし，情報を整理しておく 
だけであれば著作権侵害にはならないという見方もある。データ通信速度の増大 
につれ，今後はダウンロードした後，情報を整理することが一般的になろう。 

—( 対)ァップロード 

■多檐能罱話 (multifunctional telephone ) 

一般の電話機能の他に各種の付加機能をもつ電話。代表機能としては，オンフ 
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ックダイヤル，短縮ダイヤル，リダイヤル，保留，転送，録音(留守番電話)，最 
低料金回線選択(し CR ) などの機能がある。さらにモデム内蔵のもの，ファクシ 
ミリ機能をもつものもある。 

■ タグ (tag) 

文章のある部分に対する詳しい説明が別の場所にある場合，その場所を記録し 
参照可能にしたもの。 HTM しや SGML のようなタグ付け可能な言語や高性能ワ 
—プロソフトでは，タグ付けすることによってハイパーテキストを実現できる。 

普通，表示された文章でタグ付けされた部分は，他の部分と異なる色となって 
いたり，下線が引かれていたりする。そこをクリックすると，詳細記述やイメー 
ジが表示されたり，音声が出力されたりする。なお，膨大な文書データにタグ付 
一一けするには相当の労力が必要で，タグ付け作業の省力化が今後の課題である。 
夕 ■宅内回線 終端装置 (data circuit terminating equipment) 

一一 一( 同)データ回線終端装置， DSU , モデム 

■ 多元接続 (multiple access) 

衛星通信で通信衛星上の中継装置（トランスボンダ)を多数の地球局で共同利用 
すること。衛星通信では限られた中継機（トランスボンダ）を有効に使用する必要 
性からこの接続方式を採用している。接続方式は，周波数分割多元接続 ( FDMA ), 
時分割多元接続 ( TDMA ), スペクトラム拡散多元接続 ( SSMA ) がある。 

■ 多重化技術 (multiplexing) 

① ひとつの資源を有効に活用するために，複数の独立した要求に資源を分割して 
利用させる技術。通常，多重化により効率化して使用している資源には CPU , 
通信回線，交換機などがある。例えば， CPU 時間を時分割して複数のタスク 
を処理するタイムシエアリングや多重プログラミング，同一の伝送路上に複数 
の信号をまとめる回線多重化がある。 

② ある機能の信頼性を高めるために，複数の独立した資源を用意して障害に備え 
る場合の制御技術。例えば，デュアルシステムやデュープレックスシステム， 
バックアップ回線の切り換え，バックアップファイルの作り方などに関する技術。 

■多重化 装置 (multiplex equipment/multiplexer : MPX) 

一本の伝送路を複数の端末装置 （ DTE ) で共有するための装置。マルチプレク 
サともいう。複数の低速回線のデータを受けて一本の高速回線に送り出したり， 
逆に高速回線のデータを受けて低速回線に分割する。これにより同一の伝送路に 
複数の独立した論理的な伝送路ができる。 

一般にたくさんの低速回線を使用するより高速通信回線の経費が安い場合にに 
使用する。多重化方式により周波数分割多重化装置 ( FDM ), 時分割多重化装置 
( TDM ), 統計的時分割多重化裝置 ( STDM ) がある。 
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一(関)パケット多重化装置，回線多重化装置，時分割多重化装置 
_ タップトランシーバ (tap transceiver) 一 ( P ) トランシーバ 
■ ダムターミナル (dumb terminal) 

データ 入力のキーボードとデータ出力の表示装置または印刷装置からなる文字 
データの入出力機能しかもたない端末の総称。無手順端末ともいう。入力したデ 
ータは1文字単位にそのままデータ通信回線を使つてホストコンピュータへ送 
る。また，コンピュータから受けたデータは何も加工せずに表示する。 

—( 対)インテリジェント端末 

■ 多目的端末 (multiple use terminal) 一(同)インテリジヱント端禾 
■ 単ーシステム (simplex system) —( 同)シンプレックス構成シスアム 
■ 単向通信 (simplex transmission) 一(同)単方向伝送 
■ 短縮ダイヤル (abbreviated-dialing/abbreviated address 
calling) 

呼を開始するとき，正規のアドレスの文字数より少ない桁数の文字数で行うこ 
と。電話機やコンピュータのメモリに短縮ダイヤル記憶させておき，正規のダイ 
ヤルトーンを発生させることにより，自動的に呼を行う。 —( 類)オートダイヤル 
■ 単方向伝送 (simplex transmission) 

通信路をあらかじめ決めた単方向に限定し，逆方向には使用しない通信方式。 
一方が送信専用，他方が受信専用の形態になる。単向通信，単方向通信，片方向 
通信 (simplex communication ) ともいつ 0 



■ 端末 (terminal/terminal equipment : TE/data terminal 
equipment : DTE) 

通信回線を介してホストコンピュータに外部からデータを入力したり，処理し 
た結果を出力したりするために使用する入出力装置。 

主に人間によってデータの入出力を行う装置で，キーポードとデイスプレイ装 
置を一体化した機種が多かった。最近は汎用のパソコンやワークステ_シヨンを 
端末として利用する傾向にある。これに対し，特化した目的で使用する専用機能 
をもっ端末を専用端末という。 一( 参)通信端末系，インテリジェント端末，ダム 
ターミナル，専用端末，携帯情報端末，（対)ホストコンピュータ 
■ 端末アダプタ (terminal adapter : TA) 

既存端末を ISDN 網に接続するために，速度変換やプロトコル変換を行う装 
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置。電話網のモデムや回線終端装置と置き換えることにより，既存端末のままで 
ISDN 網を利用できる。端末アダプタは基本インタフェース用と一次群インタフ 
エース用に分類し，さらにサービス品目や通信速度によって細分類する。 

—( 類 ) TA 



—( 参)アドレス， IP アドレス，端末識別番号 
■端末エミユレーシヨン (terminal emulation) 

専用端末ではないパソコンやワークステーションをホストコンピュータの端末 
として使うために，ソフトウェアにより端末化すること。ネットワーク上にメー 
力や 0 S の異なる複数のホストコンピュータが接続されていても，端末ェミュレ 
ーションの切り替えにより1台のパソコンやワークステーションがどのホストの 
端末としても使える。このため端末の設置台数を節約できる。 

—( 参)インテリジェント端末 
■端末エミユレータ (terminal emulator) 

あるインテリジェント端末（多くの場合パソコンやワークステーション）をホス 
トコンピュータの端末にみせかけるソフトウェア。 

IBM 汎用大型計算機用の IBM 3270 端末のェミュレータが使われるようになっ 
て急速に普及し，その後さまざまなホストの端末ェミュレータが登場した。 
■端末識別番号 (terminal identifier) 

コンピュータネットワークに接続して いる 端末装置を識別するために付けた 一 
意の番号。端末アドレスともいう。ホストコンピュータまたは別の端末は，送受 
信したい相手端末の端末識別番号を指定して送受信を行う。 一( 参) IP アドレス 
■端末制御装置 (terminal controller) 

ホストコンピュータとューザの端末の間に接続し，端末の制御とデータの送受 
信動作の制御を行う装置。 

■端末装置 (terminal) — (同)端末 
■端末属性 (terminal attribute) 

端末の種類を機能別に定義した情報。定義する属性の種類には，漢字表示の可 
否，通信速度(ポーレート），パリテイチェック方式，画面の行数，カラム数，画 
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面消去，バックスペース，カーソル移動などのキヤラクタシーケンス，フォント 
タイプ，カラー指定，ファンクションキーの発生コード，画面スクロールにかか 
る時間などがある。利用者は端末属性設定用のツールを使用してあらかじめシス 
テムに設定しておく。 

端末入出力を行う応用プログラムは，この属性データを参照して端末の種類に 
適合した処理を果たす標準端末入出カライブラリ （0 S が提供）を呼び出せば，さ 
まざまな端末属性の違いを意識することなくプログラムを作成できる。また，そ 
のプログラムをさまざまな端末に対して使用することができる。なお，応用プロ 
グラムにとって，端末属性の違いを意識せずにすむ端末を仮想端末という。 
■端末ボート （terminal port ) 一(同)ポート 
■端末用ソフトウェア （terminal software ) 

ホストコンピュータ上ではなく，端末上で動作するソフトウェア。ウインドウ 
制御 ( GU 1 :グラフィカルユーザインタフェース），日本語入出力，通信制御，コ 
ード変換などの機能がある。 

ソフトゥェア自身それぞれの端末で動作するため，端末台数が多い場合は端末 
用ソフトウェアのメインテナンスが簡単でなくなる。そこで，端末用ソフトウェ 
アのマスタをホストコンピュータに用意し，マスタを更新した後に端末がそれを 
最初に使用しようとしたとき，一度だけダウンロードする方式を取ることもあ 
る。これにより，全端末に対して一斉に端末ソフトウェアの入れ替える必要がな 
くなる。 



■地域型ドメイン (geographic domain ) 

ドメイン名が，組織属性ではなく，行政地域に対応するドメイン名。具体的に 
は，組織名称.[市区町村名称.]都道府県名 JP のもの。例えば， 
CHIBA . CHUO . CHIBA . jp , F 00. CHU 0. tokyo . jp など。 

日本の 1 P アドレスとドメイン名の割当てを管理している JPNIC (日本ネットワ 
ークインフォメーションセンター）は，1996年4月1日から，地域型ドメイン名 
の本格運用を開始している。その目的は， （1) ネームスペースを広げる， （2) ド 
メイン名選択の幅の拡大， （3) 個人•地域密着組織(高校以下の学校，役所など） 
の収容などである。なお，従来の「組織名 _ or . jp 」 や「組織名. ac . jp 」 などは，属性 
型ドメイン名という。 
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■チーパネツト (cheaper network ) 一(参）シンワイヤ 
■チェーンメール (chain mail ) 

電子メールの宛て先に対して，送ったメールと同一内容のメールを別の複数の 
宛先に送って欲しいと要求する内容のメール。受取人が真に受けてこれを行うと 
メール数は急速に増加し，メールシステムの性能に非常に悪影響を及ぼす。 

電子メール版のいわゆる「幸福の手紙」である。また，「あるソフトがウイルス 
に感染している」，「自動車の当たり屋が* * に出現」などの不安をあおるデマ情 
報を流すことによって結果的に善意者に多くの転送を行わせてしまうのもチェー 
ンメールの一種といえる。電子メールのマナーでは，チェーンメールの発信を禁 
止しており，万一受け取っても無視すべきである。 

■チェックキヤラクタ (check character ) 一(関)チェックコード 
■チェックコード （check code ) 

転送，または伝送したデータの誤り検査のために送信側が付加するコード。冗 
長検査符号ともいう。データの入力があった場合，受けた側がデータに同様の処 
理をして，チェックコードと適合するか確かめる。符号の種類や目的によりさま 
ざまに称される。 

(1) データが文字で，冗長符号1ビットの場合 

パリティチェックが一般的。付加するコードをチェックビットという。 

(2) データが数値で基数の1桁の場合 

各桁に重みをつけて加算して，末尾の1桁，または基数で割った剰余，または 
下位何桁かをコードとする。付加するコードをチェックディジットという。各桁 
の重みが1(各桁の合計）の場合，特にチェックサムという。 

(3) データがブロック，またはフレームである場合 

一定の演算で算出したコードを用いる。1ビットなら水平パリティチェックが 
一般的。2ビットなら群計数チェック，1語ならフレーム検査シーケンスという。 
また，付加する冗長符号の長さにより，次のように呼ぶこともある。 

(1) 1 ビットの場合：チェックビット (check bit ) 

(2) 数字1桁の場合：チェックディジット （check digit ) 

(3) 文字1字の場合：チェックキャラクタ，検査文字 (check character ) 
■ チェックサム (check sum) —( 関)チェックコード 

■ チェックディジット (check digit )—( 関)チェックコード 
■チ ェッ クビット （check bit ) —(関)チェックコード 
■ チェックポイント （check point ) 

トランザクション処理システムにおいて，プログラムの処理中に生じる障害に 
備え，処理の実行過程を一定の間隔で記憶するように定めたポイント。 OSI 参照 
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モデルではこれを一般化して同期点と呼ぶ。 

障害が発生してデータの内容を破壊した場合でも，直前のチェックポイントま 
での保存データとチェックポイント以後のジャーナルファイルを用いて，必要な 
ファイルを再現し実行を再開できる。この再実行をチェックポイントリスタート 
と呼ぶ。 一( 参) ロール バック，回復 
■蓄稻型サービス (stored type service) 

マルチメディア通信サービスの一形態。マルチメディアデータを蓄積し，必要 
に応じて提供するサービス。具体的には，マルチメディアデータを電子メールの 
掲示板や伝言板に載せ，参照できるようにしたビデオメールサービスがある。そ 
のほか，カタログ販売，図書館ライブラリなどのマルチメディアデータべ—スサ 
ービスがある。 | 

一(関）リアルタイム型サービス，電子メールサービス，音声メールサービス チ| 

■蓄積交換方式 (store and forward switching system) — 

データ通信で用いる交換方式のひとつ。交換機内に記憶装置を設け端末が送信 
したデータを一度蓄積し，宛先符号，識別などを行った後で，宛先の端末装置や 
センタのコンピュータ，あるいは次の交換局へ交換する方式。代表的な蓄稹交換 
方式にメッセージ交換，パケット交換がある。伝送のスピード性能は蓄積しない 
ものに比べて劣り，装置も比較的高価になる。しかし，次のような利点がある。 

( 1 ) 伝送制御手順や通信速度の異なる端末に対しても通信が可能 

(2) データを分割してそれぞれ別経路で送ることが可能 

—( 参)異速度端末間通信，メッセージ交換，パケット交換方式 
■着呼 (called) 

呼が DTE (端末装置)から DCE ( 回線終端装置）に発せられたあと，発呼先の DCE 
から目的の DTE に到着すること。一(関)呼，（対)発呼 

■チャット (chat) 

パソコン通信を利用して，キーポードとディスプレイ装置を使いリアルタイム 
に複数の人とメッセージのやりとり（対話）を行うこと。オンライントークともい 
う。 chat (雑談，おしゃべり）が語源。パソコン通信の本場である米国で始まっ 
た。 パソコン通信 サービスのメニューの ひとつとなっており，人気が高い。日本 
語では漢字の入力が早くできないと対話にならない。 

■チャネル (channel) 

① データ伝送で，あらかじめ定めた方向への単方向伝送の手段や通信路。情報源 
とそれを受ける部分(通報受端）の間を結ぶ部分に当たる。伝送路ともいう。 

② 無線通信や衛星通信では周波数帯域を分割したものをいう。 

③ ISDN ではユーザ.網インタフェースの情報伝達のために利用できる単位を意 
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味する。 ISDN のチャネルには，ューザ情報伝連用の B チャネル，高速データ 
サービス用の H チャネル，信号情報伝達用の D チャネルがある。 

■ 中央制御方式 (central station control system/pollin*? 

selecting mode) —( 参)ポーリング.セレクテイング方式 
■ 中継 (relay) 

通信ネットワークにおいて交換機が行う機能の一つで，ある経路からの入力信 
号を別の経路へ同様の内容で送出する機能。 OSI 参照モデルでは，主にネットワ 
ーク層に属する機能。中継コンピュータ （relay computer ) は，この機能をも 
つコンピュータ。例と して 通信制御装置，中間中継装置，トランスボンダなどが 
ある。 一( 参)交換機 

■ 中継コンピュータ (relay computer) 

中継機能を有するコンピュータ。例として通信制御装置，中間中継装置，トラ 
ンスボンダなどがある。 一( 参)交換機，トランスボンダ 

■ 中断 (suspend) 

従局側で情報メッセージの受信を継続できない理由が発生した場合，主局に対 
して処理の中止を依頼すること。これを受けとった主局は，中断確認か中断拒否 
のいずれかを出す。 

■ 調歩式伝送 (start-stop transmission) 

非同期式伝送路を使用するデータ伝送で，送受信機間の同期をとるために，一 
定の長さ（通常は文字を表すビット列*1文字)のデータの前後に，スタートビッ 
卜 （start bit , 開始ビット）とストップビット （stop bit ,終了ビット）をつけ 
て伝送する方式。調歩同期方式，スタートストップ (startstop : SS ) 方式とも 
いう。受信側は開始ビットが来たら，以降終了ビットまでを1文字分のデータ 
と判断する。情報の転送タイミングの変動に追従しやすいという特徴があり， 
300〜9600 bps の比較的低速の伝送に用いる。また非同期式伝送路では，調歩 
式伝送によらざるを得ないので非同期式伝送ともいう。 一( 対)同期式伝送 
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■ 調歩同期方式 (start-stop transmission) 一(同)調歩式伝送 
■ 直通回線方式 (direct trunk mode) 

コンピュータと端末（コンピュータとコンピュータ，端末と端末の場合もある） 
を常時1本の回線で直結した形のネットワーク構成。データ通信システムにおい 
て，基本的な形で，通信回線によって接続した2地点間で伝送するデータが大 
量な場合に適している。 -* (類)専用回線 



_ 直通通信回線 (direct trunk circuit ) 一 (同)専用回線 
_ 直並列変換 (serial - parallel conversion) 

シリアル(直列)データをパラレル(並列)デ-夕に変換すること。通常，デ-夕 
通信はシリアルデータで行うが，コンピュータはパラレルデータを処理する。端 
末などから受信したシリアルデータの中にある同期信号に合わせてからパラレル 
データに変換することをいう。逆の場合を並直列変換という。 

—( 対)並直列変換，（参)モデム 
■ 直流伝送波 (base band) 

コンピュータや端末が出力するパルス信号波。変調する前の信号の周波数帯域。 

一(参)ペースバンド 

■ 直列伝送 (serial transmission) 

コンピュータの内部では並列で構成するビットを，1ビットずつ順番に（つま 
り時系列で）伝送する方式。文字データなどはコンピュータ内部では基本的に並 
列に処理している。しかし，1チヤネルの通信回線を介してのデータのやりとり 
では，直列伝送のほうが都合がよい，あるいは直列伝送でなければならない場合 
があり，その場合のデータの伝送方式をいう。 

例えば，電話回線などを利用する通信， RS -2_32 C などのシリアルインタフェ 
ースを利用する遅い周辺機器とのデータ授受などがある。伝送路を時間的に分割 
するため，伝送路は一組ですむ。送信側では直列信号へ変換(並直列変換）して伝 
送路に送り出し，受信側では受け取った直列信号から並列信号への変換(直並列 
変換）が必要。 

—( 対)並列伝送，（参)並直列変換，直並列変換，シリアルインタフェース 
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■ツイストペアケーブル (twisted pair cable)—- (同)より対線 
■通 1 吕 （ communication/telecommunication) 


広くは人間と人間の間で，情報処理ではコンピュータと端末の間で，データ， 
情報，メッセージを伝達(交換，授受)すること。一般には，なんらかの電気的信 
号を媒介として装置と装置が連絡し合う電気通信をさす。 

■通信アクセス法 (telecommunication access method ) 

オペ レー ティングシステムの通信管理における応用プログラムとのインタ フエ 
ース部分。 

(1) 基本通信アクセス法 (basic telecommunication access method : BTAM) 
応用プログラム側がある程度伝送制御手順を意識する必要のある通信アクセ 
ス法。 

(2) 仮想通信アクセス法 (virtual telecommunication access method : 
VTAM) 

伝送制御手順をほとんど意識する必要のなし、通信アクセス法。通信アクセス法 
が仮想化されているほど，応用プログラムがプロトコルの相違による影響を受け 
ることが少なくなる。ただし，ある程度の性能低下を受け入れる必要がある。 
■通信衛星 (communication satellite : CS ) 

衛星通信を行うために地球の軌道上に打ち上げた人工衛星。軌道上を周回する 
移動通信衛星，地球からは静止して M える静止通信衛星がある。放送を行う衛星 
(放送専用の衛星は BS と呼ぶ）もある。 一( 関)衛星通信，静止通信衛星 
■通信回線 (communication line ) 

コンピュータと端末を結びデータの授受を行う伝送路。データ通信回線とも， 
単に回線ともいう。通信回線は，長期間にわたって構築されてきたもので多種多 
様であり，さまざまな視点から分類できる。通信回線が異なれば通信に必要な機 
器，技術，プロトコルが異なり，またネットワーク間をつなぐインタフェース技 
術による高度な調整が必要である。 

(1) 物理的伝送媒体としては，ペアケーブル，同軸ケーブル，光ファイバケーブ 
ル，電波などがある 

(2) 通信方式としては，単方向回線，半二重回線，全二重回線がある 

(3) 接続の形態としては，直通回線，分岐回線，交換回線，集線回線などがある 

(4) 伝送路の特性としては，アナログ伝送回線，ディジタル伝送回線がある 

(5) 制度上は，専用回線，加入電話線，公衆回線，回線交換網，パケット交換網 
などがある 
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一般に使用できる回線として，日本電信電話株式会社などの第一種電気通信事 
業者が提供する電話回線や専用回線がある。 

■ 通信管理 (communication management) 

オペレーテイングシステムにおける通信制御や通信回線との入出力を行う管理 
プログラム。広い意味の入出力管理に含めることもある。応用プログラムは，デ 
ータ通信の複雑な手順を意識することなく通信アクセス法を介して通信管理に対 
し入出力を依頼できる。分散処理システム指向の 0S は，充実した通信管理を.も 
つている。 

■ 通信機能 (communication function) 

コンピュータの基本機能のひとつで，入出カポートや通信ネットワークを介し 
て他のシステムと情報を交換する働き。単体のコンピュータや 0S には基本的な 
入出力機能があり，別に通信機能を備えた 0S， 通信ソフト，通信処理制御装 
置，網制御装置などを使用して実現する。 

■ 通信規約 (protocol) —( 同)プロトコル 
■ 通信サーバ (communication server) 

クライアントサーバシステムの中で，通信方式の変換機能を提供するサーバ。 
通信方式は通信サービスの種類やネットワークのプロトコルにより多様なので， 
通信方式の異なるネットワークに接続しようとするときは，変換を要する。ゲー 
トウエイと同義。 

■is 信 ンスア “(commumcation system) 
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通信を実現する各種の装置,機器，媒体,規約の集合。システムのねらいにかかわ 
らず，おおまかには次のような機能をもつた機器群,ネットワークが必要である。 

(1) 情報を伝送できる信号に変換する変換器，信号を伝送路に送り出す送信機， 
信号を受け取る受信機，もとの情報に復元する変換器 

(2) 信号を伝送する伝送路，中継装置。任意の二地点を結合する交換機，伝送路 
を有効利用するための多重化装置，分岐装置 

<3)メッセージを蓄積，再伝達する蓄積装置，処理装置，制御装置 

異なる通信システム間で情報を伝送するには，さらにインタフェースに相当 
する機器やプロトコルが必要である。 

■ 通信処理サービス （communication processing service) 

VAN サービスのひとつ。電話網などで実現する伝達サービスとコンピュータ 
で実現する情報処理サービスの境界サービス。通信の付加価値を高めることと通 
信の効率と利便性の向上を目的に，情報形式と情報送受形式の変換および情報蓄 
積などによる通信手段を提供する。ファクシミリ通信網サービス，ビデオテック 
ス通信網サービス，パソコン通信サービス，音声メール(伝言ダイヤル)サービ 
ス，プロトコル変換サービス，メディア変換サービス，網間接続サービス，テレ 
ビ会議サービス， PAD サービスなどがある。 


高度 VAN 


基本 VAN t 

—( 類)電気通信サービス，通信ネットワークサービス， 

(関)情報処理サービス，音声メールサービス，ネームサービス 
■ 通信処理システム (communication processing system) 

情報処理システムと電気通信システムの境界に位置し， VAN 業者によるさま 
ざまな通信処理サービスを提供するシステム。 一 (参)通信処理サービス 
■ 通信制御 (communication control) 

コンピュータと端末のデータ通信を円滑に行うためのルールの総称。おもな通 
信制御機能として，回線制御，同期制御，データ伝送制御，誤り制御，バッファ 
制御，輻輳(ふくそう）制御（フロー制御），多重処理制御などがある。通信規約 
(プロトコル)の中でそれぞれ必要な制御方式について規定する。 一( 類)伝送制御 
_ 通信制御処理装置 (communication control processor : CCP) 
通信制御装置 ( ccu ) o 機能に，回線の状態監視，メッセージの組立て.分解を 
行う機能を付加したもので，ホストコンピュータの負荷をより低減するための裝 
置。 CCU に比べ比較的大規模な通信システムで使用する。 一( 関)通信制御装置 


情報処理 サービス 
通信処理 サービス 
基本伝送 サービス 
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■ 通信制御装置 (communication control unit : CCU/communi¬ 
cation control equipment ' CCE) 

中央処理装置と通信回線の間にあって，コンピュータから端末装置への通信に 
必要な各種の制御機能を分担する装置。分散処理システムで使用するコンピュー 
夕では必須である。おもな機能は次のようである。 

(1) データの集配信 

(2) 遅 t 、伝送速度と速い内部処理速度の調整 

(3) 文字コードの分解や組立て（符号変換） 

(4) データの誤り制御用の検出符号の付加や誤りの検出 
—( 関)通信制御処理装置，フロントエンドプロセッサ 



■ 通信制御手願 (communication control procedures) 

—( 類)プロトコル，伝送制御手順 
■ 通信速度 (data communication rate) 

—( 同)データ通信速度，（類)データ転送速度，データ信号速度 
■ 通信ソフトウェア (communication software) 

コンピュータが，他のコンピュータや端末とネットワークを介して通信するた 
めの機能を提供するソフトウェア。おもな機能は，プロトコルやモデムタイプの 
設定機能，自動ダイヤル機能，自動ログイン機能，ダウンロード•アップロード 
機能，端末ェミュレーシヨン機能，コード変換機能など。 

■ 通信端末系 (telecommunication terminal system) 

通信ネットワークの構成要素のひとつで，人と接する部分の装置の総称。通信 
ネットワークの中でデータの入力と出力が発生する部分。端末系は，入出カデー 
夕を変換機を介して伝送系に対し送受信する。 一( 類)端末 
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■通信ネットワーク (communication network) 

端末間を結ぶ機器(交換機や中継機など）と伝送路で構成するデータ伝送のため 
の通信媒体，通信規約(プロトコル)の集合。通信網ともいう。それぞれの目的で 
作られた，さまざまな規模の通信ネットワークがあるが，システムとしては以下 
のような機能，品質に集約できる。 

(1) 六量の情報を高速に，効率よく伝送する 

(2) ネットワーク内の任意の2点間で情報を交換する 

(3) 誤りのない信頼度の高い伝送を行う 

また情報処理の分野では，オンラインシステムが構築可能な回線網をさす。通 
信ネットワークの機能を利用してコンピュータの本体とは離れた場所にある複数 
の端末装置を結んで情報資源を共有し，コンピュータを効率よく利用する。この 
ようなシステムを特にコンピュータネットワークという。 

さらに通信ネットワークは次のような観点で分類できる。 

U ) 情報内容(音声•映像•画像 • テキスト • ファイルなど） 

(2) ネットワークの規模（国際 • 国内 • 構内 • システム内など） 

(3) 伝送方式(アナログ•デイジタルなど） 

(4) 交換方式(回線交換 • 蓄積交換など） 

(5) サービス内容(公衆網 • 専用線網 • 移動体通信など） 

—( 参)コンピュータネットワーク 

■通信ネットワークサービス (communication network service) 

電気通信事業者が提供する各種の通信サービス。下表に示すように多くの種類 
がある。それぞれ独立したサービスであり，特定の目的で構築されたものでその 
利用技術も異なる。 

利用者は，各種サービスの特徴を十分理解し，利用者ネットワークシステムの 
目的を最適に満たすサービスを選択する必要がある。また，通信ネットワーク技 
術の発展や法改正によって，今後はさらに新し t 、サービスを提供する可能性も大 
きい。 

■ 迪信误体 (communicaDion meaium/transmission medium) 

—( 同)伝送媒体 

■通信方式 (communication system) 

広義には，通信を実現する技術的な方式(信号や符号の形式，変調方式，制御 
方式，交換方式など）。狭義には，回線の構成とその伝送方向から見た通信形態 
の種別をさす。回線構成として，次の方式がある。 

(1) 2 線式：送信線と帰還線の2本の線を使って伝送を行う 

(2) 4線式：双方向同時に送信できるように2線式を2組用意する 
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《通信ネツトワークサービスの種類》 


サービス名 

サービス概要 

主な サービス 提供者 

専用線 

特定の相手と固定的に接続するサービス 

第一種電気通信事業者 

高速ディ效陁送 

大容 S の専用線サービス 

第一種電気通信事業者 

加入電話交換 

ダイアル接続で任意の相手と通話できるサービス 

第一種電気通信事業者 

回線交換 

ダイアル接続で任意の相手と回線接続できるサービス 

第一種電気通信事業者 

パケント交換 

データをパケント単位に分割し,それに相手の 
宛先を指定して，相手に届けるサービス 

第一種電気通信事業者 

ISDN 

電話交換,回線交換,バケツト交換のサービスを 
統合し，すべてディジタル化したサービス 

第一種電気通信事業者 

フ U - ムリ U - 

データをフレーム単位に分割し,それに相手の 
宛先を指定して,高速に相手に届けるサービス 

第一種電気通信事業者 

VAN 

第一種電気通信事業者の回線を借りて通信処理や 
情報処理としりたサービスを付加したもの 

第二種電気通信事業者 

ハ V コン通信 

個人に対して電子メール，電子掲示板，情報提供 
などを行^ サービス 

第二種電気通信事業者 
.その他 

—ネット 

商用インターネツ ht こ接続するサービス 

プロバイダ 

移動体通信 

携帯電話, PHS , ボケツ P ベル,衛星通信などの 
無線通信サービス 

第二種電気通信事業者 

77 クシミリ麵 

ファクシミリデー^の蓄積,同報通信，親展通信 
などのサービス 

第二種電気通信事業者 


また， データの 伝送方向として，次の方式がある。 

(1) 単方向伝送方式：情報の伝送方向を，1方向に限定する 

(2) 半二重伝送方式：両方向に通信可能ではあるが，同時には1方向のみが可能 

(3) 全二重伝送方式：同時に両方向の通信が可能 
—( 例)単方向伝送，半二重伝送，全二重伝送 

■通信網 (communication network ) 

—(同)通信ネットワーク，コンピュータネットワーク 
■通信要求 ( call )—( 同)呼 

■通信路 ( channel / link )—( 同)チヤネル，リンク 
■使い捨て暗号化かぎ (one time cryptography key ) 

万一暗号かぎが解読されても問題がなぃよう，一度データ転送に使った後は再 
使用せず捨ててしまう‘暗号かぎ。慣用暗号系(送受信者とも共通のかぎを使用）の 
場合，かぎが盗まれると暗号化の意味がなくなる。しかし，かぎを送受信者で共 
通にもつため，かぎ自体をネットワーク上でやり取りする必要も出てくる。 

そこで，まずマスタキーを公開かぎ暗号系を使ぃ暗号化して送る。情報転送の 
要求ごとに，乱数発生により求めた使 t 、捨て暗号かぎ（セッシヨンキー）をマスタ 
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キーで暗号化し送る。そして，そのセッションキーで情報自体を暗号化して送 
る。セッションキーはその都度別のものを利用するため，万ーセシヨンキーが盗 
まれたり解読されても以降の情報が解読されることはない。 



■定額制課金 


ネットワークに接続(利用）した時間や通信量に関係なく，年単位または月単位 
に一定額を課金する固定料金制度。 NTT の専用線サービスやインターネット接 
続サービスがある。一般に，インターネットサービスプロバイダ ( ISP ) が提供す 
るサービスのうち，専用線接続や LAN 型接続は定額制である。個人向けのダイ 
ヤルアップ接続についても定額制課金のプロバイダがある。 NTT が提供してい 
るテレホーダイ（同一局番の指定電話番号について，深夜〜早朝の電話代を定額 
制とするもの）と組み合わせれば，個人ユーザでも，月々の通信(接続)料金を一 
定にすることができる。 一( 対)従量制課金 
■ ディジタル (digital) 

データまたは物理量を限られた桁数の数字で表現すること。中間の値をとるこ 
とのできない離散的な(非連続的な ） 値を基本とする。指針と目もりで表示する連 
続的な値ではなく，有限桁の数字で表示する数値。 

■ ディジタルアナログ変換 (digital-to-analog conversion) 

—( 同) D / A 変換 

■ ディジタルアナログ変換器 (digital-to-analog converter) 

—( 同) D / A 変換器 

■ ディジタル衛星放送 (digital communication satellite broad 
casting) 

通信衛星 ( CS ) を使ったディジタル方式の衛星放送。従来のアナログ方式とは別 
に専用の受信機が必要となる。多重化，圧縮技術によりチヤネル趣を CATV 並み 
に増大することが可能。日本では，1996年10月からパーフエク TV が57チヤネ 
ルで会員向けにサービスを開始。その後，ディレク TV , J スカイ B などが参入。 
各社とも，最終的にそれぞれ100チヤネル以上のチヤネル数をサービスする。 

将来，インターネット情報の受信機能がつき，家庭向けの情報機器として急速 
に発展する可能性がある。 
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■ ディジタル回線終端装置 (digital service unit : DSU) 

—( 同)網終端装置 

■ ディジタル交換機 (digital switching system) 

ディジタルデータ交換網の中核として用^、る交換機。ディジタル電子交換機と 
もいう。従来のアナログ公衆通信回線と同じ回線交換機能と，メッセージやバケ 
ット単位でいったん交換機内に蓄積した後に相手に送り出す蓄積交換機能があ 
る。 LSI 技術の進展により高性能化，小型化，低価格化が進んでいる。 

■ ディジタル署名 (digital signature) 

情報の送信者が本人のみが知る（秘密の)かぎにより情報を暗号化して送信する 
こと。電子メールなどを使用したペーパレスシステムにおける承認印の代わりに 
用いる。受信者は公開復号かぎをもっており，それで復号できる。送信者が暗 
号化かぎで暗号化して送ってきた電文を公開復号かぎで解読し，送信者の名前や 
日 付が現われれば暗号化かぎをもった送信者本人からのものであることが証明で 
きる。すなわち，ディジタル署名は暗号化できるのが限られた人のみで，復号は 
受取人なら誰でもできるという機能を実現すればよい。これは，公開かぎ暗号系 
のかぎの扱 t 、とはちようど逆となり，それが可能な公開かぎ暗号系の暗号方式を 
使う。 —( 参)認証 ， PGP 
■ ディジタル信号 (digital signal) 

パルス信号のこと。データを，例えば電圧が「高 （ HIGH )」 と「低 ( LOW )」 のみ 
のような2値で表現する信号。各種変換，データ圧縮，高速伝送がアナログ信号 
に比べて容易。コンピュータではこれを情報の2進コードに対応させて処理す 
る。ディジタル信号には，コンピュータが直接出力するものとディジタル変調に 
より搬送波用に変換したものとがあり，両者の区別に注意する必要がある。 

—( 対)アナログ信号 
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■ デイジタル通信網 (digital communication network) 



品質規定点の相互間がすべてデイジタノレであるような通信網。デイジタル専用 
線網，デイジタル回線交換網，デイジタル^パケット網などがある。 

従来からあるアナログ通信網に比べて，伝送品質はよく高速伝送が可能。通信 
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制御装置 ( DCE ) としてディジタルサービス ユニッ ト （ DSU ) を置く。電話の音声 
のようなアナログデータもディジタルデータに変換し，ディジタル通信網を経由 
して送る。 一( 対)アナログ通信網 

_ ディジタルデータ交換網 (digital data exchange network - DDX) 

NTT のディジタル伝送路を使用する日本で最初のディジタルデータ通信サー 
ビス。1979年に最初のサービスを開始。現在， DDX の機能は ISDN に準拠した 
INS サービスと相互接続されつつある。 

( 1 ) DDX - Cii , 時分割多重による 200 bps 〜48キロ bps の符号伝送用の回線交換 
サービス。 

(2) DDX - P は，専用線を使用した第一種パケット交換サービスと呼び，大量のデ 
ータを専門に利用する利用者向けの蓄積交換サービス。4096バイトまでの口 
ングバケットが利用可能。 

(3) DDX - TP は，一般電話回線を一部利用した第二種バケット交換サービスと呼 
ぶ。通信速度はそれほど速くないが一般利用者でも比較的手軽に利用できる 
サービス。128バイトのバケットのみ利用可能。 

■ ディジタル電子交換機 (digital switching system) 

—( 同)ディジタル交換機 
■ ディジタル伝送 (digital transmission) 

ディジタルデータを変調することなく，そのまま搬送用のディジタル信号で伝 
送する方式。伝送中，雑音や変形などの影響を受けにくく，また中継装置で原信 
号を復元しやすいことから，高速でビット誤りの少ない伝送が可能である。なお， 
ディジタル伝送を高速に行うには， DSU や中継装置の高性能化が必要である。 



_ ディジタル伝送網 (digital transmission network) 

ディジタル伝送方式を用いた通信網。 LSI 技術の進展や光伝送技術の進展によ 
つて， 従来に比べて安価に構築することができるようになつた。ディジタル交換 
機と結合すれば，バケツト交換，回線交換，専用線，一般の電話サービスなど多 
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電話器—— 
ISDN 端末一 
コンピュータ 

G 4 FAX —— 

テレビ電話- 


様なサービスが可能となる。 

■ ディジタル伝送路 (digital transmission line/digital circuit) 

ディジタル信号を伝送する通信回線。コンピュータや端末からのディジタル信 
号は，ディジタル伝送路の両端にある網終端装置 ( DSU ) でパルス符号変調によ 
り伝送路に適した信号に変換し伝送路へ送る。 

—( 参)高速ディジタル回線，（対)アナログ伝送路 
■ ディジタル PBX(digital private branch exchanger : DPBX) 

ディジタル化した構内電子交換機 ( PBX )。 PBX が音声を電気信号に変換し機 
械的にスイッチングしていたのに対して，音声をディジタル信号に変換し，電子 
スイッチにより交換する。ディジタルで扱うため，電話だけでなくコンピュータ 
などに対する高度な情報サービスが可能となる。おもな機能は，短縮ダイヤル， 
不在転送，電話会議，発信規制，リダイヤルなど。ディジタル PBX にパソコン 
などを接続すれば，簡易なスター型 LAN として利用することもできる。 

構内 


高速ディジタル専用線 
アナログ公衆網 
アナログ専用線 
ISDN 基本インタエース 
ISDN - 次群インタフェース 


■ デイジタル変調 (digital modulation) 

変調された信号波形がデイジタル信号(ノ”レス符号）となる変調方式。ただし， 
変調結果も元の信号と同じデイジタル信号のため一種の写像といえる。 

そこでディジタル変調の各種変調方式を英語では，アナログ変調のモジユレー 
ション ( modulation ) と区別し，シフトキー*イング (shift keying ) と呼び区別 
する。 （1) 振幅偏移変調 ( ASK )，（2) 周波数偏移変調 ( FSK )，（3) 位相偏移変調 
( PSK ), (4) 振幅位相偏移変調 ( APSK ) などの方式がある。 

—( 參)各変調方式， PCM , ADPCM 
■ ディスクキヤッシユ （disk cache) 

WWW のブラウザが，： T クセスした最新の WWW ページやドキュメントを記憶 
しておくハー ド デイスタ内の領域。 ユーザが 再度同一のページをアクセスしたと 
き，ブラウザは，そのページが前の検索時点と同一かどうかチェックし，同一な 
らばディスクから画面を出力する。同一でなければ再度ネットワークを通じて ア 
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クセスする。アクセス時間を省き，検索を効率化するくふうのひとつ。 

■ディスクサーバ (disk server) 

大容量の磁気ディスク装置をもち，ネットワーク上のクライアントに対し，プ 
ログラム，ファイル，データベースなどの格納領域を提供するコンピュータ。フ 
ァイル サーバ やデータベース サーバより 一般的な用語。 これにより， （1) データ 
の一元管理， （2) 磁気ディスク装置をもたない（デイスクレス）クライアントの導 
入， （3) クライアントローカルな磁気ディスク装置と区別のない操作，などを実 
現できる。 一 ( 類)ファイル サーバ， ストレージ サーバ 
■ゲー タ Et 縮 (data compression/data compaction) 

データの意味を変えずに，データサイズ(容量)を小さくする変換。単に圧縮と 
もいう。情報表現の冗長性に着目して，データを短縮することが記憶媒体の効率 
的使用，伝送時間の節約等に寄与する。コンピュータの利用が進むにつれ大量デ 
ータのファイル記録，効率的な通信が必要となる。そこで，データを圧縮して記 
録し，使用時（出力時)に再び元に戻す。これをデータの復元，伸張，展開，解凍 
などという。 

通信速度の遅い回線による大量のデータ伝送では，圧縮や伸張にかかる時間を 
加えても，データ伝送時間が短くなり通信コストが少なくてすむ。通信回線のデ 
イジタル化により圧縮データ送信がさらに容易になり，ファクシミリ，映像，音 
声などデータ量が多いものは圧縮して送る。なお，一般的に空白や同ーパターン 
の繰り返しが多し、データほど圧縮率が高い。 

最近はバソコン通信でも日常的に使っており，フリーソフトの DIET やマイク 
ロデータの瞬間 AXE ， 複数のファイルをひとつに圧縮してまとめるアーカイバの 
LHA (フリーソフト）などのソフトが普及している。また，利用者がまったく処 
理を意識しなくても入出力時に自動的に圧縮，伸張を行うソフトウェアもある。 

画像データはテキストデータに比べて格段に容量が大きくなるため，保存，伝 
送の際に圧縮処理は欠かせない。標準的な画像データの圧縮手法として静止画用 
の JPEG ， 動画用の MPEG がある。他にも画質が若干劣化し，伸張してもデータ 
が完全復元できないが，圧縮率が特段に高いものもある。 

—( 参) JPEG ， MPEG , (参) LHA , 画像圧縮，（対)伸張，データ解凍 
■データ回線終端装置 (data circuit terminating equipment : 

DCE/DTE) 

データ伝送路の両端に位置し，コンピュータや端末で扱うデイジタル信号を伝 
送路の特性に合わせて変換する装置。回線の接続，保持，解放や信号変換，コー 
ド変換の機能を備える。単に回線終端装置ともいう。例えば，モデム（変復調装 
置)や網終端装置 ( DSU ) がある。 
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■ ゲータ解凍 、 data expansion/data decompression) 

圧縮して記録したデータを圧縮前のデータ形式に復元すること。復元，展開， 
伸張ともいう。例えば，空白文字が50個連続しているという情報から，実際に 
50個の空白文字を生成する処理をさす。 一( 対)データ圧縮 

■ データグラム (datagram) 

① TCP / IP インターネットで転送される情報の基本単位。ヘッダ領域とデータ 
領域からなる。 

② コネクションの確立，解放といったことをせず，最初からデータを送信するパ 
ケット交換方式。通信相手とは常にコネクションが確立している場合に行う。 
OS 1 ではコネクションレス型ネットワークサービスという名前で定義している。 
—( 参 ) UDP 

■ データ信号速度 (data signaling rate/data transmission 
speed) 

データ伝送路の能力を示す目安。端末相互間で1秒間に送ることのできる最 
大のビット数で表す。単位は bps 。 

【注意】 データ信号速度は，対応する装置間の伝送能力を表すデータ転送速度と区 
別する。並列に用いる通信路の数(直列通信，並列通信)の違いや変調方式の違い 
(変調速度，1ビットを送る変調回数）により，1本の論理伝送路のデータ信号 
速度の計算方法は異なる。このほか変調方式の差による実質速度を考慮しない変 
調速度がある。 

■ データ通信 (data communication : DC) 

通信回線にコンピュータや端末を接続し，データの伝送と処理を一元的に行う 
こと。技術的には，⑴データを伝送する系， （2) データを処理する系に分かれる。 
通信の少なくとも一方は機械である。データ通信で送受信する情報は文字も画像 
も音声もディジタルデータである。またデータの授受だけでなくデータの加工や 
処理も含む場合もある。 

複数の局の中から任意の局間を切り換え装置でつなぐ機能やサービスを交換と 
いい，複数の交換システムが互いに接続する通信路は交換網（ネットワーク）とい 
う。データ処理を行うシステムと伝送を行うシステムが互いに独立し，途中に人 
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が介在する場合をオフラインといい，直結している場合をオンラインという。 

技術開発の歴史では，電信が第1の通信，電話が第2の通信，データ通信は 
第3の通信である。 一( 類)データ伝送，データ転送 

■データ通信回線 (data communication line) —( 同)通信回線 
■データ通信速度 (data communication rate) 

単位時間に伝送できるビット数。通常，1秒間に伝送できるビット数を bps 
(bits per second = ビット / 秒）という単位で使用する。 

( 1 ) 通信の機器間での通信速度をデータ転送速度という。 

(2) データ伝送路の能力を示す速度をデータ信号速度という。 

■データ転送 (data transfer) 

接続してある装置間でデータをやりとりすること。データ伝送は，データの宛 
先や順序，データを正しく転送したか確認するための制御情報を含み，ビットや 
信号を意識した送受信に使用する用語。これに対し，データ転送は，よりアプリ 
ケーシヨンに近いデータ（ファイルの内容，メッセージなど）を送るとき使う。 

C P U とファイル装置の転送では，冗長符号による検査や受信データを送信側に 
戻す返送照合を行うことがある。これらを転送チエックという。 

—( 類)データ伝送 

■データ fa 达 (data transmission) 

データ端末間で通信回線を使い，データの伝達を行うこと。単に伝送ともいう。 
機械が直接処理する制御データ(誤り制御符号，伝送制御文字，ヘッダ情報，監視フ 
レームなど）も含む広義のデータ伝達を想定した用語。一(類)データ転送 

■データ伝送制御手順 (data transmission control procedure) 


























データリンク 133 


データ伝送を円滑に効率的に行うために，標準的に取り決めた一連の規定(手 
順)。単に伝送制御手順または伝送シーケンスと呼ぶこともある。主に OSI 參照 
モデルのデータリンク層で規定するプロトコル群をさす。 

—( 例)無手順，基本形データ伝送制御手順， HDLC 手順 
■ データ転送速度 (data transfer rate) 

コンピュータや端末間で単位時間あたりに移動するデータ量。単位にはビット 
/秒 (bps : bit per second ) ，バイト/秒，文字/秒，ブロック/分など用途 
によりさまざまな単位を用いる。データ転送速度はデータ伝送速度と違い，デー 
夕通信以外の磁気ディスク装置，チャネルなどの性能表示にも使用する。 
■データハイウェイ網 (data highway network) 

大規模な生産設備(プラント）などの制御を目的に，ミニコン複数台を光ファイ 
バケーブルなど高速通信回線で接続し制御する構内高速通信ネットワークシステ 
ム。一台の大型コンピュータで集中管理，集中制御する方式とは対照的に，処理 
の分散を目的としたシステムである。 FA , CIM を構築する場合に必要となる基 
幹設備。 

■データベースサーバ (database server) 

クライアントサーバシステムの中で，データベース機能を提供するサーバ。フ 
ァイルサーバの一例であるが，特に高速な検索要求に答えるため，キャッシュ機 
能をもつ。ソフトウェアの例にはアメリカのインフオミックス社の Informix , 
オラクル社の ORACLE などがある。 

—( 類） ファイルサーバ，ストレー ジ サーバ 
■ データ保護 (data integrity) 

障害からデータを保護する技術。障害発生の直前までのデータを記録する技術 
で，定期的にバックアップファイルを作成し，その後の更新記録を残す等でデー 
夕を保全する。意識的なバックアップの他，自動的にバックアップファイルを作 
ったり，ファイルを二重に作ることもある。 

■データリンク (data link) 

送信装置からデータ通信回線を介して受信装置に至る物理的な伝送路と，論理 
的に設定したデータの転送経路の総、称。通信相手とデータリンクが確立してはじ 
めてデータの授受が可能となる。 （1) データリンクの確立， （2) データ転送， （3) 
データリンクの解放というフェーズの順でデータをやり取りする。加入電話網を 
利用する場合は，データリンク確立の前に「回線の接続」，データリンク解放の後 
に「回線の切断」の各フェーズが入る。 

電話をかける場合に例えると，電話がつながった状態とそのときの回線経路が 
データリンクにあたる。また，「データリンクの確立」は電話がつながった（回線 
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の接続)後，「相手を確認して会話が始まったとき」，「データリンクの解放」は「会 
話が終了したとき」にあてはまる。 一( 参)伝送制御手順 



デー タ回線 


データリンク 

(接続—リンクの確立—データ伝送—リンクの解除—切断） 

■ データリンクコネクシヨン識別子 (data link connection 
identifier : DLCI) 

フレー ムリ レー 網サービスで，ひとつの フレーム 中のアドレス フイー ルドに お 
いて個々の論理チヤネルを識別するための情報。これにより，パケット交換サー 
ビスのような1本の物理チヤネルを使って複数の相手と通信が可能となる。ま 
た，1本の物理チヤネルに同時に複数論理チヤネルの フレームが 流れ，回線の 
有効利用が可能となる。 

■ データリンク層 (data link layer) 

ネットワーク層の下の第2層で，上位層のネットワークエンテイテイ間に， 
データリンクコネクションの確立，維持，解放を行い，データ転送するための機 
能的および手続き上の手段を提供する。データリンクコネクションは，ひとつ以 
上の下位層の物理コネクションがらなる。さらに，物理層で発生する誤りを検出 
し，可能であればその誤りを訂正する。そのほか，データの区切りと同期， フロ 
一制御，データ回線の相互接続制御などの機能を行う。基本形データ伝送制御手 
順や HDLC 手順などのデータ伝送制御手順はこの層に位置する。 

■ デーモン (daemon) 

UNIX 系 OS で用いる用語で，いったん起動した後は，いつでも実行できる状 
態になっており，データが与えられしだいただちに処理するプログラム。 
Windows NT では サー ビスという。 

■ 適合性試験 (OSI conformance testing) 

—( 同） コンフォーマンス 試験 

■ テキスト (text) 

データ通信の分野では，最終的にコンピュータ間で伝達する情報の本文。例え 
ば，電子メールで扱う文書のこと。電文ともいう。2進コードのデータ，複数の 
レコードを含む。すなわち，伝送制御用の情報や付加的情報を除いた部分。コン 
テンツともいう。一(参）コンテンツ，メッセージ 
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■デス規格 (data encryption standard : DES) —-( 同) DES 
■デッドロック (dead lock) 

資源を共有している二つのプロセス（またはタスク）が，互いに相手の資源の解 
放を待って競合している状態，または，結果的に動きがとれなくなり，どちらも 
アクセスできない状態。例えば，共有不可の資源 X, Y があり，プロセス A が)(を 
占有し， Y の解放を待っている。そして，プロセス B が Y を占有し， X の解放を待 
っている。排他制御により，どちらのタスクも新たな資源を占有することができ 
ず，デッドロックとなる。共有不可の資源としては，共有メモリやファイル，通 
信回線などがある。デッドロックは，資源利用の排他制御の副作用として発生す 
る厄介な問題であり，システム全体の停止を引き起こすこともある。 

—( 参)排他制御 _ 

■デフアクトスタンダード (defacto standard) 

業界標準。 ISO, ITU-T, JIS などの標準化機構が正式に標準として制定また 
は勧告をしていないが，多くの企業がある種の方式に合わせているため，それが 
事実上の標準となっているものをいう。具体例には， TCP/IP プロトコル，セ 
ント ロニ クスインタフェース，シフト J 1 S コードなどがある。デフアクトスタン 
ダードは，後に正式の標準となることもある。例えば， IBM の SDLC が HDLC に， 

ヒューレツ トパツカード社の HPIB が GPlB ( lEEE -488) に， イー サネッ ト LAN 
が IEEE 802.3にと，業界標準が正式の標準となった。 

■デマンド処理 (demand processing) 

要求時点で即時に行う処理。 一( 同）リアルタイム処理 
_デュアル構成システム (dual system) 

システムを二重に用意し，常に両方とも同一の動作や内容となるようにしてお 
くこと。一方が故障しても他方が正常であれば，システムに影響を与えないよう 
な高信頼性を要求するシステムを構築するときに使用する構成。 

構成要素を可能な限りデュアル構成にし，筐体のなかに格納したもの，高信頼 
性コンピュータにフォールトトレラントコンピュータがある。デュアル構成が完 
全にダウンする確率は一方の故障確率の2乗となる。 

ファイル 


ファイル 
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■テリドン ( Telidon ) 

1978年にカナダで発表され，後に NAPLPS 方式の基本となったビデオテック 
ス通信処理システム。 

■テレコンファレンスシステム (teleconference system ) 

複数の会議室を互 t 、にネットワークで接続し，同時に会議を進行できるように 
したシステム。 パソコン やワークステーションをホストと接続した電子会議シス 
テムが一般的。会議には，誰もが参加できる公開会議と限られた人しか参加でき 
ない閉域(特定)会議とがある。会議には議長をおきコミュニケーションの円滑化 
を図る。また，テーマを限定した分科会を会議の下に設置する機能をもつシステ 
ムもある。電子会議システムのほかに，電話会議システム，テレビ会議システム 
などがある。 


例えば，一方の計算機が故障する確率が理論上0.001だとすると，デュアル構 
成全体がダウンする確率は0.00001となる。なお，デュアル構成の稼働率は次の 
計算式で表す。 

デュアル構成の稼働率= 1-(( MTTR )/( MTBF + MTTR )) 2 
また，障害時には故障システムを切り離すことにより，もう一方のシステムで処 
理を続けることができ，その信頼性は非常に高い。ホットスタンバイ方式ともい 
う。運用コストは高価になる。 一( 参)デュプレックス構成システム 
■デュブレックス構成システム (duplex system ) 

2組のシステムを用意し，主目的の処理を行うシステム（主系）の障害発生時 
に，別のシステム（待機系）に切り替えるシステム構成。二重方式，コールドスタ 
ンバイ方式ともいう。オンラインシステムでは，信頼性の向上がかなり厳しく要 
求され，デュプレックス構成にしてシステムに障害が発生しても停止することな 
く稼働し続けるようにしたシステムが多い。デュアル構成に比べて，待機系では 
待機中に別の処理を行えるため効率的なシステム構成である。しかし，主系ダウ 
ン時の切り替えに時間がかかる，切り替え部分の障害や切り替え直後に新主系が 
ダウンすると両系ダウンとなるなど，信頼性はデュアル構成に劣る。 
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■ テレサービス (teleservice) 

情報を単に伝送するのみのサービス(ペアラサービス）に加えて，端末機能まで 
を含めた総合的なサービス。実際に端末を操作して通信する利用者からみた通信 
サービス。具体的サービス内容は，電話，テ レッ クス ， G 4ファクシミリなどで 
ある。サービス機能は，ペアラサービスが下位層の機能であるのに対し， OSI 参 
照モデルの物理層から応用層までに及ぶ。また，機能自体が端末側に存在するも 
のとネットワーク側に存在するものがある。 

■ テレックス通信 (telex communication) 

文章作成機能と通信機能を備えた端末装置間で文書(ただし英大文字のみ)を効 
率的に伝送する，国際的に標準化した通信サービス。 ITU - T では， T シリーズ 
( T .60, T .70 など）として勧告した。 

■ テレテル (Teletel) 

ビデオテックス通信処理システムのひとつで，フランスの国家的プロジェクト 
「テレマティーク計画」の中で推進している計画。イギリスのプレステル，西ドイ 
ツのビルトシルムテキストなどと方式を統一して， CEPT 方式と呼ばれている。 

_ テレビ会議 (TV conference) 

離れた地点にある会議室相互間を映像と音声の伝送によって結び，テレビ画面 
を見ながら会議を行うことができる映像通信システム。日本では， NTT が1984 
年にテレビ会議サービスを開始した。今後， ITU - T の動画通信の標準化が進む 
と， ISDN の応用形態として，国際標準に準拠した製品やサービスの提供が増加 
する。 

テレビ会議などあらかじめ開催日時が決まっている場合，その日時に中継回線 
を予約して中継を行う方式を予約接続方式 (booking system ) という。この方 
式では，より少ない中継回線を多数の利用者で共用でき，回線使用料を低くおさ 
えることができる。 

■ テレマティークサービス (telematic service) 

ITU-T SGVI で標準化を進めているサービスの総称。テレマティークとは， 
仏語の電気通信と情報処理を表す言葉の合成語で，テレックス，ファクシミリ， 
文字とファクシミリ映像が混在するミックストモードを合わせたものをさす。 
■ 展開 (depression/decompression) 

圧縮データ.圧縮プログラムをもとに戻すこと。解凍，伸張ともいう。 

—( 同)伸張，（対げ-夕圧縮 
■ 電気通信役務 (telecommunication service) 

電気通信事業法で規定された電気通信事業者が提供するサービス。電気通信事 
業者が通信回線や中継機などの電気通信設備を用いて，他人の通信を媒介するこ 
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と。また，電気通信設備を他人の通信のために提供すること。 

—( 類)電気通信サービス 

■電気通信サービス (communication service) 

電話網などで実現する情報伝達サービス。さらにコンピュータで実現する情報 
処理サービスの境界サービスを含むことがある。通信の付加価値を高めることと 
通信の効率と利便性の向上を目的に，情報形式と情報送受形式の変換および情報 
蓄積などによる通信手段を提供する。ファクシミリ通信網サービス， 
CAPTAIN , パソコン通信サービス，伝言ダイヤルサービスなどがある。 

一(類)通信処理サービス ， VAN 



H その他 I - 


フレームリレー i 


B-ISDN I [ 1は ISDN 


HVPN (仮想専用線) I 

■電気通信事業法 (law of telecommunication business) 

1985 年 4 月に施行の電気通信制度改革(電気通信役務の円滑な提供と利用者の 
利益保護など）を目的とした法律。電気通信事業の種類(第一種，特別第二種 ，一 
般第二種)やそれら事業開始の許可や届出，必要な電気通信設備などに関して定 
めている。同法施行により，それまで公衆電気通信法の下で国内通信を独占して 
きた電電公社の民営化（日本電信電話株式会社の設立），国内外電気通信事業の民 
間企業への全面開放が行われた。 


(専用回線) 


(交換回線) 


I 電気通信サ—ビス LJ 
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■ 伝言ダイヤル (voice mail service) 

電話による利用者の音声を蓄積し提供するサービス(音声メッセージ通信サー 
ビス）の愛称。個々の利用者が受信先から照会して情報を得るサービス，予約時 
間に送信するサービスなどがある。 一( 関)伝言板サービス 
■ 伝言板 (bulletin board) 

電子掲示板の別称。 一( 同)電子掲示板システム' 

■ 伝雷板サービス (voice message box service) 

利用者の音声を蓄積し活用するサービス（音声メッセージ通信サービス/音声 
メールサービス）のうち，個々の利用者の情報を特定の受信先から照会して情報 
を得るもの。電気通信網，端末などの性能向上にともなつて提供するようになつ 
た，通信処理の新しいサービスのひとつ。一(参)音声メールサービス 
■ 爾子会議 (teleconference system) 

複数の会議室を互いにネットワークで接続し，同時に会議を進行できるように 
した通信システム。バソコンやワークステーシヨンをホストと接続した電子会_ 
システムが一般的。会議には，誰もが参加できる公開会議と限られた人しか参加 
できない閉域(特定)会議とがある。パソコン通信では，電子掲示板に話題を限つ 
たうえで自由に意見を読み書きする会議で， SIG , フォーラムと同義。会議には 
議長をおきコミュニケーシヨンの円滑化を図る。 

■ 電子会議室 (forum/SIG) —( 同)電子会議， SIG , フォーラム 
_ 電子計算相互運用データべ - ス (interoperability database for 
information processor) 

通産省による，異機種，異構造で構築したマルチメディアのデータペースを統 
一して操作可能とするための国内研究プロジェクト。その内容は 0 S 1 準拠のサブ 
セット化および機能標準の作成，モデルシステムによる実証評価など。 

■ 電子掲示板システム (bulletin board system : BBS) 

通信処理サービスのひとつ。複数の利用者がホストコンピュータのフアイル装 
置内にある掲示板と呼ぶメッセージボックスを介して，各種の情報を提供，交換 
するサービス。 

パソコン通信では，サービス時間の変更通知，サークル活動の広報，フリーソ 
フトウェアの紹介など，多くの会員に伝えたいことを掲示するのに使用する。電 
子メールが1対〗であるの対して，電子掲示板では1人が書き込んだ（掲示した） 
ものを複数の会員が見ることができる。ネットワークに参加している不特定多数 
のメンバへの連絡，情報提供などを目的とする。掲示したものに意見やコメント 
を付加できるようになると電子会議システムに近くなる。 
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■ 電子決済 (electronic account) 

通信ネットワークを介した商取引きで，取引き相手を本人確認し，金銭の決済 
を行うこと。電子商取引 （EC) の基本ではあるが，安全性を考えて慎重な対応が 
必要との意見もある。利用者は，銀行やクレジットカード会社などの預金から小 
売店に代金決済する。第三者である認証機関が証明する場合に限り決済が可能に 
なる方式も検討中である。 一( 関)証明機関 
■ 電子商取引 (electronic commerce EC) 

通信ネットワークを介した商取引きのこと。電子メール，デジタル署名および 
電子決済により，ネットワーク上で取引きのすべてを済ませることも可能である。 

—( 類)ディジタル署名，電子決済，（参)電子データ交換 
■ 電子署名 (digital signature) —( 同)ディジタル署名 
■ 電子データ交換 (Electronic Data Interchange : EDI) 

取引き関係にある複数の企業間でコンピュータと通信回線を結んで定形業務の 
データをやりとりすること。従来のビジネスプロトコル(業界プロトコル）も狭義 
の EDI といえる。 

近年 ISO による EDIFACT (Electronic Data Interchange For Administration 
Commerce and Transport :行政，商業および運輸のための電子データ交 
換）の標準化の動き，国内では通産省が CII シンタックス ルールの 制定，電信電 
話技術委員会 (TTC) による ISDN と MHS の良さを取り入れた EDI-MHS の標準 
化など， EDI は業界をこえた標準化という意味でその重要性が認識されるように 
なつてきた。それを受け，1992年9月に国内の39の業界団体が集合して 「EDI 
推進協議会」を設立した。 

EDI の規定は，メッセージのフォーマットをシンタックス ルール， 標準メッセ 
ージ，データコードの 3 種類に分けて規定して いる。 各国の EDI 標準化は，米国 
が ANSI X . 12， 欧州が TDI など，精力的に進めて いる 。 EDI で定義す る メッセ 
ージは複数のデータセグメントで構成し，さらにデータセグメントは複数のデー 
タエレメントから構成す る。 最近では，企業と消費者との取弓|(オンラインショ 
ッビング）を含め，電子商取引，またはエレクトロニックコマース (electronic 
commerce : EC ) と呼ぶ ようになつている。 一( 類)電子商取引 
■ 電子取引き （electronic data interchange - EDI) 

—(同)電子 データ 交換 
■ 電磁ノイズ (electric noise) 

伝送路上で発生するノイズの一種。電磁誘導ノイズ。伝送路内をパルス信号が 
通ることにより周囲に磁界を生じ，その磁界による起電力がケーブルの束の中で 
近接している別伝送路のノイズとなる。この他，伝送路の近くに帯電した物質が 



デンシメール 141 


あった場合，その影響でノイズが発生する静電誘導ノイズもある。 

■電子マネー (electronic money) 

本来の意味は電子的な現金。電子技術により金銭の取引きを実現するシステ 
ム。デジタルキャッシュともいう。英モンデックス UK 社のモンデックスがあ 
る。これはクレジットカードサイズの 1 C カードを現金の代わりに利用でき，専 
用端末で1 C カードに記録されている金銭の出し入れができる。 

■ 電子メール (electronic mail : e-mail) 

① インターネット，パソコン通信， LAN などのユーザ間で交わすメッセージ， 
またはそれを実行するシステム。即時性があり，ネットワークどうしが結ば 
れ，世界規模のメール交換も可能になり，ューザは急増中である。 

② ファクシミリを利用した郵便システムのこと。手紙は受付けた郵便局から宛 
先の局にファクシミリで電送し，専用の封筒に入れて速達便で配達する。「レ 
タックス」と名称変更した。 

■ 電子メールサービス (electronic mail service) 

VAN , パソコン通信などの通信処理における蓄積交換サービスの一種で’シ 
ステム内に利用者ごとにメールボックスを用意し，メールポックスを介して利用 
者間で情報の交換を行うサービス。郵便の私書箱に相当するもの。発信者が受信 
者のメ ー ルボックスにメッセージを送っておけば，受信者はつごうのよいときに 
それを利用できる。 

利用者どうしの1対1でのやり取りが原則で，電子会議や電子掲示板と区別 
する。付加機能としては，速達機能，親展機能，同報通信機能，メールボックス 
検索機能などがある。 1 TU - T や ISO が電子メール通信システムの国際標準を MHS 
/ MOTIS という名称で勧告し，それに準拠した製品が開発されている。また’ 
マルチメディアや各国言語に対応したインターネットの MIME 規格に準拠した電 
子 メールの 普及が著しい。 一 ( 参) VAN , パソコン通信，蓄積型サービス 
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■ 電信電話技術委員会 (Telecommunication Technology 
Committee : TTC) 

日本国内での通信技術の標準化を図るために1985年に設立した民間組織。メ 
一力，ユーザ，電気通信事業者などが会員となり，主に 1 TU - T 勧告や ISO/IEC 
標準に基づく TTC 標準を制定している。 

■ 転送 (transfer) —•( 同)データ転送 
■ 伝送 (transmission) —( 同)データ伝送 
■ 転送構文 (transfer syntax) 

プレゼンテーション層で扱うデータ形式のひとつで，応用層から受け取った抽 
象構文(文字列）をプレゼンテーションコンテキストをもとに転送に都合のよいビ 
ット例に変換した構文。通常，プレゼンテーションコンテキストはいくつかの候 
補を用意し，その中から通信相手との折衝でデータ転送にもっとも都合のよいプ 
レゼンテーションコンテキストを選択する。その結果，変換した転送構文も通信 
相手により異なるものになる。ある転送構文の構造例は次のとおり。 

識別子 良さオクテット r 内容オクテット 

オクテット」（内容オクテットの長さ）_ 

■ 伝送効率 (transmission efficiency) 

通信ネットワークの品質を示す尺度のひとつで，総伝送ビット数のうち，正し 
く伝送できたビット数の割合。伝送効率は，符号誤り特性，符号誤りに対する再 
送手順，伝送遅延などによって決まる。 

一般に，ビット誤り率が同一の伝送媒体であっても，バースト誤りの発生する 
媒体のほうがランダム誤りが発生する媒体より伝送効率がよい。 

■ 転送時間 (transfer time) 

データ転送を開始した瞬間から完了する瞬間までの時間間隔。 

■ 伝送制御 (transmission control) 

データ伝送を円滑に行うために送信側と受信側であらかじめ取り決めた規約。 
規約は，回線制御，同期制御，誤り制御，データリンクの確立と解放からなる。 
これを具体的な手順として表したものをデータ伝送制御手順という。 

■ 伝送制御手順 (transmission control procedures) 

伝送制御のために，送受信間であらかじめ取り決めた一連の規定のこと。回線 
制御，同期，誤り制御，データリンクの確立.解放などからなる。これを具体的 
な手順として表したものをデータ伝送制御手順という。 一( 例)無手既ベーシッ 
ク手順， HDLC 手順，（類)データ伝送制御手順，（参)フェーズ 
■fe 送制御文字 (transmission control character _• TCC) 

同期式伝送路を使用する データ 伝送で， 交信■ェラーのチェックなど， 伝送を 
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制御，容易にする目的で，ブロックに付加する制御符号(機能キヤラクタ ）。 1 so 
規格 IS 646 の規定。ベーシック手順では，両局の状態制御や応答制御用に種 
類の文字を定義し，それぞれ伝送制御上の意味を与えている。 

—( 参)ベーシック手順 

伝送制御文字の定義 (ISO/ITU-T) _ __ 


符号 

名 称 

定 義 

SOH 

Start of Heading 

ヘッディング開始 

情報メッセージのへッデイングの開始用 

STX 

Start of Text 

テキスト開始 

テキストに先行し，へッデイングを終結す 
るのに用いられる 

ETX 

End of Text 

テキスト終結 

テキストを終結する伝送制御キヤラクタ 



伝送終了 

1 つあるいは，それ以上の伝送終了を示す 


Enquiry 

問合せ 

相手局からの応答を要求する 

ACK 

Acknowledge 

肯定応答 

送信側に対する肯定的応答として受信側よ 
り送られる 

DLE 

Data Link 

Escape 

伝送制御拡張 

あとに続く一定数の連続したキヤラクタの 
意味を変える 

NAK 

Negative 

Acknowledge 

否定応答 

送信側に対する否定的応答として受信側よ 
り送られる 

SYN 

Synchronous Idle 

同期信号 

同期伝送システムの場合他に全く符号のな 
い（アイドル）状態に端末装置間の同期をと 
り，同期を維持するための信号を与える 

ETB 

End of 

Transmission 

Block 

伝送ブロック終結 

伝送上の目的で，データがいくつかのブロ 
ックに分けられるとき，そのデータの伝送 
ブロックの終わりを示すために用いられる 


■ 伝送制御モジュール (telecommunication control module) 

ある装置またはシステム内で伝送制御を行うハードウェアの構成要素やソフト 
ウェア。 

■ 伝送速度 (transmission rate) 

データ通信に関する速度性能を表す基準の総称。具体的な速度指標には，デー 
夕信号速度，変調速度，データ転送速度などがある。 

一(関)データ信号速度，変調速度，データ転送速度 
■ 伝送帯域 (transmission band) 一(同)帯域 
■ 伝送遅延時間 (transmission delay time) 

パケット交換 サービスの ような蓄積交換方式のために生じるデータ伝送制御に 
よる遅れ。どのパケットも交換機で一度蓄積し，内容を調べて，回線の混み具合 
を調べ，適切な経路で相手先に送るという手順を経るため発生する。 
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■ 伝送能力 (transmission capacity) 

データ伝送性能を計る基準の総称で，伝送速度，帯域幅などで示す。 

■ 伝送媒体 (transmission media) 

伝送路を構成する物理的媒体。情報を伝える電気的媒体や同等の通信路。通信 
媒体 (communication media ) ともいう。例えば，同軸ケーブル，光ファイ 
バケーブル，ペアケーブル(以上有線)，地上マイクロ波，衛星通信回線，赤外線 
(以上無線）などがある。 

■ 伝送品質 (transmission duality) 

伝送回線に使用する情報の送信，受信に関する回線精度の良さ。一般に，雑音 
に強い回線で誤り訂正符号を使用した場合，伝送品質は向上する。回線の伝送品 
質は，符号誤り率，ブロック誤り率などで評価する。 

■伝送プロ グフ厶 (telecommunication program) 

ノードコンピユータや交換機の中でデータ伝送制御手順を実行し，利用者のデ 
一夕を伝送するプログラム。 

■ 伝送路 （transmission network/channel) 

端末間で電気信号，光信号を伝達するケーブル，または無線波などの伝送媒体 
でできた設備としての信号路。前者を有線伝送路，後者を無線伝送路という。途 
中で交換機や中継機を経由することがある。 一( 参)チャネル 
■ 転置式暗号 (transposition cipher) 

一定の規則で元の文字を並べ変えて解読できないようにすること。並べ換えの 
規則の一部が暗号化かぎとなる。 一( 関)慣用暗号系 
_ 伝搬遅延時間 (propagation delay time) 

非常に長い距離の通信で，相手にメッセージが届き応答が返ってくるまでに発 
生する，データ伝搬時間の遅れ。特に，静止衛星通信の場合，往復約72000 km 
の距離を電波(光の速さとほぼ同じ速度)が伝搬され，トランスボンダの処理時間 
を入れると，約 0.3 秒程度の伝搬遅延時間は避けられない。 一( 参)回線待ち 
■ 電文 (text) —(同)テキスト 
■ 電話網 （telephone network) 

音声通信を主目的に作ったアナログの通信回線網。すでに日本全土に普及して 
おり，利用に際して特別の工事を必要としない利点がある。歴史も古く，国際的 
に広がっており，世界中の電話器が相互に接続可能な状況にある。データ通信に 
利用する場合は，回線品質の低さ（伝送速度が 33. 6キロ bps までと比較的遅く， 
接続に時間がかかり，混信することなど）を考慮する必要がある。 
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■問合せ ① (inquiry) 

端末よりホストコンピュータに，ある種の処理とその結果を出力するよう要求 
すること。具体的には，列車や航空機の座席予約状況，銀行の預金残高照会，製 
品や部品の在庫状態などの問合せがある。なお，問合せによりホストコンビュー 
夕が出力した情報をその問合せに対する応答 ( response ) と呼び，両者を行う才 
ンラインシステムを問合せ応答システムいう。 —( 類)照会 
■問合せ ② (interrogation) 

データ通信の際に，主局が従局に対して，目的の局であることを確認したり， 
その局の状態を主局に送信するよう応答を要求すること。伝送制御文字 ENQ を 
使用する。これを受けた従局は， ACK または NAK で応答する。 

■ 同位エンテイテイ （peer entities) 

OSI 参照モデルで複数の開放型システム間の同一層にあるエンテイテイ 。 0 SI 
参照モデルの各層のプロトコルは，二つのシステムにおける同位エンテイテイ問 
の通信を規定しているのみである。例えば，ネットワークエンテイテイと相手シ 
ステムのネットワークエンテイテイとの通信プロトコルは規定しているが，他の 
層のエンテイテイとの通信プロトコルは規定していない。 

一(関)プロトコルデータ単位 


開放システム A 


開放システム B 


第 〈 N 〉 層 



第 〈 N 〉 層 


■ 透過性 (transparency) 

何もフィルタがかからないという意味で，転じてこの件に関しては，心配はな 
い，意識しなくてよいこと。例えば，データのビット構成にかかわらずどのよう 
なデータでも伝送可能の場合，データ透過性という。 

また例えば，電話のように距離を意識する必要のない通信を位置透過性とい 
う。分散処理環境では，上記の透過性のほか，同時実行透過性，障害透過性，移 
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送透過性，規模透過性などが保証されることが望ましい。 

■動画 ( movie/motion picture / animation ) 

映画やビデオ，アニメーションのように動く画像。短時間に多くの画面を次々 
と繰返し表示すると，残像効果により人間の目は動画と認識する。コンピュータ 
で処理する情報としては，多数の画像データと表示の時間を管理するデ ー 夂が必 
要である。コンピュータや通信ネットワークの処理能力を考慮して，画像データ 
を圧縮することが必要である。 

■動画像符号化 (motion picture encode )—( 関 ) MPEG 
■動画 データ (animation data ) 

映画，ビデオ，アニメーションなどをディジタル化したデータのこと。動画を 
ディジタル化するとデータ量が膨大になる。そのため，処理装置の高速化だけで 
なく，データ圧縮，密度の高い記憶装置，高速伝送などの技術が重要となる。圧 
縮技術では MPEG , 記憶装置ではディジタルビデオディスク （ DVD ), 伝送技術 
では ATM が今後標準となる可能性がある。 

■透過伝送 (transparent transmission ) 

任意の組合せのビット列を伝送できる形態。基本形データ伝送制御手順では， 
伝送制御文字と重なるデータにエスケープコードを付加したり， HDLC 手順で 
は， データ フィールドの範囲を固定したり（フィールド位置固定タイプ)するモー 
ドがある。これに対し，非透過伝送では，基本的に人間が日常使用する文字コー 
ド以外は伝送不可能である。非透過伝送モードでバイナリデータや機械語プ ログ 
ラムを送ろうとすると，その中に伝送制御文字に一致するコードが現われた場 
合，正しい伝送制御手順が保証されない場合がある。そのため，非透過伝送では 
そのようなデータを捨てるか，スペース文字に置き換えてから送信する。 

—(関）トランスペアレントモード 
■透過伝送モード （transparent mode ) 

—(同）トランスペアレントモード，（参）コードインデペンデントモード 

_ 同期 （ synchronization ) 

広義には複数のシステムの間で，データの授受を確実に行うために時間的な調 
整を行い，タイミングを一致させること。 

データ通信では送信側でタイミング情報を組み込んでデータを送り，受信側で 
これを利用しデータを抽出することを「同期をとる」という。これに対し，1文字 
ごとに文字の前後にスタート信号，ストップ信号を付加してビット列の切れ目を 
受信側に知らせる方式を非同期式，または調歩同期方式という。 

同期方式 (synchronous system ) は，次の 3 方式に大別できる。 

(1) 調歩式伝送 
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-外部導体（編組） 


-被膜 （ PVC ) 


内部導体（芯線） 




ボリエチレン 


(2) 文字同期方式 

(3) フレーム同期方式 

_( 関)調歩式伝送，文字同期方式，フレーム同期 

■ 同期型データ伝送制御手順 (binary synchronous 
communications : BSC) 

IBM 社が1964年に発表したデータ伝送制御手順。2進同期通信， BSC 手順と 
もいう。基本形データ伝送制御手順のもとになった。 

■ 同期式伝送 (synchronous transmission) 

送信デ ー タにビットタイミング情報を組み込んで送信し，受信側でビットタイ 
ミングから目的のデータを抽出する伝送方式。独立同期方式，あるいは連続同期 
方式ともいう。一般にテキスト（データ）の前に伝送制御文字の SYN を4個連続 
して付けることによって行う。1文字ごとに同期をとる調歩式伝送と比べて効率 
がよい。 一( 対)調歩式伝送，（関)伝送制御文字 
■ 同期点 (synchronization point) 

セション層で定義する概念で，データ転送の流れをその前後で分離するための 
点。これをデータ転送の途中で設定すると，そこを通過したときになんらかのチ 
ェックや情報の記録を行うことを意味する。大同期点 (major synchroniza ¬ 
tion point ) と小同期点 (minor synchronization pojnt ) がある。前君は， 
通過時は必ず応答を返す必要があり，後者は応答の必要はないがなんらかのチェ 
ックポイントを意味する。 一( 参)ダイアログ単位 
■ 同軸ケーブル (coaxial cable) 

内部導体(軟鋼の単線)，絶縁物（ポリエチレン)，外部導体(銅編組線)および被 
膜からなるケーブル。電流の帰路である外部導体が遮へい作用をするため，漏話 
や減衰が少なく，高周波の信号伝送に優れた特性をもつ。海底ケーブルとして使 
用し，最近ではテレビのアンテナ線にも利用しているが，イーサネット LAN のケ 
ープルで使用するようになり，情報処理分野でも頻繁に話題にのぼるようになっ 
た。イーサネット LAN では，直径 12 mm の同軸ケーブル(シックワイヤ， 10 BASE 5) 
と 5 mm の細心同軸ケーブル（シンワイヤ， 10 BASE 2) を使用している。 

—( 参)光ファイバ，ペアケーブル 


外部導体 
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■ 同報通信 (broadcasting) 

同じ情報を同時に複数の相手に送る通信。放送が典型的な例である。電子メー 
ルでは宛先を複数指定した場合，結果的に同報通信となる。 

送る側またはホストに記憶領域が十分ありかつ通信する内容が多い場合，同報 
通信した主旨のメッセージをすべての受信者に送り，データ自体は送らないこと 
がある。メッセージ受信側がその内容を見たいという要求をホストに出したとき 
始めて内容を送る。このくふうによって，同報通信により回線負荷が急激に上昇 
することを防ぐ効果があり，その上受信側の記憶領域を圧迫することも少なくで 
きる。参)マルチキヤスト，一斉同報通信 
■ 卜ークン (token) 

トークンパッシング方式の し AN で管理するアクセス権を端末（ノード）に割り当 
てるため， LAN 上に巡回させる「送信許可証」としてのフレーム。データの送信権 
制御のために用いるもので，トークンを保有しているノードだけが送信可能にな 
る。終了した時にトークンをネットワークに出して，送信権を放棄する。このよ 
うな制御方式をトークンパッシング方式という。どのノードもアクセス要求をも 
たず，巡回しているだけのトークンをフリートークンという。また，あるノード 
がアクセス権を得るためにフリートークンを捕捉したら，それがビジートークンに 
変わりこれを捕捉してもアクセス権は得られない。 一( 参）トークンパッシング方式 
■ 卜 — クンパッシングバス方式 (token passing bus method) 

トークンパッシング方式のうちバス型ネットワークで使用するプロトコル。バ 
ス上のノード間で論理リンクを確立し，トークンを順番に受け渡していく方式。 
トークンバス方式ともいう。現在トークンを保持しているノードがアクセス権を 
もつ。 IEEE 802.4で規定。 



■ 卜 — クンパッシング方式 (token passing system) 

LAN における送信権制御の一方式（多重アクセス方式)。ネットワーク上を巡 
回している唯一のトークンによってノードのデータ送信権の制御を行う。 

衝突が発生しないため，ネットワークの使用効率は高い。雑音などによるトー 
クンの二重発生や消滅に対策が必要になる。 

リング形のネットワークに適用することが多いが （ トークンパッシングリング 
方式），パス形にも適用可能である （ トークンパッシングバス方式）。 
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—( 関）トークン，（参）トークンリング方式， CSMA/CD 
■卜 ー クンパッシングリング方式 (token passing ring method) 

トークンパッシング方式のうちリング型ネットワークで送信権の制御に使用す 
るプロトコル。トークンリング方式ともいう。 

フリートークンをリング上に流し，送信要求のあるノードがトークンをつかま 
えてアクセス権を得る。この方式には， IEEE 802.5 が規定しているシングルト 
ークン方式と FDD 1 が規定しているマルチトークン方式がある。 


(1) トークンは各ノー 
ドにより中継され， 
リング上を一方向に 
巡回している。 

(2) 送信要求のあるノ 
ード A がトークンを 
補足し，リングへの 
アクセス権を獲得す 

次にフレームをあ 
て先ノード C に送信 
する。 

ノード C はフレー 
ムを受信パツフア 
にコピーする。 



(3) ノード A はリングを一 
巡して戻つてきたフレー 
ムを吸収すると同時に， 

卜ークンをリングに送出 
することにより，アクセ 
ス権を他に譲渡する。 



(3) ノード A はフレームを 
送信直後にトークンを送 
出する。 

ノード A は送信 フレー 
ムが一巡して戻つてきた 
ら吸収する。 

( b ) マルチトークン 


( a ) シングルトークン 
■トークンリング型 LAN(token ring LAN) 

通信回線制御にトークンパッシング方式を適用したリング形の LAN 。 トーク 
ンは，ネットワーク上にある「送信許可証」。トークンパッシング方式とは，トー 
クンを保有するノードだけに送信を許す送信権制御方式。送信を終了した時に卜 
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ークンをネットワークに出して，送信権を放棄する。 

こうすると送信局の衝突が発生しないため，ネットワークの使用効率は高い。 
雑音などによるトークンの二重発生や消滅に対策が必要になる。この方式には， 
IEEE 802.5が規定しているシングルトークン方式と FDD 1 が規定しているマル 
チトークン方式がある。 一( 関)ループバック機能 
■ トークンリング方式 (token ring system) 

リング形の口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) において，通信回線の制御に 
トークンパッシング方式を適用して行うこと。 

—( 関）トークン，（参）トークンパッシング方式 
_ トータルセープフアイル (total save file/back up file) 

—( 同)バックアップファイル 
■ 特定 (identify/specify) 

複数のものの中からあるものを一意に区別すること，また指定すること。アド 
レス，キー，名前，識別子などは，データの所在を特定するために唯一のものを 
指すようにしている。特定のための代表的な名前には次のような例がある。 

(1) ネットワークの相手先は，ユーザ名，ドメイン名，ネットワークアドレスな 
どによる。 

(2) ファイル管理システムでは，ディレクトリ名，ファイル名，拡張子などによる。 

(3) プログラムでは，プログラム名，変数名，関数名，手続き名などによる。 

—( 関)ュニーク 

■特別第二種電気通信事業者 一( 関)第二種電気通信事業者 
■ 匿名 FTP(anonymous.file transfer protocol) 

イン ター ネット上の サーバから 利用できる パ スワード等の使用者制限のな t 'FTP 
サービス。アノニマス FTP ともいう。誰がダウン ロー ドした か 記録に残らないた 
め匿名と呼ぶ。インターネット上の FTP サービスは一般的には匿名 FTP である。 
_ トポロジ (topology) -* (同)ネットワークトポロジ 

■ド メイン (domain) 

ドメインは範囲のこと。 コンピュータ ネット ワーク 上での ユーザーの 管理単 
位。ドメイン名により識別する。 

① WindowsNT では，ドメイン内のドメインコントローラが， ユーザー 名やグ 
ループ名，パスワードなどの情報を集中管理している。 

ドメイン コントローラが ダウンすると，ネッ トワークへログオン することもで 
きなくなる。このため，通常は複数のドメイン コントローラ （ひとつのプライ 
マリドメイン コントロー ラとひとつ以上のバックアップドメイン コントロー 
ラ）を用意しておく。また，場合によつては，ひとつのドメインを複数のサブ 
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ドメインに分割して管理する場合もある。—(関）ドメイン名システム 

② インターネットでは，電子メールの宛先(アドレス：メールの受取人）を指定す 
る方法。例えば， jp は日本の国内， ac は大学や学校，さらに学校内を学部や 
学科に細分し，範囲を絞るようなことをさす。 

ューザ名®ホスト名.組織名 a . 組織名 b . 組織属性.国名 
• 日本での組織属性 go (政府関係機関）， ac (教育，研究機関）， co (会社)， ad 
(ネットワーク管理機関）， or (その他） 

•国名英字2文字（ただしアメリカの場合は書かない。） 

③ し AN Manager では，複数のサーバをあたかも1サーバであるかのように扱 
う機能 

■ ドメイン名 (domain name) 

インターネットのメールアドレスや UR し内に記述するサイトの名前のこと。あ 
る階層の共通範囲名称。インターネット上では，各コンピュータの識別には 1 P ア 
ドレスを使用するが， IP アドレスは数字と「.（ピリオド）」の組合せで覚えにくい 
ため， IP アドレスに対応した文字列によるドメイン名を付ける。ドメイン名は 
abc . co . jp のように組織名称，組織の種類，国名と右側から順番に大きな分類 
から小さな分類へと階層化して表記する（このような構成を属性型ドメインとい 
う）。このドメインに属すユーザーのメールアドレスは，「ユーザー名® abc . co.jpJ 
となる。なお，インターネットはアメリカで発展してきたため，アメリカの国名 
は書かず，ドメイン名の最後が com や edu , gov で終わつているのが一般的。 IP 
アドレスとドメイン名を管理するために DNS が存在する。一(参)地域型ドメイン 
<一番右側にくるドメイン名の意味> 


ドメイン名 

意味 

例 

iD 

国が日本 

(次表参照） 

com 

K: 柄 陋 as お^墨 

www.yahoo.com 

edu 

米国における学校関係 _ 


QOV 

米国における政府機関 

www2.whitehouse.qov 

net 

米国におけるネットワーク管理組織 

www.alaska.net 

orq 

米国におけるその他組織 

www.paris.orq 

2 文字の国略称 

ISO-3166 に基づく国 

uk …英国， ca …カナダ 


<2番目に来るドメイン名の意味（上表 jp の場合）> 


ドメイン名 

意味 

例 

C 0 

企業_営利団体 

www.tas.co.ip 

ac 

学校関係 

www.info.waseda.ac.jp 

Q 0 

政府組織 


ad 

ネツトワーク管理組織 

wwwl _sphere_ad.jp 

or 

その他組織 

www.iijnet.or.jp 

地域名 

地域ドメイン 


ntt 

m 

navi.sl.cae.ntt.jp 
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■ ドメイン名システム (domain name system : DNS) 

インターネット （ TCP / IP ネットワーク）上で通信に先立って，ドメイン名（ホ 
スト名）から IP アドレスを求めるための名前解決システム。 

メールアドレスやホームページアドレスの指定にはドメイン名を利用するが， 
TCP / IP のネットワーク上では，コンピュータの識別には IP アドレスを使用する。 
1 P アドレスは数字と「_ (ピリオド）」の組合せ (32 ビットを8ビットずつ区切って 
10進数で表したもの）で覚えにくいため， IP アドレスに対応したドメイン名を使 
う。 DNS は「名前： IP アドレス」の分散型データベースシステムで，各ドメイン 
には，ひとつずつの DNS サーバが必要である。 DNS サーバは自分のデータべ一 
スに対応するものがない場合は，他の DNS サーバに問い合わせる。インターネ 
ット上でのドメインの追加や削除は頻繁に発生しているため，インターネットに 
接続されている多くの DNS サーバが， 1 P アドレスとドメイン名の対応表を交換 
しあっている。 

■ トラフィック (traffic) 

通信回線上のある時刻のある一定時間内に転送される通話量，情報の量のこ 
と。呼の量，データ量，回線占有時間なども目安になるが，統一的に回線が通信 
のために占められるのべ時間で表す。本来は交通量の意味。 

設備の能力を越えて回線使用の要求があった場合，通信不能のため待ち状態が 
発生するが，これらの現象を数量的に把握し，設備と要求の調和を考える理論を 
トラフィック理論という。一(関)呼量，トラフィック密度 
■ トラフイツク密度 (traffic density) 

システム能力とのかねあいから見たシステム入力の大きさ。例えばトランザク 
ション処理では，単位時間あたりの平均トランザクシ H ン到着数と各トランザク 
ションの平均処理時間の積で表す。この場合，システムに到着するトランザクシ 
ョンを処理するのに必要な最小窓口数などの決定要素。 

■ トランザクシヨン (transaction) 

データフアイルの内容に，増減，変更を行うすべての取引で発生するデータ。 
マスタフアイルを更新するためのデータ，またはその仕事。オンラインシステム 
におけるトランザクションは，通常いくつかの入カメッセージをもち，その応答 
としての出カメッセージを生み出す。 

通信設備や通信処理に影響を与える要素には，まず入出カメッセージの種類， 
長さ，量，分布などがあげられる。これらを分析し通信設備の検討や通信処理方 
法の設計を行う必要がある。また，ひとつのトランザクションは処理の途中のま 
ま放置しておくことができない性質のものである。そのため，トランザクション 
処理では，通信障害に対する万全の対策が必要となる。 
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なお，トランザクション処理自身も，チェックポイントリスタート機能，ロー 
ルバック機能およびジャーナルログ，更新前情報，更新後情報の採取機能など障 
害対策機能をもつ。 一( 関)回線使用率 

_ トランシーバ (transceiver) 

① 一般的には，送信機，受信機として回路を共有する携帯用無線機。 

② イーサネット LAN では端末やリビータを接続するためにシックワイヤ 
(10 BASE 5) のセグメント上に取り付ける装置のこと。ケープル接続装置，夕 
ップトランシーバともいう。トランシーバと端末のイーサネットコントローラと 
の間はトランシーバケープルで接続する。なお，トランシーバ1台に複数 （4 〜 
16本）のトランシーバケープルを接続できるマルチポートトランシーバも製品化 
されている。これにより，1台のトランシーバで複数の端末を接続できる。 



■ トランスペアレントブリッジ (transparent bridge) 

FDD 1 または CSMA / CD の LAN で使用するプリッジ。スパン ニン グツリーブ 
リッジともいう。このブリッジは，支線 LAN からのフレームならそれぞれ送信 
元アドレスを記憶し，支線 LAN への フレームなら宛先アドレスを記憶する。そ 
の結果送信元アドレス，宛先アドレスをともに記憶した支線 LAN 内のフレーム 
がきたら，それは支線 LAN 内のみの通信フレームなので中継をしない。それ以 
外なら中継するという機能をもつ。この機能をトランスペアレントプリッジのア 
ドレス学習機能（またはフイルタリング機能）という。 IEEE 802.1で規定。 

—( 関)ブリッジ， ソースルーテ イングブリッジ 
■ トランスペアレントモード (transparent mode) 

基本形データ伝送制御手順の拡張モードのひとつ。基本モードでは制御文字に 
特別の機能をもたせて伝送制御をしているため，これと同ービットパターンを含 
むデータはそのままでは伝送できない。この問題を解決するのがトランスペアレ 
ントモードで，制御文字と重なるデータにエスケープコードを付加して区別する 
ので，任意の8ビットの符号をコード変換なしで伝送することが可能となる。 
透過モード，コードインデペンデントモードともいう。 
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—( 参)ペーシック手順，（類)透過伝送，コードインデペンデントモード 
■ トランスポート層 (transport layer) 

セション層の下の第4層で，経路選択や中継機の存在に関与せず，上位層の 
セションエンティティに透過的（トランスペアレント）なデータの両方向同時転送 
サービスを提供する層。また，トランスポートエンティティはセションエンティ 
ティが要求する性能を最小の費用で提供するために，利用可能なネットワークサ 
ービスを最適に使用する。さらに，下位のネットワーク層が提供するネットワー 
クコネクションのサービス品質をそろえるために，付加的な誤り検出，誤り訂正 
機能やスループットの調整を果たす。この結果，セションエンティティでは信頼 
性の高!^ >データ転送をするための複雑な手段とネットワーク性能や品質の違いを 
意識する。 

■ トランスボンダ (transponder) 

... 衛星通信のミッション部に用いる通信用中継機。送信機と受信機の機能を合わ 

■ せもつた装置で，地上からの受信波を周波数変換した後，増幅して地上局に送出 

_ する。衛星に搭載できるトランスボンダの個数に制限があるため，多元接続によ 

り，多重化して利用する。なお，故障しても簡単に修理できないため，高い信頼 
性が要求される。 

■ トレイラ (trailer) 

コンピュータネットワークで，送信データの末尾につける制御情報。例えば， 
データの誤り制御情報など。 



■ ナイキスト周波数 (Nyquist Frequency) 


シャノンの標本化定理で示された，必要最小限のサンプリング周波数。最小サ 
ンプリング周波数ともいう。 A / D 変換の最初の段階である標本化において，も 
とのアナログ信号の帯域が(•であれば， l /(2 f ) の時間間隔でサンプリングすれ 
ば情報の抜けがなく標本化できる。 ‘ 

2 f がナイキスト周波数。 l /(2 f ) がナイキスト間隔。ナイキスト周波数で標 
本化することをナイキスト標本化といい，情報の抜けが多少発生してさしつかえ 
ないとして， 2 f より小さい周波数で標本化することをサブナイキスト標本化と 

いう。 
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■内線 (extension/interphone) 

構内電話交換装置により，拡張された構内電話回線。 

■ナビゲー シヨン サービス (navigation service) 

インターネット上の膨大な情報の中から，利用者に必要な情報を絞り込むため 
のインデックスの提供，誘導サービス，またはその機能をもつソフトウェア。 

I■ナビゲート (navigate) 

利用者が見たい情報を検索するとき，案内をするマルチメディアアプリケーシ 
ヨンのサービス機能。具体的には，キーワード検索，カテゴリ別に特定のパスに 
したがって読み進む検索，最新到着情報検索などの機能がある。 

■ナブルブス (NAPLPS) —( 同) NAPLPS 
■なリすまし (pretense) 

公開かぎ暗号化方式で，正規の利用者に気づかれずに公開かぎをすりかえるこ 
と。これによって，本来の秘密かぎをもった利用者は暗号を解読できず，すりか 
えた人間の秘密かぎで解読ができるようになる。公開かぎをもった人が気づかな 
いうちに，別の人間が本来の秘密かぎをもった人になりすましてデータの盗聴を 
行い，結果的に犯罪すらできることなる。なりすましの対策として，公開かぎが 
すりかえられたものでないことを証明する仕組みが必要となる。すなわち，第三 
者の認証機関設けて公開かぎ証明書(発行局の電子署名付き）を発行してもらう。 
公開かぎが登録されたものであるか認証機関（証明機関）に確認することによっ 
て，なりすましを防ぐことができる。 一( 参) PEM, 認証，証明機関 


一 

_ 

_ ニックネーム (nickname) 

電子メールや電子掲示板で使用する名前に本人の正式な氏名ではなく，愛称. 
通称にすること。気軽な関係を望むという意味やプライバシを守らなければなら 
ないケースで必要性がある。しかし，特定個人の中傷を目的としたメールの発 
信，チェーンメールの発信，ウィルスに汚染されたプログラムの配布などに利用 
される危険性をもつことも事実である。そのため，知らない名前やニックネーム 
のメールを受け取ったら注意が必要である。 一( 類)ハンドル 
■ ニフティサーブ (NIFTY-SERVE) —( 同) NIFTY-SERVE 
■日本工業規格 (Japanese Industrial Standards : JIS) —( 同) J1S 
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_ 日本工業標準調査会 (Japanese Industrial Standards 
Committee : JISC) 

国家規格である J 1 S 規格（日本工業規格）を審議する組織。日本の工業標準の国 
家的統一性の確保と発展を図るために工業標準化法に基づいて設置した。おもな 
活動は，規格化に関する調査.研究，原案作成，審議，制定等である。現在30の 
部会をもち，部会の中にそれぞれ専門委員会をもっ。データ通信に関する規格を 
担当する専門委員会は情報部会である。国際的には ITU - R , 1 TU - T などに日本 
を代表して参加している。 

■ 日本電信電話株式会社 (Nippon Telegraph and Telephone 
Corp. : NTT) 

1985 年施行の日本電信電話株式会社法により，新しく発足した株式会社。国 
内通信を主に担当する最大の第一種電気通信事業者。元は100パーセント政府出 
資の公益企業体である日本電信電話公社(電電公社)。公社時代は，公衆電気通信 
法 （1985 年に廃止）のもとで国内通信を独占的に運営してきた。しかし，電気通 
信事業のいっそうの活性化，効率化，諸外国への市場開放などを図るために民営 
化した。 

■入出カ ポート (input-output port) —( 同)ポート 
■ニユースグループ (newsgroup) 

あるテーマでネットワークニュースにより記事を投稿しあうグループ。バソコ 
ン通信でフォーラムや会議室と呼ぶものに近い。記事を見たり投稿する場合は， 
そのニュースグループに参加する。参加すると新しいニュースが自動的に送られ 
てくる。 一( 関) fj ニュースグループ 

■ニユーメディア (new electronic media to communication/ 
new media) 

電子技術を利用した情報通信媒体。従来の電信，電話，テレビ，新聞などの媒 
体にかわって情報を伝えるための新しい通信，対話手段の総称。ビデオテック 
ス， VAN , CATV , 電子メール，テレコンファレンスなどがある。 

ニューメディァは必ずしもはっきり定義できないが，無線系，有線系，パッケ 
ージ系に大別できる。最近では，マルチメディアということばがとって代わって 
いる。無線系のメディァには文字多重放送（テレキスト），音声多重放送，高品位 
テレビなど，有線系のメディアにはビデオテックス，双方向 CATV , 電子メー 
ル，テレビ電話など，パッケージ系には，光ディスク，コンパクトディスク， 1 C 
力ードなどがある。 

いずれも大量のデータを高密度で扱えるメディァで， 1 NS 計画等によりこれら 
が社会に浸透していくにつれて大きな社会変化が起こることも予想できる。1983 
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年に通産省が発表したニューメディア • コミュニティ構想は，高度情報化社会を 
早期に実現させるために，モデル情報処理システムを作り，産業，社会，生活の 
各分野のニーズに応える情報ネットワークをニューメディアの活用により構築し 
ようという構想。近年は，各種データのディジタル化技術を背景にマルチメディ 
アという考え方が前面に出ている。 

—( 参）ビデオテックス， INS ， マルチメディア 
■ 認証 (authentication) 

データまたは文書が一定の行為，正当な手続きおよび方法，正当な人でなされ 
たことをオンラインデータ上で証明するセキュリティ技術。 

書類上での認証はサインや印鑑で行うが，オンラインデータはサインや印鑑を 
そのまま入力することはできない。また，データそのものの改ざんや不正使用も 
故意か不注意か別にして，特権さえあれば本人でなくても可能である。そのた 
め，オンラインデータの認証を行うソフトウェアを開発している。認証ソフトウ 
ェアは，オンラインデータの認証に公開かぎ暗号化技術を応用し，ユーザがその 
データや文書にアクセスできる本人かどうかを証明する。 

一(参)証明機関， S / MIME , PEM , なりすまし 
■ 認証局 (certification authority : CA) —( 同)証明機関 



■ ネームサーバ （name server) 

ネットワーク内で， ューザ 名やシステム名を保持し，提供するサーバ。クライ 
アントからの問合せに IP アドレスなどを検索して返笞するサービスを行う。ま 
たはネームサービスを実行するソフトウエア。ネームサーバの具体例として， 
NIS , DNS , WAIS , WWW , Gopher などがある。 

■ネームサービス （name service) 

通信処理サービスのひとつ。インターネットのように複雑で構成の変化が激し 
いネットワーク上のさまざまな構成要素に関する情報を提供するサービス。 

ここでいう構成要素とは，ノードコンピュータ，ノード上のプロセス，ユーザ 
アカウントなどである。ネームサービスの上位概念で，名前の情報以外のネット 
ワーク構成に関する情報を提供するサービスをデイレクトリサービスという。ネ 
ットワークプロトコルの下位層では，これら構成要素はネットワークアドレスで 
識別する。利用者にとっては数字の羅列であるネットワークアドレスで識別する 
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のでは不便なため，ネームサービスが構成要素に対して登録してある名前を利用 
者の目的に合わせて検索し，その結果を提供する。 

■ ネゴシエーシヨン (negotiation) 

折衝の意。通信ネットワークで，通信の前に行う各種の手順。相手の端末の性 
能，品質，設定状態を見て，通信に不合理なものがあれば相手側にその旨を伝 
え，お互いに最高なバラメタに設定しあうこと。プレゼンテーション層では，通 
信相手と折衝(ネゴシェーション）または再折衝し，最適なプレゼンテーションコ 
ンテキストを選択する。 一( 関)プレゼンテーションコンテキスト 
_ ネチケット (netiquette) 

パソコン通信やインターネットを利用する上でのルール。経験的なルールで， 
法的な規制ではない。次のような暗黙のェチケットがある。 

•メッセージは短く，要領よく。 

. 文末の名前とメーリングアドレスを記入する欄をいたずらに飾らないこと。 

■ 大文字だけを使わない（英文)。 

• 引用文の行頭にはアステリク （*) を付ける。 

•誤字やスペルミスなどを批判，指摘しない。国際的な広がりがあるネットワー 
クでは，言語の学習中の人も多く，コミュニケーションを委縮させない。 

-ニュースグループに質問する場合，返事が全員に読まれてもよいものでないな 
ら，個人的に返事を貰うようにすること。 

■ 返事をするときは用心深く。あなたの予期しない多くの人の目に触れる可能性 
がある。 

■ クロスポストメッセージ(別のニュースグループに同一の手紙）を出さない。こ 
れらに返事をしない。 

•卑猥な文を書かない。映画，小説，ドラマなどの筋を書かない。 

■ ネチズン (netizen) 

パソコン通信やインターネットなどのネットワークを，仕事やコミュニケーシ 
ョンの手段として積極的利用する人。 Network と citizen (国民，住民)の合成 
語。ネチズンが守るべきェチケットをネチケットという。 

■ ネットウェァ (NetWare) 

米ノベル社が開発，販売するパソコン中心の LAN 構築用ネットワーク 0 S 。 
NetWare は，米国内のネットワーク 0 S 中で最高の販売実績をもつ。プラットフ 
オームとなる上位 0 S を必要としない点に特徴がある。通信プロトコルは独自の 
SPX /1 P ) (を用いているため， TCP / IP 系ネットワークとの接続にはゲートウェ 
イが必要になる。クライアントサーバモデルの製品 （ SFT ， NetWare , Advanced 
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NetWare , NetWare 386) の他に，ピアツーピア型モデルの製品 （NetWare Lite ) 
もある。国内では，日本法人のノベル社が日本語化した製品を発売している。 

_ ネツトサーフア —(net surfer) 

ネットサーフィンを行う人。 一( 参)ネットサーフィン 

■ ネットサーフイン (net surfing) 

インターネット上に張り巡らされた情報のリンク（海）を，あちこちを飛び回る 
ように（サーフィンをするように）見ること。 

■ ネットスケ ー プ (Netscape communications corporation) 

インターネット関連のソフトウェア製品を専門に開発している米国企業。正式 
にはネットスケープコミュニケーションズ社。代表的な WWW ブラウザソフトで 
ある Netscape Navigator の開発元として有名。 

1993年マーク.アンドリーセン，シリコングラフィックス社の社長を経験し 
たジム.クラークらが弋ザイクコミュニケーションズ社を設立。1995年現名称 
に変更。同社製品で特に有名なのが ， NCSA Mosaic を改良，製品化したブラ 
ウザソフト Netscape Navigator である。世界的ベストセラーになり，同社の 
急成長ぶりが世界中の注目を浴びた。単にネットスケープといえばこのソフトを 
さすこともある。 

■ ネットニュース (Netnews) -* (同)ニュースグループ 
■ ネツトワ _ ク (network) 

広義には，情報の連絡網.通信網で人材やグループを含む。狭義(こは通信ネッ 
トワーク，コンピュータネットワークをさす。 

① 情報通信の分野では，端末を結ぶ機器（交換機など）と伝送路で構成するデー 
夕伝送用の通信媒体の集合。この場合，特に通信ネットワークという。 

—( 同)通信ネットワーク 

② 情報処理の分野では，通信ネットワークを利用したオンラインシステム，分 
散処理システム。この場合，特にコンピュータネットワーク，計算機ネット 
ワークという。一(同）コンピュータネットワーク 

■ ネットワークアーキテクチヤ （network architecture) 

コンピュータネットワークシステム全体にわたって，通信機能，プロトコル体 
系，管理や拡張方法などの標準化，統一化を定めたもの。ネットワークアーキテ 
クチャという概念は，1974年に米 IBM が SNA を発表したのが最初である。その 
後，コンピュータメーカ各社がこぞって独自のネトワークアーキテクチャを発表 
した。その結果，コンピュータの利用者は異なるメーカのコンピュータを接続す 
ることが困難になり，システムの柔軟性が阻害されだした。 

ISO では，そのようなさまざまなネットワークアーキテクチャの存在は，情報 
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システムの発展を妨げるものとして，ネットワークアーキテクチャの標準化に着 
手し， OS 1 (基本)参照モデルを制定した。 

現在は， OSI 参照モデルを国際標準のネットワークアーキテクチャと認める国 
がほとんどで，これに準拠した製品を各メーカが商品化している。利用者は，準 
拠製品ならどのメーカの製品でも使用でき，選択の幅が広がった。そのうえ， 
OSI 参照モデルはシステムの拡張性も考慮しているため，システムの柔軟性を長 
期間保持できるメリットが得られるようになった。 

■ ネツトワークアダプタ (network adapter/network adaptor) 
コンピュータネットワークにコンピュータを物理的につなぐ際のデバイスや拡 
張カードなど。 一( 参) LAN アダプタ 
■ ネツトワークアドレス (network address) 

① ネットワーク上のノードであるコンピュータ，交換機，中継機，端末等にっ 
けた名前。 

② 32ビットの IP アドレスを構成する一部分。 1 P アドレスのクラスによって，ネ 
ットワークアドレスの構成ビット数が異なる。 NIC によって与えられるグロ 
ーバル 1P アドレスは，ネットワークアドレス部分である。 —( 関) IP アドレス 

■ ネットワークオペレーティングシステム (network operating 
system : NOS) 

パソコン LAN を構築する場合に適した機能をもったオペレーティングシステ 
ムの総称。クライアントサーバモデルの分散処理システムを前提としており，ク 
ライアントで動作する OS とサーバで動作する OS を用意している。応用プログラ 
ム（クライアント）からのサーバへの通信要求に対して，クライアントとサーバに 
あるそれぞれのネットワーク OS が，決めた通信手順に従いデータの送受信を行 
う。通常の OS にある種の通信ソフトを組み込むことでクライアント用ネットワ 
ーク OS になれる。 

今後，パソコンとワークステーション，汎用コンピュータとの接続も考えられ 
るため，バソコン以外のコンピュータにもネットワーク OS のような機能をもっ 
たパッケージソフトウェアを製品化すると考えられる。おもなネットワーク OS 
には， NetWare , LAN Manager , VINES , Windows NT などがある。ま 
た， UNIX もネットワーク OS としての機能を十分もつ。 

—( 参)通信管理，通信制御 
■ ネットワーク管理 (network management) 

情報ネットワークの信頼性を高め，効率的に使用するために行う管理。ネット 
ワータ管理の管理対象は，通信回線や交換機のみならず，ネットワークに接続され 
情報処理を行うコンピュータや端末にまで及ぶ。管理項目には次のものがある。 
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(1) ネットワークを構成しているあらゆる構成要素の管理(構成管理） 

(2) ネットワークに関連する障害の早期発見と告知，原因の切り分けと修復など 
の実施(障害管理） 

(3) 常時ネットワークシステムの性能データを収集，評価や，将来のトラフイッ 
ク量増加に対応するための準備の実施(性能管理） 

(4) システムのデータの漏洩（ろうえい）や改ざん，資源の不正使用の有無確認， 
ューザ ID やパスワードの管理などの実施(機密管理） 

(5) 利用者への影響を極力抑えてネットワークの構成変更にともなう作業の実施 
(構成変更管理） 

(6) 利用者の利用量に応じた料金の請求(課金管理） 

(7) 操作性を向上し，利用者の操作ミスを少なくしてネットワークに与える不要 
な負荷の抑制(操作管理） 

ネットワークの規模と複雑性が増大す るに したがって，ネットワーク管理の重 
要性も高まる。また，人間の管理能力を超える管理レベルを要求するほどシステ 
ムが巨大化した場合は，管理の自動化を含めたネットワーク管理システムの構築 
が必要となる。 

—( 関)構成管理，障害管理，性能管理，機密保護， OSI 管理， SNMP 
■ネットワーク形式 (network configuration ) 

コンピュータや情報機器を通信ネットワークに物理的に接続し，データ通信が 
できるようにした形態，またはネットワークを構成する機器群。ネットワークを 
構成するとスタンドアロンで利用する場合に比べ，機器の共同利用，情報資源の 
共有，処理の即時化ができ，新しい利用方法が生まれ，情報処理の効率が一層高 
まる。 

■ネットワークコンピュータ (network computer : NC ) 

インターネット利用を目的に開発された専用の低価格パソコン。通常のバソコ 
ンと異なり，プログラム開発や高度な事務処理用ソフトを付加することはできな 
い代わりにインターネット利用に適した機能をもつ。 

インターネットをアクセスするためのモデム，通信ソフト，ブラウザなどが出 
荷時から設定されている。プロバイダに加入している利用者は，コンピュータや 
通信の知識がなくても簡単な設定でインターネットを利用できる。商品として 
は， IBM やオラクルが開発，販売に力を入れている。 

■ネットワークサービスアクセスポイント （network service access 
point : NSAP ) 

ネットワーク層におけるネットワークサービスを上位の層（トランスポート層） 
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に提供する切り口（アクセスポイント）。これを通してネットワークサービスを提 
供する。 

■ ネットワーク社会 (network society) 

① 通信ネットワーク，コンピュータネットワークの発達と高度の利用が，経済， 
産業，都市，文化の基盤を大きく変化させ，社会生活(消費，教育，医療，環 
境など）に必要不可欠となる社会。この意味では，高度情報化社会にほぼ同 
義。 一( 類)高度情報化社会 

② ネットワークを利用した交流により形成される社会。社会生活にかかわる多く 
の情報をネットワーク上で交換する。従来の会社，商店，会議などに代わる在 
宅勤務，電子ショッピング，電子会議などが普及すると，従来になかった新し 
い社会を形成すると考えられている。現段階では，バーチャルコミュニティと 
もいう。 

■ ネットワーク障害 (network fault) 

通信ネットワークのリンク（回線)や中継機などで発生する障害。大規模なネッ 
トワークでは，通信相手との距離の問題，途中経路の変動，経由装置の増大など 
が発生する。そのため，送信したデータが相手に届かないといった障害の発見の 
遅れ，原因の切り分け時間増大により，復旧の対策に熟練と豊富な知識が必要に 
なってしまう。 

このようにネットワーク障害の影響がネットワークの規模と複雑性が増大する 
にしたがって大きくなっていく傾向がある。ネットワーク障害発生に対して迅速 
に対応するためには，日頃からネットワーク管理を充実させておく必要がある。 

■ ネットワーク層 (network layer) 

中継開放型システム 



OSI のための物理媒体 

トランスポート層の下の第3層で，ひとつまたは複数の通信網を介して中継 
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を行い，システム間のデータ転送を行う層である。ネットワーク層以下では，サ 
ブネットワーク（中継機までのネットワーク）と中継機の存在を意識する必要があ 
る。しかし，ネットワーク層より上の層では，本層の機能によりバーチャルサー 
キットで結ばれた通信相手のみ意識すればよく，中継機の存在と伝送手順上の違 
いを意識せずにすむ(下図※)。ネットワーク層の機能には，経路選択と中継，ネ 
ットワークコネクション(通信相手までのサブネットワークをつないだもの）の確 
立，データの分割と結合，誤り制御，順序制御，フロー制御，優先データの転送 
などがある。ネットワーク層の具体的なプロトコルにバケット交換方式と回線交 
換方式がある。 

■ ネットワークトボロジ (network topology) 

通信ネットワークの形状。ノードと経路（リンク）の論理的な接続形態からいく 
つかの形状に分類する。形状には，メッシュ型，スター型，バス型，階層型，リ 
ング型などがある。これらの中からどれを選択するかは，ネットワークの規模， 
伝送データの量や発生頻度，ノードや経路(ケーブル)の種類，ネットワークに要 
求する信頼性，設備の予算などによる。 一( 関）メッシュ網，スター型ネットワ 
ーク，バス型ネットワーク，リング型ネットワーク，ループ網 



メッシュ型 スター型 リング型 



階層型 パス型 格子状型 


■ ネツトワークドメイン (network domain) 

ネッ ト ワーク上の複数の サーバーを まとめてひとつの サーバーと して扱う場合 
のグループ化した単位。単にドメイン とも 呼ぶ。グループ化の単位は，部門，組 
織，組織分類，国名など。このように，ドメインはグループ化の単位をレベル別 
に階層化して管理することが多い。 一( 関）ドメイン名 
■ ネツトワークナビゲーシヨン (network navigation) 

インターネット上に存在する利用者，情報，構成機器などを探す場合に，その 
手助けをする機能。具体的には，電子メール利用者のネームアドレスの検索，必 
要な情報の入っている WWW ホームページ，匿名 FTP ， Gopher などの検索を 
支援するツールなどを指す。また，そのような機能を使ってネットワーク上を検 



164 ネツトワークパスワード 


索する行為を指す。 一( 類)ナビゲーシヨンサービス 
■ ネットワークパスワード (network password) 

ユーザがネットワーク（ドメイン)へログオンする際に使用するパスワード。パ 
スワードはサーバ側で一元管理しており，パスワードを変更すると，サーバ側の 
情報を書き換える。 Windows 95 では， LAN に接続している場合には，口一力 
ルマシンのパスワード （ Windows パスワード）も設定する。これは，ローカルマ 
シン側で管理しているパスワードで，ネットワークパスワードとは異なる。 
■ ネットワークワーム (network worm/computer worm) 

「ワーム」は虫，寄生虫の意味。文字通りプログラムやデータに寄生するコンビ 
ュータウイルスの一種。 一( 類）コンピュータウイルス 



■ ノイズ (noise) 


①正規の信号に望ましくない妨害を与える電压，電流，周波数などの乱れ。デ 
ータ伝送における信号以外の成分で，伝送品質低下の最大要因である。伝送 
機器，電源，ケーブルの爾磁誘導などがその原因である。伝送路の品質を表 
すために信号対雑音 ( S / N 比）をよく用いる。単位はデシベル ( dB )。 雑音と 
もいう。 一( 同)電磁ノイズ，（関)混信，混線 


Q 別の伝送系 



②データの伝送過程での障害によって生じたデータの誤り。不要なデータの発 
生，データの誤り，データの消失なども含む。誤字ともいう。 

データ通信の際には，ノイズに対して，受信側は冗長符号などをチェックす 
ることにより，元の信号とノイズを区別する対策をとる。また，ノイズにより 
元の信号を検出，訂正できないときは，送信側に再送を要求するなどの対策が 
必要である。 一( 参)誤字率，バースト誤り，ごみ 
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■ ノー ド (node) 

① 通信システムでは，広く回線や中継線を集中して接続する節点。局ということ 
もある。データの発信点，中継点，受信点などがノードになる。ノード間をつ 
なぐ回線をリンク，またはコネクションという。 一( 関)ネットワークトポロジ 

② ネットワークを構成するコンピュータ，交換機，中継機，端末，通信制御装置 
などの物理的な装置。 


ノード ノード 

(送信点 • 送信者） （受信点 • 受信者) 

■ ノべノレ (Novell Incorporation) 


I 口 ■口 つ 


- 〇— 
送信 


伝送路 


-〇 — 
受信 


ネットワーク 0 S の Net Ware を開発したアメリカのソフトウェア会社。1980 
年の創立。当初， CP / M 用の通信ソフトを開発していたが，1 983年開発の 
NetWare がパソコンネットワーク構築の機運にのってベストセラーになり，事 
実上の業界標準になった。近年は， IBM 社，ロータス社，オラクル社とも提携 
し，次世代ネットワーク製品を開発している。一(関)ネットウェア 


7A 


I__| 

■ バースト (burst) 

データ伝送で，特定の規定により1単位として取り扱う連続信号，またはデ 
ータの 集まり。 

■ バースト誤り (burst error) 

誤りなどの現象の集中的な発生。隣合った二つの誤り現象の発生時間間隔が定 
めた時間以内である場合に用いる。磁気ディスクなどの外部記憶装置では，媒体 
の損傷や機械的動作のためこのタイプの誤りが発生しやすい。また，回線交換の 
データ伝送でも交換機の雑音によりバーストの誤りが発生する。対策としては 
CRC によるチェックが有効。これに対し，メモリ上の誤りのように個別で独立 
した一定頻度で発生する誤りをランダム誤りという。 

■ バースト方式 (burst mode channel) 

セレクタチヤネルの コード 転送制御に用いる方式。 一つの 物理 レコードの デ ー 
夕を転送中，特定の入出力装置がそのチヤネルを占有する。データの転送中に割 
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込みがないため高速のデータ転送に適する。 *' 

■バー チャルコール (virtual call : VC ) 

X . 25 バケットプロトコルで用いる呼の接続方式のひとつで，通信を行うたび 
に仮想回線(バーチャルサーキット）を設定，解放する方式。これによって，任意 
の相手を選択(相手選択接続）して通信を行うことができる。 

■バーチャルコミニュテイ (virtual community ) 一(参)ネットワーク社会 
■バ ー チヤルサ ーキツ ト （virtual circuit : VC ) 

データ通信を行う二つの端末間に設定する論理的な通信路。 

~関)ノ^ーマネントバーチャルサーキット，バーチャルコール，（参)仮想 
■ハーフデュ ブレック ス (half duplex transmission ) 一(同)半二重伝送 
■ハーフ ブリッジ (half bridge )—( 同）リモートプリッジ 
■ハーフリビータ (half repeater )—( 関）リピータ 
■バーマネントバーチャルサーキット 
(permanent virtual circuit ' PVC ) 

X .25 パケットプロトコルで用いる呼の接続方式のひとつで，通信路を設定す 
る手順を実行しなくても，通信相手との間に常に通信路(バーチャルサーキット） 
を設定する方式。相手先固定接続ともいう。パケット交換を専用線のように使用 
する形態で仮想専用線ともいう。通信ごとにバーチャルサーキットの設定をする 
必要がないため，バーチャルコール接続より高速に使用できる。 

■媒体アクセス制御 (media access control : MAC ) 

データリンク層における LAN 規定で規定した下位のサブレイア。バス型，卜 
ークンバス型，トークンリング型，無線 LAN , FDDI など,各種 LAN 方式ごと 
に規定が別々に存在している。いっぽう，上位のサブレイアである理論リンク制 
御は，順序制御，再送制御，フロー制御など，各種 LAN 方式に共通な制御を規 
定している。 


データリンク層 
_用） 

論理リンク制御のサブレイア 

バス型の MAC 

(CSMA/CD) 

卜ークンリング型の 

MAC 



■媒体 インタフェースコネクタ 
(medium interlace connector . iillC ) 

トークンパッシングリング方式 （ IEEE 802 .5) の LAN において，データステー 
ション(端末装置）を幹線結合器 (TC U ) に接続するためのコネクタ。 
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アタッチメント 

r ット 

インタフェース 

( AUI ) 


媒体依存 
インタフェース 

(MDI) 



■媒体接続ユニット (medium attachment unit : MAU ) 

CSMA / CD アクセス方式 UEEE 802 .3) においてステーションをケーブルに物 
理的，電気的に接続する装置。具体的にはトランシーバに相当する装置のこと。 

媒体接続ユニットはステーション側の LAN コントローラと伝送媒体(ケーブル) 
との間で波形および信号の変換を行う。また，データ送信時の衝突を検出し，そ 
れをステーション側に伝える衝突表示機能をもつ。なお，媒体接続ユニットと 
LAN コントローラとの間のインタフェースを接続ユニットインタフェース 
(attachment unit interface : AUI ) という。また， MAU と伝送媒体との間のインタ 
フエースを媒体依存インタフエース (medium dependent interface : MDI ) という。 

IEEE 802.3の規定 実装例 


■媒体変換 (medium conversion )—( 参)メディア変換サービス 
■排他制御 (exclusive control ) 

同時に共有することが不可能な資源をいくつかのプログラムが使用したいと 
き，資源をめぐる競合，衝突が生じないように，ある時間帯にはひとつのプログ 
ラムだけに使用を許可すること。共有不可能資源には， CPU 時間，マスタファ 
イル，共用メモリ，通信回線などがある。複数の共有不可能な資源の排他制御で 
は，各プログラムの資源排他制御順序によってはテッドロックになる危険性もあ 
る。排他制御機能がうまく働かず，二つのプログラムが永久に待ち状態に入るこ 
とをテッドロック（開かない錠）という。 

例えば，共有不可能資源がファイルの場合，ひとつのレコードを異なったタス 
クから同時に参照しないように制御する。排他制御をしない場合，あるタスクに 


ステ I シヨン 
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よって更新中のレコードを他のタスクが書き込みすると更新レコードを破壊する 
ことがある。このため，あるプログラムでデータを処理する前に，そのデータを 
他から参照しないようにロックし （lock =かぎをかけ），他のプログラムによる 
更新を禁止する。処理終了後，アンロック （unlock =かぎを解除）し，待たせて 
いた他のプログラムでの使用を許可する。このような許可 • 不許可標識のひとつ 
にセマフォがある。 

水平型分散処理システムが普及し，システム間でのさまざまな資源の共用が行 
われるようになった現在，より重要な管理機能になっている。 

—( 関)デッドロック，二相コミットメント 

■バイナリファイル転送機能 
(binary ule transparent transmission) 

バイナリファイルをデータ通信で正しく転送する機能。この機能を利用するモ 
ードをトランスペアレント（透過伝送）モード (transparent mode ) ,コードイ 
ンデペンデントモード （code independent mode) などという。 

(1) 基本形データ伝送制御手順では，伝送制御文字と重なるデータにエスケープ 
コードを付加するモード 

(2) HDLC 手順では，データフィールドの範囲を固定する（フィールド位置固定夕 
イプ)モード 

■ ハイバーテキスト (hyper text) 

情報を項目ごとに分類し，関連する項目を互いに結びつけ，論理的なリンク 
(関連付け)構造をもっ文書データ。文書データには文字に限らず，図形，画像，音 
声などの情報を含む。マルチメディア対応のドキュメントシステムである。 

Macintosh で実用化されてから一般に使われるようになった。先頭から順に 
読むのではなく，百科事典や六法全書のように目的の記述個所を探して読むよう 
な文書をコンピュータ上で実現したもの。電子ブックがその例である。なお，ハ 
イパーテキストを読むソフトをナビゲーシヨンソフトまたはブラウザという。最 
近のハイパーテキストは，リンク先が画像，写真，動画，音声などに対応してお 
り，百科や辞典など検索本位の文献のハイパーテキスト化が進んでいる。 

—( 参) HTML, SGML , ブラウザ 
■ ハィパーメディア (hyper media) 

関連するマルチメディア情報をリンクした構造により，関連情報の検索_出力 
を行うマルチメディアアプリケーシヨン。関連情報を検索して出力することをナ 
ビゲーシヨンと呼ぶ。 

現在，大規模かつ雑多なマルチメディア情報に対する効率的なナビゲーシヨン 
に関する研究が進んでいる。ハイパーメディアは，教育，娯楽，ビジネス，家 
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庭，出版などのさまざまな分野の用途に適用できる可能性をもっている。 

■ハイパーリンク (hyper link) 

WWW ページ上の文字をタリックすると，あらかじめ指定した別のページやア 
ンカーの位置などにジャンプする機能。 一( 関) WWW ブラウザ 

■ハイビジヨン (High Vision/high definition television) 

NHK が開発，実用化した高品位テレビ放送の方式。水平走査線数が現行の525 
の約2倍の1125本，画面の縦横比が9 :16と横長である。 

■ハイレベル データ リンク制御手順 

(high level data link control procedures : HDLC 手順） 

—( 同) HDLC 手順 
■バケット (packet) 

もとは小包の意。データ通信の分野では，パケット交換方式で通信を行う際の 
データ単位。送受信するデータを一定長の長さに分割し，それに宛先ゃ通番など 
の制御情報(ヘッダ情報）を付加する。一般的な大きさは，128バイトか256バイ 
卜であるが，1024バイトや2048バイトなどのロングバケットもある。パケット 
に分割して情報の交換を行う方式をバケット交換方式という。回線の使用効率が 
高いが，即時性が必要な会話型通信には適さない。その規定であ.る CCHT の勧 
告 X .25 プロトコルで使用するものには，各種の機能がある。 

■パケツト組立て，分解機能 (packet assembly disassembly 
facility/packet assembler disassembler : PaD) 


通信 データ 



バケツト 3 
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送信データをバケットとして組み立てる機能およびその逆の機能(パケットを 
分解し元のデータに戻す機能)。つまり，パケット通信には適合しない非バケッ 
卜形態端末 (NPT) をバケツト交換網にアクセスできるようにする機能（ソフトウ 
エア）ともいえる。 

NPT が決められたプロトコルによりバケツト多重化装置 (packetmultiplexer : 
PMX) の中の PAD の動作モードを指定することで， PMX で送信データのバケツ 
卜への組み立てやバケットのデータへの分解を行い，バケット通信が可能になる。 
■バケツト形態端末 (packet mode terminal : PT) 

バケット交換網に接続し，情報の送受をバケットの形態で行うことができる端 
末装置。パケットの制御，組立て，分解，送受信機能をもち，1本の物理回線 
で同時に複数の相手と通信するバケット多重通信を行うことができる。インタフ 
エース条件は， ITU-T の勧告 X.25 に準拠している。この機能をもたない一般端 
末を非パケット形態端末 (NPT) と呼ぶ。 一( 対)非バケット形態端末 
■バケット交換 機 (packet switching '■ PS) 

バケット端末から受信したパケットをバケットバッファに蓄積し，経路選択 
_ (ルーテイング)をして相手のバケット交換機へ送信する機能をもつ交換機。非パ 
|_ ケット端末 (NPT) から受信した場合は，受信したメッセージをバケットに組み 
立てることも行う。 



交換機 A は , パケット 宛先を知って適当な送信路 B を選び，適当なタイミングて•送り出す 
■バケツ ト交換サービス (packet switching service) 

バケット交換方式により高品質で任意の相手とデータ伝送できる電気通信サー 
ビス。特に， （1) 伝送品質にすぐれ， （2) 異速度端末間通信が可能， （3) ホスト計 
算機と多数の端末間で同時通信が可能，などの特徴がある。 

伝送遅延時間は発生するが，利用者の接続時間が長く伝送量が比較的少量の場 
合には経済的な通信サービス。 NTT の INS-P が代表例。 

■バケッ ト交換方式 (packet switching system) 

OSI 参照モデルのネットワーク層や 〖SDN のユーザ.網インタフェースのレイ 
ア3で規定した蓄積交換方式の一種。通常の蓄積交換ではメッセージ全体の蓄積 
を行うのに対し，パケット交換方式では，パケットごとに交換機を介して高速， 
高品質に転送する。 
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送 

f 函 


受信局 U 


送信局 T と受信局 R は直接的には結ばれない。 

しかし，パケット交換機網により，情報は伝送できる。 

■ バケツト集線装置 (packet concentrator : PC) 

パケット交換において，遠隔地の端末を集線してバケット交換機に収容する装 
置。端末が非パケット形態端末の場合，パケットの組立て，分解を行う機能もも 
つ。回線の経済化を図ることができる。 

■ パケット多重化装置 (packet multiplexer : PMX) 

多数の非パケット端末と接続して，パケットの組立てと分解をし，パケットデ 
ータでパケット交換機と送受信を行う装置。パケットの組立てと分解は，パッド 
( PAD ) と呼ばれるソフトウェアが行う。 一( 参)バケツト形態端末 


このとき，各パケットには宛先や順番などの符号を付けて別々に蓄積交換を行 
うため，それぞれのパケットが通る経路は一定である必要はない。最適な経路選 
択をしながら送り，最終的に受信側の交換局でパケットをメッセージとしてまと 
め，順序を整えすベてのパケットが相手端末に届く。蓄積による伝送の遅れが小 
さいという利点がある。 

また，データ回線終端裝置 ( DTE ) は，パケット交換網との間に定めたいくつ 
かの手順にしたがってデータを送ることができるため，データの受け手の伝送速 
度や伝送制御手順が異なっていても通信ができる利点がある。 

—( 参)メッセージ交換，フレームリレー 
■ パケット交換網 (packet switching network : PSN) 

パケット交換方式を用いた通信網。パケット網内には，パケット伝送路で結ば 
れた複数のパケット交換機があり，バケットにつけた宛先によって最適なルート 
を選択し，目的のデータ端末装置 ( DTE ) へバケットを届ける。 

歴史的には ARPANET が世界で初めての実用バケット交換網である。世界最 
初の商用バケット交換網は米国のテレネットである。日本では， NTT が1980年 
に最初のバケット交換網 （ DDX - P ) のサービスを開始した„ —( 対)回線交換網 


受信局 R 
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メモリ部 J 

共通バス方式 分離バス方式 

■ バスワード （ password) 

コンピュータ，端末，回線，ファイル等の正当なアクセス権を有する利用者本 
人かどうかを識別する文字列。合い言葉，暗証ともいう。セキュリティ対策の最 
も一般的な方式で，システム使用者の認定を行うために，あらかじめシステムに 
設定した本人しか知らな t 、記号類である。 

共同利用するコンピュータシステムの使用者は，ログオン時にまず利用者名 
( ID ) を入れ，それからパスワードを入力する。システムはそれをもとに利用可 
能者であるか否かを認定する。バスワード自体は，一般にコンピュータの内部ま 
たはファイルに暗号化して格納する。銀行や郵便局のキャッシュデイスペンサ 
( CD ) で用いる暗証番号もこの一種である。 


■ バケット多重通信 (packet multiplexing communication) 

バケット交換方式の基本機能のひとつで，1回線上を別々の宛先のメッセー 
ジがそれぞれパケットという短い単位に分割され，まぜ合わせて送る機能。回線 
が特定の利用者に占有されることがないため，回線の有効利用につながる。それ 
ぞれのバケットにはメッセージの宛先が書かれているため，最終的には正しい宛 
先の端末にメッセージが届く。 

■ バス型ネットワーク (bus type network) 

ローカルエリア ネットワーク （ LAN ) の接続方式のひとつで，複数のノードを 
伝送媒体上にマルチポイントで接続する方式。この形態では信号の受信に物理的 
な順序性がないため，論理的に決める必要がある。イーサネット LAN がこの形 
態の代表例である。 一( 関)ターミネータ 
■ ノ ゞ ス方式 (bus system) 

コンピュータの，プロセッサ，メモリ，入出力部をバスによって結合する方 
式。単一のバスを使った共通バス方式，プロセッサとメモリ間を接続する高速バ 
スと入出力間の低速バスを分離する分離バス方式がある。 


ブロセツサ部 I I メモリ部] 


I プロセッサ部1 





入出力 

入出力 II 入出力 



ボード 

ボード II ボード 

_ 
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【注意】 パスワードは，本人が忘れにくいものにするあまり，利用者名と同じにし 
たり，生年月日，電話番号といった他人からも容易に判断がつくようなものにし 
やすい。ネットワークのハッカーが侵入するケースのほとんどは，パスワードに 
第三者が容易に判断できるものや標準のものを使用していたためである。 

この点からもパスワードの決め方につI、て十分注意を払う必要があり，パスワ 
-ドは定期的に変更するほうが安全上望ましい。また，利用者がパスワードを正 
しく利用するように教育することがシステム管理者の重要な業務のひとつでもあ 
る。一(参)アクセス権，セキュリティ，（類 HD , 識別子 
■ パソコン (personal computer : PC) 

マイクロプロセッサ， RAM, ROM, キーポード，ディスプレイ装置，フロッ 
ピーディスク装置，入出カインタフェースなどを組み合わせて構成した小規模な 
コンピュータシステム。 C, BASIC などの高水準言語が使用でき，アプリケー 
ションプログラムによって各種の技術計算や事務処理，計測制御，教育および趣 
味用など汎用的な用途に使う個人用コンピュータシステムである。1970年代末 
に普及し，1980年代に急速に小型化，高機能化，低価格化が進んだ。最近は性 
能も向上し，企業内システム， LAN の端末として使用するだけでなく，サーバ 
マシンとしても利用するようになっている。 

■ パソコン LAN(personal computer local area network) 

パソコンどうしで構内ネットワーク （LAN) を構築し，お互いのフアイルやプ 
リンタの共有を可能にするシステム。イーサネットと呼ぶネットワークで，クラ 
イアントサーバモデルにすることが多い。 

最近パソコン LAN の普及が急速に進んでいるのは，パソコン性能の大幅な向 
上，低価格化したパソコンサーバの登場， LAN 設備の低価格化(チーパネット）， 
グループウェア用パッケージソフトウェアの商品化， NetWare や Windows NT 
といったネットワーク OS の商品化などによるところが大きい。 

■パソコン通信 

(telecomputing/personal computer communication) 

家庭や企業内のバソコンで電話回線を通じてホストコンピュータと通信した 
り，業者から情報サービスを受けたりすること。小規模な草の根ネットから始ま 
り，現在は専門会社による有料情報サービスが主流である。電子掲示板 (BBS), 
メールボックス，電子会議，情報検索，買物の注文，クレジットカードによる決 
済などのサービスがある。現段階ではプログラムや文字データの通信が主だが， 
画像.映像の通信も始まりつつある。 

またひとつのネットワーク内の通信だけでなく，それを入口として他のネット 
ワークにもアクセスできる。パソコン通信サービスの内容はパソコンどうしの通 
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信に加え，電子掲示板，電子メール，データベースアクセス，チケット予約など 
多様である。パソコン通信の利用者は個人が多いが，最近は法人会員が増え，そ 
の数は120万人を越えている。 

利用料金は，接続料金(分単位）とサービスごとに設定した料金とから構成され 
る体系が多い。パソコン，磁気ディスク，モデム，通信ソフトウェアの価格が着 
実に低下してきたため，パソコン通信が急速に広まった。パソコン通信が新たな 
通信メディアとして大きく発展したことにより， VAN の利用や会社の情報化に 
も大きな影響を与えた。 

また最近ではパソコン通信ネットワークのゲートウェイ機能の充実により他ネ 
ットワークやインターネットとの接続が可能になり，さらに利用範囲が広がって 
いる。 —( 関) PC - VAN , NIFTY - SERVE , ASCII ネット 

_ 波長分割多重化方式 (wavelength division multiplexing : WDM) 

光ファイバ伝送方式のひとつで，別々の信号をそれぞれ別の波長の光を使って 
同時に伝送する方式。 

■ハッ カ — (hacker) 

- 原義(手斧一丁でログハウスを作る人)から転じて，コンピュータ上で人が驚く 

/\ ような大きな仕事ができるプログラマの尊称。さらに原義から遠ざかり，コンビ 

-ュータにかじりっいて離れないマニア的技術者をさす語になった。 

最近では非合法にコンピュータシステムに侵入し，プログラムやデータの盗 
用，改ざん，破壊などの悪質な罪を犯す者をさすことがある。しかし，システム 
に対する犯罪者はクラッカーまたはブレイカーと呼んで区別するべきだと t 、う主 
張もある。 

マサチューセッツエ科大学教授の j . ワイゼンバウム著「コンピュータパワーと 
人間の理性 J (1976) の中で登場したのが最初といわれている。1984年にアメリ 
力の少年が NASA (航空宇宙局)のコンピュータに侵入し，データを盗み出して大 
きな社会問題になった。また，別の国から侵入してくるハッカーとの壮絶な追跡 
の記録を物語ったクリフオード.ストール著 r カッコウはコンピュータに卵を産 
む J (1989 年刊)がハッカー防止の困難さを描いて注目を集めた。レビ著 r ハッカ 
一 J には，本来の尊称としてのハッカーについて詳しい解説がある。 

—( 参）コンピュータ犯罪， RAS , コンピュータウイルス，ウイザード 
■ パックァップ (back up) 

システムに障害が発生した場合に備えて，代行できるシステム資源を用意する 
こと，または実際に代行すること。 

①記憶媒体で供給されたパッケージソフトについてのバックアップは，次のよう 
なことがらをさし，単に複製することではない。 
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(1) コンピュータシステムに障害が発生し，再度インストールしなければなら 
ないときに原典，または複製を保管すること。 

(2>常時使用するシステムディスクを誤って破壊した場合に備えて，原典を使 
用せず，複製を使用させるための複製。 

(3) ファイルやプログラムの更新に先だって，更新したシステムに完全に移行 
するまで，現在使用中の資源や環境を保存すること。 

②高い信頼性を要求するシステムでは，可能な限りシステムを多重化して障害が 
発生した場合，短時間に切り換えて代行システムを使用する。 

(1) プログラムやデータを予備としてディスク，テープ，フロッピーディスタ， 
ストリーマなどにコピーしておくこと。バックアップファイルという。 

(2>ハードウェアの故障に備えるデュプレックスシステムにおける待機系。バ 
ックアップコンピュータという。 

(3) ネットワークの迂回ルート。パックアップ回線という。 

一(関)ミラーリング，デュアル構成システム，デュプ レッ クス構成システム， UPS 
■バックアップ回線 (backup circuit) 

通信ネットワークで，通常使用する回線に障害が発生した場合に，つなぎかえ 
るために用意する回線。例えば，専用回線に障害が発生して使用不能になったと 
き， ISDN をバックアップ回線として切り替えるというような方法をとる。障害 
回復までは，スピードが多少遅くなったり，料金を別にとられることがあるが， 
まったく使用できなくなるという最悪の事態は避けられる。 一( 類)迂回ルート 
■バックアップ檐能 (automatic back up) 

システムやアプリケーシヨンに入力がないまま一定時間が経過すると，自動的 
に作業ファイルやシステムファイルのバックアップファイルを作成し，トラブル 
に備えるソフトウェアの機能。ューティリティソフトの機能のひとつで，ュー 
ザーが指定したファイル処理の実行に先立つて，もとのファイルを自動的に保存 
しておき，操作ミスに備える機能をさすこともある。 一( 類)オートセーブ 
_ パックァップコンピュータ (back up computer) 

システム異常時にその機能を代行するコンピュータ。長時間のシステムダウン 
が許されないような高信頼性システムで使用する。デュプレックス構成システム 
では，待機系コンピュータともいう。 EUC では，ハードウェアの故障中，修理 
中に使用できる代替のコンピュータをさすこともある。 

■ パックァップファイル (back up file) 

コンピュータ システムでプログラムやデータに異常が発生した場合，修復でき 
るようにデータを保存しておくために用意するファイル。トータルセーブファイ 
ルともいう。ファイル障害が発生した場合は，ハードウェア上の障害ならディス 
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クの交換などを行ったあと，最新のバックアップファイルの内容をコピーする。 
そのあと，バックアップフアイルを作成した日時以降，障害が発生するまでのジ 
ャーナルログを使用して復旧する。 一( 参)復元，チェックポイント 
■ バックエンドプロセッサ (back end processor : BEP) 

① 複数のプロセッサからなる機能分散型のシステム（タンデムシステムなど）で， 
通信制御などの前処理を分担するフロントエンドプロセッサ ( FEP ) に対し， 
その後の中心的な処理を行うプロセッサをバックエンドプロセッサ ( BEP ) と 
いう。 一( 対)フロントエンドプロセッサ，（参)タンデム結合システム 

② メイン処理とは別にデータペース処理専用のプロセッサなどを接続している場 
合は，それをバックエンドプロセッサという。 FEP や BEP は相互に独立して 
処理を行い，磁気ディスクなどを介して情報交換をする。 

■ ノ X ックオフ時間 (back-off time) 

CSMA/CD 方式のし AN で，送出したフレームが別のステーションの送出した 
フレームとの衝突を検出したとき，フレーム再送を行うまでの待ち時間。すなわ 
ち，すぐに再送を行うと再度フレーム衝突発生の可能性が高いため，ステーショ 
ンごとに異なるバックオフ時間の経過を待って再送する。再送時に再度衝突した 
場合は，前回のバックオフ時間を2倍した時間を待ち，再送する。この結果， 
各ステーションからのフレーム送出が多数発生し衝突が増えてくると，急激に待 
ち時間が長くなってくる。これが CSMA/CD 方式の大きな欠点である。 
■ バックボーン LAN(backbone LAN) 

複数の LAN を中継する高速し AN のこと。企業内，あるいは企業間通信の広域 
化にともない，各し AN 間通信の中継を行うゲートウェイが必要となっているが， 
大規模なものはバックポーン LAN を経由する構成にすることが多い。基幹 LAN , 
幹線 LAN ともいう。 FDDI や ATM を採用した100メガビット/秒クラスの光ケ 
ープル，フアーストイーサケーブルを使用することが多い。バックボーン LAN 
に接続する各 LAN を支線 LAN またはローカル LAN と呼ぶ。 

■ 発呼 (calling) 

呼(ネットワークに対するサービスの要求)が利用者から発せられること。例え 
ば，パケット交換方式のバーチャルコールで呼の設定を行うとき，最初に DTE 
(端末装置）から DCE (回線終端装置）に出すパケットのことを発呼パケットとい 
う。 —( 関)呼，（対)着呼 

■ ハブ (hub) 

スター LAN の中心におかれるマルチポートリビータ。もとは自転車の車軸の 
意味。 LAN の中心におかれるが，あくまでもリピータであり，特に高度な交換 
や蓄積を行うことはしない。端末とハブを結ぶ線は，ッイストペアケーブル 
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(10 BASE-T や 100 BASE - TX ) を使用する。そのため，ハブにモジュラジャック 
を差し込むだけで，比較的手軽に スターし AN を構築することが可能である。 

なお最近では，ハプの手軽さやし AN の拡張を容易にするため，同軸ケーブル用 
のハブやトランシーパと接続可能なハブが製品化されている。また， LAN の配線 
がハブに集中するメリットを生かして，次のような機能を付加した製品もある。 

(1) ネットワーク管理機能.障害抑制機能全付加したインテリジェントハブ 

(2) トークンリング， FDDI などの各種 LAN に対応できる拡張ハブ 

(3) ポート間をスイッチンダして，通信容量を増やす高速ハプ 
—( 参) モジュラ ジャック， スター 型ネットワーク 

■ハミング コー ド (Hamming code) 

誤り訂正符号の一種。 この 符号方式を1950年に考案した R . W . Hamming の名 
前をとって名づけた。これにより誤りの検出と訂正を行う方法がハミングコード 
チェック。基本原理は，送信側が検査ビット（パリテイビット）を元のビット列の 
ある部分と組み合わせると一定の規則になるような位®に埋め込む。受信側がそ 
の規則と整合性をチェックすると，誤りのあったビットの位置が分かり，そこを 
反転すれば元のビット列を復元できる。 

この符号は，検査(冗長）ビット t 個に対して， （2 t _ l _ t ) 個の情報ビットの中 
に発生した1ビットの誤りを訂正できる。また，検査ビットにさらに1ビット 
付加すれば(拡大ハミング符号)，上と同じ数の情報ビット中に発生した2ビッ 
卜の誤りを検出できる。 

■ パルス （ pulse/impulse) 

電気的な波形の一種。定常の状態から振幅が移動し，ある時間だけ持続した後 
もとの状態に戻る振幅の変化。変化後の値は最初の値と同じで，2値を表現す 
る。ディジタルの情報を扱うのに適した形式で，コンピュータ，データ通信には 
幅広く利用する波形である。一(関)デイジタル伝送 



■ バルスコード変調方式 (pulse code modulation system . PCM) 

映像 や 音声データのような アナログ データを 送信す る 際，送信側でいつたん デ 
ィジタル データに 変換し受信側で再びアナログデータに変換する方式。 
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基本的な変調手順は，以下の順である。 

(1) 時系列に区切り（サンプリング，標本化） 

(2) その区切った波形の高さを離散数値に変換し（量子化し） 

(3) その数値を2進符号にし（符号化)送信する。 

どのくらい縦に細かく区切るか(標本化周波数）と，何ビットの2進数で表現す 
るか(量子化ビット数）によって精度が決まる。 

受信側は，ディジタルデータをアナログデータに戻して出力する。ディジタル 
データで送信するため，雑音に強い高品質の伝送が実現できるだけでなく，圧 
縮，暗号化，多重化が容易となる。 一( 参) A / D 変換， D / A 変換 
■ パルス変調 (pulse modulation) 

アナログ信号をディジタル信号に変換すること。パルス振幅変調，パルス周波 
数変調，パルスコード変調などの方式がある。 

■ バン (value added network : VAN) —( 同 ) VAN 
■ バンキングシステム (banking system) 

銀行業務を自動化するシステム，金融情報システムのこと。主として，銀行内 
部の事務自動化，銀行間決済，顧客と銀行間の取引きの自動化を行うシステム。 
オンライン化の流れを時代別に見ると3つに分けることができる。 

(1) 第1次オンラインは1965年頃からの，普通，定期，通知，定積などの預金や 
為替など個別種目のオンライン化 

(2) 第2次オンラインは1974年頃からの，当座，貸出，為替を含む銀行業務の即 
時処理総合オンライン化 


(3) 第3次オンラインは対外的ネットワークの拡充が特徴で，金融機関相互，企 
業と金融機関の間（フアームバンキング)，家庭と金融機関の間（ホームバンキ 
ング)で資金決済を可能にする。 

一(参）フアームバンキング，ホームバンキング，第3次オンラインシステム 

■ バン業者 (VAN supplier) —( 同) VAN 業者 

■ 番号制制御 (sequence control) —( 類)順序制御，（参)シーケンス番号 
■ 搬送波 (carrier wave/carrier) 

通信媒体中の伝播に適した電気的な波(高周波電流または高周波電圧) のこと。 
広義には伝送回線上で送受信される，情報を含んで変調された信号波を含む。情 



s 位相 
( 角度 ) 


>振幅 


周波長数=1秒間 t こ繰り返す周期の数 

波長 （ m )=3 X 10 3 / 周波数 （Hz) 


周期 
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報は搬送波の振幅，周波数，位相などを変調することで伝送する。キヤリアとも 

いう0 

受信側は搬送波を検出することにより，なんらかのデータが送られてきたこと 
を認識する。このとき，受信側のモデムでは CD(carrier detect :キヤリア検 
出）ランプが点灯する。 一( 関)変調，アナログ変調，アナログ伝送 

■ハンドル (handle/handle name) 

パソコン通信のユーザーが 本名や ID に代えて使用するニックネーム。システ 
ムに関わる名前ではなく，メッ セージ 中で ID や実名より個性的な名前で名乗つ 
たり，呼びかけたりするための名前。一(類)ニックネーム 

■ 半二重伝送 (half duplex transmission/half duplex 
communication : HDX) 

コンピュータ間通信の一方式。二者間でデータ伝送を行う場合，端末にて送 
信.受信に切り替えることにより双方からデータを送信できるが，同時には一方 
向からしかできない通信の方法。両方向交互通信 （two way alternate 
communication ) ともいう。半二重通信回線は安価な 2 線式でよく，制御が簡 
単であることから広く用いている。なお，基本形データ伝送制御手順は半二重通 
信を前提にしている。一(関)通信方式，2線式回線 



■ピア ツー ピア (peer to peer) 


米 IBM が最初に提唱した，まったく上下関係のない分散処理システムのモデ 
ル。ピアは対等な相手の意。クライアントサーバモデルではクライアントとサー 
バというように役割が分かれているが，ピアツーピアのモデルではそれすらなく 
すべてのコンピュータが対等な地位にある。専用のサーバを置かないパソコン 
LAN の形態をとったピアツーピアモデルのネットワーク 0 S もある。 

■ピーク時 (peak busy hour) 一(同)最繁時 

■ビーナス (Valuable and Efficient Network Utility Service : 
VENUS) 一(同) VENUS 
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■ ピープル (People) —* (同 ) People 

■ 光海底ケーブル (optical submarine cable) 

海底に敷設した光ファイバケーブル。光通信の特性である大きな伝送量や小さ 
な伝送損失は，長距離大量伝送に適しており，1990年代から海底ケーブルの主 
流となつている。 KDD と AT & T は，電話で12万回線という光海底ファイバ網を 
太平洋に敷設している。 一( 関)海底ケーブル 

■ 光技術 (opto-electronics) 

半導体レーザで光を発生させ，光ファイバでこれを伝え，それを再び電気信号 
に変換する技術の総称。ビデオディスクやコンパクトディスク，光ファイバケー 
ブル網など光の利用技術はいろいろな方面で応用されている。 

■ 光ケーブル (optical fiber cable) 

電気信号を光に変換し，長距離伝送する光通信の伝送路に用いる通信媒体で， 
光を導光する繊維(光ファイバ）を束ねたもの。石英ガラスを主成分とするガラス 
繊維でできたコアの外側を，クラッドと呼ぶ屈折率の小さい層で包んだ構造にな 
つている。導光の方式からは，境界面での全反射を利用するステップ型，屈折率 
布配による蛇行を利用するグレーデッド型がある。前者の構造は，光パワーを集 
中させるコアと，光パワーを閉じ込めるクラッドからなる。 

銅線に比べて非常に軽くて細く，大容量の伝送ができる。また，雷などによる 
電気的雑音などの外的な影響を受けにく く塩害にも強いため，海底ケーブルとし 
ても利用している。 


♦(対)メタリックケーブル，（関)光コネクタ，光海底ケーブル 

I ス厂ツ ノ生丨 -IT7 々二 り 


コア（屈折率大） 


クラッド 


光—£ 


' コア 

5〜10 um 


【グレーデッド型 j 


クラッド（屈折率小） 


内核（屈折率大） 


八:.ハ獅 -光。 


5〜 10 pm 


外周（屈折率小） 


光ファイバとその導光のしくみ 


■ 光コネクタ （optical connector) 

光ファイバどうし，あるいは光ファイバと発光.受光デバイスを接続する着脱 
可能な接続器。光コネクタによる損失が発生するため，精度の高い光軸合わせが 
必要である。現在の平均接続損失は 0.3 dB 〜 0.5 dB 程度. 
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■ 光通信 (optical communication) 

電気信号を使用した通信に対し，レーザ光を使用した通信方式。おもに光ケー 
ブルを経由して通信を行う。伝送中の電磁的な雑音の影響が少なく大量のデータ 
(金属ケーブルの20倍以上）を細いケーブルで送信できる利点があり，今後ます 
ます普及する傾向にある。 

大都市間の幹線とし AN の通信 ( FDD 1) に実用化されているが，広範囲の普及 
には光技術全般の進歩と国際的なプロトコルの確立が必要である。光通信に使用 
する伝送方式には，端末が送信するデータ（電気信号)を光信号に変換し，光ファ 
イバケープルに送出する装置と光ケーブルから受信した光信号を電気信号に逆変 
換する装置が必要となる。 一( 参)光ケープル，有線通信 



■ 光ファイバ (optical fiber) 一(関)光ケーブル 

■ 非決定的アクセス方式 (connectionless access system) 

論理リンク制御 ( LLC ) で規定されたタイプ1のデータリンクサービス。デー 
タリンクコネクションの設定なしにデータを転送するアクセス方式。転送データ 
の送達確認，フロー制御，誤り回復などの機能はなく，これらの機能は上位層に 
委ねられる。プロトコルがシンプルなためオーパーへッドが少ないことが特徴で 
ある。ただし，待ち時間の予測は一般に困難である。 

—( 対)決定的アクセス方式 

■ 非シールドよリ対線 (iunshielded twisted pair cable : UTP) 

—( 参)ペアケーブル 

■ ビジネスプロトコル (business protocol) 

業界内情報ネットワークにおいてデータ通信を円滑に行うためにその業界で定 
めたプロトコルの総称。全国銀行協会が定めた全銀協標準通信プロトコル(全銀 
手順）や日本チェーンストア協会が定めた取引先データ交換標準通信制御手順 
( JCA 手順）などがある。なお狭義のプロトコルとして EDI のメッセージフォーマ 
ットのみのことをさす場合がある。 

■ 非修理系 (unrepaired system) 

一度故障すると修理ができず寿命が尽きるシステム。例えば通信衛星のよう 
に，故障しても簡単に修理に行くことができないシステムをさす。このようなシ 
ステムの信頼性を上げるには，装置の多重化が避けられない。なお，非修理系で 
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は，故障の発生確率がランダムの場合，システムを二重化しても平均寿命は 1.5 
倍にしかならず，システムの平均寿命を2倍にするには4重化が必要となる。 

■秀 Term 

Windows 上で動作する日本語対応の通信ソフト。斉藤秀夫(秀まるお)が作成 
したシェアウェアで，パソコン通信やパソコン雑誌の付録 CD - ROM などを通じ 
て広く流通している。 

■ ビデオオンデマンド (video on demand) 

映画などのビデオデータペースに端末からアクセスして鑑賞するシステム。長 
時間の画像.音声データを一度に送っては再生時間同様の長時間を要するため， 
圧縮データをリアルタイムで送り，十分な品質で再現する技術が必要である。 
-( 関）オンデマンドサービス 

■ ビデオテックス (videotex) 

ニューメディアの代表的な映像情報システムで，端末から通信回線を介して画 
像センタにアクセスし，情報検索や案内などの情報を得る会話型の情報システ 
ム。一般のテレビ放送とは違い，利用者が対話形式で必要な情報を自由に選択で 
きる双方向通信で，ホームバンキングやホームシヨッビングに利用できる。 

日本の NTT が開発した CAPTAIN , ヨーロッパの CEPT ， カナダの NAPLPS 
の3種類を ITU - T が標準化している。イギリスのプレステル，フランスのテレ 
テル，カナダのテリドンが有名。日本では NTT のキャプテンシステムがある。 
-( 例) CAPTAIN , テリドン，テレテル，（関) NAPLPS , CERT 方式 
■ビデオテックス通信処理装置 


(videotex communication processor : VCP) 

ビデオテツクス通信網（例： CAPTAIN ) において，情報センタと利用者間の 
交換接続，また画像変換やプロトコル変換を行う装置。この装置に接続する情報 
センタには，直接型センタ，共同利用型センタとがある。前者を利用すると電話 
網を介した企業内通信システムを構築することができる。後者は，利用者がさま 
ざまな網利用サービスを受けるほか，企業が情報提供者として自社の提供情報の 


直鐵報 
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はいったコンピュータと接続して使用する。ファクシミリ通信網のファクシミリ 
蓄積変換装置にあたる 

■ 非同期応答モード (asynchronous response mode : ARM) 

HDLC 手順において二次局からのデータ送信に一次局からの許可を必要とし 
ないモード。データリンクを確立する際，一次局がコマンド SARM を二次局に 
送ることによりこのモードになる。 一( 対)正規応答モード 
■ 非同期式 (asynchronous : ASYNC) 

—( 同)調歩式伝送，（対)同期，（対)同期式伝送 
■ 非同期式伝送 (start-stop transmission) 一(同)同期式伝送 
■ 非同期転送モード (asynchronous transfer mode : ATM) 

広帯域 ISDN の基礎技術で，音声，データ，画像などのマルチメディアを伝送 
するために，回線交換の高速性とバケット交換の柔軟性の両方をもった非同期転 
送モード。 ITU - T で標準化の検討を進めている。なお， LAN 用の ATM 交換機 
は実用化されている。 

ATM の基本的な考え方は，情報をセルと呼ばれる固定長のプロックに区切っ 
て送受信することで，網内では各種データの一部分であるセルが行き交うことに 
なる。 

セルの大きさは53オクテットと決めており，そのうち5オクテットがセルへ 
ッダ，残り48オクテットが情報フィールドである。セルヘッダは，構成の異な 
るユーザ.網インタフェース用と網内のノード間インタフェース用の2種類が 
ある。セルヘッダには，いずれもセルの宛先とフロー制御のための情報が入る。 
その中でもフロー制御用の情報を，音声，画像，データといったマルチメディア 
伝送の特質に合わせて制御するのが ATM の特徴といえる。 

例えば，音声データの中で本質的な部分となくなっても内容にあまり影響しな 
い部分にセルを分け，輻輳(ふくそう）が発生した場合，影響しない部分のセルを 
選択して捨てるようなことも可能である。すなわち， ATM の大きな特徴は，輻 
輳が発生しても，情報の品質は影響の少ない部分で多少落ちるだけで通信速度の 
極端な低下は避けられることである。 一( 関)セル， ATM 交換システム 
■ 非同期平衡モード (asynchronous balanced mode : ABM) 

平衡型 HDLC のデータリンク確立時におけるデータ送受信モード。ポイント 
ツーポイント構成のため，複合局は相手の複合局からの送信許可がなくてもコマ 
ンドやレスポンスを送信できる。 

■ 非バケット形態端末 (non_packet mode terminal : NPT) 

パケッ.卜交換網で使用するが，バケットの組立ておよび分解の機能をもたない 
端末。一般端末ともいう。パケット交換網に接続するには，パケットの組立てお 
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よび分解を行う PAD を合わせて利用する。 一( 対)パケット形態端末 

■ 秘密かぎ暗号システム (secret key crypto system) 

—( 類)慣用暗号系，（対)公開かぎ暗号系 
■ 標準化 (standardization) 


通信関係標準化組織 


略 称 

活動 内容 

ANSI 

米国規格協会。 ISO/IEC JTC 1の主要 SC の幹事国業務を数多く担当。 

AOW 

アジア•オセアニアで OSI の国際標準ブロフィルの原案開発を行って 
いる。事務局は INTAP 。 

CEPT 

欧州郵便電気通信主官庁会議。ビデオテックスの CEPT 方 
式標準化。欧州の ISO/IEC jTC 1の SC の関連機関。 

EIA 

米国電子工業会。 LAN ケーブルの標準化を進めている。 

ETSI 

欧州電気通信標準協会。 EU の標準化組織で ISO/IEC 

JTC 1や ITU の活動に大きな影巒力をもつ。 

IAB 

ISOC (インターネットソサイエティ)の方針決定機関。 

インターネットに関する RFC の発行を管理。 

IEEE 802 

委員会 

主に LAN プロトコルの標準化を体系的に進めている IEEE の委員会。 

LAN の方式単位に作業部会が存在。 

INTAP 

情報処理相互運用技術協会。日本で OSI の実装規約や相互接続検証 
サービスを実施。 

ISO/IEC 

JTC 1 

国際標準化機構 ( ISO ) と国際電気標準会議 ( IEC ) が情報技術 
関連の標準化を合同で進める委員会。分野単位に19のサブ委員会 
が存在。 

ITU-R 

無線通信技術に関する国際標準化組織。前身は CCIR 。 

ITU-T 

有線電気通信技術に関する国際標準化組織。前身は CCITT 。 

JISC 

日本工業標準調査会。 JIS の調査機関。 ISO/IEC 

JTC 1 と連携して国内の情報通信技術の JIS 化を推進。 

JUST 委員会 

郵政省内にある日本の通信規格化委員会。 

ITU — T 勧告をペースとして国内の推奨通信方式を作成し， 

郵政省が JUST 告示として公表。 

POSI 

OSI 推進協議会。アジア • オセアニアを代表する OSI 開発.普及.啓蒙の 
支援機関。事務局は日本電子工業振興協会。 

TTC 

電信電話技術委員会。 ITU — T 勧告に基づく国内標準作成機関 
として認められた民間組織。 
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同じ基準で使用できるように品質，寸法，機能，形状などに共通の規格を定め 
ること。コンピュータの分野では，記憶媒体への記録方式，プログラム言語，デ 
ータ通信のプロトコル，機器の相互接続，データやコードの表現などの標準化が 
進んでいる。 

標準化の国際機関として ISO (国際標準化機構）があり，日本では JIS (日本工業 
規格）がさまざまな分野の標準化を進めている。 

—( 類)規格，（参)互換，オープンシステム 
■ 秘話装置 (privacy communication system) 

通信内の盗聴などに対して通信の秘密を保護するための装置。機密性の高い情 
報の送信や契約者のみに送る有料放送を行う場合に使用する。送信データの暗号 
化によって秘話化を行い，受信側は特殊な再生装置で再生する。通信衛星を利用 
した CATV (スペースケーブルネット）ではスクランブル裝置と呼んでいる。 
■ ピンポン伝送方式 (ping-pong transmission system) 

正式には2線時分割方向制御方式という。2線加入者ケーブルを使用してい 
るが，短い間隔で送受信を切り替え双方向伝送(全二重伝送）を可能とする伝送方 
式。短い時間で見るとどちらか一方からのデータしか流れていないが，それが交 
互に行われるためピンポン伝送方式と呼ばれる。切り替えは800回/秒より短い 
時間で行われる。 ISDN の双方向通信サービスを2線式回線で実現するために開 
発した方式。 一( 参)2線式回線 



■ フアームパンキング (firm banking) 


銀行のコンピュータと企業のコンピュータ（端末）を通信回線で接続し，銀行の 
窓口業務サービスを企業内で受けられるようにしたシステム。 

銀行の第3次オンラインシステムにより普及が進んだ。基本的なサービスは， 
口座入出金，振替，給与振込などであるが，銀行がもつ金融情報や企業情報の提 
供も行っている。ファームバンキングは，企業にとっては銀行取り引きの結果が 
瞬時に分かり，資金の効率的な調達.運用ができるほか，経理部門の事務や入力 
負担の軽減，売掛金の自動消込みなどのメリットがある。いっぽう，銀行にとっ 
て，行内事務の合理化のほか，企業との取り引きをシステム化し，強固な取り引 
き関係を作ることができる。 
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■ ファイアウオール (fire wall) 

ネットワークを通じての不法なアクセスを防ぐため LAN とインターネットの 
接点のルータやゲートウェイに設置するァクセス制限機能。防火壁ともいう。 

多くの場合，ルータを使用する。外部からのアクセスには外部用の サーバで 対 
応し，内部からの外部へのアクセスは自由にできる。防火壁，隔壁ともいう。具 
体的には，通過できる IP パケットの種類を制限し，不正なァクセスやその要因 
となる情報の出入りを防止する。セキュリティ強化の必要なインターネットでは 
非常に有用な機能であり，ネットワーク障害の被害の拡大を防ぐ働きももつ。 

—( 参）フィルタ，イントラネット 
■ ファイルサーバ (file server) 

大容量の磁気ディスクや光ディスクなどの外部記憶装置をもち，ネットワーク 
の利用者(クライァント）が自分用のファイルや共用ファイルを効率的に作成，利 
用できるようにしたコンピュータ。ディスクサーバよりファイルの排他制御など 
の管理がいきとどいている。また，多数のクライアントから同時にアクセス要求 
を受けるため，エレペータ.シーキング(アクセス要求の順番に磁気ディスクを 
アクセスするのではなく，現在のアクセスァームの進行方向で近くに存在する要 
求ァドレスからアクセスする方式）など，性能を高くするためのくふうを行って 
いる。 一( 類)データベースサーバ，ストレージサーバ，ディスクサーバ 
■ファイル転送ァクセス管理 

(file transfer access and management : FT AM) 

遠隔に存在するコンピュータのファイルシステムにアクセスし，ファイルの全 
部または一部の読み出し，書き込み，ファイルのオープン，クローズ，生成，削 
除，属性変更などの方法の規格。 0 S ! 参照モデルでは応用層に属する規格で1988 
年に国際標準となった。現在の規格は， UNI ) (や MS - DOS などの標準ファイル 
である木構造の仮想ファイルを想定している。 

■ ファイル転送プロトコル (file transfer protocol) —( 同 ) FTP 
■ ファクシミ u(facsimile) 

文書，図面，写真などの走査信号を電気信号に変換して通信する装置。一般的 
に内部は，静止画像を画素として読み取るスキヤナ，画像データを符号化したり 
その逆を行うコーデック （ CODEC ), 通信を行うモデム，受信した画像データを 
印刷する部分などからなる。特に公衆電話網を利用するファクシミリは，国際標 
準の G 3, G 4 の規格が中心で，世界中の装置と相互通信が可能である。現在は， 
G 3 規格はアナログ方式で， G 4 規格は ISDN 対応である。 

■ ファクシミリサーバ (facsimile server) —( 同)ファクシミリメール装置 
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■ファクシミリ多重放送 (multiplexed facsimile broadcasting) 

テレビの音声副搬送波を利用して，文字•図形 • 写真などの画像情報を家庭の 
ファクシミリに送信しハードコピーがとれるサービス。このサービスの特徴は， 
受信者が知りたい最新情報が即座に入手できることである。 

—( 参)音声多重放送，文字多重放送 

■ファクシミリ蓄積変換装置 

(facsimile storage and conversion equipment . STOC) 

ファクシミリ通信網サービスで，発信されたファクシミリ情報(イメージ）を蓄 
積する装置。この蓄積装置を経由することによって，同報通信サービス，親展通 
信サービス（例：伝言 FAX ) などが利用できる。また，遠距離の場合，この蓄積 
装置間を高速ディジタル回線で結ぶと，通常の電話回線を使ってファクシミリを 
送るよりも低料金で送ることが可能である。 

—( 参)ファクシミリデータ変換接続装置 
■ファクシミリ通信網 (facsimile network) 

蓄積交換方式を利用して，多様な付加機能を付けたファクシミリ専用ネットワ 
ーク。おもな付加機能は，同報通信，夜間大量通信，親展通信，メールボックス 
機能，異機種端末間通信，コンピュータを相手にしたミクストモード（文字コー 
ドと画像データの混在）通信などがある。代表的なファクシミリ通信網には， 
1981年に NTT がサービスを開始した F ネットがある。 

■ファクシミリデータ変換接続装置 (facsimile data conversion and 
interface control equipment . FDli) 

ファクシミリ通信網サービスで，ホストコンピュータに蓄積されたデータをメ 
ディア変換して，ファクシミリ端末に送信する装置。この装置により，情報提供 
企業が会員などからの問合せに対する情報をファクシミリへ返送したり，センタ 
で情報処理した結果を会員などのファクシミリへ同報通信することができる。 

—( 関)ファクシミリ蓄積変換装置 
■ ファクシミリ•データ変換装置 

(facsimile-data interface converter) 

コンピュータで扱う文字コードとファクシミリ上で印字する文字パターンとの 
相互変換を行う装置。これにより，コンピュータ上で作成した文書も一 M 印刷し 
てファクシミリにかけるような手間が省ける。また，ファクシミリで送ってきた 
文書をキー入力することなくコンピュータで扱う文字コードに変換できる。 
■ファクシミリメール装置 (facsimile mail unit) 

大容量の記憶装置と複数回線の制御機能をもち，通信元のファクシミリから送っ 
てきたデータを保存し，必要に応じて配信する装置。ファクシミリサーバともい 
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う。同報通信，親展通信，時刻指定配送，メールボックス機能などをもっている。 

■フ ァツ クス (FAX) —( 同)ファクシミリ 

■フ ァッ クスモデム (FAX MODEM) —( 同) FAX モデム 

■ フイールド (field) 

データ通信の HDLC 手順では，データ伝送の単位であるフレームを構成する 
要素。アドレス部，制御部，情報部などのこと。 

—( 関）フレーム，図中の各項目参照 


ヘッダ 


トレイラ 

フラグ 

シーケンス 

アドレス部 

制御部 

情報部 

データ 

フトムチェック 
>■^7 ■ンス 

フラグ 

シーケンス 

01111110 





01111110 

8ビット 

8ビット 

8ビット 

任意長 

16ビット 

8ビット 


■ フイルタ (filter) 

一般的には入カデータを変換して出力するユーテイリテイプログラム。入出力 
の対象は，主としてファイルやディスプレイ画面など標準的な入出力媒体であ 
る。次のようなプログラム，機能をフイルタと呼ぶ。 

(1>画像データを特殊な効果が出るように変換するプログラム。 

(2) UNiX 系 OS や MS-DOS でファイルの内容を変換するコマンド。 

(3) あるソフトウェアが，異なるソフトウェアで作成したファイルを利用するた 
めに備えているファイル変換プログラム。フイルタを通すことで自プログラ 
ムが処理可能な形式に自動的にファイルを変換してから読み込む。 

(4) 通信の分野では，不要なメッセージを削除したり，有害情報の受信を拒否し 
たりすること。セキュリティ保持，教育的配慮のための技術。 

■ フイルタリング (filtering) 

ルータやブリッジなどを通過するバケットを選別し，不必要なトラフィック増 
加を抑制する機能。フイルタリングには宛先アドレスによって行う方法， TCP 
/IP, IPX, AppleTalk などのプロトコル種別によって行う方法， SMTP や HTTP 
などのアプリケーション種別によって行う方法などがある。なお，セキュリティ 
確保の目的で外部からの進入を阻止するためのフィルタリング機能をファイアウ 
ォールと呼ぶ。 一( 関）ファイアウォール 
■フェー ズ (phase) 

伝送制御手順によるデータ伝送を行う際の一連の手続きをさらに細かく分けた 
段階のこと。伝送制御フェーズともいう。具体的には，加入電話網を利用する場 
合は，データリンク確立の前に「回線の接続」，データリンク解放の後に「回線の 
切断」の各フェーズが入る。 
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電話に例えると，電話がつながった状態とそのときの回線経路がデータリンク 
にあたる。また，「データリンクの確立」は電話がつながった（回線の接続)後，- 
「相手を確認して会話が始まったとき」，「データリンクの解放」は「会話が終了し 
たとき」にあてはまる。 一( 参)データリンク 

■フェールセーフ (fail safe) 

コンピュータシステムに故障や不良が生じたときに，あらかじめ設定したより 
安全な状態のほうへシステムをダウンさせること。障害が拡大しない，被害を大 
きくしない，誤動作の連鎖反応でシステム全体に故障を招かない，危険な出力を 
出さないなどの目的で意図的にシステムを停止させ，他の資源やデータを保護す 
ること。コンピュータシステムは，障害を想定して，障害発生の場合でも発生以 
前と同様の処理能力を維持し処理を続行できるように安全を考慮して設計する。 
フオールトトレラントコンピュータが後者の例。 一( 類）フェールソフト 
■ フェールソフト (fail soft) 

コンピュータシステムに故障や不良が生じた時，障害箇所を放棄したり，被害 
を最小限に抑えながら，ある程度の仕事を続行すること。システム全体の動きを 
停止するのではなく，正しく使える限りの物を使って，システムの処理性能は低 
下しても，その機能をできる限り維持する手法。システムには，適切なバックア 
ップが必要である。例えば，専用回線が使用できなくなった場合，即座に公衆回 
線に切り換えて，低速ではあっても処理を続行することなどが相当する。 

一(類）フェールセーフ 
■ フォーラム (forum) 

パソコン通信で，共通の話題についての意見や情報を交換しあう場。フォーラ 
ム内には，電子掲示板，電子会議，ライブラリなどを設ける。電子掲示板では会 
員間の情報の募集や告知を行い，電子会議ではテーマごとに意見や情報の交換を 
行う。ライブラリは電子会議に登録したメッセージの記録，プログラム，データ 
を収録する。 一( 参) SIG , 電子掲示板システム，電子会議 
■ フオロ — (follow up message) 

ネットニュースに投稿された意見や質問に対し，コメントや回答を付ける行 
為。もとの投稿メッセージに対するフォローだけをつなげたものをコメントツリ 
一またはスレッドと呼ぶ。ある投稿に対するスレッドのみをリスト化すると，そ 
の議論の議事録となる。元の投稿を分野別に分類してそれぞれのスレッドを並べ 
ると FAQ となる。 一( 参）コメント 
■ フォワード (forward) 

受け取ったメールを別の人に転送すること。転送に際してはコメントを付けて 
送ることも多い。例えば事務処理では，担当者作成の資料をメールで受け取った 
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上司が一次チェックを行い，二次チェックのために所属長に転送するような場合 
をさす。 

■ 付加価値通信網 (value added network : VAN)—( 同 ) VAN 
■ 付加サービス (supplementary service) 

ISDN のべアラサービスやテレサービスの基本サービスに付加することのでき 
る一連のサービス。一般にひとつの付加サービスは，ベアラサービス，テレサー 
ビス共通に適用される（ただし，付加サービスのみのサービスはできない）。サー 
ビス内容は，番号情報の提供，呼の転送，呼の割込み，電話会議，特定グループ 
の閉じた通信，課金などがある。 

_ 不稼働率 (non-availability) —( 参)稼働率 
■ 復兀 (reconstitution/ recovery) 

システム運転中に，ハードウェアやソフトウェアの障害によって処理が異常終 
了した場合，正常な処理の終了時点までさかのぼって，プログラムやデータを復 
旧させること。通常，磁気テープなどに記録しておいたバックアップファイルを 
用いて，バックアップを取得した時点まで戻し，ログを見て，それ以降の処理を 
再度実行して正常な状態にする。 一( 類)回復 
罗 ■ 復号 （ decryption/ decipherment) 

暗号化したデータ （cipher text ) を復号かぎ （ decryption ) により，もとの 
平文 (plain text ) に戻す処理。 一( 対)暗号 
■ 頓駿 (congestion) 

ネットワークの設備に対して過大なトラフイックが流入したことによって，ネ 
ットワーク内に滞留する信号が増加し混み合う状態。輻輳が頻発すると流入トラ 
フイック量から計算した性能よりさらに下がることがある。 

■ 副層 (sublayer) —( 同)サブレイア 
■ 輯轄制御 (congestion control) 

ネットワーク内の交換機の使用率がある一定以内になった（輻輳が発生した）と 
き，その交換機への入力を制限する制御。電話網では，ある地域に電話が集中し 
たとき，その地域の交換機へつなぐ前に発信者に混みあっていることを知らせ， 
しばらくしてからかけるよう促す輻輳制御を行っている。（表1入る） 

—( 関)フロー制御 
■ 復調 (demodulation) 

変調された信号を受け取り，元の信号を取り出すこと。検波ともいう。 

—( 参)モデム，（対)変調 
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■符号誤り時間率 

(percentage of error performance degraded time intervals ； 

単位時間の平均符号誤り率が，定めたしき t 、値を超えるような各単位時間の総 
計が，その全時間に占める割合のこと。 

■ 符号誤り率 (code error rate) 

デイジタルデータが，通信回線やメモリ上で誤った値に変わる（符号誤りを起 
こす)確率。単に誤り率ともいう。データ通信の場合，通信データに対して受信 
データが回線上の雑音によってどの程度誤っているかの比率を示す。 

■ 符号化 (encoding) 

量子化したパルスデータを2進符号に変換すること。正確にはデイジタル符 
号化という。符号化した2進符号を最終的なデイジタルデータとしてデイジタ 
ル回線上に送出する。 一( 関) A / D 変換 
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10011：0110；1011：1110；1101；1001：0101|0010： 




国内の第一種電気通信事業者(例： NTT ) が提供する一般専用線サービスのデ 
イジタル伝送方式で，通信速度別のサービス品目。現在，50, 2400, 4800， 
9600ビット/秒のサービス品目が提供されている。料金は，通信速度別の定額 
制である。なお，2400ビット/秒以上の符号品目には加入者回線として4線式回 
線を使用するため，4線式加算額が必要となる。 一( 参)帯域品目 
■ ブックマーク (book mark) 

WWW ブラウザの機能のひとつ。よくアクセスする好みのページを登録してお 


き，クリックするだけでアクセスできるようにする機能。 一( 関) WWW ブラウザ 

■ 物理層 (physical layer) 

OS 1 參照の最下位層（第1層）。伝送のためにコネクションの確立，維持，解放 
をする機械的，電気的，機能的および手続き上の手段を提供する層。変調方式 
(モデム規格）などはこの層で規定するが，ビットの誤り制御などは上位のデータ 
リンク層の仕事である。 
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■プライバシ保 謹 (privacy protection) 

コンピュータセキュリティに関連して，個人に属する情報や個人に関する情報 
の利用•流出を制限し，個人の権利 ( privacy ) を守ること。積極的には，自分 
に関する情報は自分で管理できる権利を含む。例えば，銀行取引，クレジット利 
用状況，病歴，犯罪歴など，個人の人権，信用，秘密にかかわる情報を調査機関 
などが勝手に収集できないようにアクセスを制限すること。また自分に関する情 
報の開示を求め，訂正できるようにすることで情報の悪用を防止し，人権を保護 
する。アメリカでは1980年にプライバシ保護法が成立している。日本では1988 
年に個人情報保護法を公布した。 

■ プライべ一トアドレス （private address) 

LAN 内の ローカル アドレスを表すイーサネットアドレス。イーサアドレスは 
48 bit で表されるが，その最初の2ビット目が0であれば他の LAN を含めたグ 
ローバル アドレス，また2ビット目が1であれば自ホストが接続している LAN 
内の ローカル アドレスを表す。 

■ ブラウザ (browser/Web browser/WWW browser) 

ネットワーク上の情報提供者の画面を表示するソフトウェア。特に HTML で書 
かれた WWW の情報を閲覧するためのクライアントプログラム。ブラウザが示す画 
面内のアイコンを操作してリンクされたページを見ることも戻ることもできる。 

閲覧ソフト，ビューワともいう。 NCSA が開発した最初のグラフィカルなブラ 
ウザ Mosaic を皮切りに急速に普及して WWW 人気が定着した。現在は Netscape 
Navigator と Microsoft Internet Explorer が事実上の標準になつており， 
市場シェア争奪にしのぎを削つている。 

■ プラグイン (plug-in) 

システムに，既存のアプリケーションと連結しその機能を拡張，追加するソフ 
トウェアをインストールすること。アドイン，エクステンションと呼ぶこともあ 
る。追加するソフトは，独立したプログラムであるが，単体では動作せず親とな 
るアプリケーションから操作される。目的の機能を自由に取り外しできるのがメ 
リット。ワープロソフトにスキャナ読み込みの機能を追加するもの，本来はサボ 
ートしていないファイル形式による入出力を可能とするものなどがある。もとも 
との開発販売元に限らず，サードパーティが提供することも多い。 

—( 関)プラグインソフト 

■ ブラグインソフト （ plug-in software/inline plug-in software) 

インタ ーネッ トの WWW ブラウザである Netscape Navigator のウインド 
ウ内で起動し，動作するアプリケーションのこと。正式には，インライン.ブラ 
グイン • アプリケーションという。これを利用して特定の機能を同ブラウザに組 
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み込めば，さらに動画を再生したり，音声によって通信することもできる。最近 
では， WWW ブラウザの機能を拡張するプラグインソフトが続々と登場している。 

_ フラグシーケンス （flag sequence) 

フラグ同期方式において，送信データ（フレーム）の先頭と終わりにつける同期 
情報ビット列。フレームの開始と終わりを示し，このビット列の値は01111110 
である。 -* (関）フレーム，フイールド 
_ プラットフオーム (platform) 

もともとは人または物を載せる台の意味。工学では，あるシステムを搭載する 
ための別のシステム。情報処理では，あるソフトウェアやコンピュータシステム 
を動作させるための基盤となるハードウェアおよびソフトウェア環境，端的には 
動作環境をさす。例えば，「最近の電子メールシステムの製品には， UNIX をプ 
ラットフオームにしたものが多い」というような使い方をする。 

_ フリ — ソフト （free software/freeware) 

ソフトウェアの開発者(著作者)が広い範囲に提供し，入手した人が無償で利用 
できるソフトウェア。主にパソコン通信などで配布し，入手したユーザがコピー 
することも許す。ただし，知的所有権は放棄されていない。改変•再配布などは 
開発者の指示に従わなくてはならない。有料で配布するソフトに複写することは つ'' 

禁じられ，利用に際してのメインテナンスはないのが普通。一般的には，バソコ - ! 

ン通信，インターネット，パソコン雑誌の付録などで提供される。最近はソフト 
ウェアを無償で提供し，サボートやコンサルテイングを有償で行う企業も登場し 
ている。 一( 関）シェアウェア 
■ ブリッジ (bridge) 

OS 1 参照モデルのデータリンク層の媒体アクセス制御 ( MAC ) サブレイアで定 
義する中継機。 LAN 間接用装置のひとつ。ブリッジには， （1) 構内の LAN 間を 



ネツトワーク A 


ネットワーク B 
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接続する口一カルブリッジと， （2) 途中 ISDN などを用いて別の地域にある LAN 
と接続するためのリモートプリッジがある。 

プリッジの標準化に関しては，次の2種類のブリッジについて進められてきた。 

(1) トランスペアレントブリッジ 

(2) ソースルー テイングプリッジ 

—( 関）トランスペアレントプリッジ，ソースルーテイングブリッジ，リモート 
ブリッジ 

_プリミテイブ (primitive) 

各層のサービス提供者とサービス利用者との間で行う抽象的な情報の交換単 
位。要求，指示，応答，確認の4種類がある。サービスプリミティブともいう。 

X X 要求 

/ \ 指示 

サービス -- 

\ mmm I 腿 

\ ノ 確認 


フ ■プリンタサーバ (printer server) —* (同)プリントサーパ 

-■プリントサ—バ (print server) 

クライアントサーバシステムの中で，プリンタをもちネットワーク利用者(クラ 
イアント）からのプリント要求を専門に処理するコンピュータ。大容量の磁気デイ 
スタと高性能のプリンタを装備し，スプール機能を使って効率的に印刷する。 

■プルータ (brouter) 

LAN 間接続用の装置で，ネットワーク層のプロトコルがその装置で中継可能 
なものであればルータとして動作し，そうでなければプリッジとして動作する装 
置。通信する相手により，ブリッジとルータの両方の働きをするためブルータと 
呼ばれる。 一( 関)ブリッジ，ルータ 

_フルカラー静止画像符号化 (full color photographic coding) 

—( 参 ) JPEG 

■フレーム (frame) 

広義には，データを入れる容器のこと。データ通信では， HDLC やフレーム 
リレー網の二つの局間で送受信する情報の基本伝送単位。パケット，プロック， 
セルなどと異なり1フレームの長さは任意である。フラグシーケンス，アドレス 
部，制御部，情報部，フレームチヱックシーケンス （ FCS ) により構成する。情 
報部の前後に特定の文字やコードを付加して伝送するため，データをフレームで 
包んで送るという。なお， HD し C のフレームには情報部をもつものともたない 
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ものとに大別できる。またフレーム単位で同期をとることフレーム同期という。 
—( 参)データグラム，シーケンス番号，無効フレーム 


フラグ 

ンス 

アドレス部 

制御部 

情報部 

FCS 

フラグ 

■ンス 


HDLC 手順のフレーム 

■ フレーム時分割多重化方式 (frame time division multiplexing) 

画像データをフレーム単位に分割し，交互に送信する方式。実際に送信する画 
像フレームすべてが送信されず飛び飛びになってしまう欠点がある（フレームの 
こま落としの発生)。しかし，画像データの内容により，その状態で十分実用に 
堪えることができれば，回線の有効利用のためにこの方式が使われる。 

■ フレームチェックシーケンス (frame check sequence : FCS) 

フレームの誤りを受信側で検出するためのビット列。送信側はフレームのアド 
レス部から情報部までのデータを巡回冗長検査 ( CRC 方式）により演算して FCS 
の値を設定する。 一( 参)フレーム，フイールド，巡回冗長検査 
■ フレーム同期 (frame alignment) 

時分割多重化方式でフレーム単位に同期をとること。送信側から送信したフレ|— 
ームに対して，受信側でそのフレームの同期をとり，それにしたがって処理を行 _ 
う。フレーム周期の見つけ方は，フレームの最初と最後にあるフラグシーケンス 1 ~~ 
を見つけ出すことによる。 


同 

期 

信 

口 

送信文字列 

1 

雪 

送信文字列 學磬 

¥ 

1 

文 

1 

1 


1 

1 

1 

S 

I 

1 

1 

1 



_-情報信号-- - 情報信号- 

(フレーム.ブロック） （フレーム • ブロック） 

■ フレーム同期復帰 (frame alignment recovery) 

フレーム同期方式において，フレーム同期が外れた状態から再び同期のとれた 
状態に戻ること。 

■ フレームリレー (frame relay) 

ISDN のバケット通信を利用した交換方式で，データをフレームと呼ばれる小 
さな単位に分割してディジタル伝送する方式。なお，フレームは HDLC のもの 
と構成が異なる。データリンク層，ネットワーク層の再送制御を省き，ユーザ端 
末間に任せることによりバケツト伝送に比べて伝送遅延が少なくなるようくふう 
されている。そのため専用線の高速性とバケット交換方式の便利さの長所をあわ 
せもつ。 

最大伝送速度は 1.5 メガビット/秒。各 フレームにデータ リンクコネクション 
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識別子 ( DLCI ) を付加することで，1本の通信回線で複数相手端末に同時に通信 
することも可能である。 ISDN のフレームモードとして通信事業者がサービスし 
ている。最近では， LAN 間接続の通信回線として利用者が増加している。 

—( 関)データリンクコネクション識別子 



■ プレゼンテーションコンテキスト (presentation context) 

^ プレゼンテーション層において，上位層(応用層）とやりとりをするデータ形式 

(抽象構文）と，下位層（セション層）とやりとりをするデータ形式(転送構文）との 
対応を示した記述。通信相手により下位層の性質が異なる場合，プレゼンテーシ 
ヨンコンテキストを複数用意してもよい ことに なっている。 


応用層 


プレゼンテーション層 


セション層 

■ プレゼンテーション層 (presentation layer) 

応用層の下の第6層で，構造をもつデータの入力，授受，表示，制御を行い， 
応用プロトコルに共通の表現形式に関する機能を実現する層。すなわち，プ レゼ 
ンテー ショ ン層では応用層が共通に使用するデータ形式(構文)のみを扱い，応用 
層にとつての意味内容には関与しない。 

具体的機能は，セション(プレゼンテーションサービス）の確立と終結要求(以 
上コネクション型)，構文の変換(抽象構文と転送構文）などである。構文の変換 
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の前に，いくつかの転送構文が相手プレゼンテーションエンテイテイにより，選 
択可能であれば相手との折衝により転送構文を決める。なお，プレゼンテーショ 
ン層内では1対1の通信路のみで多重化も分流(逆多重化）も存在しない。 

—( 関}転送構文，ネゴシエーション 

■フロー制御 (flow control) 

通信プロトコルで規定した輻輳制御のこと。 0S1 参照モデルの何層かでそれぞ 
れフロー制御規定がある。 

フロー制御には，次のような方式がある。 

(1) 転送するデータ量に見合うバッファを予約してから転送する予約方式 

(2) 輻輳時には転送の中止を要求する抑圧方式 

(3) 最大の転送置(サイズ）を制限するウインドウ方式 

例えば，ネットワーク層のパケット交換においては，網がデータ転送フェーズ 
まで関与してデータの流量(フロー）を調整するフロー制御規定がある。その目的 
は，パケット交換網のスループット（実効転送速度)の維持と，ある端末が異常と 
なっても他端末への悪影響を防止することである。 

データリンク層の HDLC 手順では，受信相手のバッファ状態に応じてデータ 
の送信を制御するフロー制御を規定している。その他，物理層の規定である XON 
/XOFF 制御もフロー制御の一種である。 一( 関)輻輳制御 
■ブロードキヤスト (broadcast) 

① 単ーパケットの複製を一定のグループのホストに知らせる技術。一斉同報通信 
にほぼ同じ。 一( 類)一斉同報通信，（関)マルチキャスト 

② 放送。 

_ブロードバンド (broadband )—( 同)広帯域 
■ブロー ドバンド方式 (broadband system) 

トークンバス型し AN での伝送方式の一種。し AN はペースバンド伝送方式のも 
のが多いが，トークンバス型 LAN では変調を行いブロードバンド方式で伝送を 
行っている。なお，トークンバス型 LAN では別の変調を行うキャリアバンド方 
式もある。前者のほうが装置は高価になるが音声や動画も送ることができる。 

■プロキシサーバ (proxy server) 

インターネットにおける各種サーバの性能を向上するために，そのサーバの処理 
の一部を代わりに行うソフトウェア。代理サーバともいう。主な機能は，通信デー 
夕のキャッシュ，日本語変換，アドレス変換，プロトコル変換などの機能である。 

プロキシサーバを使うことによって，口ーカルな IP アドレス体系のままで運 
用でき，ファイアウォール内のイントラネットから外部の WWW を検索すること 
が可能となる。プ a キシサーバソフトとして，通産省電子技術総合研究所で開発 
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された DeleGate が有名である。また， Web サーバソフトにもプロキシサーバ 
機能をもったソフトがある。 

■ プロセス （ process) 

ネットワークアーキテクチャのひとつで，ノード，リンクの機能を使って情報 
処理や通信を行うアプリケーシヨンプログラム。 

■ ブロック (block) 

データ通信の分野では，通信システムの規約や能力に合わせ，長大な通信デー 
夕を適当な長さの複数個のデータのかたまりに分割した単位。データを誤りなく 
送るために，おのおのに機能キャラクタ（制御文字）をつける。プロックの大きさ 
(ブロック長）は，伝送路の品質によって最適な長さがあり，ビット誤り率が大き 
い場合は短くする。基本形データ伝送制御手順では，プロック単位で物理的な伝 
送を行う。 一( 参)フレーム，セル，パケット 
■ プロック誤り率 (block error rate) 

物理的な伝送単位(ブロック）ごとに送信する場合，そのプロックが正しく送信 
できない確率。 

ブロック誤り率=伝送誤りブロック数/全伝送ブロック数 
■ ブロック検査文字 (block check character : BCC) 

データ伝送の過程で発生するデータ誤りなどをチェックするために，伝送する 
ブロックごとに付加する誤り検出符号，誤り訂正用の文字(水平パリティビット 
で構成)。基本形データ伝送制御手順で使用する。複数の文字の場合，プロック 
検査文字列 （block check sequence : BCS ) ともいう。 

—( 類)群計数チェック，（参)冗長 検査 
■ プロックチェックキヤラクタ (block check character : BCC) 

—( 同)プロック検査文字 
■ プロトコル (protocol) 

情報通信の分野では，コンピュータネットワークで通信を正確に行うためのデ 
ータ形式や伝送順序等の約束ごと（通信規約)。ノード間では共通のプロトコルの 
もとではじめてデータの送受信が可能になる。通信制御手順ともいう。 

データ通信は遠く離れたノー ドと電気信号を頼りに情報交換するため，さまざ 
まな状況に遭遇することを考慮して，どのような障害が発生しても間違ったデー 
夕が相手に伝わらないように注意し，同時に効率的に通信できるよう通信規約を 
あらかじめ定める。信号の順序や意味と考えてよい。 

なお，現実の通信規約は OSI 参照モデルの階層別に決め，さらに階層ごとに各 
種のネットワーク形態にあった複数の規約を決めている。ネットワーク時代を迎 
え，規約の標準化，普及が重要な課題になっている。複雑なオンラインシステム 
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を構築する場合に，どの通信規約をどのように組み合わせるかを決定することは 
容易でない。そこで，通信規約のパラメタをグループ化して，標準的な通信規約 
の組合せを示した実装規約（プロフイル)を定めている。 

—( 関)伝送制御手順，（例)ベーシック手順， HDLC 手順 
■ プロトコルアナライザ (protocol analyzer) 

通信制御プログラムの検証や通信相手側のプロトコルがどのようなものなのか 
を解析する装置。通信回線上のデータのモニタリング機能，通信機器との間で標 
準プロトコルによる送受信機能などをもち，ネットワーク障害の原因解析にも利 
用する。通信回路の途中に接続できるように，各種インタフェースのコネクタ， 

伝送データの波形や文字コードを見ることができるデイスプレイ，各種調整用の 
つまみなどから構成する。また，新しい標準プロトコルに対応するためにプログ 
ラム機能を備えた装置もある。 

■ブロ トコル階層 (protocol layered model) 

ネットワークアーキテクチャにおける通信プロトコルを階層別に表したモテ 
ル。階層に分けることにより，ハードウェアから応用プログラムまでそれぞれの 
特徴を考慮したプロトコルを通信相手との間で決めることが可能となる。 IBM の 
sna が最初に階層モデルのネットワークアーキテクチャを採用し，現在では osi y \ 

参照モデル， TCP/IP が代表例である。両者のモデルはエラー処理などの点で ^一 
若干異なっているが，思想は共通している。 —( 參)階層構造 

0SI 基本参照モデル TCP/IP _ SNA 

第7層 応用層 応用 応用 


メ—力独自プロトコル 


第1層 
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■ プロトコル階層モデル (protocol layered model) 

—( 参)階層構造，プロトコル階層 
■ プロトコルクラス (protocol class) 

トランスポート層で下位層プロトコルの品質の違いを吸収するために，下位層 
プロトコルをレペル別に分類したもの。次の5種類にクラス分けする。 

-クラス0……単純クラス 
-クラス1……基本誤り回復クラス 
-クラス2……多重クラス 
_クラス3誤り回復および多重クラス 
■ クラス4……誤り検出.回復クラス 
■プロ トコル識別子 (protocol discrimination) 

ISDN ネットワーク層が定義したメッセージ構成の共通部に存在する情報。ネ 
ットワーク層におけるプロトコル仕様を規定するために使用する。 

■プロ トコルデータ単位 (protocol data unit : PDU) 

同位 ェン テイテイ間で交信するデータ単位。 < N + 1 > 層で作成された PDU は， 
< N > 層に渡されるとサービスデータ単位 ( SDU ) と呼ばれる。 < N > 層で， < N > 
層が定めるプロトコル制御情報 ( PCI ) を SDU に付加して相手局へ送る <N >層の 
PDU とする。 

■プロ トコル変換 (protocol conversion) 

異なるプロトコルのノード間を接続する目的で，一方のプロトコルを他方のプ 
ロトコルに合わせるための変換，および相互にプロトコルを合わせるための変 
換。前者は，端末ェミユレーシヨンが具体例。後者は双方のプロトコルの違いが 
複雑な場合に行われ，複雑度に応じて専用の装置(ゲートウェイ，ルータなど）を 
使い分けることが多い。 

■ プロバイダ (network service provider : NSP) 

ユーザに インターネット接続サービスを提供する会社。正式にはネットワーク 
サービスプロバイダという。接続業者ともいう。日本では1993年にプロバイダの 
開業を認可した。インターネットは，本来研究目的で普及した。現在は商業目的 
での使用も認められ，その需要増からプロパイダの数が増加している。単なる接 
続の他に電子メールや個人のホームページ開設などの付加サービスも提供する。 
■プロフイール (profile) 

ネットワークに公開している自己紹介のファイル。 

■ フロントエンドプ Q セツサ (front end processor : FEP) 

機能分散型のシステム（タンデムシステムなど）で，主処理に先だって前処理を 
行うプロセッサ。 FEP , 前置プロセッサともいう。特に通信回線網とメイン処 
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理を行うプロセッサの間に置き，通信や補助記憶装置の制御などの前処理を分担 


させるプロセッサをさすことが多い。 

通信制御装置は，代表的な FEP である。最近は，ホストコンピュータの負荷 
を下げる目的で FEP にホストの通信制御機能やトランザクシヨン処理機能まで 
も移譲する傾向が強い。そのため， FEP 自身も高性能で信頼性の高いコンピユ 


ータを使用することも珍しくなくなつている。 


—( 対)バックエンドプロセッサ，（参)タンデムシステム，（関)通信制御装置 


■ 分岐回線 (noint-to-multipoint circuit) 


端末 


端末 一 


ホスト 



通信制御 
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L ータ 

システム 





端末 


端末 


端末 


ひとつの局から複数の局に同一情報を送るとき，複数の端末装置が地域的に集 
中しているときに適した回線構成。ポイントツーマルチポイントともいう。 

1件あたりのデータ転送量がそれほど多くない場合に採用する接続形式で，1 
本の物理的回線を複数の論理的回線として利用する。回線の分岐部分には回線分 
岐装置を置く。 


■ 分岐回線方式 (multipoint/multidrop) 

一本の通信回線上に複数の端末を接続する形態。端末は，分岐装置を介してコ 
ンピュータと結ぶ。この形態では，通信回線上に複数の回路が設定されるため， 
データがどの端末から発信され，どの端末へ送信されるものかを何らかの方法で 


制御する必要がある。トラフィック，回線速度などの条件が満足されれば通信回 


線を経済的に使用することができる。 


多重化装置 多重化装置 



■ 分散オペレーティングシステム (distributed operating system) 

分散データ処理システムの各ノードを密結合しひとつのコンピュータのように 
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扱えるようにした OS 。 クライアントサーバモデルの分散処理システムを提供す 
るネットワーク OS では，ファイルやプロセスがどのノード（ホスト）に存在する 
かをなんらかの形で意識する必要がある。また，負荷が低いホストを動的に選択 
してそこにいるプロセスに処理要求を出すようなことも簡単にはできない。 

分散 OS では，ファイルやプロセスの実体がどのホストにあっても利用者はほ 
とんど気にせず使用でき，ネットワークを介していることを意識しないですむ。 
また負荷の低 I 、ホストへ自動的に処理を依頼するような自動負荷分散機能ももっ 
ている。ただし，まだ研究段階のものが多く，普及はネットワーク OS に比べほ 
ど遠い。その中でも，普及段階に一番近い分散 OS の代表例は，カーネギーメロ 
ン大学で開発した Mach である。 

■ 分散型データベースシステム (distributed database system) 

データを複数のサーバ上に置いて，全体としてのデータペースを管理するシス 
テム。データの配置は，データを分割して複数のサーバに配置する場合と同じデ 
ータを複数のサーバに配置する場合がある。 

前者の利点は，クライアント（利用者）間で必要とするデータに偏りがある場 
——合，それぞれ別のサーバ上にあればサーバの負荷分散が可能になる。また，後者 
フ の利点はサーバの一台に障害が発生しても，他のサーバに同ーデータがあるため 

-障害の影響を極小化できることである。さらに，サーバ負荷分散も可能である。 

ただし，後者はデータの同期の維持，データの更新，性能の低下防止などのため 
のくふうや余分なリソースが必要となる。 一( 関)分散トランザクション処理 
■ 分散システム (distributed data processing system) 

分散データ処理システムの略。 一( 同)分散データ処理システム 
■ 分散処理システム (distributed processing system) 

分散データ処理システムの略。 一( 同)分散データ処理システム 
■ 分散データ魅理 (distributed data processing : DDP) 

マイクロプロセッサをもった多数のインテリジェント端末を回線で接続し，そ 
れぞれの端末が互いにデータ処理の役割を分担しながら，全体としてある目的を 
果たす方式。中央への処理負荷の一極集中を避け，機能を分散して利用現場に密 
着した処理を行う。これにより端末の特性を生かした柔軟性のあるシステムを構 
築できる。分散型アプリケーションとして代表的なものに，分散型データベー 
ス， オンライントランザクション処理，電子メール，電子会議，グループウェア 
などがある。 一( 参)インテリジェント端末 

■ 分散データ処理システム (distributed data processing system) 

複数のインテリジェント端末やサーバを分散配置し，互いにネットワークで結 
合した分散データ処理を行うシステム。垂直分散モデル，クライアントサーバモ 
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デル，ピアツーピアモデルなどのいくつかのモデルがある。分散処理システムに 
すると，処理の一極集中が回避でき，負荷が分散されることで，信頼性が高く柔 
軟性のあるシステムを構築できる。 

■ 分散データべース (distributed database) 

物理的あるいは論理的に分散しているデータベース ( DB ) をネットワークによ 
り結合し，どのコンピュータからもあたかもひとつのデータベースであるかのよ 
うにアクセスすることができるようにしたデータベース。 

分散 DB の機能は，リモートデータ ペース ァクセス ( RDA ) 機能を基盤として， 

(1) 分散している DB をひとつに見せる分散透過機能 

(2) 分散 DB 定義の管理機能 

(3) 最適アクセス方法の情報を提供する問い合わせ機能 

(4) 分散トランザクション管理機能 

(5) 2 相コミットメント制御を中心とした分散同時実行制御機能 

(6) 障害回復機能 

(7) 分散 DB 管理者機能 
などが必要である。 

このような機能により DB のデータ完全性を保証し（論理的に集中），かつ実デ 
ータの存在場所は分散という構成を実現できる。分散型データペースは機能的に 
高度で複雑であるが，データが単一のコンピュータに集中しないため，多数のユ 
ーザが同時に使っても応答時間の低下が少ないという長所がある。 

_ 分節 [ トランザクション勉理 (distributed transaction processing) 
分散型データベースを更新するトランザクション処理のこと。ひとつのトラン 
ザクション処理は複数のデータを更新するのが一般的である。その場合，処理の 
一貫性が要求され，もし途中で失敗したら元の状態に戻さなければならない。分 
散トランザクション処理では，複数のデータがネットワークを介した別々のサー 
バに存在することも考えられる。スループットの向上と処理の一貫性という相反 
する要求を満たす必要がある。そのため，高度な同時実行制御ゃコミットメント 
制御が要求される。 一( 関)二相コミットメント 
■ 分散ファイルシステム (distributed file system) 

複数のシステムにまたがって実現するファイルシステム。システムをネットワ 
ークで結び，ネットワークファイルシステム （ NFS ) やリモートファイルシェア 
リング ( RFS ) を用いて，ファイルの物理的な所在を意識することなく自システ 
ム内のファイルであるかのようにアクセスできるようにする。すなわちリモート 
ホストのファイルがあたかもローカルホストのファイルであるかのように扱え 
る。一(関) NFS ， RFS , マウント ， DCE 
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へ ■ 

■ペアケーブル (pair cable) 



絶縁被覆した同一直径の2本の軟銅線をより合せて，1束とし，その外部をポ 
リエ チレンな どで 防護被覆したケーブル。ケーブルを集合したものを含む。より 
対線，平衡ケーブルともいう。雑音や伝送帯域の性能では同軸ケーブルや光 ファ 
イバケーブルに劣るが，低価格で設置も容易なため低伝送容量のシステムに適し 
ている。通常の電話線と同じ構造のもので，モジュラジャックで簡単に接続や切 
り替えができる。シールドのないものを非シールドより対線 (unshielded twisted 
pair cable : UTP ) と呼ぶ。アメリカ電気工業会/電気通信工業会の LAN ケー 
ブルの規格 （ EIA / TIA -568) では， UTP の規格としてカテゴリ1〜5がある。 

• カテゴリ】〜2 :電話などで使用するケーブル。 

• カテゴリ3 : 10 BASE - T と呼ばれる標準的な LAN ケーブル。最大セグメント 
長は 100 m 。 伝送速度は10メガ bps 。 主としてスター型の LAN で使用する。 

• カテゴリ4 :トークンリング方式で使用する最大16メガビット/秒の LAN ケ 
ーブル。 

■ カテゴリ5 :最大100メガビット/秒の LAN ケーブルですでに製品化されてい 
る。 

一(参)同軸ケーブル，光ケーブル 



V -(外部被膜はなくてもよい） 

■ ベアラサービス （bearer service) 

ISDN が網として有する伝達能力を基準としたサービス。ベアラとは運ぶもの 
という意味。このサービスは，端末が送出した情報を透過伝送するもので，これ 
を利用することによつてコンピュータ間のデータ通信をあるサービス基準で行う 
ことが可能ということのみを規定している。サービスは， （1) 回線交換モードべ 
アラサービスと (2) バケツト交換モードべアラサービスに大別できる。それぞれ 
のサービスは， OS 1 参照モデルのネツトワーク層以下に準じた形で規定している。 
■ 閉域接続 (closed user grouD connection) 

公衆網を専用網のように使用できるサービス。これにより，公衆網上で，ある 
グループ内の利用者だけが通信可能な独自のネットワークを構築できる。会員制 
の情報提供サービスや同一企業の営業所間で電子メールを行うときに必要なネツ 
トワークサービス。 

■ 平均故障間隔 (mean time between failures) —( 同 ) MTBF 
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■平均故障継続時間 (mean time to repair ) 

—( 同) MTTR , (参)可用時間，稼働率 
_平均サービス時間 (mean service time ) 

1件のトランザクションをサービスするために必要な時間の平均。 

(1+ 平均サービス率)で求める。平均サービス率は，窓口が単位時間にサービス 
するトランザクションの平均数である。窓口の平均待ち時間を計算するために必 
要。 一( 関)サービス時間，窓口数 

■平均修理時間 (mean time to repair )—( 同 ) MTTR 
■平均到清間隔 (mean time between arrivals ) 

トランザクションの到着間隔時間の平均。すなわち，あるトランザクションが 
到着した後，次のトランザクションが到着するまでの時間の平均。これとトラン 
ザクション到着間隔の分布が平均待ち時間の決定要因。 

■平均到着数 (average number of arrival ) 

単位時間にシステムが到着するトランザクションの平均数。実システムでは， 
時間帯によってこの値が大きく変化する。この数は待ち行列の長さがどのくらい 
になるかを決定する基準となる。 

■平均待ち時間 (mean time for waiting ) 

トランザクションがシステムに到着してからサービスを受けるまで待ち行列で 
待っ時間の平均。ケンドールの記号が示す待ち行列の特性からポラチェック•ヒ 
ンチンの公式を使い算出する。 一( 関)ボラチェック.ヒンチンの公式 
■平衡型 HDLC(balanced HDLC ) 

HDLC 手順のモードのひとつで，一次局，二次局の区別がなく，お互いが対 
等な関係でコマンド/レスポンスが非同期に送出できるモード。それぞれの局を 
複合局と呼び，ポイントツーポイントで接続する。 一( 参)非同期平衡モード 
■平衡ケーブル (pair cable ) — (参) ペア ケーブル 

_米国規格協会 (American National Standards Institute : ANSI ) 

—( 同) ANSI 

■米国電気電子技術者協会 (the Institute of Electrical and 
Electronics Engineers Inc . : IEEE ) 一(同) IEEE 
■並直列変換 (parallel serial conversion / serialize ) 

直列伝送のために，データを構成する信号要素を時間的に分割し，順次送り出 
すこと。 serialize の原義は，1編の作品を分割して順次刊行する各号に連載す 
ること。パラレル(並列)データをデータ通信に適したシリアルデータに変換する 
こと。直並列変換のための同期信号を付加する必要がある。 
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—( 対)直並列変換，（参)モデム 
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_並列伝送 (parallel transmission ) 

文字データなどを伝送する際，各ビットに分割し，それぞれの信号要素を複数 
組の伝送路で同時に伝送する方式。この他複数の位相変調を利用し伝送路を効率 
的に利用する方式もある。直列伝送に比して，高速な伝送が可能なため，補助記 
憶装置，高速プリンタを結ぶケーブルなどで利用する。 


*( 対)直列伝送，（参)位相変調 


文字 

"ABC ”。 



■ページ ( page ) 


8ビツトの例 


インターネツトでは， WWW サーバが提供する情報を表示する単位。 

■ベーシック手順 


(Basic Mode Data Transmission Control Procedures ) 

—(同)基本形データ伝送制御手順 

■ページヤ （ pager ) 

Web サーバのページを作成する支援ツール。 Web サーバの各ページ（最上位の 
ページをホームページと呼ぶ）は， HTML で作成する。 HTML はテキストベース 
の言語であり，それを見ただけではページのイメージはっかみにくい。そのた 
め，ページのイメージから HTM しを生成するページャ機能が必要となる。現在 
では，ワープロ文書，プレゼンテーションデータ，表計算データなどから，その 
イメージをページとする HTML 生成機能がそれぞれの作成ツールに存在するよ 
うになった。 
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ベースパンド伝送 


■ベースバンド (base band ) 

コンピュータや端末が出力する信号波。直流伝送波ともいう。減衰ひずみや符 
号間干渉により長距離の伝送波としては適さないが，変調しないで送受信できれ 
ば，送受信機は一般に簡単なものですむ場合が多い。 

例えば， RS -232 C のケーブル長が最大 15 m ， イーサネット LAN で使用する 
同軸ケーブノレでも最大 500 m であるのは，ベースバンドによる伝送を行つている 
ためである。 


[端末卜 


朱| 


~►{端末! 


キャリァ」 

■ベースバンド伝送方式 (base band transmission system ) 

端末で発生するディジタル信号やアナログ信号(画像，音声)を，変調すること 
なくそのまま伝送路へ送信する方式。そのため，データ伝送の多重化はできず， 
雑音にも弱く長距離伝送には適さない。しかし，モデムを必要とせず中継機も簡 
単な装置ですむため，近距離通信のし AN で採用している。基底帯域伝送方式と 

もいう0 

■ベースバンドモデム (base band MODEM ) 

構内通信で伝送特性をよくするために用いる回線終端装置。ベースバンドは減 
衰ひずみの影響を受けやすいため，大きな工場などでは距離が長すぎそのまま伝 
送することはできない。これを使うことによって構内で遠くの相手とデータ伝送 
が可能となる。規格に準拠した変調や復調を行わないため正確にはモデムとは呼 
ベないが，モデムのような働きをするためこのように呼ばれている。 

■ヘッダ (header : HDR ) 

コンピュータネットワークで，送信要求があったとき，そのデータを伝送路へ 
送信するために，プロトコルの各階層でテキストに先行して付加する制御情報。 
例えば，届け先，発信者の情報，パケット番号，メッセージ番号など。 
■ヘッダ制御情報 (header control information ) 

OSI 参照モデルの各層で付加するプロトコル制御情報。単にへッダともいう。 
へッディング ( heading ) は，必要なときにテキストごとにヘッダ制御情報を 
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付加すること。ヘッダ制御情報には，テキストに対する転送路の指示や優先度， 
メッセージ番号などの補助的情報が含まれる。 

データの相手に送る場合，自システムの上位層から下位層へ行くにしたがい， 
層ごとにヘッダ制御情報を付加して行く。受信側のシステムはその逆に下位層か 
ら順に自層のへッダ制御情報を調べ，済んだものを取り去りながら上位層へ昇 
る。そして，最終利用者は元のデータだけを受けとる。 

■ へツデイング (heading) 

伝送したいフアイルやテキストの前に，データ伝送に必要な制御情報.管理情 
報などの補助情報をプロトコルにしたがって付加すること。付加した情報をへッ 
ダという。利用するプロトコルが階層化されていれば，多重のヘッディングが必 
要である。現金書留に例えれば，現金はのし袋にはいり，手紙とともに書留封筒 
にはいり，郵便局で束ねられ，袋にはいり，箱に入り，自動車に積まれる。それ 
ぞれの段階で異なるへッダが必要である。このように多重に包み込むことを特に 
ラッピングという。 —( 関)ヘッダ，ラッピング 
■ 別名 (alias) —( 同)エイリアス 
■ ヘルツ (Hertz : Hz) 

周波数，振動数の単位。記号は Hz 。 1秒間に1回振動する振動数(周波数)が 
1 Hz である。電気通信の搬送波やマイクロプロセッサが動作するクロック周波数 
の表示に用いる。交流の周波数にはサイクル ( c / s ) という単位も慣用で使う場 
合があるが，国際単位としてはこのへルツを使用する。ドイツの物理学者 
G . L . Hertz の名前にちなんだもの。 

■ ヘルバーアブリケーシヨン (helper application) 

インターネットの WWW ブラウザと連動して，さまざまな拡張機能を提供する 
付加プログラム。例えば，動画データ，音声データなど， Web ブラウザ自身で 
は再生できな t 、データを受け取ったとき，対応するプログラムが自動的に起動さ 
れる。 一( 参)プラグインソフト 
■ 返信 (reply) 

電子メールで送られてきたメールに対して，送信元へ返事を出すこと。普通， 
電子メールソフトの返信機能を選択すると自動的に元のメール送信者のアドレス 
が宛先 ( to ) となり，自分が送信元 ( from ) となるように設定する。 

返信の標題 ( Subject ) には受信メールの元の標題の前に R e :をつけるのが慣 
例。また本文中には受信した文章の一部を再掲載して，どのメッセージへの返信 
かわかるようにする。相手の文章の区切り単位に返信を入れるような書き方が一 
般的である。元の文章と返信の区別がつくように，元の文章の行の先頭に特別な 
文字(例： >や#)を挿入するのが慣例である。 
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■返送照合方式 (loop checking system ) —( 同) エコーナエ ック 
■変調 ( modulation ) 

データを伝送するために，データを伝送路を伝わりやす！<、信号(搬送波）にのせ 
ることを変調という。データ通信では，通常ディジタル信号をアナログ信号に変 
換すること。アナログ伝送路が一般的であった時代は単に変調と言えばアナログ 
変調をさしていた。変調には伝送するデータによって搬送波の振幅，周波数，位 
相を変化させる方式などがある。 一( 例)振幅変調，周波数変調，位相変調，パル 
ス符号変調，（対)®調，（参)ディジタル変調 
■変調速度 (modulation rate ) 

1通信路で1秒間に行われる変調の回数。1秒間に1エレメント送る速度を単 
位とし，1ポー （ baud ) という。変調速度とデータ信号速度の関係は，1回の変 
調で伝送できるビット数を n としたとき，次の式で表す。 

データ信号速度 ( bps )= 変調速度 ( baud)Xn 

ボーという単位は送信するデータビットに対しての1秒間の変調回数を表す 
変調速度の単位で；通信速度の単位ではない。例えば，変調方式が4相の位相 
変調なら n は4となる。2相以上の位相変調でなく，1通信路で1秒間に1エレメ 
ントで1ビットを送る場合は，1ポーは 1 bps に等しい。 

一(参)データ通信速度，データ転送速度，変調，データ信号速度 
■変復調装置 (modulation and demodulation : MODEM ) 

-( 同)モデム 



_ポアソン分布 (Poisson distribution ) 


ランダムに到着するトランザクションの到着分布を，一定時間に到着するトラ 
ンザクション数をもとに表現するもの。任意の時間帯に到着するトランザクショ 
ンの数を，確率的に求めるものである。 一( 参)ランダム到着 
ポアソン分布におけるある任意の時間帯 t 間で K 個のトランザクションが到着 
する確率 P K ( t ) は，次の式で表す。 （ A はトランザクションの平均到着率） 
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ボイ スメール 



図ポアソン分布の例 


単位時間における到蘑数 


—( 参)ランダム到着 

■ボイスメール (voice mail ) 一(同) 音声 メール 

■ポイントツーボイント （ point - to - point/direct trunk mode ) 

データ通信の接続形式のひとつで，ひとつの通信回線によって二つの局を接続 
し，その間に他の局を分岐接続しない形式。二地点間接続，直結方式ともいう。 
接続の意味に交換装置を含んで用いることもある。 

データ通信システムにおいて，基本的な形で，局間のデータ通信量が多い場合 
に採用する接続方式。直通回線方式 (direct trunk mode) ともいう。 

—( 同)直通回線方式，（参)回線接続方式 
■ボイントツーマルチボイン h ( point - to - multipoint ) 一(同)分岐回線 
■放棄 ( abort ) 

送信権を得て情報メッセージの転送を実行して いる 局(主局)が，途中で送信を 
中止して主局の権利を手放すこと。例えば，主局側の送信元の応用プログラムが 
プログラム異常などで強制終了となった場合，放棄が行われる。 

—( 関)送信権，中断 

■放送衛星 (direct broadcasting satellite : DBS ) 

放送を目的にした人工衛星。 BS ともいう。通常，赤道上約36000 km の軌道を 
回る静止衛星である。衛星放送のみを目的としているため，通信衛星 ( CS ) とは 
区別する。放送衛星は地形や建物の影響を受けにくいため，難視聴地域解消や髙 
品質の放送の決め手として期待されている。しかし，チャネル数の制限，降雨な 
どの天候の影響を受けるといった弱点もある。一(関)衛星放送 
■ボー ( baud )—( 参)変調速度 
■ボート ( port ) 

①広義には，コンピュータシステムにアクセスする機器や端子。 
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② パソコンと周辺機器を相互に接続するための CPU 側の端子部。入出カポート 
という。データの入出力のチヤネルである。 

③ コンピュータと通信ネットワークを接続する機器。端末ポートという。 

■ ボート番号 (port number) 

コンピュータ内にある複数のプロセスを区別するために TCP プロトコルが使 
う番号。 TCP / IP ネットワーク上で送受信されるパケットは，各プロトコルの 
ヘッダを付加されている。ポート番号は，このヘッダのひとつである TCP また 
は UDP ヘッダに入れる番号をさす。ポート番号は発信元のポート番号と送信先 
ポートの二つがヘッダ上に存在し，各々に発信元プロセスと送信先プロセスを一 
意に識別する目的がある。 （ TCP / IP プロトコルは IP プロトコルでホストの識別 
を行い， TCP / UDP プロトコルでホスト上のプロセスを識別する。） 

TCP プロトコルでは，発信元のポート番号と送信先ポート番号が一致したパ 
ケットをコネクションした相手として認識する。 
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16 


24 


31(ビツト位置) 


送り元ボート番号 


送り先ボート番号 


シ^ンス番号（パイト位圃） 


送達確認（パイト位腫） 


始予約 


フラグ 


チェックサム 


ウインドウサイズ 


緊急指定 


オプション 


データ 


TCP のメッセージ形式 


■ ホームバンキング (home banking) 

家庭内のパソコンや端末で銀行のホストコンピュータにアクセスして受ける銀 
行サービス。振込，振替，残高照会などのほか，ホームシヨツビングやチケット 


予約など のサー ビス提供がある。 

_ホームページ (home page) 

インターネットの WWW サイトに接続した時に最初に表示される画面。運営す 
る主体が提供するガイダンスページが多く，続けて利用できるページの概要や目 
次，索引などを記載する。ホームページから表示される画面は単にページと呼ぶ 
(厳密に区別しないで，すべてのページをホームページと呼ぶ傾向にある）。ペー 
ジを順序よく選択することで，別の数多くのページにアクセスできる。ページは 
文字だけではなく画像や音声を扱うことができる。現在はより対話的な内容にす 
るため CG 1 や Java のアプレットのような技術によつて拡張がなされている。 
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■ ポーリング (polling) 

主局が従局に対し，送信要求があるかどうかを一定の順序で周期的に問い合わ 
せること。主局側に主導権があるため，従局は送信要求があっても主局からのポ 
ーリングとセレクティングがなければ送信することができない。 

—( 関)ポーリング.セレクティング方式，セレクティング 

■ ポーリング . セレクティング方式 (polling selecting mode) 

データリンク制御方式のひとつで，1本の回線に多数の端末を接続した分岐回 
線に適した制御方式。制御局を置き，リンクの確立動作を一括制御する方式。集 
中制御(中央制御)方式ともいう。制御局は一定周期で全端末に送信要求の有無を 
問合せ(ポーリングし），制御局以外の局は制御局からの受信勧誘(セレクティン 
グ），送信勧誘（ポーリング）によってのみデータ転送が可能となる。 

なお，制御局との送受信のみが許されるセントラライズド制御方式と制御局以 
外の局間で送受信が可能なノンセントラライズド制御方式とに分かれる。 

—( 対)コンテンション方式，（参)送信権制御 



■ ポールビット / ファイナルビット (pole bit/final bit) 

順序番号の確認や送信を完了して応答を待っている状態の通知に使用する制御 
ビットのひとつ。フレーム内制御部の5番目のビットをさす。ファイナルビッ 
卜 （final bit ) と一対で使用し，コマンドフレームのとき ポール ビットに，レス 
ポンスフレームのときファイナルビットになる。 

■ 北米方式 (North American Presentation Level Protocol 
Syntax : NAPLPS) 

—( 同) NAPLPS 

■ ボコ _ ダ (vocoder : voice coder) 

音声情報をディジタル化して圧縮する方式のひとつ。またはそのための機器。 
送信側で音声波形を周波数分布と音源を表すパラメタに分離して送る。受信側で 
はそれらを合成して音声に戻す。交換機間の伝送のためだけではなく，1990年 
代にはいってから，移動体通信でも使われるようになった。 
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_ ポストオフィス (post office) 

電子メールの郵便局にあたるメールサーバを構成するソフトウェア。ポストオ 
フィスは，利用者から発信されたメールをいったん蓄積し，受信者の要求によっ 
て受信者の端末にそのメールを配信する。大規模なメールシステムでは，ポスト 
オフィスを複数おいて，ポストオフィス間で複数メールの一括送受信を行う。こ 
れは，郵便局間でトラックを使い大量の郵便物を搬送するのと同じである。 
■■ホストコンビユータ (host computer) 

オンラインシステムなど複数のコンピュータで構成したシステムの中で全体の 
処理の中核となるコンピュータ。センタコンピュータ，あるいは単にホストとも 
いう。一般的には大型の汎用コンピュータで，大容量のファイル装置や高速プリ 
ンタを接続し，ネットワークで結ばれた他のコンピュータに対し種々のサービス 
を提供するコンピュータ。 

クライアントサ_バモデルでは，単にネットワーク上のコンピュータをすべて 
ホストと呼ぶことがある。いっぽう，通信回線を利用してホストコンピュータに 
外部からデータを入出力する装置を端末という。 

■ ボストマスタ (postmaster) 

ポストオフィスを管理するプログラムのこと。メールサーバソフトとほぼ同 
義〇—(参) postmaster , root 

■ ホスト名 (host name) 

① ネットワークに接続しているコンピュータにつけた名称。—(参）ドメイン名 

② インターネットのドメイン名のこと。ドメイン名は結果的にあるホストをさす 
場合があり，ホスト名をドメイン名の意味で使用することがある。 

■ ホットスタンバイ方式 (hot stand-by system) 

障害発生から復旧までの時間を短縮する技法。デュプレックス構成システムを 
使い，主系コンピュータに障害が発生したとき，直ちに待機系コンピュータが対 
応できるようにすること。 

-( 対）コールドスタンバイ方式 

■ボラチ ヱッ ク • ヒンチンの公式 (Pollaczeck-Khintchin's formula) 

平均待ち時間は，平均到着率，平均サービス時間，およびサービス時間分布に 
よって決定されるということを表した公式。例えば， M / G / 1の待ち行列の平 
均待ち時間は，次の式で表す。 

( p/U 1- p )} E ( t s )--"{ 1 + Ct s } 2 

ここで， p は窓口利用率， A は平均到着率， E ( t s ) は平均サービス時間， Ct s 2 
はサービス時間の変動係数の平方である。 一( 関)平均待ち時間 
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■保留時間 (holding time ) 

呼がサービス提供者の資源を利用しはじめてから利用を終了するまでの時間。 
—( 類)回線保留時間 



■マイクロ回線 


( micro-wave circuit / micro-wave communication system ) 

マイクロ波(波長 1 メートル以下の電波。 UHF や SHF ) を利用した地上無線通 
信用の回線，その通信システム。比較的短距離の無線通信に利用される。衛星通 
信回線と異なり，ァンテナを山頂や平地に高く立て中継を繰返しながら送受信す 
る。 —( 関)無線通信 

■マイクロソフト (Microsoft Corporation ) 

MS - DOS , Windows などのパソコン OS を開発したァメリカのソフトウ エア 
会社。ビル.ゲーツが1975年に創立。ゲイツは，プログラム言語 BASIC をパソ 
コン用のインタプリタで設計した人。1980年， IBM 社のパソコン OS を設計した 
後，主力製品をパソコン OS とそのァプリケーションにして急成長した。今日で 
はネットワーク OS , マルチメデイァ OS に力を注いでいる。 

■マウント ( mount ) 

ネツトワークファイルシステム （ NFS ) において，ファイル サーバの ファイル 
システムをクライァントのあるデイレクトリ下に見えるようにする操作。マウン 
卜操作を行つたファイルシステムに対してのみ NFS の諸機能が使用できる。 
マウント操作には，次の2種類がある。 

(1) ハードマウント：ファイル転送でエラーが発生すると正しく処理できるまで 

永久に再試行を繰り返すマウント 

(2) ソフトマウント：後者は設定した回数再試行を繰り返しても エラーと なる場 

合には処理を中止するマウントである。 

マウントはシステム構成（ファイル サーバが 多数ある場合)や業務 データの 配置 
によつては複雑に絡み合うことがある。この場合，システムの性能を低下させた 
り，ノードのダウンにより思わぬファイル障害を発生させる可能性もある。 

なお，マウントのタイミングには，次の2種類がある。 

(1) 静的マウント：システム立ち上げ時に行い，それ以降はシステムが停止する 
までマウント状態のままにしておく 
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(2) 動的マウント：アクセス要求のあったときだけ対象のファイルシステムをマ 
ウントする 

前者は，システム停止時にマウント解除(アンマウント）を行わなければならな 
いが，後者はアクセスが終了して，ある一定時間経過したら自動的にアンマウン 
卜する。 —( 參 ) NSF 

■待ち行列 ( queue ) 

何かを待っための行列，あるいはそのような行列を作ること。 

(1) 0 R(operations research ) の分野では，文字どおりサービスを待つ人や 
荷，自動車の列などに例えられる。 

(2) 情報処理の分野では，先入れ先出し （ FIFO ) のデータ構造。複数のデータを 
順次に記憶するが，取り出せるデータは常に1件で，最も早く記憶したデー 
夕のみである。列の一端で追加し，他の端で取り出しが可能である。コンピュ 
ータによる処理を待つジョブの列やマルチプログラミングで処理する時を待っ 
ジョブ，出力装置が空くのを待つジョブの列（出力待ち行列)などがある。 

(3) データ通信の分野では，蓄積交換回線で回線の空きや相手先のバッファの空 
きを待つパケットやメッセージが待ち行列を作る。 

ノード A 
ノ―•ド B 

ノード C 
ノード D 

ある蓄積交換のノード 

■待ち行列理論 (queuing theory ) 

ある サービスを 受けるために待つ現象，および サービスを 受けるのに要する時 
間を確率的にとらえる理論。 

例えば，銀行や病院の受付を待つ人の列がどの程度の長さになり，したがって 
どの程度待合室に椅子を用意すべきか，また，サービスを行う受付窓口数をどの 
程度増やせば経済的か，などが問題になる。待ち行列理論は，この問題を数学的 
に分析しようとしたもの。計算の基本となるものは，次の3つである。 

(1) サービスを 受けようとするものの到着分布 

(2) 1 回のサービスを受けるのに必要となる時間分布 

(3) サービスの 窓口数 

情報.通信の分野では，トランザクション処理の計算機待ち時間，データ通信 
における回線待ち時間などを計算し，システム設計に利用する。 —( 関)平均到着 
間隔，平均到着数，サービス時間，平均待ち時間，窓口数，ケンドールの記号 
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■ 待ち時間 (latency/waiting time/delay) 

ある動作の要求があった瞬間からその動作を開始する瞬間までの時間。 

① 磁気ディスク裝置に対する読み書きの要求をした時，アクセスアームを所定の 
場所に位置づけ（位置決め時間），特定のデータの記録場所が回転してきた後 
(回転待ち時間)読み書きが始まる。読み書きが始まるまでの時間を待ち時間と 

いぅ。 

② スプーリングを行うシステムで，ジョブを投入してから実行するまでの時間。 

③ オンラインシステムで，トランザクションの要求をしてから応答が返ってくる 
までの時間。 一( 参)応答時間，回線待ち，伝搬遅延時間 

_ 窓口数 (number of server) 

トランザクションを受けつける窓口の数。窓口を設けるコストと待ち時間を考 
慮して決定する。待ち時間についての基準（トランザクションのうち m 個は待ち 
時間が n 分以内■であることなど）により決めることが多い。ケンドールの記号で 
は，最後に指定する。 一( 関)ケンドールの記号 
U / U/U 一窓口数 
■ マネージャ (manager) 

SNMP における管理システム。一(関} SNMP , MIB 
■ マルチキヤスト (multicast) 

単ーバケットの複製を一定のグループのホストに知らせる技術。マルチキャス 
卜を使用する利点はグループ以外のホストに影響を与えずに，同時に複数のホス 
卜に対してパケットを送ることができる。イーサネットのマルチキャストをサボ 
ートしているホストは，複数のグループに属せるように，複数のマルチキャスト 
をひとつのネットワークインタフェースに設定できる。ただし，現在の状況は， 
ブロードキャストと違って，イーサネット上のホストがすべてサポートしている 
とは限らない。(対}ユニキャスト 
■ マルチキヤストアドレス (multicast address) 

イーサネットマルチキャストアドレスと 1 P マルチキャストアドレスがある。 
1 P マルチキャストはイーサネットマルチキャストをソフトウェアから指定する 
ためにある。 IP アドレスの下位23ビットがイーサネットマルチキャストの下位 
23ビットと同じになる。以下に対応づけを示す。 

区別するビット位置 

マルチキャスト01.00 .00.00.00. 00 (例） 01.00.5 E .00. 02.03 

ユニキャスト 〇〇.〇〇.〇〇.〇〇.〇〇.〇〇 ( fj ) AA . AA . AA .01.02.03 

■ マルチプラットフォーム (nrnlti platform) 

複数の動作環境上で実行可能なシステムの性質のこと。マルチプラットフォー 
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ムシステムでは，各動作環境とインタフェースを合わせた中間のソフトウェア 
(ミドルウェア）をそれぞれ用意する。そのソフトウェアを動作環境に合わせて差 
し替えることによって，複数の動作環境で動作可能としている。アプリケーシヨ 
ンをマルチプラットフオーム化するためのミドルウェアとしては，データペース 
管理システム，通信管理システム， GUI プログラムなどがある。 

■マルチフレーム (multi frame) 

WWW 上の Web •ページにおいて，一画面を複数の領域に区切ったもの。例え 
ば，左側に目次，右側に本文，さらに下部には別のページへのリンクなどと関連 
した内容を連動させて表示する。ブラウザによっては非対応。 
■ マルチプレクサ (multiplexer : MPX) 

複数の低速回線のデータを受けて一本の高速回線に送り出したり，逆に高速回 
線のデータを受けて低速回線に分割する働きをする多重化装置。一般に回線経費 
の節減のために使用する。 

■ マルチベンダ (multi_vendor) 

複数の異なるメーカやベンダ(販売元)の製品がひとつのシステム内で同時に用 
いられること。必ずしも明確な定義があるわけではない。初期の情報システムで 
は，周辺機器も本体メーカの供給する製品でそろえるシングルペンダの形態が多 
かった。しかし，分散処理システム，オープンシステムが普及するに従い，端末 
や通信制御装置など汎用コンピュータ以外の製品に，別のペンダからコストパフ 
オー マンスのよいものがあらわれた。ユーザは徐々に複数メーカの製品を受入 
れ，マルチペンダ化が進んできた。なお，オープンシステムはマルチペンダを前 
提としたものである。 一( 参)オープンシステム 
■ マルチポイント (multi-point) 

一本の通信回線上に複数の端末を接続する形態。この形態では，通信回線上を 
流れるデータがどの端末から発信され，どの端末へ送信されるものかを何らかの 
方法で制御する必要がある。 


端末 Q 端末 Q 端末 Q 


ホスト 
コンピュータ 

通信回線 








0端末 0端末 0端末 


■ マルチポス h(multi post) 

複数のニュースグループに対してそれぞれ同一の記事を投稿すること。 
—( 類)クロスポスト，（参)ニュースグループ 
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■マルチメディア (multimedia) 

コンピュータのデイジタル技術を中心として，さまざまなメディア（コンピュ 
ータ，通信，放送，映画，出版など）が融合することによって生まれる新しい世 
界のこと。情報処理の分野では，それまでのテキスト（文字コード）中心から，静 
止画，動画，音声などの世界が融合されることになる。マルチメディアデータを 
ひとつの回線でまとめて通信するサービスをマルチメディア通信サービスとい 
う。代表的なものに B - ISDN がある。また，マルチメディアデータを蓄積，操作 
できるようにしたデータベースをマルチメディアデータペースという。 

また，放送や出版といった従来のメディアにとっては，ディジタル技術によっ 
て新しい作品（コンテンツ）の創出が可能となった。さらに従来実現に多くの資金 
が必要であった特殊効果や演出もオーサリングツールの出現によって相当容易に 
実現できるようになった。 

コンピュータによるマルチメディア処理は，素材の取り込み，蓄積，合成.加 
エ，再生，伝送の順に行われるのが一般的である。結局，コンピュータおよび通信 
技術の飛躍的な発展が，このようなマルチメディアの世界を可能としたいえる。 

■マルチメディアオペレーテイングシステム 
(multimedia operating system) 

マルチメディア処理に適した機能をもつオペレーティングシステム。動画，音 
声などサイズの大きなデータ，時間軸に依存するデータを扱うこと，メディア間 
のデータの互換機能が必要。マルチメディア 0 S を搭載するハードウェアにも， 
処理速度，記憶容量にハイスペックを要求する。 

■マルチメディア処理 (multimedia processing) 

マルチメディアデータの制作，通信，出力などの処理。コンピュータ技術の進 
歩により，文字情報，映像情報，音声情報などがディジタル情報として扱うこと 
が可能になり，対話機構を備えることで従来のメディアにない機能をもった統合 
的な情報伝達メディアになる。 

■マルチメディア通信サービス (multimedia communication service) 

通信サービスには，音声(電話），ファクシミリ，データ通信，映像通信など多 
様なメディアがあるが，それぞれ個別に回線を張るのではなく，これをデイジタ 
ル伝送技術によりひとつの回線にまとめてしまうこと。 ISDN 以前は個別に回線 
を張っていたが， ISDN はこれを統合しようとするもので， ISDN のサービス全 
体がマルチメディア通信サービスに相当する。特に広帯域 ISDN は動画データも 
瞬時に伝送できる能力をもち，多くのマルチメディア通信サービスに対応できる。 
■マルチメデイアデータぺース (multimedia database) 

従来の データ ペースが扱う データは 主として数字 や 文字で表現してあった。こ 
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れに対して，近年進歩した図形，静止画像，動画，音声などが混在する多様なデ 
一夕を蓄積，操作できるようにしたデータベースをさす。 

■マルチリンク手順 ( multi-link procedure i MLP ) 

パケット交換網におし、て一端末が網との間に複数回線をもつことができるサー 
ビス。これにより，回線の信頼性と転送速度の向上が可能となる。 

一(参) INS ネット64， 1 NS ネット1500 



_ ミフー (mirror ノ 


定期的なコピー。または，同じデータを同時に2か所のディスクに書くこと。 
一方が読めなくなったとき，他方が利用できる。一(類）ミラーリング 
■ミラーアーカイブ (mirror archive ) 

インターネットの同一のライブラリデータを複数のサイトに置いたもの。 

例えば，米国ミシガン大学の Macintosh アーカイブは米国内でも10か所以上， 
全世界では40か所以上のミラーアーカイブを持つ。そのため，日本からアクセ 
スする場合メインサイトであるミシガン大学へアクセスしなくても，日本にある 
もっとも近いサイトへアクセスすることができる。 一( 関）ミラーサイト 
■ミラーサーバ (mirror server ) 

同等のサービスを行うもうひとつ以上のサーバ。ミラーサーバと呼ぶ場合，サ 
ーパの処理機能が同等であるだけでなく，内部で持つデータも同等であることが 
多い。クライアントサーバシステムで，クライアントからある特定のサーバに対 
する要求が集中するとコンピュータや通信ネットワークの負荷が偏り，システム 
全体のスループットが大きく下がる。そこで，多くの要求が集中すると予想され 
るサーバは，いくつかのミラーサーバを置き，サーバや通信ネットワークの負荷 
の分散を図る。一(参）レプリケーシヨン，ミラーサイト 
■ミラーサイト （mirror site ) 

インターネットの同一 WWW , FTP , Gopher などのサイトを複数のサーバ 
に置いたもの。ミラーサイトを設置する目的は，最も近い場所にアクセスするこ 
とによるメインサイトサーバの負荷分散，応答時間の短縮，通信費の削減などで 
ある。非常にアクセス回数の多いサーチエンジンなどでは，ミラーサイトを用意 
して検索スピードの向上を目指している。 

—( 参）ミラーリング，ミラーアーカイブ，レプリケーシヨン 
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■ミラーリング ( mirroring ) 

① 鏡に写すように同一情報を別の場所に持つこと。ディスクのミラーリングとは 
同一情報を別ディスク領域に常に保持した状態にすることで，ディスクの二重 
化とほぼ同じ意味である。ミラーリングによって，一方のデータがディスクク 
ラッシュ などで破壊されても，他方に残っているデータを使用できるため，信 
頼性が非常に高くなる。 一( 関）ミラーディスク 

② インターネットでは，同じ情報を別の サーバに コピーして おき， どちらにアク 
セスしても同じ情報を得られるようにすること。ミラーリングしている場所が 
遠隔にある場合，利用者がデータをアクセスする際に近い方をアクセスすれば 
よく，通信コストが節約できる。この場合のミラーリングはフォールトトレラ 
ントの目的よりも，アクセス速度を向上させるキャッシュに近い目的である。 
—( 関)アクセスポイント，ミラーサイト 



■無効フレーム (invalid frame ) 


6個のビット1が連続するフレームや，32ビットに満たないフレームなど， 
理論上あり得ないフレーム。同期が取れていない場合や，雑音等によるデータ化 
けが原因で発生する。 一( 参）フレーム，フィールド 
■無線通信 (radio communication ) 

電波を利用した通信。ケープルを使用しないため，配線工事や設備が不要で， 
受発信装置の移動についても柔軟性に優れている。しかし，アンテナと受信装置 
さえあれば誰でも傍受できるため，通信内容のセキュリティを確保するためには 
データを暗号化するといった対策が必要である。 

なお，受発信のためのアンテナを要する，電磁的な雑音の影響を受けやすい， 
電波がある程度以下に微弱になる場所では使用できない，周波数帯（チャネル)の 
割当てを受ける必要があるなどの難点がある。従来から利用されてきた通信手段 
であるが，情報処理の分野では，衛 a 通信，移動体通信，無線し an などに関心 
が集まっている。 

—( 関)衛星通信，移動体通信，マイクロ回線，無線 LAN , (対)有線通信 

■無線 LAN(radio LAN ) 

構内無線(電磁波や赤外線）を使った LAN 。 有線ケーブルを張り巡らさなくて 
もすむ（配線工事をしなくてもよい）ため， LAN を容易に構築できる。またオフ 
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イスレイアウトの変更により，配線変更といった影響も少ない。 2.4 ギガへルツ 
帯の中速無線 LAN ,19. 5ギガへルツ帯の高速無線 LAN が利用できる。 

ただし，次のような短所がある。 

(1) ノイズによる影響が比較的大きい 

(2) 伝送速度が有線 LAN に比べて遅い 

(3) 伝送距離が20 メートル程度の範囲に限られる 
■無停電電源供給システム 

(uninterruDtible power supplv system • UPS ) — -( ioj ) UP ^ 
■無手順 (non-procedural/teletype procedure) 

伝送制御手順のひとつ。制御用の符号や伝送シーケンスを用いない手順。タイ 
プライタやキャラクタデイスプレイのような，比較的低速，低密度なデータ伝送 
用の通信手順。調歩同期方式の半二重通信。手順が簡単なため導入しやすいが， 
エラー回復手順がないため，低信頼性でも差し支えない場合の通信に用いる。そ 
れに対し，明確なデータ伝送制御手順を持った基本形データ伝送手順や HDLC 手 
順がある。 

■無手順ターミナル ( non-procedural terminal/dumb terminal ) 

—( 同)ダムターミナル 



■ メーリングリスト （mailing list : ML ) 

① 特定のグループに属するメンバ全員のメールアドレスを登録したリスト。メン 
バ全員に配付したし、電子メールを送りたいときに，個々のアドレスを指定しな 
くてもメーリングリストを指定すればよい。 

② 転じて，メーリングリストを利用したインター ネッ ト上の コミュニティ （趣味 
の同好会，同級会， ユーザ 会など）活動をさす。投稿などを全員に配布できる 
ため，情報交換や議論の場として使用する。 

■ メーリングリスト管理ブログラム 
〈mailing list management program ) 

同報通信メールの転送の他，メーリングリストに属するメンバの登録 • 削除の 
自動化，過去のメールの検索などを行うプログラム。 

■ メーリングリスト機能 (mailing list system ) 

電子メールで擬似的にグループ内会議を行うための機構。あるメーリングリス 
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卜を構築すると，メンバ宛ての発言は登録してあるメンバ全員にメールとして送 
られる。メーリングリスト機能は，電子メールのエイリアス機能，同報通信機能 
を応用して実現している。 

電子掲示板機能や電子会議機能ではなく，あくまでも電子メール機能であるた 
め，活発なメーリングリストにたくさん参加している人のところには，大量のメ 
ールが一方的に常時送られてくることになる。 

■メール ( mail ) 

情報通信の分野では，電子メールに同義。 

—( 同)電子メール，（参)電子メールサービス 

■ メールアドレス (mail address ) 

電子メールのメール宛先指定形式のこと。電子メールソフト製品ごとに指定形 
式が異なる。インターネットの電子メール ( SMTP や MIME 標準のメール)では， 
「ューザ名®ドメイン名」の形式である。ューザ名はアカウント名とも呼び，利用 
者を識別するために使用する。例えば，システムの管理者ならば admin，Web 
の管理者なら webmaster などと指定。ドメイン名は，利用者を登録している組 
織（ドメイン）を指定する。例えば，学研なら gakken . co . jp とする。この時 ， co 
は会社， jp は国が日本であることを示す。なおインターネットの発祥地アメリカ 
については国名を書かない。 一( 関）ドメイン名 

■ メール ヘッダ (mail header ) 

電子メールの本文の前に付く情報のこと。メールヘッダには，送信経路，送信 
者のアドレス，発信日付，題目（サブジェクト），宛先アドレス， cc のアドレス， 
転送履歴，メールの種類などの情報が書かれている。 

インターネットでは MIME 規格によってメールヘッダ情報の内容を統一しつつ 
ある。 一( 参 ) MIME 

■ メールボックス (mail box ) 

原義は郵便箱のこと。電子メール網やファクシミリ通信網ではある利用者宛て 
のメッセージを蓄えておくサーバ内の記憶領域。利用者はつごうのよいときに見 
ることができ，必要なものは保存しておくことも可能。 

■ メタリックケーブル (metallic cable ) 

データの搬送線が金属でできているケーブル。局と加入者間の回線，し AN に使 
用するペアケーブルや同軸ケーブルをさす。 一( 対)光ケーブル，（参)海底ケーブル 

■ メッシュ網 (mesh configuration ) 

相手と通信するための経路が複数あるようなネットワーク。ひとつの経路が障 
害でダウンしても別の経路(迂回ルート）を選択できるためネットワークの信頼性 
は非常に高いが，交換機や回線の数を多く必要とする。 
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■メ ツ セージ ( message ) 

広義には，2つのシステム間，プロセス間で交わすデータ。 0 S とアプリケー 
シヨン間で交わすデータも含む。 

① データ通信においては，2地点以上の局間で通信するデータ。例えば，電子メ 
ールで扱う文書のこと。電文ともいう。長さは制限されない。アプリケーシヨ 
ンレベルのデータ伝送の単位である。 TCP / IP では，ストリーム （ stream ) 
と呼ばれることもある。 

② 計算機内の処理機能単位(プロセス）間で通信しあう情報。 


計算機 A 計算機 B 


処理機能単位 A 


処理機能単位 B 


LpaJ 

一 ... J 

- - 

— -| PB | 

(ブロセス） 

メッセージ 

(ブロセス） 


■ メッセージ交換 (message switching ) 

① 蓄積交換方式の一種。データ通信回線のなかでメッセージを受信，記憶，送信 
することによって，メッセージの経路指定を行う処理過程。 

② オンラインリアルタイムシステムの処理方式のひとつ。ある端末装置から送信 
したメッセージを必要に応じて，ホストコンピュータが所定の処理を行い，指 
定した端末に送り出す処理のこと。 

■ メッセージ交換システム (message switching system ) 

端末装置から入力したデータをいったんコンピュータに蓄積し，相手先を調べ 

て送信するオンラインシステムの一形態。また，データ通信では蓄積交換方式の 
一種で，メッセージ単位に交換機でいったん蓄積し，相手端末へ送信する方式。 
—( 関)バケツト交換方式 



■ メッセージ通儅システム (message handling system : MHS ) 

電子メール通信システムの相互接続を目的として， ITU - T が1984年に発表し 
た通信方式の規定。その後， MOTIS という名称で電子メールの標準化を進めて 
いた ISO と調和を図り，1988年に 0 S 1 への準拠性の完全化，セキュリティ機能 
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の拡充などを行った改訂版を発表した。さらに ITU-T は1991年，この勧告をも 
とに EDI (電子データ交換）の勧告を出した。このように， MHS は電子メール通 
信システムの標準として世界的に定着しようとしている。 

規定の内容は，利用者，ユーザエージェント⑴ A)， メッセージ転送エージェ 
ント （MTA)， メッセージ転送システム （MTS), メッセージストア （MS ), アク 
セスユニット （AU) などの構成要素間の関係を規定している。また，それぞれの 
構成要素を渡るメツセージの書式（コンテントとエンベロープ） につ t 、て も規定し 
ている。 



MHS の概念と構成 

■ めでいあきつず (Media Kids) 

国際大学グローバルコミュニケーションセンター (CLOCOM) とアップルコン 
ピュータ（株)が共同で実施する教育研究プロジェタト。パソコン通信による学校 
間交流をテーマ d 活動した。距離を隔てた複数の学校の児童が，通信を介して交 
流する経験から，新しいコミュニケーション時代に必要なモラルや能力，センス 
を学ぶ過程が注目されている。 

■ メディア変換サービス (medium conversion service) 

広義には，データの内容は変えずに異なる形式に変換するサービス。例えば， 
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テキストファイルの内容をファクシミリ通信の信号や音声出力装置への信号に変 
換すること。これにより，電子メール網などで，送信先がコンピュータであって 
もファクシミリであっても，そのことを意識することなく同じ操作でメールを送 
ることができる。ファクシミリ.コード変換装置はメディア変換装置の例。 



■ 網 (network) —(同)ネットワーク 

■ 網間インタフ I — ス （internetwork interface) 

ITU-T の SG (ISDN に関する標準化作業部会)が標準化を進めている， ISDN 網 
間および ISDN 網と既存網とのインタフェース。1.500シリーズの勧告として発 
表される。回線交換による網間インタフェースである No. 7信号方式，同じくパ 
ケット交換による網問インタフェースである X. 75インタフェースを規定してい 
る。 一( 参)網間接続 

■ 網間接続 （network interworking/inter-networking) 

異なる電気通信ネットワーク 
問の接続。国際問接続，電話網 
と ISDN 網間接続，第一種電気通 
信事業者網相互接続， ユーザ 企 
業の専用網間接続，企業内の 
LAN 問接続などがある。網間接 
続が行われることにより，各ネ 
ットワークにある資源（コンピユ 
ータ，データベース内の情報な 
ど）の効率的な利用が可能となる。 

■ 網終端装置 (digital service unit : DSU) 

データ回線終端装置 (DCE) の一種で，端末を ISDN や高速ディジタル専用線と 
いつたディジタルデータ通信回線に接続するときに使用する装置。符号変換，パ 
ルス送受信，多重化などの制御を行う。加入者の宅内で加入者の端末と回線の間 
に設置する。ディジタル回線終端装置，宅内データ回線終端装置ともいう。 
■ 網制御装置 (network control unit : NCU) 

交換網を利用してデータ伝送を行う場合に使用する装置。モデムや DSU など 
のデータ回線終端装置 (DCE) と公衆通信回線の間に接続し，データ通信取扱い 
局の交換設備の起動や復旧，選択信号の送出，着信に付帯する応答確認などの働 
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きをする。 DDX では機械によっては不要な場合もある。専用回線では必要ない。 
手動式と自動式があり，自動式の場合は，自動発信/自動着信が行え，発信着信 
制御手順を ITU-T 勧告 V.25 で規定している。 一( 参)データ回線終端装置 



■ 網制御装置付きモデム (MODEM with NCU) 

網制御装置の機能である自動呼出し接続機能をもっ変復調装置。 

■ 網品質 (network performance) 

ネットワークを利用する立場でのネットワークの機能や性能。品質の観点は次 
のように分類される。 

(1) 速さ，確実さ（接続品質） 

(2) 情報伝達の正確さ（伝送品質） 

(3) セキュリテイの確保が十分である（安全品質） 

(4) 人間にとって使いやすい（操作品質） 

網品質を向上させるためには，上記のようなさまざまな角度から検討を加える 
ことが必要である。 一( 関)伝送品質，伝送効率，誤り制御 
■ 文字多重放送 (teletext) 

テレビ電波のすきま（垂直帰線消去期間）を利用して，文字や図形情報を送信す 
る放送。聴力障害者のために字幕サービスのように画面を補完する利用，ニュー 
ス，天気予報，交通情報など速報的な情報を画面に出す利用ができる。 

—( 參)音声多重放送，ファクシミリ多重放送 

■ 文字同期方式 (character synchronous communication) 

同期式伝送路を使用するデータ伝送で，文字単位に同期をとる同期方式。デー 


n ンピユ I タシステム 
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夕伝送に際して，データを正しく識別するために送信側と受信側でタイミングを 
とる必要があるが，その識別のための同期符号として SYN 符号を使用する方式。 
基本形データ伝送制御手順で用いる。 

■文字化け 

通信中のデータの破損や送受間のプロトコルの違いが原因で，文字コードが正 
しく複号されないまま表示されること。また，文字コードやフォントの解釈が異 
なつて表示，印字する文字が意図通りでないこと。 

■ モジユラジャツク (modular jack) 

ツイストペア線用のコネクタ。もともと電話用ツイスト 
ペア線のコネクタであるが，現在では 10 BASE - T や 
100 BASE - TX などの LAN 用ツイストペア線としても利用 
されている。モジュラジャツクには以下の種類がある。 

• RJ -11 :—般電話用の4線式モジュラコネクタと多機能電話などで使用する 
6線式モジュラコネクタがある。 

■ RJ -45 : Ethernet し AN および一部の電話機で使用する8線式のモジュラコ 
ネクタ。 100 BASE-TX (カテゴリ 5) 対応のものもある。 

■ モデム (modulator and demodulator ■■ MODEM) 

パソコン通信やインターネツトを利用する際 
に，アナログ伝送路(例：公衆電話網)でデータ 
伝送を行うための変調，復調を行う装置。変復 
調装置ともいう。回線と端末の間に接続してデ 
イジタル信号とアナログ信号の変換を行う。 

今日では上記以外にオートダイヤル， FAX 通 
信など NCU のもつ ユーザ サービス機能を付加し モデム信号の一黄 

たモデムもある。パソコン通信や個人でインターネツトに加入する人の増加でモ 
デムの価格は急速に下がり，性能も 33. 6キロビツト/秒の機種が普及段階にあ 
る。一(関)変調，復調， AT コマンド， CC 1 TT コマンド，音響カブラ，モデム内 
蔵電話，網制御装置付きモデム 


信号略称 

意味 

ER 

データ端末レデイ 

DR 

データセツトレデイ 

RS 

送信要求 

CS 

送信可 

CD 

受信キャリア検出 



_ 


_伝送回路_ 

アナログ信号 
(交流信号） 


■ モデム内蔵電話 (telephone with MODEM) 

多機能電話とデータ伝送機能を複合したもの。電話機，モデム，および NCU 



(直流信号） 



(直流信号） 
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(網制御装置)の機能をもつ。これにパソコンなどを接続してダイヤルすることに 
より，電話回線を経由して遠方のコンピュータとの通信が可能となる。 

_モパイルコンビユータ (mobile computer) 

端末の中で，特に通信機能を備えた小型軽量のコンピュータ。主に持ち歩くと 
き使用する。ペン入力を採用しているものが多く，携帯電話とセットで利用でき 
る機種もある。 


_ ユーザ ID(user identifier/user identification) 

利用者個人を識別するために与えたコード （1D コード），または 1D コードによ 
り利用者個人を識別すること。入退室，ファイルアクセス等の際に資格を明らか 
にし，利用権を登録するためのコード。（1>第三者が知ることができる利用者名 
または番号と（2> 第三者が知ることができないパスワードまたは暗証番号からな 
る。利用者名は現在誰が使用中であるかを調べるためにあり，パスワードは本人 
確認のためにある。 ID カードは ID コードのカード状の入力媒体。 

—( 参)識別子，（関)パスワード，暗証 
■ ューザインタフエー • スサーバ (user interface server) 

クライアント サーバ システムの中で，ューザインタフェース機能を提供するサ 
ーパ。ューザインタフェースに GU1 やウインドウ技術を使用すると，端末には負 
荷の大きいグラフィックス処理が発生する。すると端末の業務に支障が出るの 
で，グラフィックス処理に適した専用 サーバが 必要である。ウインドウ サーバと 
呼ぶこともある。 

圓ューザ名 (user name) —( 同)アカウント名，（參)メールアドレス 
_ ューザ ■ 網インタフエース (user-network interface) 

端末と ISDN, または高速ディジタル回線サービスとのインタフェース。基本 
的なインタフェースの考え方は，まずいくつかのチャネル(情報を運ぶためのパ 
イプ）を用意し，その組合せでインタフェース構造を示す。なお，チャネルには 
B チヤネル， D チヤネル， H チヤネル (H0/H11/H12) があり，インタフェース 
構成には，基本インタフェース，一次群速度インタフェース （ 4種類存在）があ 
る。各チャネル内に流れるデータフォーマットや制御手順の規定，インタ フェー 
ス構成別の諸元などは， 0S1 参照モデルの下位3層（物理層，データリンク層， 
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ネットワーク層）にしたがって規定される。 

—( 関） I インタフェース， B チヤネル， D チヤネル， H チヤネル 
■ 有赖通 f 目 (wired communication/ cable communication) 

有線ケーブル(通信媒体にはメタリックケーブルのほか光ケーブルも含む）を張 
り巡らしたネットワークを利用して行う通信の総称。電波を利用する無線通信 
(radio communication ) に対比する語。 

無線通信に比べて次のような長所があげられる。 

(1) ノイズによる影響が比較的少ないこと 

(2) 伝送速度が比較的早いこと 

一方，次のような短所があげられる。 

(1) ケーブルを張り巡らしたり，交換機を設置する必要があるため，通信設備へ 
の投資や通信システム構築の経費が大きいこと。例えば，海外とは海底ケー 
ブルを敷設，国内ではケーブルを敷設するためのトンネル，架線などのエ 
事，企業内では LAN ケーブルを通すためのバイプやフリーアクセスフロアの 
設置などが必要となる 

(2) 通信システムの変更，またオフィスレイアウトの変更などにより，設備変 
更，配線変更といった影響も大きい 

ケーブルは，普通保護被膜（シールド）で覆われており電磁的な雑音に強く，信 
号の減衰も少ない。ケーブルには，ペアケーブル，同軸ケーブル，メタルケープ 
ル，光ファイバケーブルなどの種類がある。 一( 対)無線通信，（関)光通信 

■ユービキタスコンピューティング環境 

(ubiquitous computing environment) 

ゼロックス社パロアルト研究所 (Xerox PARC ) が提唱している近未来社会の 
構図。コンピュータが目に見えな t 、形で生活環境の t ゾこるところに浸透した状態 
をさす。例えば，自動車や家電製品の中には数多くのマイクロコンピュータが仕 
組まれているが，運転者やューザがコンピュータであると意識することはない。 
また，現在，各個人が持ち歩いているパソコンと同水準のコンピュータ，または 
端末がどこにでも置かれて自由に使えると便利である。このように生活用品や消 
費財にマイクロプロセッサが仕組まれて，生活環境が便利で快適なものになるこ 
とを目標とする。 

■ ユニーク (unique) 

一意的であること。同一名がなく，多数の中からあるものを特定できること。 
—( P ) 特定 

■ ユニキヤスト (unicast) 

単ーバケットを一定のホストに知らせる技術。 
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① イーサネットでは，ネットワーク上で一意に決められているアドレスで，ひと 
つのホストに対して知らせる目的で行う。通常，イーサネットの送受信は，ュ 
ニアドレスを使用する。イーサネットアドレスは，次のようにピリオドを付け 
て16進数で表すが，このうち最初の下位のビットが0である場合をュニキヤ 
ストアドレス，1である場合はマルチキヤストアドレスとなる。 

② TCP / IP では，単一の宛先ヘメッセージを送信すること。 

—( 対)マルチキヤスト 



■容量 ( capacity ) 


記憶装置•通信回線などの容量，能力。主記憶装置，補助記憶装置の場合は， 
記憶可能な最大データ量で，通信媒体の場合は，単位時間に伝送可能な最大デー 
夕量で表す。 一( 同)回線容量 
■予防保全 (preventive maintenance ) 

あらかじめ定めた期間内に定期的に点検や動作の確認を行い，障害を未然に防 
止するための保守作業。予防保全は障害の発生を抑えることとなり， MTBF を 
向上させ，システムの信頼性に寄与する。例えば，磁気ディスク装置などでとき 
— ~ どき発生する読取り障害など，自動的にリカバリできたものについても， OS の 

:=1 ログ情報を解析した上で交換することが多い。一(関 ) RAS ， 信頼性，保守 

■予約サービスシステム (reservation service system ) 

列車，航空機などの座席予約，ホテル，催しなどのチケット予約，病院の検診 
や会議室の予約などを行う問合せ応答システム。オンラインリアルタイム処理の 
原型ともいえる。代表的な例には，アメリカン航空の座席予約管理システムのセ 
ーバ，ユナイテッド航空のアポロがある。日本では，1960年から始まった JR (当 
時は国鉄）の「みどりの窓口」サービスを行う MARS (マルス）がある。 

—( 参)オンラインリアルタイム座標予約システム 
■宁 糸勺ン スァ厶 preservation service system ) 

—( 同)予約サービスシステム 

■より対線 (twisted pair cable )—( 同) ペア ケーブル 
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■ ラツピンク (wrapping) 


階層構造のネットワークアーキテクチャで，上層の伝送データを下層のプロト 
コルに従ったヘッダをつけて伝送すること。上層のサービス利用者から預かった 
データをサービス提供者が包装して（へッダやトレイラをつけて），さらに下層の 
サービス提供者に引き渡すことを繰り返す。 一 (関)ヘッディング， エンベロープ 



■ ラン (LAN)— (同 ) LAN 
■ ランダム到着 (random arrival) 

あるトランザクシヨンの到着と別のトランザクシヨンの到着にまったく関連性が 
ない状態。平均到着率が分かっているときランダム到着における単位時間に到着["今 
するトランザクション数の発生確率はポアソン分布に従う。一(関)ポアソン分布 u 



■リアルタイムオペレーティングシステム 
(real time operating system) 

主に制御用コンピュータシステムでリアルタイム処理機能を強化したオペレー 
ティングシステム。処理要求の発生後，直ちにデータ処理を行い結果を返すこと 
を主目的とする。 
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■リアルタイム型 サービス (real time type service) 

マルチメディア通信サービスのひとつで，送信側が送信したほぼ直後に相手の 
端末にマルチメディア情報が出力されるようなサービス。遠隔地にいる人びとが 
同じ場所で会議しているような雰囲気で会議を行う場合に利用される。 

テレビ会議システム，テレビ電話システム，マルチメディア通信会議システム 
などのサービスがある。 一 ( 関)蓄積型 サービス 
■ リアルタイム処理 (real time processing) 

コンピュータに処理要求の信号とデータを入力すると，ただちに処理し，出力 
や応答を行う処理方式。実時間処理，デマンド処理，即時処理ともいう。 

多くの場合，端末装置から通信回線を介して，センタのホストコンピュータに 
データを入力し，処理結果の応答を受ける方式をとる。 

—( 類)オンラインリアルタイムシステム 
■ リアルタイムモニタ (real time monitor) 

リアルタイムオペレーテイングシステムとほぼ同義。特に非同期に発生する複 
数の事象(イベント）を高速に処理することを目的にするタスク管理，時間管理，割 
込み管理を担う。処理の対象となる事象は，人間が要求したコマンドだけでなく， 
システム内の各種のセンサからの定時の情報収集やフイードバックなども含む。 
■ リカバリ （ recovery) —( 同)回復 
■ リスクマネージメント (risk management) 

危険管理。情報処理の分野では，信頼性やセキュリティに関連したシステム全 
体の安全確保にともなう危険管理のこと。資産の価値とリスクの発生要因を分析 
して対策を講じ，最小のコストでリスクを最小に抑えることが目的である。 

—( 参)信頼性，セキュリティ 
■ リスタート （ restart) 

コンピュータシステムで障害が発生した場合に，障害要因を取り除し、た後で， 
障害発生の状態にシステムを復元してシステムを再度スタートすること。また， 
処理途中の状態になっているトランザクシヨンがあれば，チェックポイントまで 
戻って（口ールバックして）再実行すること。リスタートが自動化されて L 、れば， 
より MTTR を低く押さえることができる。 

_ リダイヤル (redial) 

電話機などに直前にダイヤルした番号が記憶されていて，1回のボタン操作で 
その番号をダイヤルする機能。相手が話し中で，しばらくしてから再度ダイヤル 
するときなどに便利な機能。 FAX やパソコン通信ソフトなどは，相手先が話し 
中のとき自動的に再ダイヤルを行う機能を組み込んでいる。ただし，むやみに再 
ダイヤルを繰り返すと回線を輻輳させるので，適当な時間遅れを設けなければな 
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らない。 一( 参)オートダイヤル 

■ リピータ (repeater) 

データ伝送路の延長装置。データ伝送路を流れる情報は電気信号の形(ベース 
バンド）で伝わるが，伝送路が長くなると信号の減衰が発生する。そこで，この 
装置を使い伝送路の途中で減衰した信号を増幅し他方へ中継する。中間中継装置 
ともいう。 

この装置は，単に減衰した信号を増幅するだけの機能しかないため，雑音も増 
幅する欠点がある。特に，イーサネットタイプの LAN 内のセグメントを中継す 
るリビータを口ーカルリ ピー タ (local repeater ) という。 

また， WAN を介して LAN 間を接続するリビータをリモートリビータ (remote 
repeater ) と呼ぶ。なお，リモートリピータは2台1組で使用するため，その 
1台のことをハーフリビータともいう。タイプの異なる LAN 間を接続するにはブ 
リッジやルータを使用する。 一( 関)セグメント，ハブ 



■ リモートアクセス (remote access) 

遠隔地の端末装置からジョブやデータを入力し，ホストコンピュータを利用する 
こと。また，センタのデータベースなどを利用すること。遠隔アクセスともいう。 
■ リモートジヨブエントリ （remote job entry : RJE) 

遠隔地の端末とセンタの端末を区別せず処理するセンタの計算機システムに， 
遠隔地の端末からジョブやデータを投入し，処理する方式。遠隔ジョブ入力とも 
いう。ジョブと入カデータを一括してオンラインの端末装置から通信回線を介し 
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て入力し，ホストコンピュータがジョブ実行した結果をやはり通信回線を介して 
端末装置へ送り返す。データの送信や結果の入手に，郵送や輸送の必要がなくな 
るが，処理結果の受け取りにリアルタイム性は特に求めない方式といえる。 



■リモートバッチシステム (remote batch system ) 

遠隔地の端末とセンタのホストコンピュータのバッチ処理システムを通信回線 
で結んだ計算機システム。遠隔地の端末が送ってくるジョブやデータを，センタ 
のジョブやデータと区別せずに，センタの計算機システムで処理する。プロダラ 
ムやデータの送信や結果を入手に，郵送や輸送の必要がなくなり，入カデータや 
出力結果は，通信回線を介して遠隔地の端末で入出力ができる。 

■リモートバッチ処理 (remote batch processing ) 

オンライン処理の一形態。遠隔地の端末から通信回線を利用して，ホストコン 
ピュータのバッチシステムに多量のデータを1度にコンピュータに伝送，入力 
して，処理を実行させ，結果を再びオンラインで返送する処理方式。遠隔一括処 
理ともいう。 —( 関）オンラインシステム，リモートバッチシステム 
■リモートファイルアクセス (remote file access ) 

自システム内のファイルにアクセスするのと同様の操作で，ネットワークで接 
続した別のコンピュータのファイルを直接アクセス可能とする機能。実ファイル 
を持つ相手のコンピュータのことをファイルサーバと呼ぶことがある。 UNIX , 
NetWare , Windows NT のネットワーク機能を持つ OS で，この機能を提供 
している。遠隔ファイルアクセスの具体例には， NFS , RFS , VFS などがある。 
■リモートファイルシェアリング (remote file sharing : RFS )—( 同 ) RFS 
_リモートブリッジ (remote bridge ) 

LAN で使用するプリッジの中で， WAN や ISDN を介して遠隔にある LAN とデ 
ータリンクレベルで中継する装置。ハーフブリッジ (half bridge ) ともいう。 
■リモートプロシジヤコール (remote procedure call : RPC ) 一(同 ) RPC 
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■ リモートホスト （remote host) 一 (対)口ーカルホスト 
■ リモートメインテナンス (remote maintenance) 

ユーザシステムのハードウェアやソフトウェアの修理，点検およびソフトウェ 
アの入れ替え，追加などを直接ユーザに出向かず，通信回線を接続した保守担当 
会社の端末から行う保守作業。遠隔保守ともいう。 

遠隔保守により，システムがまったく起動できない場合を除き，点検作業や障 
害の初期調査では保守員の移動時間が不要となり迅速な対応が可能となる。 

_リモートリ ビータ (remote repeater)—( 参）リピータ 
_ リモートログイン (remote login) 

あるコンピュータから別のコンピュータ（ホスト）にログインすること。遠隔口 
グインともいう。この機能が利用できると，いながらにしてネットワークに接続 
されたどの利用可能なホストの端末(仮想端末）にもなれる。利用者のアカウント 
はネームサービス機能などによりあらかじめ利用するホストに登録しておく。利 
用者は，ホスト名を指定してログインする。ただし，これを無秩序に許すとクラ 
ッカー（ハッカー）の侵入を防御できないセキュリティホールになるおそれがあ 
る。一(関 ) TELNET 

圓流通情報システム (physical distribution information system) 

物流分野に適用した情報システムで，受発注業務，在庫照会，入出荷データ， 
貨物追跡管理，請求管理などのデータを電子化し，コンピュータや通信回線を利 
用し処理するシステム。 

物流 EDI では，荷主.倉庫.運送業者.金融業者など多数の事業者の相互間で 
のデータ交換が必要であり，標準化された EDI プロトコルが使用されている。 
_ 量子化 (quantizing/quantization) 

標本化したアナログデータの振幅値をしきい値によりいくつかの区間に区切 
り，各区間内の量を同一の値と見なすこと。例えば， 150 以上 151 未満の値はす 
ベて 150 として扱う。量子化によって次の工程である符号化が容易となる。 
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ただし，量子化のレベル分けが粗いと誤差(量子化雑音)が大きくなりデータの 
品質劣化が発生しやすくなる。特に，画像データでは量子化レペルを細かくして 
画像品質を劣化させないようにしている。 

—( 参) A / D 変換，（参）しきい値，（参)サンプリング 

■ 利用者 ID(user identifier/user identification)—( 同)ユーザ ID 
■ 両方向交互通信 (two way alternate communication) 

—( 同)半二重伝送 

■ 両方向同時通信 (two way simultaneous communication) 

—( 同)全二重伝送 

■ リンク (link) 

通信ネットワークのノード間をつなぐ通信路。リンクには，ケーブルや無線通 
信路などの物理的通信路と，論理ネットワークのプロトコル階層でのプロセス間 
を結ぶ論理的通信路（データリンク， OSI ではコネクション）とがある。 

コネクションが1本でも物理的リンクは複数存在することもある。逆に1本の 
物理的リンクに複数のコネクションが存在することもある。 一( 同)データリン 
ク，（対）ノード，（類）コネクション，（関）コンピュータネットワーク，通信路 
■ リング型ネツトワーク （ring type network) 

ローカル エリアネットワークでの ループ 網接続方式のひとつで，複数のノード 
が伝送媒体により環状に接続する方式。伝送制御に関しては，すべてのノードは 
対等な関係にあり，分散制御によりリングを平等に共有して，任意のノード間で 
データを転送できる。なお，リング型ネットワークの信頼性を向上させるため， 

2本の線でリンクを作りループバックを行う。 

—( 参)ネットワークトポロジ，ループバック機能 
■ リンク制御プロトコル (Link Control Protocol : LCP) 一(同)し CP 



■ ルータ (router) 


WAN を経由して LAN 間接続を行う装置のひとつで，ネットワーク層以下のプ 
ロトコル体系が異なる LAN どうしを接続する中継装置。名前が示すように複数 
の LAN を相互接続した構成で効率的な経路を設定するルーテイング機能(最終経 
路選択機能）をもつ。ルーテイング機能は，ブリッジにはないネットワークアド 
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レスを使っているため，余分なデータが無関係な LAN 上を流れないようになっ 
ている。ルータには， WAN を経由して中継するリモートルータ，複数の LAN を 
直接つなぐローカルルータがある。 一( 参)ブルータ 


ルー タ 



通常ルータは1台で2つ以上のネットワークを接続できる 

■ ルーテイング (routing) 

大規模な通信網や通信網間で，2局間に存在する二つ以上の回線経路の中から 
最も適したルートを選択すること。経路選択ともいう。最適経路選択の基準は， 
最短経路，最低料金経路，最低負荷経路，最高速経路(転送遅延時間最小経路)な 
どがあり，それぞれ要求に応じて組合せの優先度が変わる。 

—( 関)ダイナミックルーテイング 
■ ル — 卜 （ route) 

ネットワークで任意のノードをつなぐリンク(道筋)。経路ともいう。ネットワ 
ークトポロジの種類(例えばメッシュ型)により，ノード間をつなぐ経路が複数に 
なることもある。 

■ ループバック様能 (loop back function) 

トークンリング方式で，回線の障害対策としてリングを二重化 U リングで障 
害が発生した場合に障害部分を切り離してリングを再構成する機能。 

一(参）リング型ネツトワーク 



■ ル -- プバックテスト （loop back testing) 

自システムの通信制御処理が正しいかを検査するため，自分宛てにデータを送 
信し，網を経由し受信するテスト方法。折り返しテストともいう。 
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自システムの送信処理と受信処理のテストを通信相手と連絡を取り合わずにテ 
ストできる。そのため，通信障害が発生した場合，まずそれぞれループバックテ 
ストを実施し，自システムや網の一部が正常であることを確認する。ループバッ 
クテストでも問題の原因が発見できなかった場合は，プロトコルアナライザなど 
を使用して相手との通信テストを行う。 

■ループ網 (loop configuration ) 

すべての局を環状に結ぶネットワーク。総ルート長はほぼ最短であり，任意の 
2局間に時計回りと反時計回りの独立な二つの回線収容経路を必ず確保できる 
基本形態である。ただし，断線障害に対する影響が他のネットワークトポロジよ 
り大きくなる。 



■レイア ( layer ) 

階層構造の層のこと。 一( 参) OSI 参照モデル 


■レ —ザ (laser : light amplification by stimulated emission 
of radiation ) 

自然光と異なり，波長が単一で位相のそろった人工的な光。光源には，ガス. 
結晶.半導体などを利用する。コンピュータや通信で用いるものは常温の半導体 
レーザが多く，光ディスク装置の読み書きヘッド，光通信の搬送波として用い 
る。これらはレーザが高エネルギーであることや電磁的雑音に強!^、特色を生かし 
た例である。 一( 参)光ファイバ，光技術 
■レジス トリ ( registry ) 

ハードやソフト，ネットワークなどの正当な使用者であることを登録するこ 
と，またはその登録簿に相当するデータベース。アクセス権の確認，課金情報の 
管理などに使用する。転じて，シェアウェアを使用する際に支払う寄付金など。 
■レスポンス （ response )—( 参）コマンド/レスポンス 
■レスポンスタイム (response time )—( 同)応答時間 
■レプリケー シヨ ン ( replication ) 

データペースを他のサーバ上で複製する機能。分散型データペースシステムで 
は，あるデータを特定のサーバにのみ置くと，ネットワーク上のある部分にトラ 
フィックが集中したり，ネットワーク全体のトラフィック量が増加したりする。 
そこで，データペースの複製をいくつかのサイトで持ち，一番近くのサイトのデ 
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ータベースにアクセスするようにすれば，ネットワーク上の負荷分散と負荷の低 
減が可能となる。なお，更新の際一時的に複製間の内容の不一致が発生するた 
め，レプリケーションには不一致状態の管理と定期的に内容を一致させる機構が 
必要となる。 一( 参）ミラーサイト 



■ 口ーカルアドレス管理 (local address administration ) 


ある特定の LAN 内で，すべてのノード（クライアント，サーバ，中継装置など） 
のアドレスを一意に割り当てるアドレス管理。他の LAN のローカルアドレス管 
理との関連は考えない。 

一 (対) グローバル アドレス管理，（参 ) L A N グループ アドレス 

■ ローカルエリアネットワーク (local area network : LAN) — (同) LAN 

■ ローカルディスク (local disk unit) 

ネットワークを経由して接続するディスク装置に対して，利用者のコンピュー 
タシステムに直接に接続しているハードディスタをさす。 

■ 口ーカルブリッジ (local bridge)—( 関)プリッジ 

■ 口ーカルホスト （local host) 

自ホストのこと。分散処理システムでは，処理の主体となるコンピュータ（ホ 
スト）が複数存在する。そのとき，ネットワークを経由しないで処理しているホ 
ストをローカルホストという。また，ネットワークを経由した遠隔地のホストを 
リモートホストという。分散処理システムでは，リモートホストやリモートホス 
卜上の資源（ファイル，データベース，プリンタなど）を，ネットワークの存在を 
意識させずあたかもローカルホストにあるかのように扱えるようにすることが目 
標である。 

■ 口ーカルリピータ （local repeater) 一(参）リピータ 

■ ロールバック (roll back) 

システム障害の発生で中断された処理を，その処理のすべてが行われなかつた 
状態に戻すこと。マスタファイルのロールバックの場合，更新前情報を用いて口 
ールバック処理を行う。この後，ロールフォワード処理を行う。 一( 参)回復 

■ 口ールフォワード （roll forward) 

ファイル装置の障害などで破壊されたファイルを，障害発生の直前の状態にま 
で復元させること。セーブしたファイル（バックアップファイル）を正常なファ 
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イル裝置に戻し，セーブ時以降の更新後情報（ジャーナルログ)でファイルをす 
ベて更新し，復元を行う。 

■ログ (log) 

コンピュータシステムの動作，状態，操作状況などの時間的推移の記録。オン 
ラインシステムなどで，どのような状態でシステムがダウンしても回復できるよ 
うに，処理途中のファイルやデータペースの更新情報を記録しておくファイル。 
システムの稼働統計をとるときなどにも利用する。定期的にとる稼働記録をジャ 
- ナル ( journal ) といい，これらの記録をとることをロギング ( logging ) という。 
トランザクシヨン処理では，ジャーナルの採取は必須である。 

■ ログアウト (logout) 

コンピュータシステムやネットワークのサービスを利用していた状態を終了さ 
せること。ログインからログアウトまでの状態をセシヨンという。 

—( 対)ログイン，（参)セシヨン 

■ ログイン (login) 

コンピュータシステムやネットワークのサービスを利用するためにアクセスを 
可能にすること。端末から ID とパスワードを入力して，システム資源と接続さ 
せる。端末からのアクセスの場合，通信ソフトの起動，プロトコルの設定，ダイ 
ヤリング， ID コード，パスワードの入力などの手続きをいう。 

—( 対)ログアウト，（参)セシヨン 
■ ログオン ( する ) (log-on) —( 同)ログイン 
■ 論理チヤネル (logical channel) 

パケット交換のネットワーク層の管理において，個々の発信端末，着信端末の 
組合せに対して設けられ，パケット転送の管理単位になる論理的なチャネル。バ 
ーチャルサーキット （ VC ) でのみ使用し，パーマネントバーチャルサーキット 
( PVC ) では通信相手が決まつているので論理チャネルの制御は行わない。 

_ 論理チヤネル番号 (logical channel number) 

パケットの基本形の中の論理チャネルの番号。細かくは，論理チャネルのグル 
ープを識別する論理チ十ネルグループ番号と，グループ内の論理チャネルを識別 
する論理チャネル番号からなる。 

■ 論理ネットワーク (logical network) 

コンピュータネットワークにおいて，物理的な交換機や通信媒体を抽象的にモ 
デル化したもの。実際の電気通信においては，媒体，接続，交換，分岐などの物 
理的設備が環境となるが，コンピュータネットワークにおいては，これらを抽象 
的にとらえ論理的な通信路と考える。その通信路を利用するために必要な情報が 
あり制御をすればよいと考えるときのネットワーク構造。すなわち，通信処理機 
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能を持つ装置をノードとし，各装置上の運転管理プログラム，システムオペレー 
夕などを果たす通信.情報処理機能をシステムプロセス，交換回線や専用線等の 
伝送路をリンクと定義してモデル化する。これらのモデルを用いると，実際の構 
成要素の特性にとらわれる必要がなくなり，通信ソフト等を設計しやすくなる。 
一(参)仮想 



■ ワイドエリアネットワーク （wide aria network : WAN) — ( 同 ) WAN 
■ ワクチンプログラム (vaccine program) 


コンピュータウィルスに侵されたプログラムやファイルを知らせたり，手当す 
るプログラムの俗称。免疫プログラムともいう。ワクチンがウィルスに対抗する 
薬物であることから比喩的に名付けたもの。 

—( 類)アンチウィルスプログラム，（関）ウィルス 
■割込み (interrupt/interruption) 

CPU があるプログラムを実行中，それを一時中断して，ほかのプログラムを 
実行すること。後で前のプログラムを再開できるようにしてある。 

一般に幾つかの割込みを随時受けつけることが可能であり，割込み処理中にさ 
らに割込みがある場合は，優先度の高さによって処理する。また重要なプログラ 
ムの実行中は，特定の割込みだけを許すようにし，他の割込みを禁止することも 
できる。 

データ通信プログラムでは，相手からデータが送られてきたとき，あらかじめ 
定義した割込み処理ルーチンで行うことが多い。その理由は，相手からデータが 
送ってくるタイミングは予測不可能で，待つ間は別の処理の低優先度処理を行っ 
ているのが効率的であるためである。 

■ワン (WAN) —(同 ) WAN 
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I _ 数字 • 記号 I 

■一次局 (primary station ) 

—( 類)主局，（参) HDLC 手順，（参）コマンド/レスポンス 

■ 10BASE-2 —( 同)シンワイヤ，（関)イーサネット 

■ 10BASE-5 —( 同)シックワイャ，（関)イーサネット 

■ 10BASE-T —( 関)より対線，（関)イーサネット 

■ —次群速度インタフエ_ス (primary rate interface ) 

ユーザ.網インタフェースの一種で，おもに企業などの大規模ユーザが利用す 
るもの。 NTT では INS ネット1500という商品名で提供している。 B チャネル 
(64 kbps ) を主体とする一次群 B チャネルインタフェース， H チャネル ( H 0/ H 11 
/ H 12) を主体とする一次群 H 0 チャネルインタフェースと一次群 H 1 チャネルイ 
ンタフェース（両者とも最大 1.5 または2メガ bps )， B チャネルと H チャネルを 
混合した一次群混合インタフェースに分類できる。なお，1990年にサービスを 
開始した高速デイジタル専用線サービスのユーザ.網インタフェースでは一次群 
インタフェースよりさらに高速の二次群インタフェース（最大6 メガ bps ) を定義 
している。 一( 参)ユーザ•網インタフェース 

■2B + DUwo Bearer channels and one Delta channels ) 

—( 参 ) I NS ネット 64 ， B チャネル， D チャネル 
■23B + D (23 Bearer channels and one Delta channels ) 

一(参 ) I NS ネット1500， B チャネル， D チャネル 
■二次局 （secondary station ) 一(参) HDLC 手順 
■2 バイト文字コード （double byte character code : DBCC ) 

2 バイトで構成する文字。日本では J 1 S 情報交換用漢字符号が代表的。このほ 
か，中国，日本，韓国などの漢字文化圏で用いる CJK 統合漢字コード， EUC (拡 
張 unix コード）， ISO が規定する UCS -2 が2バイトコードである。 

—( 参 XJIS 情報交換用漢字符号，マルチバイト文字， EUC , UNICODE 
■ —次群速度インタフエース （secondary speed interface ) 

高速デイジタル専用線のユーザ.網インタフェースのサービス品目のひとつ 
で，3〜 6 Mbps を提供する最高速のインタフェース。ケーブルは2本の同軸ケ 
ーブル （ 1方向1本）を使い，789ビットのフレーム構成で伝送する。使用チャネ 
ルは一次群インタフェースと同じで， B チャネル， H 0 チャネル， H 1 チャネルを 
使用する（ただし，最大96チャネルまで使用可能）。なお， N - ISDN では今のと 
ころ二次群インタフェースのサービスを規定していない。 
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■ 2 線式回線 ( two-wire circuit ) 

2本の導線を用いて送信あるいは受信を行う回線。電気信号は2本の導線を1組 
として使用するため1本の伝送路になる。通常同時に両方向からデータを送信する 
ことはできず，単方向通信あるいは半二重通信に用いる。一般的に全二重通信を 
行うには4線式回線が必要となる。2線式回線でも全二重通信を可能にする帯域 
分割，エコーキャンセラ装置の利用，ピンポン伝送などの方式を利用する。 

—( 参）ピンポン伝送方式，半二重伝送 

■二相コミットメント （two phase commitment ) 

複数資源の同時更新を保証する排他制御方式。言葉のとおり次の2段階に分 
けて処理を行う。第1段階は，各資源の更新可能性(別のプロセスが更新しよう 
としていないか）を調べる（もし，可能であればロックする）。その結果，更新しよ 
うとする すべての 資源が更新可能であれば，第2段階として更新を実際に行う。 

ただし，ひとつでも更新可能でないものがあれば，すでにロックした資源をす 
ベて解放し，一定時間後，第一段階からやり直す。この方式により，分散した各 
種資源の同時更新を保証するとともにデッドロックを防止する。 

■二地点間接続 ( point - to-point connection ) 

二つのデータ端末装置の間だけで確立した接続のこと。直結方式ともいう。接 
続の意味に交換装置を含んで用いることもある。 一( 参)回線接続方式 
■4 線式回線 ( four-wire circuit ) 

2地点間で，同時に両方向の通信が可能な全二重伝送方式で使用する回線。2 
線式の回線を2組用いたものである。 一( 関)全二重伝送 



BABM(asynchronous balanced mode )—( 同)非同期平衡モード 

BACK ( acknowledge ) 肯定応答 一( 関)伝送制御文字 

■ActiveX 


アメリカのマイクロソフト社が1995年に発表したインターネットアプリケー 
ション動作環境。同社ソフトウエア製品または同社システム環境上で動作するア 
プリケーシ s ンソフトが，インターネット環境でも同様に動作する。基本的な考 
え方は，同社の OLE や OCX をインターネット環境に拡張したもの。 ActiveX に 
対応したサーバ製品として ， Internet Information Server ( IIS ), Exchange 
Server などがある。 
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各種計測装置で計測した連続的な物理量または数値データ（アナログデータ）を 



. ActiveX コンテナ…インターネット環境で利用者とヒューマンインタフエー 
スをもつクライアント側アプリケーシヨンソフトウエ 
ア。具体的には，同社のブラウザである Internet Ex ¬ 
plorer がそれにあた る。 

• ActiveX コントロール… OCX を改良したもので， ActiveX コンテナに付加 

的な機能を加えるための API を実行するもの 

• Active ) (スクリブト… ActiveX コントロールを制御するためのテキスト形式 

の命令文 

• ActiveX スタリプトエンジン… ActiveX スタリブトを実行する ActiveX コ 

ントロール 

—( 関) OLE，OCX 

■A/D 変換 (analog-to-digital conversion) 

音声や画像などのアナログ信号をディジタル信号に変換すること。アナログ信 
号の (1) 標本化， （2) 量子化， （3) 符号化の順でディジタル信号に変換する。この 
変換を行う専用装置に コー テックや ボコーダが ある„ 
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離散的な表現(ディジタルデータ）に変換する機器。原理的には一定の時間間隔で 
サンプリングしたデータを量子化し，ディジタル信号に符号化する。センサ(検 
出器）からのデータをコンピュータ処理する場合などに必要になる。 A / D 変換 
の際には， （1) 分解能， （2) 精度， （3) 変換時間，（4>入出力範囲等を考撤し，目的 
にかなったものを選ぶ。 

—( 対) D / A 変換器，（参)サンプリング，量子化，符号化 
■ADPCM(adaptive differential PCM) 

音声データのディジタル変調方式のひとっ。適応差分パルス符号変調方式。音 
声波形を標本化し，標本間の差分の大きさにしたがって量子化幅を逐次変化させ 
る符号化方式。通常の PCM によって符号化された音声信号は64キロ bps の伝送 
速度を必要とするが， ADPCM による音声信号は32キロ bps でも伝送可能である。 
—( 参 ) PCM 

BAM (amplitude modulation) —( 同)振幅変調 
■ANGEL 

(Advanced Number Guide system by Electronic computer) 
NTT の電話番号案内サービス。 —( 同)エンゼル 
■ANK(alphabetic, numeric and kana) 

① コンピュータが扱う1バイト系の文字集合。アルファぺット（英字），ニュー 
メリック（数字)，カナ文字のこと。 Alphabetic (英字）， Numeric (数字）， 
Kana (カナ文字)の頭文字を取った略称。一般にはその他の記号文字も含む。 
入出力は半角文字扱いである。アンク文字ともいう。 

② 上記に限ったデータを扱うこと。 ANK しか扱えない端末を ANK 端末と呼び， 
漢字端末（日本語端末）と区別する。分散処理で端末が ANK の場合，送信でき 
るデータに制限が発生する。そのため，一般的に相手の端末が ANK 端末か否 
かをホスト側で端末属性のデータペースなどを用いて，あらかじめ知っておく 
必要がある。 

■anonymous(.anonymous) 

匿名のこと。氏名や 1 D を明らかにしないでシステムを利用すること。多くの 
場合，アクセスの際の ユーザ 1 D として 「 anonymous 」， パスワードとして 「guestj 
を許す。 

■anonymous-t-1 Planonymous-file transfer protocol) 

利用資格を問われず， ID を明らかにしなくても利用できるインタ—ネットの 
FTP 。 ユーザ ID としては ranonymousJ , または 「 ftpj を入力し，パスワード 
には自分のネットワークアドレスを入力すればよい。利用者を限定しない無料の 
ソフトやデータを提供するシステムが多い。公開型 FTP , 匿名 FTP ともいう。 
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BANSI(American National Standards Institute) 

米国規格協会。 1928 年に，電気，機械，金厲など5つの団体の技術標準化委 
員会として設立。当初は ASA と呼んだが，1966年 USAS 1 と改称し，1969年 ANSI 
と改称した。米国の工業分野の標準化の最高機関で，国際標準化機構 ( ISO ), 国 
際電気通信標準会議 ( IEC ) の主要構成メンバである。規格原案は傘下にある組織 
( T 1委員会など）が作成し，これを認証する形をとっている。データ通信関係で 
は， X . 12で示す EDI や) (3 T 9. 5で示す FDDI の標準化に力を入れている。 
_AP(access point) —( 同)アクセスポイント 
HAPI(Application Program Interface) 

オペレーテイングシステムとアプリケーションプログラムをつなぐインタフェ 
ース。アプリケーションプログラムが 0 S の機能を使うときに呼ぶ関数の集ま 
り。 0 S がアプリケーションプログラムに提供するインタフェース仕様である。 
ハードウェアの機能を直接的に操作するアプリケーションプログラムを開発する 
と，同じ 0 S 用のアプリケーションプログラムでも機種が違うと動作しない場合 
がある。そこで採られたのが， 0 S 側で設けた標準インタフェースである API を 
介してハードウェアを操作するようにアプリケーションプログラムを開発する方 
式。 AP ! を利用して開発したアプリケーションプログラムは，同じ API を有する 
機種ならソースプログラムをコンパイルし直すだけで容易に移植できる。 

—( 類）システムコール 

■AppleTalk 

アップル社の Macintosh 専用の通信ネットワークソフトウェア，またはその 
プロトコル。 

■APSK(amplitude phase shift keying) —( 同)振幅位相偏移変調 
■archie 

情報検索サービスのひとつ。 

( 1 ) 匿名 FTP サーバのホスト名やファイルの位置を検索するプロトコル。 

(2) 上記のプロトコルでホスト名やファイルの位置を検索すること。 

archie サーバは定期的に匿名 FTP サーバの提供する情報を集め， データ ペー 
ス化している。検索サービスであつてダウンロードする機能まではない。 

A BARMCasynchronous response mode) —( 同)非同期応答モード 
■ARP(address resolution protocol) 

TCP/IP プロトコルのひとつ。イーサネット上で TCP/IP を使うときに用い 
るアドレス解決プロトコル。ホストのインターネットアドレスからイーサネット 
アドレスを探し，変換する役割がある。 
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■ARPANET(Advanced Research Projects Agency Network) 

1968 年，米国国防総省高等研究局 ( ARPA , 現在の DARPA ) が中心となり， 
ソフトウェアやハードウェアの共同利用を目的として，米国各地の研究機関の単 
体のコンピュータを結んだネットワーク。世界で最初にバケット交換方式による 
データ通信や TCP / IP によるデータ通信を行う'など，今日標準となっているネ 
ットワーク技術を確立したネットワーク。現在は世界を結ぶインターネットへと 
発展している。 

■ASCII(American Standard' Code for Information Interchange) 

ANSI が制定した米国標準情報交換用コード。 ISO の7ビットコードにパリテ 
ィビットを付加した8ビットでコード化した文字集合(制御文字と通常文字の128 
種）。日本では，これをもとに J 1 S 8単位符号を制定している。現在のほとんど 
の パーソナル コ ンピュー タが採用している。 

■ASCII ネット (ASCII Net) —( 同) アスキー ネット 
■ASK(amplitude shift keying) —( 同)振幅偏移変調方式 
■ASYNC(asynchronous) —( 同)調歩式伝送，（対)同期式伝送 
■AT &T(American Telephone and Telegraph Company) 

アメリカの代表的な情報通信会社。アメリカの電気通信産業を独占した企業 
Bell Telephone Co . であったが，1984年に分割され，競争原理が導入された。 
しかし逆に，これまで禁止されてきたコンピュータ分野への進出が認められるよ 
うになり，ソフトウェア分野でもオペレーテイングシステムの UNIX を製品化した。 
_AT コマンド (AT command set/Hayes command set) 

アメリカのヘイズ社が開発したモデムを制御するコマンド体系のひとつ。ほと 
んどのコマンドの先頭に文字 AT を付けて入力するのでこの名がある。市販の通 
信ソフトの多くがこの体系を利用しているが，簡単なメニュー操作で自動的に通 
信を実行する機能があるため，ユーザは AT コマンドを意識する必要はない。市 
販の通信ソフトでは十分にできないきめ細か t 、通信をユーザが自力で行うために 
は知る必要がある。 一( 参) CC 1 TT コマンド 
■ATM (asynchronous transfer mode) 

広帯域 ISDN の基礎技術で，音声，データ，画像などのマルチメディアを伝送 
するために，回線交換の高速性とバケット交換の柔軟性の両面をもった非同期転 
送モード。 1 TU-T で標準化の検討を進めている。 LAN 用の ATM 交換機は実用 
化されており， ATM-LAN という。 ATM の基本的な考え方は，情報をセルと呼 
ばれる固定長のプロックに区切って送受信することで，網内では各種データの一 
部分であるセルが行き交うことになる。セルへッダには，いずれもセルの宛先と 
フロー制御のための情報が入るが，その中でもフロー制御用の情報を，音声，画 
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像，データといったマルチメディア伝送の特質に合わせて制御するのが ATM の 
特徴といえる。また，回線が込み合っても，情報品質はさしつかえない部分で多 
少落ちるだけで通信速度の極端な低下は避けられる。 

—( 参)広帯域網，（同)非同期転送モード 
■ATM 交換機 (ATM switching unit) 

ATM でマルチメディアデータをギガ bps 級の通信速度で伝送するための交換 
機。最近になって通信機器開発会社が ATM 交換機をこぞって発売し，価格も一 
般企業の購入可能 レベルに 急速に近づいている。なお，パケット交換機と ATM 
交換機の中間に位置するフレームリレー交換機（メガ bps クラス）も普及が進んで 
いる。将来，フレームリレー交換機の性能向上と ATM 交換機の低価格化のどち 
らが早いかによって，両者の普及度合いが違ってくる可能性がある。 

■ATM 交換システム 

(asynchronous transfer mode exchange svstem ； 

非同期転送モードで，各種情報を一定の長さの短い情報単位(セル)に分割して 
伝送する情報交換システム。通信規約が簡略で高速なデータ伝送が可能。 ITU - 
T が1988年に定めた B - ISDN の基本技術のひとつ。文字，音声，画像などの情 
報も混在させて送ることができ，マルチメディア通信に使用できる。 

—( 関)非同期転送モード 



■B チヤネル (B channel/Bearer channel) 

伝送速度が64キロ bps の全二重チヤネルで，ユーザデータそのものを伝送す 
る。基本インタフェースでは，このチヤネルを二つ使用する。また一次群 B チヤ 
ネルインタフェースでは23〜31個を使用する。 

■8BS(bulletin board system) —( 同)電子掲示板システム 
■BCC(block check character) 一(同)ブロック検査文字 
■BCS(block check sequence) 

ブロック検査文字列。 一( 参)ブロック検査文字，チェックコード 
■B-ISDN(broadband ISDN) 一(同)広帯域 ISDN 
■BPLUS 

日本の NIFTY-SERVE や米国の CompuServe 力 s 使用している ノべ イナリ フア 
イルのパケット転送プロトコル。ェラー訂正機能があり，大容量ファイルのダウ 
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ンロードに適している。多くのパソコン通信ソフトがサポートしている。 

■bps(bits per second) 

データ通信速度の単位で，回線または装置を経て1秒間に伝送できるビット 
数を表す（ビット/秒)。ボーという単位は送信するデータビットに対しての1秒 
間の変調回数を表す変調速度の単位で，通信速度の単位ではない。 

—( 参)データ通信速度，データ転送速度，変調速度 

■BS(broadcasting satellite) 

放送衛星，または衛星放送。 一( 参)衛星放送 
■BSC(binary synchronous communications) 

一(同)同期型データ伝送制御手順 
■BTAM(basic telecommunication access method) 

基本通信アクセス法。 一( 参)通信アクセス法 



■CALS(commerce at light speed) 


各種工業製品の開発，設計，受発注，流通等に必要な文書や図面などを，すべ 
てコンピュータネットワーク上の電子データとして共有，交換するシステム。生 
産.調達.運用支援統合システムともいう。広い意味での電子商取引の基盤とな 
ることを目指している。 

1985年，米国国防総省の軍事物資受発注システム CALS ( Computer-Aided 
Logistics Support systems ) から始まった。その後，民生分野でも導入さ 
れ，利用範囲と機能の拡張によりその概念も変遷してきた。1987年には CALS 
( Computer-aided Acquisition and Logistics Support ),1993 年には 
CALS (Continuous Acquisition and Life-cycle Support ) に改称， 1994 
年の改称で今日使用する名称に改められた。 

■CAPTAIN(Character And Pattern Telephone Access Infor¬ 
mation Network) 

NTT が 1984 年に開始したビデオテックス（文字図形情報網)サービス。正式に 
は文字図形情報ネットワークシステムという。ニューメディアの代表的な映像情 
報システムとして，ホストコンピュータと家庭のディスプレイ装置とを電話回線 
で結び，専用のアダプタと入出力装置により双方向で必要な情報を選択，やりと 
り，出力ができるシステム。 一( 參 ) INS ， ISDN , ビデオテツクス 
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■CATV(cable television) —( 同)ケーブルテレビ，（参)双方向 CATV 
■cc(carbon copy) 

電子メールのメール写しを，正式な受取人以外の宛先へ参考として送りたい場 
合に指定する宛先欄。カーボンコピーで受け取った人は，自分宛てのメールで 
はないが参考に見てほしいという発信者の意図を踏まえて内容を読む。この欄に 
指定した宛先は，そのメールのすべての受取人から見えるようになっている。し 
たがって，メールを参考として見た人を周知したいときに利用する。またメール 
整理のため，発信メールを自分宛てに送り，受信メールの一部として分類するこ 
ともある。なお，写しの送り先を隠しておきたい場合は， bcc(blind cc ) 欄に 
指定する。 

■CCE(circuit connection equipment) —( 同)回線接続装置 
■CCE(communication control equipment) —( 同)通信制御装置 
■CCIR(International Radio Consultative Committee) 

—(同)国際無線通信諮問委員会 

■CCITT(International Telegraph and Telephone Consulta¬ 
tive Committee) 

ITU-T の旧称。国際電信電話諮問委員会。 1957 年， ITU の常設機関のひとつ 
として設立された。 1993 年 7 月 ITU-TUTU- Telecommunication Stan¬ 
dardization Sector :電気通信標準化部門）と改称した。 一( 同) ITU-T 
■CCITT コマンド (CCITT command set) 

CCITT (国際電信電話諮問委員会)が勧告したモデムを制御するコマンド体系 
のひとつ。 CCITT は 1993 年に ITU-TUTU- 電気通信標準化部門）と改称された。 
その SG (電話網によるデータ通信に関する標準化作業部会)が行った V シリーズ 
勧告 (recommendation V series ) によるコマンド体系をさす 。 AT コマンド 
よりきめの細かい高度な通信が可能である。 V シリーズ勧告には，モデムの規 
格，プロトコル，データの圧縮方式など多数の勧告がある。 

—( 参) V シリーズ勧告， AT コマンド 

■CCP(communicatioii control processor) —( 同)通信制御処理裝置 
■CCS(common channel signaling system) —( 同)共通線信号方式 
C ■CCU(communication control unit) —( 同)通信制御装置 
™ _CEPT 方式 (CEPT system) 

欧州郵便電気主管庁会議 (CEPT, 現在は ETS1 へ移管)で合意したビデオテツ 
クスのプロトコル。アルファモザイク表示機能をペースに，図形情報も文字情報 
と同じに扱え，伝送制御や表示制御が比較的簡単という特徴がある。 
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■CERN 

(a collective of European high-energy physics researchers) 

スイスのジュネーブに本部を置く，欧州素粒子物理研究所。同研究所のパーナ 
ース.リー (Tim Berners - Lee ) が1989年に提案した HTML を使った HTTP 
による Web ( WWW ) サーバソフトは，インターネット利用を加速するきっかけ 
となった。同研究所で作られた Web サーバーソフトは CERN httpd ともいう。 
■CERT(Computer Emergency Response Term) 

インターネット上の NFSnet にあるセキュリテイ支援のための組織。セキュリ 
テイ上の問題が発見されると，問題点とその対策を述べた 「CERT Advisory 」 
という文書を発信する 。 CERT Advisory で問題点を指摘されたソフトウェア 
は，多くの場合メーカにより修正され，再配布される。 

■CGI(common gateway interface ノ 
WWW サーバと外部のプログラムおよびスクリプトとのインタフェース。 WWW 
サーバから CGI 経由でゲームやアンケート調査などの処理プログラムを起動する 
と， HTML のみでは実現不可能な対話型のページを作成できる。 

しかし，一般ユーザには CGI プログラム作成技術の習得が困難，クライアント 
の要求単位に CGI プログラム(正確にはプロセス)が作成されるためサーバの負荷 
が高くなるなどの課題がある。そのため， Java , ActiveX など，より簡単に， 
かっ高性能に Web サーバと外部プログラムとの連携を可能にする新技術を提案 
している。 

■CiCSvcustomer information control system) 

IBM 社のオンラインシステムを構築するために開発されたソフトウェアで，ネ 
ットワーク上の端末間のデータ交換，待ち行列の制御，回復処理などを行う。機 
能的には， FTP や RPC と同様の処理を行う。 CICS には， ISCOnter-system 
communication ) というクライアントサーバシステムを構築するための代表的 
な3つの機能がある。 

( 1 ) CICS - FS ( CICS-function shipping ) 

(2) CICS-TR ( CICS-transact ion routing ) 

(3) CICS-DPL ( CICS-distributed program link ) 

■CICS- DPL(customer information control system-distributed 
program link) 

CICS の機能のひとつで，ネットワークに接続された他のコンピュータ（他の才 
ペレーテイングシステム）が保有するプログラムを，ネットワークを意識せず， 
自由に呼び出せる機能。また，共通のデータ領域をもつことで，異なるコンピュ 
ータ間でのデータの交換も可能にする。 
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■CICS-FS 

(customer information control system-function shipping) 

CICS の機能のひとつで，ネットワークに接続された他のコンピュータのデー 
夕をネットワークを意識せず，自由にアクセスできる機能。データアクセス中に 
障害が発生しても，データを自動的に保護，回復する機能もある。 

■CICS-TR 

(customer information control system-transaction routing) 

acs の機能のひとつで，ネットワークに接続された他のコンピュータが保有 
するトランザクション処理プログラムを，ネットワークを意識せず，自由に使用 
できる機能。ただしあらかじめトランザクション処理プログラムが存在するコン 
ピュータの id を登録しておく必要がある。 

■CIM(compater integrated manufacturinff) 

コンピュータ支援による統合生産管理。製造.生産における研究開発，設計， 
生産，販売，経営管理の各部門を統合して，省力化.自動化を目指す。基盤設備 
として，ネットワーク，データベース，分散コンピュータなどを使用する。統合 
CAD/CAM ともいう。生産現場の機械化の発展は， NC 工作機械や産業用ロボ 
ットの導入，自動倉庫や無人搬送車の導入，そして設計部門での CAD . CAM の 
導入を経て，これらを統合して管理運営する CIM に到達した。現在はこうした 
統合した生産システムの強化が産業の強化策として世界的に注目を集めており， 
各国が力をいれている。 

■CJK 統合漢字 (China Japan Korean kanji set) 

—( 関) 2 バイト文字コード， UNICODE 
■CMIP(common management information protocol) 

0 S 1 管理における共通管理情報サービス要素 ( CMISE ) 間でのネットワーク管 
理用プロトコル。共通管理情報プ n トコル。1990年に 1 S 0/1 EC により国際標 
準となる。また，日本では1991年の第2版をもとに1992年に JIS 規定 ( X 5762) 
とした。 一( 関) OSI 管理 

■CMISicommon management information service) 

OS 1 管理において共通管理情報サービス要素 ( CMISE ) がシステム管理応用サ 
■■ビス要素 ( SMASE ) 提供するネットワーク管理に共通するサービス。 CMIS は， 
ネットワーク管理で共通する管理通知サービスと管理操作サービスを含む。1990 
年に 1 SO /1 EC により国際標準となる。日本では，1991年の第2版をもとに1992 
年に JIS 規定 (X 5761 ) となる。 一( 関) OS 1 管理 

■CMISt、common management information service element) 

共通管理情報サービス要素。 一( 参) OSI 管理 
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■CMISE(common management information service element) 

—( 参) OSI 管理 ， CMIS 

■CODEC(coder decoder) —( 同)コ—デック 
■CompuServe 

1980 年設立のアメリカのパソコン通信サービス会社。電子メール，チャット， 
オンラインショッビング，オンラインデータベースなどをサービスし急成長し 
た。 NIFTY - SERVE を通じて日本からも利用できる。 
HCONSvconnection oriented network service) 

コネクション型ネットワークサービス。 OSI 参照モデルの物理層を除く各層に 
通信相手との間に通信要求のたびに動的にコネクション(論理的通信路）を確立し 
て通信を行う形式のネットワークサービスのこと。通常のモードはこのコネクシ 
ョン型であるが， OS 1 の規定ではコネクションの概念をもたず，あらかじめ通信 
相手を固定しておき，ただちに通信を行うコネクションレス型サービス 
(connectionless network service ) も規定している。なお，物理層には 
コネクションそのものの概念がないため，両者の区別はない。 

■cookie 

① インターネットのホームページにアクセスしている人の情報を保存する機能。 
アクセスの経歴によって表示内容を変えたいときに利用する。 

② 俗に運勢占いのプログラム。問うたびに異なるメッセージを出力する。 
■CORBA、common object request oroker architecture) 

オブジェクト指向技術の標準化団体 OMG (Object Management Group ) 
が，ソフトウェアの相互運用性(インターオペラピリテイ）を図るために定めた才 
ブジェクト管理プラットフオームの参照モデルの標準。 CORBA に準拠すれば， 
アプリケーションを作成したプログラム言語が違っていても，またどのような分 
散アプリケーション環境でも，アプリケーション間でリクエストの発信と結果の 
受信を得ることができる。 CORBA が規定するモデルでは，アプリケーションに 
固有の仕事をするオブジェクトは，オブジェクトリクエストブローカ （ ORB ) と 
いう通信路を介して，共通機能のオブジェクトを利用するようになっている。 
■CRC(cyclic redundancy check) —( 同)巡回冗長検査 
■CS(collaboration system) 

もとは科学技術ネットワークの用語で，未解決の大きな問題を研究するために 
多数の研究者が協同して利用するデータベースやコンピュータ資源をさす。共有 
データベースには参加者が自分の実験結果や考察，意見などを書き込みメンバに 
公開し，討論の場ともなる。転じて，同様の協調的なグループの作業を支援する 
システムをさす。 
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■CS(communication satellite) —( 同)通信衛星 
■CSCW(computer supported cooperative work) 

コンピュータ支援共同作業。 LAN , ワークステーションなどの設備とグルー 
プウェアと呼ぶソフトウェアを利用して，主にオフイスにおける共同作業を行う 
こと。または，その環境。グループウェアの基本概念。具体的には，グループ参 
加者の個人スケジュールをコンピュータで管理した会議開催時間の最適スケジュ 
ーリング，電子メールによる文書の回覧，閲覧，チェック，認証などを行う。グ 
ループウェアの適用形態として欧米で研究が進んでいる。 一( 関)グループウェア 

■CSMA/CD 

(carrier sense multiple access with collision detection) 

主にバス形の口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) で使用している通信回線制 
御の一方式で，イーサネットのデータリンク層内の MAC サブレイヤが規定して 
いる回線争奪方式。複数のノードがひとつの伝送媒体を共用してフレームの送出 
を行う。各ノードのコントローラがし AN 上のキャリア(データの送信）を監視し， 
停止を確認するとフレームの送信を開始する。キャリア検出多重アクセス/衝突 
検知方式ともいう。衝突の検出は送信側が行う。 

送信フレームが バス 上で衝突すると，その伝送は成立しないので送信を中断す 
る。そのあと規定時間(バックオフ時間)経過後，伝送媒体の状態監視から繰り返 
し，フレームの再送信を試みる。この方式の長所はフロー制御が簡単で複雑な装 
置がいらないことであるが，欠点は伝送媒体が混んできて衝突の確率が高くなる 
と急激に伝送能力が落ちる点である。 

—( 関)コンテンション方式，イーサネット，衝突，衝突検出 
■CSS(client server system) —( 同)クライアントサー バ システム 
■CU-SeeMe 

コーネル大学で開発されたパソコン上で使えるビデオ会議ツール。インターネ 
ットにつながつたマルチメディアパソコンでテレビ会議ができる。またこのツー 
ルを使つて制作，放送されているラジオ.ビデオ番組を受信できる。「シーユー 
シーミ ー J と読む。会議に参加するには， CU - SeeMe ソフトウェアのほか ， QCAM 
(キューカム）などのカメラやマイクが必要。 



DDE 255 



■D チャネル (D channel/data channel) 

伝送速度が 16 キロ bps , または 64 キロ bps のチャネル。情報伝達に必要な制 
御情報をこのチヤネルで伝送する。基本インタフェース （16 Kbps ) や一次群イン 
タフェース （64 Kbps ) は，必ずひとつこのチャネルを含む。 

_D/A 変換 (digital (to)analog conversion) 

ディジタル信号をアナログ'信号へ変換すること。コンピュータからの出力やデ 
ィジタル伝送で送ってきた信号をアナログ機器へ入力する場合に使用する。 

—( 対) A / D 変換 

■D/A 変換器 (digital(to)analog converter : DAC) 

D / A 変換する機能をもっ変換器。 一( 対) A / D 変換器 
HDAC(digital (to)analog converter) —-( 同) D / A 変換器 
■daemon —( 同)デーモン 

HD BCS(double bytes character set) —( 同) 2 バィト文字コード 
■DBS(direct broadcasting satellite) —( 同)放送衛星 
■DC(data communication) —( 同)データ通信 
■D し EGXdata circuit terminating equiDment) 

—( 同)データ回線終端装置 

■D し E ② (distributed computing environment) 

異機種間にまたがる分散型アプリケーションの土台となるソフトウェア体系 
(ミドルウェア）。アプリケーションにはネットワークを意識させないようにする 
のが DCE の目的である。具体的には， （1) 相手のファイルを自分ファイル用に見 
せ掛け，まったく同じ操作を可能にする， （2) 自システムのプロセスであろうと 
他システムのプロセスであろうとまったく同じ手順でメツセージのやり取りがで 
きる，などの環境を用意している。 DCE には， OSF が提唱した DCE のほかに， 
IH - ATLAS や HP の NCS (Network Computing System ) 力 s ある。 

—( 参)分散ファイルシステム 

■DCNA(Data Communication Network Architecture) 

NTT (当時日本電電公社）が中心となって 1977 年から 6 年をかけて開発したネ [D 
ットワークアーキテクチャ。公衆データ網や専用線などの通信回線によって接続 
したコンピュータ，端末などが情報交換を行うためのデータ通信網の論理的な構 
造（ネットワークアーキテクチャ）を定めたもの。 

HDDE(dynamic data exchange) 

同時に複数のアプリケーションソフトを使える Windows 環境下で，二つのア 
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プリケーシヨン間を内部の通信チヤネル ( IPC ) を介してリンク（連結）し，データ 
を交換するしくみ，またはその規格。アメリカのマイクロソフト社が1987年に 
MS - Windows 3.0 用に追加することを発表。一方のソフトがクライアント，他 
方のソフトがサーバになると考えてよい。この DDE 機能を用いてデータをやり 
とりするだけでなく，相手側のアブリケーシヨンを制御できるように発展させた 
のが OLE である。例えば， DDE が可能であるとワープロソフトの使用中に表計 
算ソフトで作成した表組を呼び出して引用することができる。さらに0し E が可 
能であると，その表組を表計算ソフトを介して訂正したり追加すること力 s 可能に 
なる。 



—( 関) OLE ， ダイナミックリンク 

■DDX 

(digital data exchanger/digital data exchange network; 

デイジタルデータ交換網。 NTT が提供する公衆回線網のひとつ。 

—( 同)デイジタルデータ交換網 

■DeleGate 

通産省の電子技術総合研究所で開発された汎用プロキシサーバソフトウェア。 
外国で開発された同種ソフトウェアに比べ，漢字コードを扱う場合の配慮がなさ 
れている点が大きな特徴である。プロキシサーバが本来もつデータキャッシュや 
アドレス変換のほか， JIS , EUC , シフト JIS の各漢字コード間の変換，電子メ 
ールプロトコルの変換， URL 変換などの用途に使える。 

■DES(Data Encryption Standard) 

米国商務省標準局が1977年に制定した暗号化方式の規格。 IBM 社が開発した 
暗号化方式を，同局が標準として採用した。秘密性が必要な暗号化方式を規格化 
するのは異例のことである。この方式は，慣用暗号系の一種で，転置と換字の組 
合せによって暗号化し，暗号強度が高 t 、のが特徴である。 

0 メッセージを64ビットのブロックに分け，利用者が与える56ビットのかぎによ 

^ り変換する操作を16回繰り返すことで暗号化する。復号するときはこの逆の手順 
を行う。 DES 暗号文をさらに DES で暗号化するというように3段に重ね，56ビッ 
卜のかぎを112ビットに拡張する Triple - DES も使用されるようになっている。 

通信回線(特に無線）は傍受が容易なため，アメリカの銀行では機密度の高いデ 
一夕を同方式により暗号化して送信している。暗号化アルゴリズム自身を規格化 
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しており，専用の LSI も商品化されている。 一( 関)慣用暗号系 
■DIS(draft international standard) 

ISO/IEC JTC 1 規格の制定手順の最終段階で，国際規格原案 ( CD ) に対して 
分科会 ( SC ) からの郵便投票による賛成を得て，さらに各国のコメントを反映し 
て作成されたもの。国際規格案。 DIS に対して JTC 1 からの郵便投票とコメント 
の反映し，理事会の承認を得て正式の国際規格 ( IS ) となる。なお， DIS から正式 
な国際規格になる間に大きく内容が変更されることは少ない。そのため， DIS が 
作成された時点で事実上の国際規格として利用されることも多い。 

■DLC(data link control) —( 参)データリンク 
_DLCI(data link connection identifier) 

—( 同)データリンクコネクション識別子 
■DLE(data link escape) 伝送制御拡張 一( 関)伝送制御文字 
■DMI(Desktop Management Interface) 

パソコン LAN を統一的に管理する規約のひとつ。 DMIF が1994年に提唱した。 

この規約に準じたネットワーク 0 S を使用すれば，パソコン LAN に接続している 
各クライアントの動作，使用プログラムのバージョン情報などが管理者の端末で 
把握でき，供給プログラムのインストールも管理者がクライアントの代わりに一 
元的に操作できる。また，パソコンのトラブルを管理者の端末で再現でき，リモ 
ートメインテナンスも可能になる。 一( 関) DMIF 
■DMIF(Desktop Management Interface Force) 

バソコン LAN の規約を調整するため，日米のソフトメーカ約300社が參加し 
ている組織。 一( 関) DMI 

■DNS ① (domain name system) —( 同）ドメイン名システム 
■DNS ② (domain name server) 

TCP/IP ネットワークのネームサービスの仕組みで，ドメイン名を IP アドレ 
スに変換する分散データベース。この機能を用いることによりユーザは数値の羅 
列である IP アドレスを使わず分かりやすいドメイン名でインターネットを使用 
できる。 DNS 機能をもつ DNS サーバは，ホスト名と IP アドレスの対応表をもち， 

ホスト名から IP アドレスへの変換を行う。 一( 參）ドメイン名システム [~1 

■DP(distributed processing) —( 同)分散データ処理 C 5 

■DPBX(digital private branch exchanger) 一(同)ディジタル PBX 
■DSU(digital service unit) 

データ端末装置とディジタルデータ通信回線間の信号変換等を行うデータ回線 
終端装置 ( DCE ) の一種。網終端装置，宅内回線終端装置ともいう。 

—( 同)網終端装置，（参)データ回線終端装置，モデム 
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■DTE(data circuit terminating equipment) 

—( 同)データ回線終端装置 

■DTE(data terminal equipment) —( 同)端末 



_e- メール (electric mail) 

電子メールの略称。インターネット英語では，これに対比して従来の郵便を 
Snail (カタツムリ）メールということがある。 一( 同)電子メール 


■EBCDIC^extended binary coded decimal interchange code) 

主に， IBM 系汎用計算機で使用する文字コード体系。拡張2進化10進コード 
ともいう。 BCD コード （2 進化10進コード）を拡張して2ビット追加し，8ビット 
で数字，英字，カナ，特殊文字を表現できるようにしたもの。256種類までの文 
字が表現できる。漢字を表現するためには2バイト必要とするが，1バイト系の 
文字と区別するために，シフトイン/シフトアウトコードを漢字コードの前 
後に挟んで使用する。 

■EC(electronic commerce) —( 同)電子商取引，（参)電子データ交換 
■ECC(error correcting code) —( 同)誤り訂正符号 
■ EC し - J— ド (error checking and correcting code) 

誤り検出訂正コード。 一( 関)誤り検出，誤り訂正 
■ECN/lA(European computer Manufacturers Association) 
欧州電子計算機工業会。欧州のコンピュータメーカにより1961年に設立した 
民間団体で，欧州地域の情報処理技術分野の標準化推進を行っている。 
■EDC(error detecting code) —( 同)誤り検出符号 
■EDI(electronic data interchange) —( 同)電子データ交換 
■EDIFACT(Electronic Data Interchange For Administra¬ 
tion Uommerce and Transport) 

行政，商業および運輸のための電子データ交換一(参)標準化，電子データ交換 

■EDTV(clear vision/ extended definition television) 

—( 同)クリアビジョン 

■ENQ(enquiry) 問合せ 一( 関)伝送制御文字 
■EOB(end of block) 

ブロック終結文字。ブロックの終わりを示す情報。 
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■EOM(end of message) 

メッセージ終結。メッセージの終わりを示す情報。 

■EOS(electronic ordering system) 

受発注業務を自動化したシステム。 POS システムと並び，商品の迅速な仕入 
れ，販売活動を支援する。顧客のニーズの多様化により，商品の多品種少量生産 
が進み，受発注業務が煩雑化する傾向にある。コンピュータネットワークを利用 
し，業務の簡便化，高速化を図るものである。 一( 関)受発注管理 
■EOT(end oi transmission character) 

伝送終了。ひとつ以上のテキストおよびそれに付随するすべてのへッディング 
の伝送の終了を示すために用いる伝送制御文字。 一( 関)伝送制御文字 
■ETB(end of transmission block) 

伝送ブロック終結。 一( 関)伝送制御文字 
■Ethernet —( 同)イーサネット 

■ETSI(European Telecommunication Standards Institute) 

—(同)欧州電気通信標準化機構 
■ETX(end of text) テキスト終結。 一( 関)伝送制御文字 

■EUC(extended UNIX code) 

拡張 UNIX コード。1985年に日本語 UNIX システム諮問委員会の提案に基づい 
てアメリカの AT & T 社が定め，国際的に認められたマルチバイトの文字コード。 

非 アルフ ァベッ トを使用する国の文字コードにも UNIX を適応するため制定した。 

日本語 EUC の場合，漢字コードは JIS 規格の漢字コードの最初のビットを1に 
した以外は完全に準拠している。ただし，半角カナにも2バイト分のデータが 
必要と なる 欠点が ある。なお， 現在国内のパソコン 0 S でデファクトスタンダー 
ドになっているシフト JIS コードの漢字コード部分は JIS 規格にまったく準拠して 
おらず， UNIX とパソコン間で日本語データ含む通信をする場合は，常にデータ 
変換が必要と なる。 

■Eudora 

アメリカのイリノイ大学のスティーブ • ドーナーが開発したインターネット用 
の電子メールソフト。プロバイダへのダイヤルアップ接続の機能を備えており， 一一 

他の通信ソフトに頼らず単体で動作させることができる。フリーウェアとして流 & 

通している。機能を強化した Eudora PRO という製品版も販売されている。 ~一 
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I _ [ _ I 

■F ネツトサービス （F network service) 

NTT が 1981 年にサービスを開始したファクシミリ通信網サービス。ファクシ 
ミリの使い勝手を向上させるために，電話網に接続しているファクシミリ端末信 
号のディジタル化，蓄積交換，同報通信などの高速通信機能を提供するサービス。 
■FAQ(frequently asked questions) 

インターネツトのニュースグループやパソコン通信のあるフォーラムや会議室 
などにおいて，過去に頻繁に現れた質問とその回答をまとめたファイル。「よくあ 
る質問」の頭文字。主に，初めてアクセスした人やそのグループに新たに入ろうと 
する人が，グループ内の話題や関心事の概要を理解するため，またさまざまな疑 
問を解決するために利用する。参入者が増える可能性のあるフォーラムでは， S 1 G 
オペや発起人たちが質問を想定してあらかじめ作成しておく場合もある。 

■FAX モデム （facsimile MODEM) 

ワープロ文書などの出カイメージを用紙を介することなく送信できるファクシ 
ミリアダプタ機能をもったモデム。受信側が FAX 機器であれば用紙に出力し， 
FAX モデムと FAX ソフトをもつパソコンであればイメージとして受信できる。 
近年のモデムはほとんど FAX モデムである。 

■FCS(frame check sequence) 一 ( 同）フレームチエツクシーケンス 
■FD(full duplex) —( 同)全二重伝送 
■FDDI(Fiber Distributed Data Interface) 

ANSI (米国規格協会)が検討し ， ISO (国際標準化機構）に提案している光ファ 
イバケーブルを用いたトークンリング方式のループ型 LAN プロトコル標準規格。 
同様の規格に IEEE 802.5 (ツイストペアケーブル用）があるが， FDD 1 はそれに 
準拠した光ファイバケーブル版である。ただし， IEEE 802.5のトークンリング 
と FDDI 方式では，多少内容が異なる。前者はあるステーションが連続して何回 
もデータを送出するとき，そのつどトークンを捕捉しなければならないが，後者 
では1回捕捉しておけばよい規定となっている。 

_ 情報転送速度は100メガ bps 。 ステーションは最大500台まで。隣接ステーシ 

F ョン間の最大距離は 2 km ， リングの全長は 100 km で，広範囲の LAN が構築で 

きる。 FDDI の用途は，大型コンピュータやワークステーション間の大容量転送 
用，サブネットワークを収容するバックボーン LAN 用，都市を循環する MAN 用 
などである。 
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舅 FDIC(facsimile data conversion and interface control 
equipment) —( 同)ファクシミリデータ変換接続裝置 
■FDM(frequency division multiplexing) —( 同)周波数分割多重方式 
■FDMA(frequency division multiple access) 

無線チヤネルを共用する多元接続の一方式。回線ごとに異なる周波数を用いる 
方法。周波数分割多元接続。 

■FDX(full duplex transmission) —( 同)全二重伝送 
HFEP(front end processor) —( 同）フロントエンドプロセツサ 

■FINGER 

インターネットで，指定したューザ情報を表示するコマンド。ューザ情報は， 
ログイン名，フルネーム，端末名，未使用時間，ログイン時刻，オフィスの場 
所，電話番号等がある。指定するューザ名の後に®を使用すると，@名以降のド 
メインに接続し，相手のューザ情報を参照する。セキュリティ確保の目的で，自 
ホストにログインしているューザを監視するなどに使う。 

■FIT(failure unit) 

機器や部品の故障率を表す単位。 1 FIT は，1時間以内に故障の発生する確 
率が1/10 9 であることを示す。 

■fj(from Japan) 

インターネット上の電子ニュースで「日本から発信」を意味したが，事実上「日 
本語で発信」と同等である。商用データペースの電子ニュースと異なり，だれで 
も無料で読むことも発信することもできる。 fj は，ニュースを読み書きする人が 
選んだ委員で構成する自主的な管理団体 「 fj ニュースグループ」が管理する。 

— ^(関) fj ニュースグループ 

■fj ニュースグループ (from Japan newsgroup) 

日本語を使用したニュースグループのひとつ。 JUNET の中で生まれ，学術研 
究から発展した経緯をもつ。運営はボランティアが主体となって行っている。な 
お，そのほか日本ではインターネットイニシアティブ ( iij ) が主催する tnn ニュー 
スグループが有名。 一( 関) fj , ニュースグループ 

■FM(frequency modulation) —( 同)周波数変調 
■FSK(frequency shift keying) —( 同)周波数偏移変調方式 
■FTAM(file transier access and management) 

—( 同）フアイル転送アクセス管理 
■FTP(file transfer protocol) 

ファイル転送を目的とし， TCP / IP ネットワーク上で利用する応用プロトコ 
ル，または FTP コマンドと呼ばれるューザインタフェース。 FTP はクライアン 
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トサーバモデルの形態で動作し，クライアント側は FTP プロセスを起動し，サ 
ーバ側は FTP サーバソフトウェアを起動する。ネットワークを経由したファイ 
ル転送を行い，リモートホスト上のファイルの検索，変更，追加，削除などを行 
う。一(関)匿名 FTP 

■FTTH(Fiber To The Home) 

NTT の将来構想「光ファイバーを各家庭に」配線するというスローガンの頭文 
字。通信量が飛躍的に大きくなるマル^チメディア時代の情報基盤として構想した 
が，ハード • ソフト両面でまだ具体的な計画に至っていない。 



■GAN(global area network) —( 同)グローバルネツトワーク 
■GIF(graphics interchange format) 


米国の バソコ ン通信サービス会社 コ ンピュサーブが考案した フル カラー静止画 
符号化方式。インターネットの WWW ホームページのイメージデータ形式として 
標準的に使用したため有名になった。インターネット対応 ソフ トの多くにイメー 
ジの GIF 変換機能やエディット機能が付加されている。256色までのカラーに対 
応できる。ファイルの拡張子は 「. gif 」。一( 参 ) JPEG 
■Gopher(lnternet gopher) 

1991年，アメリカのミネソタ大学が開発した文字によるメニュー形式の情報 
検索 プロトコルの サーバソフト。クライアントソフトとしては ， Netscape Navi ¬ 
gator や Internet Explorer などのブラウザを利用する。 Gopher を利用する 
とサーバのアドレスを知らなくても，階層構造のメニューをたどるだけでさまざ 
まなサーバの情報にアクセスできる。類似機能の Web ( WWW ) との違いは，キ 
ャラクタ端末からでも利用できる点である。日本では Gopher より WWW のほう 
をよく利用しているが，欧米では現在でも比較的盛んに利用している。 一( 類 ) Web 
■GP-IB (General Puroose Interface Bus) 

コンピュータと計測機器とを接続することを目的とした8ビットパラレルの非 
同期式の標準インタフェース。バスに接続できる機器は最大15個まで。1975年， 
米国ヒューレットパッカード社が考案した計測機器間ネットワーク用インタフェ 
ース HP - IB を原案として， IEEE が規格化， GP - IB とした。 IEEE -488 の名前 
でも知られている 。 IEC (国際電気標準会議）インタフェースバスともいう。 

本来計測機器の接続を目的とするが，マイクロコンピュータとその周辺機器と 
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のインタフェースバスとしても利用する。測定データを出力する計測機器には標 
準的に GP - IB 端子を備えているものが多い。 GP - IB のインタフェースをもつコ 
ンピュータは，デイジーチェーンで最大15台まで接続することができる。 

HGWP(gateway processor) 一(参)ゲートウェイ 



■H チヤネル (H channel) 


B チャネルより高速な伝送速度を提供するチャネル。 HO , Hll ， H 12 の3種類 
があり，それぞれ伝送速度は384キロ bps , 1536キロ bps ， 1920キロ bps である。 

■HD(half duplex) —( 同)半二重伝送 

■HDLG 手順 (High Level Data Link Control procedures) 

コンピュータ間通信のためのデータ伝送制御手順のひとつ。 

センタ側を一次局，端末側を二次局と呼び，一次局が全体の制御を行う。回線 
の種別には依存しないが，同期式データ伝送を前提としている。データを一定フ 
オーマットのフレームに構成し，フレーム単位に同期をとり，誤り制御や伝送制 
御を行う。一次局から二次局へのフレームをコマンド，逆方向のフレームをレス 
ポンスと呼んでいる。全二重通信を前提とし，信頼性が高く，透過データの伝送 
と2400 bps 以上の高速伝送に適している 。 JISX 5104 〜X 5106として規格化 
している。 OS 1 参照モデルのデータリンク層に位置づけられる規定。米 IBM が SNA 
の一部として開発した同期式データリンク制御 ( SDLC ) をもとに，1974年に ISO 
が最初の標準を制定した。なお，一次局と二次局の区別がなく，すべて複合局と 
して処理する平衡型 HDLC も規定している。 

—( 参)フレーム，ベーシック手順，同期式伝送，平衡型 HDLC 
■HDR(header) —(同)ヘッダ 
■HDTV(high definition television) 

高精細度テレビジョン。日本では NHK が開発した高品質テレビジョン(ハイビ 
ジョン）がこれに相当する。従来のテレビ画面は縦横比が3 : 4で走査線が525 
本であったのに対し，縦横比が9:16，走査線が1125本である。画像がキメ細 
い。横長であるため迫力ある映像を提供できる。現在，衛星放送などで試験放送 
をしている。情報量が多い分必要な帯域幅は大きく，規定の帯域幅におさえるた 
め情報を圧縮して送信している。したがって，受信に際しては MUSE (ミューズ） 
デコーダが必要である。大画面にも対応できることから，将来はハイビジョンシ 
アターなどの応用も可能である。 一( 類)高品位テレビ，（参)クリアビジョン 





264 HDX 




情報を転送 


フレーム 受付可能 


ビジー状態を示す 


受信シーケンス番号以降の丨フレーム再送要求 
正規応答モードで動作することを指示 
非同期応答モードで動作することを指示 


非同期平衡モードで動作することを指示 


動作モードの終了 


制御部が16ビットの正規応答モードで 
動作することを指示 


制御部が16ビットの非同期応答モードで 
動作することを指示 


制御部が16ビットの非同期平衡モードで 
動作することを指示 

データリンクレペル制御機能の初期化 

二次局からのレスポンスを勧誘 


受信シーケンス番号,送信シーケンス番号に 
影響を与えず情報を送信 


局識別を通知 


複合局の受信状態変数を0に設定 


データリンク制御の試験 


SNRM , SARM 等のコマンドの応答 


FRMR 

再送で回復できない誤りの発生を通知 


DM 

切断モードの通知 


RD 

DISC コマンドの送信要求 


RIM 

SIM コマンドの送信要求 



■HDX(half duplex transmission)—( 同)半二重伝送 
■HE(head end) 端局。 一 ( 参)局 
■HTML(hypertext markup language) 

インターネットの Web ページ記述用にスイスの CERN が開発したハイパーテ 
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キスト記述言語。言語仕様は，文書標準記述言語 SGML のサブセットになって 
いる。 HTML は，参照文書，静止画，動画，音声などの入っているファイルを 
指定（タグ付け)できるようになっており，対応するページを画面に出力するとそ 
れらがハイパーテキストとして表示できる。 

最近では，ワープロや表計算ソフトなどの出力結果を HTML に自動変換し， 
そのままホームページにできるオフイスソフトが提供されている。 

(図いれる)一(参)ハイパーテキスト， Web , SGML , インラインドキュメント， 

インラインイメージ 

■HTTP(hyper text transfer protocol) 

HTML 文書を送受信するために WWW サーバとクライアント間で用いるプロ 
トコル。このプロトコルを使用してクライアントから他のサーバにリンクする。 
ブラウザで URL を指定するとき，先頭に http と記述するのはこのプロトコルの 
使用指示を意味する。 

■ httpd(http daemon ) 

WWW サーバソフトの名称。有名なものに開発した研究所の名前を付けた NCSA 
httpd と CERN httpd がある 0 どちらもフリーウェア 0 CERN httpd のほう 
はプロキシサーバ機能を付加している。 

■ Hz ( Hertz ) 一(同)ヘルツ，周波数変調 



■I インタフェース （I interface) 

高速デイジタル専用線サービスのユーザ•網インタフェース。次の 3 種類がある。 

(1) 基本インタフェース 

(2) —次群速度インタフェース 

(3) 二次群速度インタフェース 
一(関)上記項目参照 

■I シリーズ勧告 (I series recommendation) 

CCITT (現 1 TU - T ) によって， ISDN に関して作成された回線標準に関する一 
連の勧告。 ISDN の構成概要，サービス機能，ネットワークの機能，ユーザ•網 
インタフェース，網間インタフェース，保守などについて勧告されている。 

—( 関)ユーザ.網インタフェース 
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分類 

勧告番号(勧告 1.) 

ISDN - 構成要素 

110-1 12,114, 120-122, 130,140,141 

ISDN - サービス 機能 

200,210,220,221,230,232,240,241, 
250-257 

ISDN - 網機能原則,参照モデル,網の構 

310,320, 324-326,330-335, 340, 350- 

成と運用等 

352,365,373 

ISDN - ユーザ•網インタフェース 

41 0-4 12,420,421,430,431440,441, 
450,451 ,460-464, 470 

ISDN - 網間 インタフェース 

500,510,511,515,520,530,540,550, 
560,571 

ISDN -保守原則 

601-605 

B - ISDN , A T M 関連 

113,121,211,150,311,321,327,353, 
357, 361-363, 371,413,432,525,610, 
731,732,751 


_l フレーム (I frame) 

監視を行うためのフレーム形式で，情報部はもたない監視フレーム。 

—( 関)情報部，フレーム，フイールド， HDLC 手順 
■IANA(Internet Assigned Number Authority) 

IP アドレスをはじめとするインターネットの運用，サービスに必要な資源を 
管理する機関。ただし実際の業務は NIC が行っている。 一( 関) NIC , ISOC 
■ICMP(lnternet Control Message Protocol) 

TCP / IP のインターネットワーク層のプロトコルのひとつ。アド レス 割当ての 
制御，バケット転送中に発生したェラーを送信元に返送するためのプロトコル。 
—( 関 ) PING 

■I D(identifier/identification) 

ID コードの 略。利用者 ID ともいう。 一( 同 ) ID コード， 識別子，（類) ユーザ ID 
■ID コード (identification code) 

ID コードは個人や組織を識別するコード。利用者 ID ともいう。入退室， ファ 
イルアクセス等の際に資格を明らかにし，登録するためのコード。近年は ID 力 
ードや暗証番号に代わる本人確認の技術として，当人の指紋，声紋，虹彩(瞳の 
中の模様）など属人性が高く複写できない特性を利用する研究も進んでいる。 

—( 関)ユーザ ID ， 認証 

■IEC(International Electro technical Commission) 

—( 同)国際電気通信標準会議 

■IEC インタフェースバス （IEC Interface Bus) —( 同) GP-IB 
圍 EEE 

(the Institute of Electrical and Electronics Engineers Inc.) 

米国電気電子技術者協会。1963年に設立。アメリカの電気，電子，通信，コ 
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ンピュータなど幅広い分野の研究者.技術者の団体。世界最大の電気電子技術に 
関する学会で，全世界に10の地域本部があり，会員数は全世界で30万人を超える。 

日本には，アジア太平洋地域本部に属する東京支部があり，東京支部に属する 
会員は7千人を超える。 IEEE は，技術分野別にコンピュータ，通信，放送技術， 
信号処理など36のソサエティを設けている。標準化活動として電子，電気部品， 
通信用バスコネクタ， LAN などを対象に幅広い活動を行つている。 

—( 関 HEEE-CS 
■IEEE-488 

コンピュータと計測機器とを接続することを目的とした標準インタフェース。 
GP-IB (General Purpose Interface Bus ) の名前でも知られている。1975 
年，米国ヒューレットバッカード社が考案した計測機器間ネットワーク用インタ 
フェース HP -1 B を原案として， IEEE が規格化した。 IEEE -488 の IEC (国際電 
気標準会議）インタフェースバスともいう。 

■IEEE802 委員会 (IEEE 802 committee) 

1980年に発足し， IEEE の中で LAN や MAN のプロトコルの標準化を進めてき 
た委員会。これまでに CSMA / CD バス，トークンパッシングバス，トークンパ 
ッシングリング方式などを策定し， ISO 標準となつている。分野別に802.1〜802.11 
の作業部会を設置している。 

_IEEE-CS(IEEE Computer Society) 

IEEE 内にコンピュータの理論と応用の発展.進歩のために1972年に設立さ 
れた組織。情報の交換(雑誌の発行，学会の開催)を主たる活動とし，標準化，教 
育活動にも発言力がある。 一( 関 ) IEEE 

國 ESG(Internet Engineering Steering Group) 一(関 ) ISOC 
■IETF(lBternet Engineering Task Force) 

インターネット上の技術に関する規格書である RFC を承認，決定する機関。 
RFC の提案や内容 （Internet Draft ともいう）はインターネット上で議論され 
る。 一( 関) RFC , ISOC 

■INMARSAT(International Maritime Satellite organization) 

—( 同）インマルサット 

■!NS(Information Network System) 

高度情報通信システム網。 NTT が1988年にサービスを開始したディジタル通 
信網。 ISDN をペースとして，豊富な電気通信サービスを低廉で合理的な料金に 
より，しかも使いやすい形で提供するもの。 

基本インタフェースをサービスする 1 NS ネット 64,—次群速度インタ フェー 
スをサービスする 1 NS ネット1500と呼ぶサービスがある。また，パケット通信 
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のサービス （ INS - P ) も行っている。 -*( 関) INS ネット64, 1 NS ネット1500 

■INS ネット 1500 (INS net 1500) 

NTT の INS ネットサービスのひとつ。 ITU - T が標準化した1次群速度インタ 
ーフェース (23 B + D , または 24 B / D ) に相当する。64キロビット/秒の情報チ 
ャネル24本を束ねて，1536キロビット/秒の回線速度を実現できることからこ 
の名がある。24本の情報チャネルとして使用するときは，別の INS 64 または 
1 NS 1500 のチャネルを制御信号用チャネルとして共用する。 

—( 同)一次群速度インタフェース 
■INS ネット 64(INS net 64) 

NTT が1988年にサービスを開始した ISDN の高速デジタル専用線サービスの 
ひとつ。 ITU - T が標準化した64キロ bps の基本インターフェース （2 B + D ) に相 
当する。電話， FAX など2回線とデータ伝送が可能な1回線を同時に使用でき 
る。 2 B は64キロ bps の情報チャネル2本， D は16キロ bps の制御信号用チャネル 
(データ伝送可能）1本を意味する。通話料金はアナログ回線と同じ。 
■INTAP(Interoperability Technology Association for 
information Processing, Japan) 

一(同)情報処理相互運用技術協会，（参)コンフォーマンス試験 
■INTELSAT(International Telecommunication Satellite 
organization) —( 同)インテルサット 
■IP ① (Internet Protocol) 

インターネットプロトコル。 OS 1 モデルのネットワーク層に相当するプロトコ 
ル。 1 P アドレスにより異なるネットワーク間でのパケットの転送，経路制御の 
規約を表す。パケットが発信順に到着することは保証せず， TCP または UDP と 
組み合わせて使用する。 一( 同)インターネットプロトコル(未）？ 

_IP ② (information provider) 

情報提供業，情報提供業者。~(参) VAN 

圈 P アドレス (internet protocol address) 

TCP / IP のネットワークに接続するためにホストに割り振られる32ビット （4 

バイト）のアドレス。インターネットアドレスともいう。 IP アドレス表示は，8 
ビット （10 進数〇〜 255) をピリオドで区切り，4個で表す。世界中で一意でな 
ければならない グローバル IP アドレスの取得は，各国の NIC に申請する必要が 
ある。日本では JPN 1 C に申請する。各国のインターネット機関により決して重 
複しないように，割り振られる。 

1 P アドレスはネットワークアドレスとホストアドレスに分かれおり，最初の 
番号でクラス A からクラス C まで分けられる。 
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(1) クラス A (大規模 LAN ) : 

ネットワーク番号 （1 バイト）+ホスト番号 （3 バイト） 

(2) クラス B (中規模 LAN ) : 

ネットワーク番号 （2 バイト）+ホスト番号 （2 バイト） 

(3) クラス C (小規模 LAN ) : 

ネットワーク番号 （3 パイト）+ホスト番号 （1 バイト） 

例外として，ホストアドレスがすべて1の場合は全ホストを対象とする（ブロ 
ードキャスト）。 1 P パケットのヘッダ部に送信元と送信先の 1 P アドレスを設定し 
てパケットを送信する。なお， グローパル 1 P アドレスはインターネットの急速 
な普及のため近い将来不足する可能性があり， 32 ビットから 128 ビットに拡張す 
る計画が進んでいる。 -( M)IPng 


クラス C 
クラス B 
クラス A 


IP ヘッダ 


4 A イト 4 A イト 


IP アドレス IP アドレス 



ハ ■ '"- 5=s . . 如 


I 

A ネットワークアドレス ホろトアド!^ス 

0 (21 ビット） （8 ビット） 



ネットワークアドレス ホストアド1<ス 

(14 ビット） （16 ビット） 

E 

ネット C? 部ドレス ホ駆ンドト 1 f 


■IP 接続 (IP connection) 

ppp を使用して，一般の専用線や電話回線などでプロバイダ経由でインター 
ネットに接続すること。インターネットに接続するには，従来 UUCP 接続が多 
かったが，サービスが即時性を求めない電子メールとニュースに限られ，インタ 
ーネットのサービスをすべて受けることはできなかった。 IP 接続にすれば，こ 
のほか FTP , Web , Gopher なども利用できる。 IP 接続には，専用線で接続す 
る専用線 1 P 接続と，電話回線や ISDN 回線で接続するダイヤルアップ接続がある。 
前者の場合は一般に値段が高く 1 P アドレスの取得が必要だが通信速度が速い。 
後者の場合は値段が安く， 1 P アドレスの取得の必要はないが，速度は遅く，混 
雑時にはプロバイダにつながらないこともある。 一( 関 ) PPP 
■lPC(inter-process communication) 

クライアントサーバモデルにおけるプロセス間通信のこと。プロセスとは 0 S 
のプログラム実行管理単位で，ほぼタスクと同じ意味。自システム内のプロセス 
間でも，自システムと通信回線で結ばれた他システムのプロセスとの間でも同じ 
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手順で通信可能である。 IPC の機能は，プログラムインタフェース ( API ) の形で 
提供され，次のような機能がある。 

(1) 共有メモリ（プロセス間で論理的な共用可能なメモリ領域を提供する） 

(2) セマフォ（プロセス間の排他制御機能） 

(3) メッセージ（プロセス間のメッセージ送受信機能） 

(4) RPC (遠隔手続き呼出し） 

■IPCP(internet protocol control orotocol) 

TCP / IP の制御を行うネットワーク制御プロトコルで，通信に先だって 1 P アド 
レスを動的に割り当てる PPP の一機能。インターネットプロトコル制御プロトコ 
ルともいう。ダイヤルアップ IP サービスの利用者がインターネットを利用する場 
合に，プロバイダのサーバにアクセスした利用者に対し，プロバイダがもつ IP ア 
ドレスを! PCP 機能で自動的に割り当てる。ダイヤルアップ IP サービスの利用者 
は IP アドレスの取得の必要がないのはこの機能による。 一( 関) ppp , ip アドレス 
_IPng(IP next generation) 

IETF (インターネット特別技術調査委員会)が1992年から研究を開始した次 
世代インターネットプロトコル ( IP ) 体系。 IPv 6 ともいう 。 SIPP (simple internet 
protocol plus ) をもとに標準仕様を作成中である。 

現 1 P 体系 （ IPv 4) では IP アドレスフイールドの構成が32ビットであるため，世 
界中の組織体に IP アドレスを十分配布するだけのアドレス数が確保できない。 
そこで， IPng ではアドレスフイールドを128ビットに拡張し， 1P アドレスの枯 
渴問題を根本的に解決しようとしている。この拡張により，携帯端末，家電製品 
などのひとつひとつにも IP アドレスを付加することが可能となる。また，現在 
申請制である IP アドレスの自動取得も可能となる。 IPng は， IP アドレスのほか 
にセキユリテイ，サービス品質などの検討も含む。なお， IPv 4 から IPv 6 への移 
行には少なくとも数年かかる可能性かある。 

■l 「 DA(Infrared Data Association) 

日米の赤外線通信機器メーカなど約100社が仕様を研究するために:1993年に 
設立した業界団体，または同団体が提案した標準仕様。通信の際に本体と周辺機 
器(例えば持ち運ぶノートパソコンと共用のプリンタ）をケーブルでつなぐわずら 
わしさを省くため，近距離 （ lm 以内.放射角30度以内）で115キロビット/秒程 
度の通信を赤外線で可能にする仕様。1995年には，転送速度最大1.152メガビ 
ット/秒，4メガビット/秒の二つの新仕様を発表した。 NTT は，公衆電話にも 
IrDA 対応の通信ポートを設けるこ t を検討している。 

■ISDN(Integrated Services Digital Network) 

電話，文字データ，ファクシミリ，ビデオテックスなど性格が異なるサービス 
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を1本の回線に統合でき，さまざまな情報サービスが可能にするディジタル通 
信網。特に 1 TU-T が提案した統合通信網を ISDN (サービス統合ディジタル通信 
網）と呼び，通信サービスの国際標準とみなすことができる。目的はユーザ'網 
インタフェースを一元化し，高速で高品質な通信を安価な料金で提供し，将来へ 
の拡張性を保証することである。日本では同様なものとして NTT が開発した 1 NS 
があり，国際化に適応できるよう ISDN との整合性を検討している。 

—( 参) 1 NS , サービス統合ディジタル通信網，狭帯域 ISDN , 広帯域 ! SDN 
■ISDN アドレス (ISDN address) 

ISDN で使用する通信相手先の番号。 ITU - T で番号体系を勧告している。その 
構成は，国番号，国内宛先コード，利用者番号を合わせたものが国際 ISDN 番 
号，残りが ISDN サブアドレスというようになっている。国際 ISDN 番号の型式 
は，国際電話番号と同じである。 一( 関) ISDN サブアドレス 
■ISDN サブァドレス (ISDN sub-address) 

宛先アドレスのなかで電話番号以外にユーザ宅内の端末やアプリケーシヨンを 
識別するために付与可能な部分。最大40桁まで利用可能である。これと ISDN 番 
号 （15 衍）とを合わせて ISDN アドレスと呼ぶ。 一( 関) ISDN アドレス 

ISDN アドレス 1" 国際 ISDN 番号 f ISDN サブアドレス 
V_ _ A _ Y _ J 

最大15桁 最大40桁 

HISO(International Organization for Standardization) 

国際標準化機構。産業界の諸技術の標準化ととりまとめのために1947年に設 
立した国際機構。電気一般を除く情報処理システム，工業製品を対象に，技術の 
発達，標準化を進めることを目的とする。本部はジュネーブ。160あまりの専門 
委員会を有し，標準化の課題を検討している。専門委の決議した標準案を全会員 
に示し，多くの賛成が得られれば国際規格となる。日本からは， JISC (日本工業 
標準調査会）が加盟している （1952 年）。情報処理分野に関しては1987年から IEC 
と合同組織 (1 SO/IEC JTC 1) となり標準の作成を進めている。最も有名な標 
準に OSI (開放型システム間相互接続）がある。 

■ISO コード (ISO code) 

1968年に ， ISO と CCITT (現： iTU - T ) が勧告した国際的な標準コード。国 
際的なデータ伝送などの普及につれて，計算機の種類や各国の規格で異なる数字 
や文字などのコード体系を統一する目的で標準化した。日本の J 1 S コードもこれ 
に準拠している。紙テープやデータ伝送に用いる7単位コードと，磁気テープ 
などに用いる8単位コードがある。 
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BISOC(internet society) 

インターネット技術を用いて，広範囲な情報交換を促進することを目的に設立 
された学会形式組織の名称。技術的管理と方針の決定は， ISOC が投票で選んだ 
メンバで構成する IAB (internet architecture board ) が行う。 IAB の下に 
は，以下の組織がある。 

(1) 短期的な技術課題を検討する IETF (internet engineering task force ) 

(2) 長期的な技術課題を検討する 1 RTF (internet research task force ) 

(3) 1 P アドレスの管理を行う IAN A (internet assigned number authority ) 
なお， IETF ,1 RTF にはそれぞれ調整機関として lESG(internet engineering 

steering group ) と 1 RSG (internet research steering group ) がある。 



ISOC のィンターネット標準化関連組織 

隱 SO/IEC-jTC 1 (ISO/IEC Joint Technical Committee l) 

1987 年， ISO の TC 97( 情報処理システム専門委員会）と 1 EC の TC 83( 情報処 
理裝置専門委員会)などを統合した委員会。 ISO/IEC 合同技術委員会1という。 
ISO および IEC のメンバで構成する。組織は，アドバイザリグループ，アプリケ 
—シヨン要素グループ，裝置.メディアグループ，システムグループ，システム 
サポートグループと機能標準専門委員会とからなる。 

各グループは，いくつかの特別委員会 ( SC > で構成している。 JTC 1における 
国際規格の制定は，作業文書，委員会草案，国際規格草案と進み，審議，投票が 
行われ国際規格となる。 ITU - T , IEEE , ECMA などの国際機関の関連組織と 
密接な協力関係にある。 

HTU(International Telecommunication Union) 

国際電気通信連合のこと。電気通信の分野で幅広！< >責任を有する政府間国際機 
関。1934年にそれまでの国際電信連合を発展させ，発足。本部をジュネーブに 
おく。 rru の目的は，電気通信技術の発達とその効率的な運用の促進，またその 
ために各国間の調整である。標準化組織として，従来の CC 1 TT と CCIR の活動 
を継承した電気通信標準化部門 （1 TU - T ) と無線通信部門 （ ITU - R ) をもつ。 

—( 参) CCIR (国際無線通信諮問委員会）， CCITT , (関) ITU-T 
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■ ITU-T(ITU-Telecommunication Standardization Sector) 

ITU の常設機関のひとつで，初めは CCITT と称した。1993年7月， CC 1 R (国 
際無線通信諮問委員会）の一部を統合し ITU - T (1 TU - 電気通信標準化部門）と改 
称した。無線を除く電気通信に関する技術，運用および料金についての研究を担 
当し，作成した標準を勧告として発表する。構成員は 1 TU の構成員の中から決定 
する。15の専門委員会 ( SG 委員会）から構成している。主な勧告には， ISDN 関 
連の I シリーズ勧告， 0 S 1 関連の X シリーズ勧告，信号方式に関する Q シリーズ勧 
告，モデムに関する V シリーズ勧告などがある。 


■Java 

米国サンマイクロシステムズ社が開発したインターネットアプリケーシヨン開 
発環境。1996年1月に正式版を公開。 0 S の違いを意識せずに開発可能，オブジ 
ェクト指向，動画の取扱いが容易になるなどが主な特徴である。同社は，この仕 
様を公開し，インターネット分野の標準になるよう各社に呼びかけ，サポート製 
品を増やそうとしている。 

Java は開発環境であるため，次のようなさまざまな機能の集まりである。 

• Java 言語： C + +言語風の Java アプレット開発言語。 0 S の違いに依存しない。 
Java コンパイラ ：0 S ごとに用意され， Java 言語を目的の 0 S 上で動く実行プ 
ログラムに変換する処理系。 

. Java スクリブト：ハイパーテキスト記述言語。 

• Java アブレット：特定の処理を実行する部品。 HTML や Java スクリプトで 
いくつかのアブレットを組み込む（プラグイン)することで目的のアプリケーシ 
ヨンを組み立てることができる 

• Hotjava ブラウザ：対話型（インタラクテイブ）であるのが特徴。 

—( 参 ) ActiveX 

■JCA 手順 (Japanese Chain-store Association Procedure) 

日本チェーンストア協会が開発し，1980年7月に制定した本部と取引先(納入 
業者）間の業界標準プロトコル。正式名称は取引先データ交換標準通信制御手 
順。これを通産省がそのまま J 手順として制定している。歴史も古く普及度も非 
常に高く，安価なパッケージソフトウェアも揃つている。 

しかし， EBCDIC コードによる非透過伝送で，パケット交換網を想定してい 
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ないなど時代に合わない部分もある。なお，同協会は JCA 手順をグレードアップ 
した JCA - H 手順を開発中である。この手順は MHS 機能をベースにして， JCA 手 
順の機能を現状の情報通信技術に合わせて強化している。 

■JIS(Japan Industrial Standards) 

日本工業規格。日本の工業製品の標準化を目的に1949年制定の工業標準化法 
により，日本工業標準調査会 ( JISC ) の審議を経て制定した国家的規格。情報処 
理技術分野では，文字コードやデータコードなど多くの規格を制定している。 
■ JIS 漢字コード (JIS kanji code) —( 同) JIS 情報交換用漢字符号 
■JIS 情報交換用 漢字符号 (JIS kanji character set code) 

JIS 8 単位符号で表した文字に加え，漢字までも表せるようにした文字コード。 
漢字以外は8ビット （ 1バイト）を使い，漢字は16ビット （2 バイト）を使う。そのた 
め，漢字以外の文字から漢字へ入るときと漢字から漢字以外の文字に戻るときに， 
それぞれ漢字イン，漢字アウトの漢字シフト文字を挿入しなければならない。 

漢字と非漢字(記号，英数字，ひらがな，カタカナ）などの2バイト文字(全角 
文字）を表現するために，コンピュータ用に割りふった16進数字4桁のコード 
(符号)。漢字は50000字以上の種類があって，漢字などの2バイト文字を表現 
するには，16ビットが必要であり，65536 (= 2 16 )文字の種類を表現すること 
ができる。 

• J 1 S 規格では，漢字の使用頻度に応じて， J 1 S 第1水準(漢字2965文字，ひらが 
なとその他の各種文字753文字，合計3718文字)， JIS 第2水準（旧漢字など3390 
文字)，さらに補助漢字5801文字を指定した。なお，漢字コードは何度か改訂さ 
れ，一般に1978年の規格 ( C 6226) を「旧 JIS 」， 1983年の規格 ( X 0208) を「新 JIS 」 
と呼んでいる。通常のコンピュータ処理では，約7000字の文字があれば十分で 
ある。ほとんどのビジネスパソコンでは，第1水準，第2水準の漢字を標準装 
備するものが多い。 一( 参）シフト J 1 S コード 
■JISC(Japanese Industrial Standards Committee) 

—( 同）日本工業標準調査会 

HJPEG(joint photographic coding expert crroup) 

① ISO/IEC jTC の SC 29 と ITU - T 共同でパッケージメディアの静止画像圧縮 
技術の標準化を進めて いる 作業部会。 

② 同作業部会が定めたフルカラー静止画像のディジタル圧縮に関する標準。フル 
カラー静止画像符号化方式ともいう。 

1992年に ISO / IEC 標準，1994年に国際標準となった。議論の過程で2値画 
像（白黒の文字や絵）に対しては不利とわかり，2値画像についてはさらに圧縮率 
の高い JBIG (Joint Bi-Level Image Coding Expert Group ) が設立され， 
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この 方式も 1993 年に ISO/IEC 標準となった。 JPEG と JBIG には，走査型モー 
ドとプログレッシブモード（始めは粗い画像を送り，次第に精細度を高める）の二 
つの 方式かあり，用途により使い分けられる。一(参) MPEG 
■JPNIC(JP-Network Information Center) 

NIC の下部組織のひとつ。日本を含むアジア太平洋地域のインターネットユー 
ザのドメイン名などの管理を行っている組織 APNIC(Asia Pacific Network 
Information Center) に属し，日本国内のグローバル IP アドレスの割当てと 
運用管理を行う組織。東京大学大型計算機センター内にある。 

■JTC1 (Joint Technical Committee 1) —(同) 1S0/IEC-JTC1 
■JTM(job transfer and manipulation) —( 同)ジョブ転送 
■JUNET(Japan UNIX Network) 

日本の大学，研究所などの UNIX コンピュータを結ぶために有志が集まって構 
築した情報交換ネットワーク。 1984 年に運用 開始。 海外の USENET やインター 
ネットとの接続も可能とした。 1994 年 10 月に解散し， WIDE ネットワークに移 
行して日本のインターネットの中核になった。一(関) WIDE 
■JUST(Japanese Unified Standards for Telecommunication) 
郵政省推奨通信方式。郵政省が国内標準として推奨(官報に告示)する通信方 
式。日本において， 1980 年ごろから電信電話以外の通信 サービスが 広く普及し 
始め，端末市場の多様化が進んできた。そのため，通信方式の標準化を進める目 
的で創設したもの。ファックス，テレックス，コンピュータネットワーク，パソ 
コン通信 (JUST-PC), 電子メールの通信などの標準を制定している。なお，標 
準の多くは ITU-T の勧告を元に制定している。 

■JUST-MHS(Japanese Unified Standards for Telecommuni¬ 
cations - Message Handling System) 

1984 年の CCITT 勧告 X.400 シリーズに準拠した，電子メール通信網間接続推 
奨通信方式。 1987 年 11 月告示の日本での電子メール通信に関する推奨通信方式。 

日本語表記方式などの追加規定を行っている。 

■JUST-PC(Japanese Unified Standards for Telecommuni¬ 
cations on Personal Computer communication) 

パーソナル コンピュータ通信装置推奨通信方式。任意のバソコ ン 間での通信を 
可能とするため，郵政省が 1984 年に告示したプロトコル。物理層では V.27ter 
規格の半二重モデム (2400/4800bps) を推奨している。また，データリンク層 
では HDLC に準拠したデータ伝送制御手順を推奨している。 

基本概念は，次のとおりである。 

(1) 高速かつ高品質な通信ができること 
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(2) 将来性，拡張性があること 

(3) 音声とデータが相互に伝送できること 


I_ K _ | 

■KDD(Kokusai Denshin Denwa Co.Ltd.) 

国際電信電話(株)。国際通信を主な業務とする国内最大の第一種電気通信事業 
者。かつて，日本の国際電気通信事業を独占，一元的に運営してきたが，1985 
年の電気通信法の施行により，競争原理が導入され新事業者の参入が許されるよ 
うになつた。これにともない，サービスの充実，ネットワークの高度化を行い， 
企業体質の強化を図っている。 



■LAN(local area network) 


小規模な通信ネットワークの形態で，同一敷地内，同一構内，同一建物内など 
比較的狭し、地域に分散して配置したコ ン ピュータやワードプロセッサ， ファクシ 
ミリ，電話などの多数の端末を伝送媒体で接続して構成した私設のネットワ ー 
ク。企業内情報通信網，構内通信網ともいう。 

端末装置間の相互通信を可能にし，大量データの伝送，高速なデータ伝送，負 
荷の分散，資源の共有など高度な 0 A 化の実現を目的とする。広域網 ( WAN ) を 
一般の電話網に例えるならば，これは屋内の内線電話にあたる。私設回線であっ 
て電気通信事業者への申込みや通信料金の支払いは必要としない。 

ネットワークトポロジとしては， バス 型，リング型，スター型が代表的であ 
る。なお，ルータやブリッジなどの LAN 間接続装置により異なった型の複合型 
も珍しくない。元は UNIX を中心とするミニコン，ワークステーション用のネッ 
トワークであった。最近では， LAN の適応可能分野の広がりで， （1) 低価格で手 
軽に構築できる大衆化の方向（パソコン LAN ) と （2) LAN の長さや設置端末の増 
大による高速，大規模化（クライアント サーバ システム）の方向とに分かれようと 
している。 

アクセス方式には CSMA / CD ， トークンパッシング方式，トークンリング方 
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式などがある。 —( 参)同軸ケーブル，より対線，光ファイバ， CSMA / CD ， 卜 
ークンパッシング方式，トークンリング方式， MAN , WAN 
■LAN アダプタ (LAN adapter/LAN adaptor) 

LAN 上にデータを送受信するための I / O 制御を行う各種アダプタの総称。ア 
グプタは，さまざまな装置を通信ケープルに接続するための機器で， LAN アダ 
プタにはターミナルアダプタ，チャネルアダプタ，回線アダプタなどがある。 
■LAN 間接続 (inter LAN connection) 

網間接続の一形態で， LAN 間通信を行うためにし AN とし AN を接続すること。 
接続のためにリモートリピータ，プリッジ，ルータ，ゲートウェイなどの装置を 
使う。それぞれ，接続する LAN 間のプロトコルがどの程度相違しているかによ 
り使い分ける。 一( 参)リピータ，ブリッジ，ルータ，ゲートウェイ，異手順端末 
間通信，（類)インターネットワーキング 
■LAN 間通信 (inter LAN communication) 

企業内あるいは企業間通信の広域化，およびインターネットの普及に伴い， 
ISDN や フレー ムリ レー 網を介し LAN 間接続して通信を行うこと。 

■LAN グループア ドレス (LAN group address) 

LAN に接続された複数ノート•（ステーション)への同報送信に使用する宛先ア 
ドレス。 LAN グループアドレスには，あらかじめ取り決めた複数ノードからな 
るグループに同報送信するための LAN マル チキャストアドレス（グループ同報ア 
ドレスともいう）， LAN に接続されているすべてのノードに同報送信するための 
LAN ブロードキャストアドレス（一斉同報アドレスともいう）がある。 

CSMD / CD , トークンパッシングバス，およびトークンリングの各手順にお 
いて， LAN グループアドレスは MAC 層ヘッダ中の宛先アドレス部の1ビット目 
が「 1 J の値で示す。また，し AN プロードキャストアドレスはさらにアドレス値 
のビットがすべて r 1」で示す。 一( 参)ローカルアドレス管理 
■LAN 個別ァドレス (LAN individual address) 

0 1 15 

7印 i 形式 H / G 「ァドレス値 （15 ピット) 

0 1 _47 

主形式 |" l/G fUAl アドレス値 （46 ビット） 

I/G 0: LAN 個別アドレス 
1: LAN グノトプアドレス 

U/L 0:他の LAN を含めグローパこ管理されたアドレス 
1:自 LAN 内のみで管理されたアドレス 

LAN 個別アドレスとグノレ-プアドレスの区別 
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LAN 上に接続された各ノード（局）を識別するためのアドレス。 CSMD/CD, 
トークンパッシングバス，およびトークンリングの各手順に.おいて， LAN 個別 
アドレスは MAC 層へッダ中の宛先局アドレス部の 1 ビット目が「〇」の値で示す。 
—( 参)ローカルアドレス管理 

■LAN セグメント (LAN segment) —(同)セグメント 
■LAN プロ トコル (LAN protocol) 

LAN に接続したワークステーションなど，各種の分散処理ノード間で多様な 
通信サービスを提供するためのプロトコル。現在， ISDN との接続，異種 LAN 間 
接続などの国際標準化を ISO や 1EEE802 委員会などが進めている。 

■LAN マネージヤ （LAN manager) 

アメリカのマイクロソフト社とスリーコム社が共同で開発したバソコン LAN 
構築用のネットワーク OS 。 パソコンによるクライアントサーバモデルの分散処 
理システムを想定している。 LAN マネージャのサーバ用ソフトウェアは OS /2 
の上で動く。またクライアント用ソフトウェアは OS /2 または MS - DOS 上で動 
く。国内では，「日本語 MS LAN マネージャ共通規約ワークショップ J という組 
織があり， LAN マネージャの共通規約を作成している。なお LAN マネージャの 
機能は MS-Windows NT に含まれようとしている。 

■LASER(light amplification by stimulated emission of 
radiation)—( 同）レーザ • 

■LCP(Link Control Protocol) 一(同）リンク制御プロトコル 
■LCR(least cost routing) 

最低料金回線選択機能。複数の電気通信事業者と契約している場合，通信相手 
の場所，通信内容によって利用料金が回線を提供する業者により異なる場合があ 
る。そのとき，最も料金の安い回線を自動的に選択する機能。家庭用の電話機で 
もこの機能をもつたものを販売している。 

■LHA 


ファイルを圧縮し，使用時に解凍(伸張)するプログラム。フリーウェアとして 
パソコン通信などで流通している。圧縮されたファイルには LZH という拡張子 
_ がつく。吉崎栄泰の著作物。目的のファイルに対して，同じデータが連続する部 
_ 分を間引くなどの手法によって容量を縮小するのが圧縮である。そして使用する 
ときに，ふたたび元の状態に復元(解凍)する。圧縮と解凍は必ず同じ方式を適用 
しなければならない。 LHA は日本の MS-DOS および Windows ユーザの 間で事 
実上の標準となっている圧縮プログラムで，パソコン通信サービスなどで広く利 
用している。イン ター ネットや米国のパソコン通信サービスでは ZIP という圧縮 
プログラムをよく使う。一(参) LZH 形式，フリーソフト 
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■ LU6.2(logical unit 6.2) 

IBM の SNA における，大型機からパソコンまで統一したセシヨンサービスを 
提供するという通信プロトコル。 LU は，ネットワーク資源をアクセスするため 
の論理ポートを意味する。 

■LZH 形式 

吉崎栄泰が作成したフリーウェアの圧縮ツール LHA が圧縮した圧縮ファイル 
形式。圧縮ファイルのライブラリ管理が可能で圧縮性能も高い。日本では利用者 
が多い。 


|_ M _| 

■MAC(media access control) 一 ( 同)媒体アクセス制御 
■MAN(metropolitan area network ； 

LAN の高速化 . 広域化にともない，種々のマルチメディアや通信サービスの 
提供を含め， LAN 環境の有機的な結合を目指した地域間ネットワーク。高速の 
基幹 LAN を張り，それに支線 LAN を接続する形をとる。 IEEE 802.6 委員会が 
標準化を進めている。 一 ( 参 ) LAN, WAN 

■MAP(Manufacturing Automation Protocol) 

アメリカの自動車メーカ，ゼネラルモーターズ (GM) が提唱した工場用の国際 
標準 LAN の通信規約。 FA ( ファクトリオートメーシヨン)生産ネットワーク構築 
では，用途に応じたさまざまなコンピュータや NC 工作機，産業用ロボットなど 
を接続する。それらを有機的に結合するには個々の通信規約では不可能であり， 
そのために考え出した規約が MAP である。全体は OS1 参照モデルに準拠してお 
り，現在の MAP の LAN 方式としてはトークンバス方式を採用している。 
■MAP/TOP(Manufacturing Automation Protocol/Techni¬ 
cal and Office Protocol) 

OSI 参照モデルの LAN の標準化において，下位 2 層だけでなく高位のプロトコル 
までも含めて標準化を進めているプロトコノレ。 GM が FA 用に提唱した MAP と，ボ 
ーイ ングコン ピュー タ サービス 社が OA 用に提唱した TOP からとつたものである。 

■ MCA(multi channel access) 

全国 8 か所の ( 財)移動無線センターが提供する業務用移動通信サービスのひとつ 
で，半径 30km のエリア内で利用する電波の有効利用のために，一定数の周波数 
を複数の ューザが 共有する方式。使用時には，一定の時間，自動的に周波数が割 


り当てられる。アナログ方式とディジタル方式の2方式がサービスされている。 
鼸 MHS(message handling system) —( 同)メッセージ通信システム 
■MIB(management information base) 

SNMP などのネットワーク管理システムで使うオブジェクトの集合。管理才 
ブジェクトまたは管理情報ペース。管理対象となる項目（ホスト，ルータ，プリ 
ッジ等）のデータペースであり，ネットワークの構成，性能に関する情報を管理 
する。 MIB には IAB によりインターネットの仕様として設定されている標準 MIB - 
I , n と，メーカ各社により設定されている拡張 MIB がある。 M 1 B に関する管 
理情報の構造規定として SMI がある。一(関) SMI , SNMP 
BMIME(multipurpose internet mail extension) 

インター ネッ トの電子メール ( e - mail ) で，英語以外の言語やマルチメディア 
データ（イメージ，動画，音声，文字などのデータ）を扱えるようにするために， 
インター ネッ ト活動委員会 ( IAB ) が1992年に提唱した規格。お互いに MIME 準 
拠のメールソフトを使用すれば，インター ネッ トとつながる利用者どうしでマル 
チメディアデータを含む通信が可能となる。また，タイトル，名前，本文に各国 
の文字 セッ トのコード体系で利用しても，文字化けすることなく利用できる。 
一(参) SMTP ， X .400 

■MLP(multi-Iink procedure) —( 同}マルチリンク手順 
HMODEM(modulator and demodulator) 

変復調装置。 一( 同)モデム 

■Mosaic 

アメリカのイリノイ大学にある NCSA が1993年に開発したインターネットク 
ライアントソフト。 WWW , Gopher , WA 1 S といったサーバソフトのクライア 
ント機能をもつ。 Mosaic はソースコードも公開する堯全なフリーウェアで提供 
したため，企業がさまざまな付加価値を付け，有料の製品版 Mosaic を開発した。 
そのため，オリジナルの Mosaic を製品版と区別するため NCSA Mosaic と呼ぶ。 
なお，製品版 Mosaic の中では NCSA Mosaic の開発者の一人であるマーク.ア 
ンドリーセン等が設立したネットスケープ コミ ユニケーシヨンズ社の Netscape 
Navigator が有名。 

BM OTIS (message oriented text interchange system) 

ISO で標準化を進めていた OSI 参照モデル応用層で定めた電子メール規定。こ 
の標準化と並行して ITU - T が同様の標準である MHS を検討していたため，両者 
はその相違を吸収し合い， M 0 T 1 S も MHS も1988年にはほぼ同じ標準内容となっ 
た。したがって，電子メールの国際標準を MHS / M 0 T 1 S と併記することもある。 
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■ MPEG(Moving Picture Experts Group ) 

① ISO/IEC JTC1 の SC29 で，パッケージメディアのフルカラー動画圧縮技術 
の標準化を進めている作業部会。 

② 同作業部会が定めた動画圧縮形式の標準。動画像符号化方式ともいう。最初の 
標準は 1992 年に国際標準となり， MPEG1 と呼ばれる。 MPEG1 は CD-ROM 
や N-ISDN に対応したもので， 150 キロ bps から最大 1.5 メガ bps のデータ転 
送速度で 352 x 240 ドットの画面サイズ，毎秒 30 コマの動両を再生することが 
できる。なお，その後定められた MPEG2 は， B-ISDN, ハイビジヨンテレビ， 
DVD などに対応する標準である。データ転送速度や画素数によつて何段階か 
の レベルに 分かれている。 一( 参) JPEG 

■ MPX ( multiplexer )—( 同)マルチプレクサ，多重化装置 
■ MTBF(mean time between failures ) 

システムの信頼性を示す尺度のひとつで，稼働中のシステムでのある故障の回 
復後，次の故障までの無故障で稼働する時間の平均。平均故障間隔ともいう。大 
きいほど信頼性が高い。 一( 参)可用時間，稼働率 
■ MTTF(mean time to failure ) 

非修理システムの信頼性を示す尺度のひとつで，使用開始後故障するまでの平 
均時間。修理のきかない機器に対して使用する。大きいほど信頼性が高い。 

—( 参)可用時問 

■ MTTR(mean time to repair ) 

システムの保全性を示す尺度のひとつで，故障後回復するまでの平均時間。小 
さいほど保全性が高い。平均修理時間，平均故障継続時間ともいう。 

—( 参)可用時問，稼働率 



■ NAK(Negative Acknowledge ) 否定応答。 一( 関)伝送制御文字 


■ NAPLPS(North American Presentation Level Protocol Syntax ) 

世界の代表的なビデオテックスシステムの方式。北アメリカ標準方式で，具体 
的なシステムにカナダのテリドンがある。ビデオテックスのプレゼンテーション 
層に関する規定として， 1982 年に CCITT が制定した。北米方式ともいう。画像 
形データの処理に優れ，日本でも街頭ビデオテックスや館内ビデオテックスで採 
用している。その他に，ヨーロッパの CEPT 方式，日本の CAPTAIN 方式がある。 
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INC(network computer) —( 同)ネットワークコンピュータ 
■NCC(new common carrier) —( 関)第一種電気通信事業 
_NCSA(National Center for Supercomputing Applications) 

米国イリノイ大学内にある全米科学財団 （ NSF ) のスーパコンピュータに関す 
る研究所のひとつ。全米スーパコンピュータ応用研究所。ここが開発したブラウ 
ザ Mosaic が便利であったことでインターネットが世界中に広まった 。 Mosaic 
を開発した NCSA の研究生マーク.アンドリーセンらがシリコングラフィックス 
社社長だったジム.クラークと共同でモザイクコミュニケーションズ社(現在の 
ネットスケープコミュニケーションズ社）を設立した。リーの TCP / IP 関連のソ 
フトウェアを配布している。 

■NCU(network control unit) 

網制御装置。コンピュータや端末を公衆通信回線に接続する場合に，モデムや 
DSU などのデータ回線終端装置 ( DCE ) と，公衆通信回線の間に接続し，データ 
通信取扱い局の交換設備の起動や復旧，選択信号の送出，着信に付帯する応答確 
認などの働きをする装置。電話回線用， DDX 用などの種類がある。 DDX では機 
械によっては不要な場合もある。専用回線では必要ない。手動式と自動式があ 
り，自動式の場合は，自動発信/自動着信が行え，発信着信制御手順を CC 1 TT 
勧告 V . 25で規定している。 一( 参)データ回線終端裝置 
■NDIS(network driver interface specification) 

アメリカのマイクロソフト社とスリーコム社がネットウ ェア 社のオープンデー 
タリンクインタフェース (0 D 1) に対抗して提唱した LAN ドライバ仕様。マイク 
ロソフト社のネットワーク 0 S である LAN マネージャで採用。 LAN のデータリ 
ンク層におけるプロトコルを定義。 ND 1 S や ODI ドライパをパソコンに入れ，ア 
プリケーションから呼び出すようにすると，1台で複数のプロトコルを共存さ 
せることができる。 

■NETBIOS(Network Basic Input/"Output System) 

米 IBM が 1984 年に発表したトークンリング LAN と 0 S とのインタフェース規格。 

■Netscape Navigator 

ネットスケープコミュニケーションズ社が開発した WWW ブラウザ。情報を暗 
号化する機密保持機能やデータ共有機能をはじめ，企業のイントラネット利用に 
も対応を進めており，事実上の標準ブラウザとなっている 。 Netscape Navigator 
を対象として，ブラウザ自体の機能を拡張するプラグインと呼ぶソフトが続々と 
登場している。代表的プラグインとしては，ホームページ上でアニメーション 
を表示する Shockwave for Director , MIDI による音楽を再生する MIDIPLUG , 
ラジオ放送のようにリアルタイムで音声を受信する RealAudio , ビデオ映像を 
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表示する VDOLive , 3次元 CG による仮想空間を表示する Live 3 D などがある。 

■NetWare 

ノベル社の通信ソフトウェア。 一( 同)ネットウェア 

■NFS(network file system) 

LAN で接続した別のコンピュータのファイルを，自システム内のファイルで 
あるかのようにアクセスするネットワークファイル管理システム。アメリカのサ 
ンマイクロシステムズ社が開発した UNIX ワークステーシヨン上の分散ファイル 
管理機能。最近では，パソコン用 TCP / IP 通信ソフトでも同機能をもつものが 
ある。 —( 参)マウント， RSF , RPC 
■NIC(network information center) 

全世界で重複してはならないグローバル IP アドレスの割当ておよび運用を管 
理する IANA が決定した事項を実行する機関。 IP アドレス申請の受付や採番は NIC 
の業務であるが，インターネット利用者の拡大に伴い，現在は全世界を3区画に 
分け，ヨーロッパ ( RIPENCC )， アメリカ （ InterNIC ), アジア太平洋 ( APNIC ) 
の地域 NIC が管理している。日本での調整は，アジア•パシフイック地域のレジ 
ストリ組織である APNIC に属する JPNIC 力 5 行う。 



欧州地域を管理 アジアノ ’(シフイツク地域 


日本国内を管理 


を管理 

J _ 1 
JPNIC 


北米,その他 
地域を管理 

IAB:lnternet architecture board 
IANA;lnternet assigned number authority 
IR:lnternet resistry 


■NIFTYManager 

パソコン通信サービス NIFTY - SERVE に対応した GUI 通信ソフト。従来はテ 
キスト画面にコマンド（命令）を入力して操作していたが，このソフトはメニュー 
項目をアイコンで表示し，マウスを使って操作する。 

■NIFTY-SERVE 

ニフティ（株)が運営するパソコン通信サービス。世界有数のパソコン通信サー 
ビスの CompuServe (アメリカ）と提携している。データベースやオンラインシ 
ョッビングが充実している。富士通（株）の運営する広域 VAN サービスである 







FENICS の回線を使用しているため，全国にアクセスポイントがあり，回線料 
金を低くおさえることができる。基本的なサービスは電子メール，掲示板，フォ 
ーラムなどの種類がある。一(参)フォーラム，アクセスポイント 
■NII(National Information Infrastructure) 

—( 類)情報スーパーハイウェイ構想 
INIS(network information service) 

UNIX のネットワーク管理機能のひとっで，管理と有効利用に必要な情報を保 
持するデイレクトリ サービス 機能。ホスト名， ューザ 名，グループ名，パスワー 
ド，ネットワーク名，プロトコルなどのデータベースがあり，他のマシンからの 
アクセスが可能になっている。以前はイェローページ ( YP ) といっていたが ， NIS 
に改めた。 

■N-ISDN(narrow band ISDN) —( 同)狭広帯域 ISDN ， （対)広帯域 ISDN 
HNNTP^network news transfer protocol) 

インターネットのネットワークニュース 用の サーバ ( ニュースサーバ)へのニュ 
ース （記事）の読み込み/投稿や ホスト 間の転送を行うための通信プロトコル。 
NNTP で，記事の読み込み支援 ツールと して ニュース リーダが ある。ニュース 
リーダは記事の投稿を支援する機能ももっている。 

■No. 7 信号方式 (signaling system No.7) 

デイジタル信号方式を前提とし，電話網と ISDN の網間接続のために通話回線 
と独立の信号回線を設け，複数の通話回線を共通制御する共通線信号方式。 ITU - 
T 勧告 Q .700 シリーズの規定。交換機間での回線の設定，解放などの制御のみで 
なく，それと直接対応しない特殊番号の翻訳，移動体通信における位置情報の問 
い合わせなどの制御にも使われる。このような多様な用途に対応するため， No .7 
信号方式は，メッセ ー ジ転送部(下位層）と ューザ 部(上位層）に階層化している。 
ューザ 部には，電話 ューザ 部 ， ISDN ューザ 部などがある。 一 (関)共通線信号方式 
■NOC(network operation center) 

プロバイダが所有するネットワークを管理.運用する組織。ネットワークの流 
れを監視して問題が生じた場合はいつでも即座に対処する。インターネット接続 
サービスを提供するプロバイダは24時間態勢でそれぞれ NOC を運用している。 
■NOS(network operating system) 

—( 同)ネットワークオペレーテイングシステム 
■NPT(non-packet mode terminal) —( 同)非バケット形態端末 
■NRM(normal response mode) —( 同)正規応笞モード 
■NSAP(network service access point) 

—( 同)ネットワークサービスアクセスポイント 
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_ NSF(national scientific foundation ) 

米国で 1950 年に設立された科学研究の資金を援助する政府機関。インターネ 
ツト関連の援助活動では，1970年代に ARPANET からはじまったインターネツ 
卜を1986年に NSF が民間企業に委託し，研究用のネツトワーク （ NSFnet ) とし 
て運用を開始した例がある。当初は 56 Kbps の専用線であつたが，その後回線ス 
ピードを増やし，1994年以降 NSFnet の運用を民問に移管するまでの間，研究 
者間のコミュニケーションの道具としてインターネツトを全世界に広げるために 
貢献をした。 

_ NSP(Native Signal Processing ) 

パソコン上で音声や動画，モデムといったディジタル信号処理を，専用のプロ 
セツサ (digital signal processor : DSP ) を用いずにソフトウエアで処理す 
る考え方。 

■ NTT(Nippon Telegraph and Telephone Corp .) 

—( 同）日本電信電話株式会社 


I_ 〇 _I 

■0 CN(open computer network ) 

NTT が1996年に一部サービスを開始したインターネットやパソコン通信との 
コネクションレス型接続サービス。サービス品目は，低速系 （128 キロ bps )， 高 
速系 （1.5 メガ bps ， 6 メガ bps , 50 メガ bps )， 加入電話や ISDN によるダイヤ 
ルアップのサービスがある。セキユリテイ，マルチキヤスト，バーチヤル LAN ， 
デイレクトリ/ナビゲーション，リソース予約などの付加的なサービス提供を目 
指す。 

回線料金の内外価格差を少なくする目的で，低速系，高速系とも従来の同様サ 
ービス価格より大幅に低くしている。また，ダイヤルアップサービスでは NTT 
が全国に展開している電話局をアクセスポイントにすることが可能なため，利用 
者は市内局番で接続が可能になる。 OCN のサービス開始により先行しているプ 
ロバイダとの競争が激化する可能性がある。 

■ OCP(online control program ) 

—( 同）オンラインコントロールプログラム 
■ OCX(OLE custom controls ) 

マイクロソフト社の OLE 2.0 に準拠したアプリケーション部品。デイスプレイ 
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画面上の OLE コンテナと呼ぶ台紙の上に OCX として作成された部品を貼るだけ 
でアプリケーションを構築できる。 OCX をインターネット環境に拡張したもの 
が ActiveX コント U — ルである。インターネット上の WWW サーバから ダウン 
ロードしたプログラムを WWW ブラウザ上で運用することができる。 

一(関) ActiveX , OLE 

■ODA/ODIF(office document architecture/office docu¬ 
ment interchange format) 

iSO / IEC の合同技術委員会 ( JTC 1) で文書処理と関連通信機能の標準化を進 
めているサブ委員会 ( SC 18) が規定した事務文書体系 （ ODA ) とそれに基づいて規 
定された事務文書交換様式 ( ODIF )。 OSI 参照モデルの第7層である応用層にお 
ける特定サービスのひとつに位置付く。 

ODA は文書の交換促進を目的とした規格で，8部構成となっている。その第5 
部が ODIF である。 0 D 1 F は1987年， ODA は1989年に国際規格となる。それを 
受けて, 日本では1993年に JIS 規格化されている（開放型文書体系 （ X 4101 〜 
4108))。 一( 参 ) SGML 

■0DBC(open database connectivity) 

アメリカのマイクロソフト社が1991年に提唱した Windows アプリケーシ 
ョンプログラムがさまざまなデータベースにアクセスするための共通 API の仕 
様。 SQL によるアクセスを基本としている。現状では，データベースソフトの 
メーカが互いに独自の仕様を公開し，他社のソフトで作ったデータベースでも検 
索できる各種のドライバを供給していたが，次第に統一したいという気運が熟し 
てきた。 ODBC の API を使用すれば，アプリケーションプログラムは Excel のデ 
—タフアイル ， SQL Server , dBASE , Oracle Server などのデータべース 
にアクセスが可能。製品には，マイクロソフト社の Access , パワーソフト社の 
PowerBuilder , 日本センチユラの SQL Windows などがある。 
_OLAP(online analytical processing) 

エンドユーザが直接，基幹データペースを操作して問題点や解決策を見つけ出 
せるような分析型アプリケーションの概念。リレーショナルデータモデルを提唱 
した E . F . Codd が提唱した。 

クライアント/サーバ型，複雑な多次元データ構造を処理可能，データベース 
の物理構造を意識する必要がない，同時アクセスができかつネットワークで分散 
したデータペースをリンクして高速に検索できるなどの特徴をもつ。経営者の意 
思決定支援システムや役員情報システムなどの構築に向く。なお， OLAP を構 
築できるシステム環境をデータウエアハウスと呼ぶ。 
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_OLE(object linking and embedding) 

同時に複数のアプリケーションソフトを使える Windows 環境下で，それぞれ 
のデータを DD £ 機能を用いてやりとりし，埋め込むこと。埋め込みとは，単に 
データを与えるだけでなく，関連するアプリケーションの名前，パス名，データ 
フォーマット（書式）などの情報も与えることである。 

例えば A というソフトで作成したデータ D を， B というソフトの使用中に更新 
する場合，ソフト B 上でデータ D を呼出して操作すると，ソフト A が自動的に起 
動され，データ D の更新 D ’ が可能になる。この更新によりソフト A のデータ D 
も自動的に更新された D ’ になる。このように二つの異なるアプリケーションソ 
フト A ， B が一体化したように使用できる環境を提供するのが OLE である。ア 
プリケーションとデータを一体化した部品 ( OCX ) を扱えるようにした OLE 2.0 に 
進化している。 一( 関) DDE , ActiveX , OLE 


アブリケーシヨン B 

埋秘み 



アブリケーシヨン A 




DDE によるリンク 





■OLTP^online transaction processing) 

オンライントランザクション処理。 一( 同)オンライントランザクション 
■OS(operating system) —( 同)オペレーテイングシステム 
■OSF、open systems foundation) 

1988年に UI に対抗する形で設立した国際的な UNIX 標準化団体。主な出資社 
は， IBM , DEC , HP , ブル，ジーメンスなど。日本からは日立製作所，三菱電 
機がスポンサーになっている。 UNIX 自身の標準は OSF /1， GUI の標準は OSF 
/ Motif , 分散コンピューテイング環境の標準は OSF / DCE と呼ばれている。 

Motif と DCE は事実上の業界標準になりつつある。 一( 関) U 1 
■OSI(open systems interconnection) 

開放型システム間相互接続。 ISO (国際標準化機構)が推奨するデータ通信のサ 
ービス定義とプロトコル仕様を総合的に規定したネットワークアーキテクチャの 
国際標準。標準は， OSI 参照モデルを規定し，各階層ごと，各応用機能，ネット [ 
ワーク管理機能などにわたる膨大なものとなっている。 ITU - T が積極的に 0 S 1 〇 

に関する勧告を X シリーズとして行い，順次 ISO の国際標準となり， JIS 規格に — ^ 
なっている。 

通信回線による異機種間の接続は標準的なプロトコルで定めているが，データ 
リンクの域を出ていない。これに対し 0 S 〖は，最終的にはアプリケーションまで 
接続可能となるような接続を目指す。 
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■OSI 管理 (OSI management) 

OSI 環境でネットワークを効率よく，ユーザが要求する用件を満たしながら運 
用するための管理。 OSI 管理モデルは次の3層構成からなっている。 

U ) システム管理応用プロセス （ SMAP ) 

SMAP は (2) の SMASE のサービスを受け，管理情報ベース ( MIB ) を管理する。 

(2) システム管理応用サービス要素 ( SMASE ) 

SMASE は次の特定ネットワーク管理サービスを （1) の SMAP に提供する。 

• 構成管理：資源の有効活用やネットワークの構成を意識させない運用。 
•障害管理：ネットワークを監視し，解決手段の提供。 

• 機密管理：不正なアクセスから資源やアプリケーションの保護。 

-課金管理：使用に伴ラコスト算出。 

• 性能管理：ネットワーク性能の劣化時に分析や事象の記録。 

(3) 共通管理情報サービス要素 (C M 1 S E ) 

CM 1 SE は SMASE に対して管理情報や命令交換に使用する共通管理情報サー 
ビスを提供する。この時， CMISE は管理対象システム間で CMIP により通信を 
行う。 

—( 関) CMIP，CMIS 
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■OSI 参照モデル (OSI reference model) 

OSI で規定した，計算機や端末間の通信プロトコルの階層化モデル。 OSI 基本 
参照モデルともいう。プロトコルを7層に階層化し，それぞれの層が上位の層 
に提供するサービス機能を定義している。 

プロトコルは，下位の第1層から上位の第7層までの7階層に分け，第1層 
からそれぞれ，物理層，データリンク層，ネットワーク層，トランスポート層， 
セション層，プレゼンテーション層，応用層という名前で呼ばれる。 

第 <N >層には，エンテイテイと呼ばれる機能モジュールがひとつ以上存在 
し，それぞれが< N -1 > 層のサービスを利用して機能を実行することにより< 
N + 1>層へサービスを提供する。この第 < N > 層のエンテイテイが行う通信動 
作の規約が第 < N > 層のプロトコルである。また，各層のサービスはプリミテイ 
ブと呼ばれ，要求，指示，応答，確認の4種類がある。 


• システム管理，アプリケーション管理 
■ファイル転送，ジョブ転送 
• X 社用オーダエントリ 


_仮想端末サービス 
• 仮想ファイルサービス 
• データ変換サービス 


セシヨンの確立/解放 
セシヨンデータの転送制御 
(同期，送信権制御キャンセル， 
チェックポイントリカバリなど) 


• トランスポートコネクションの確立/解放 
• エンド-エンド送達確認 
-フロー制御 
-順序制御 


• ネットワークコネクシヨンの確立/解放 
• フロー 制御 
■ 順序制御 
-エラー 検出 


• データリンクの確立/解放 
. フロー制御 
• 順序制御 
• エラー検出/回復 


• 電気的 • 物理的コネクシヨンの確立 


応用層 

(Application layer) 

/ 

プレゼンテーション層 


(Presentation layer; 


セシヨン層 


(Session layer) 


トランス ボー ト層 

缚~~~~__ 

(Transport layer; 


ネットワーク層 


(Network layer) 

\ 

データ リンク層 


(Datalink layer) 


物理層 


(Physical layer) 



階層モデルの概念 (OSI 参照モデル) 




■ PAD(packet assembly disassembly facility ) 

—( 同)パヶット組立て • 分解機能 
■Pager —( 同)ページャ 
■ PBX ( t>rivate branch exchange ) 

構内交換。会社，工場，ビルなどの電話加入者の構内に置いた交換機に より， 
その組織のために行う電話交換，またはそのための交換装置。内線相互間，また 
は直通電話を接続して，私設電話などを構築する。コンピュータの発達に より， 
交換機も電子式のものが主流になりつつある。最近は，多様な機能がついたデイ 
ジタル PBX の出現に よって， 電話用のみでなく，コンピュータのデータ通信を 
含めた企業 0 A 構築の核となる装置になってきた。一(関)内線，デイジタル PBX 
■ PC(packet concentrator ) -* (同)バケツト集線装置 
■ PCM(plug compatible machine ( manufacturer ;) 

ハード，ソフトについて，ある装置と互換性をもつ装置，またはその製造会 
社。プラグを差し替えるだけでそのまま使える装置という意味で付けた名称。 
—( 参）コンパチブル 

■ PCM(pulse code modulation ) 

① 音声をデイジタル回線で伝送する方式のひとつ。音声信号をサンプリングし， 
その レベルをパルス 符号に変換して伝送する。雑音に強く，中継を繰り返しても 
信号品質が低下しない。 

② アナログ信号の波形を時系列に区切り（標本化)，その区切った波形の高さを2 
値 （2 進数）に変換して（量子化），その信号をコードで表現（符号化）する変調方 
式。どのくらい縦に細かく区切るか（標本化周波数）と，何ビットの2進数で表 
現するか（量子化ビット数）によって精度が決まる。 

—( 参) A / D 変換器 ， ADPCM 
■ PCM 多重変換装置 (PCM multiplexer ) 

一本の伝送路の中に多数のデイジタル回線を作り， PCM 化した音声情報を伝 
送する装置（時分割多重装置)で，ロータリスイッチの回転周期が音声の標本化 
になっている多重化装置。 

■ PC - VAN 

NEC が運営するパソコン通信サービス。会員数では日本最大。 NEC の C&CVAN 
上のパソコン通信サービスであり，全国規模のアクセスポイントがあり，全国ど 
こからでも入りやすい。 PC - VAN のメニューは13に分かれている。そのうち主 
なものは SIG ， 電子メール，電子掲示板，電子会議室， OLT の4種類がある。 
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SIG (special interest group :分科会）は特定の分野向けの電子掲示板で PC - 
VAN の主な役割である。 

■ PC - VAN ナビゲータ ( PC-VAN Navigator ) 

パソコン通信サービス PC - VAN に対応した GUI 通信ソフト。これまでは文字 
中心の画面で，キーボードからコマンドを入力して操作していたのに対して，マ 
ウスによる操作やグラフィックス表示を可能とする。 

■ PDA(personal digital assistant ) 

携帯情報端末の一種。 FDD を内蔵せず，キーボードを小型化したり，機能拡 
張を PC カードに託し， A 5 サイズ程度に小型化，軽量化した携帯用パソコン。感 
圧式の液晶画面を使ってペン入力を可能にした機種もある。ペンコンピュータ， 
パームトップパソコンとも呼ぶ。個人情報をアドレス帳，スケジュール帳，メモ 
帳などに代わって管理するのに用いる。通信機能も次第に強化されており，電話 
回線やケーブルを介して通常のパソコンと情報を交換したり，インターネットに 
アクセスできる。パソコン級のソフトも利用できる。 一( 類)携帯情報端末 
■ PDU(protocol data unit ) —•( 同)プロ トコル データ 単位 
■ PEM(privacy enhanced mail ) 

インターネット技術特別調査委員会 ( IETF ) が標準化したセキュリティを強化 
した電子メールの標準。暗号技術を導入し，本文の盗聴を防止でき，電子署名に 
より本文の改ざんも検出できる。また，公開かぎ証明書を利用した利用者の認証 
も可能。ただし，テキストデータしか送信できない。 

そのため，インターネットを経由したクレジットカードによる電子商取引 
( EC ) やサイバーキャッシュ（電子現金，または電子マネー）などをやり取りする 
場合に利用できる可能性がある。最近では， PEM に準拠した電子メールソフト 
やサーバソフトが提供され始めている。 一( 参)認証 
■People 

(株）ピープルワールドが運営するパソコン通信サービス。1994年の開設。文 
字情報のほかに> 画像情報の双方向通信サービス，インターネットのニュースサ 
ービスなどを行っている。 

_ PGP(pretty good privacy ) 

米国のフィリップ.ジマーマン (Philip Zimmermann ) が考案した暗号化 
電子メールプログラム。北米におけるインターネット上の暗号化電子メールの業 
界標準のひとつ。公開かぎ暗号化 ( RSA ) 方式を使用しているため，ディジタル 
署名にも使用できる。 MIT 版のフリーウェアもあるが，製品版を米国 ViaCrypt 
社が発売している。 UNIX , VMS , MS - DOS , OS /2, Macintosh などの環境で 
動作する製品がそれぞれ存在する。なお，現在は北米以外の輸出は制限がある。 
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■phone —( 同)インターネット電話 
■PHS(Personal Handy-Phone System) 

簡易型のディジタル方式の携帯電話。従来の移動体通信の中継基地が，半径2 
〜3キロメートルの範囲を結ぶアナログ式の無線電話であったのに対し， PHS は 
ディジタル方式である点が大きな特徴である。半径100〜500メートル程度の小 
さな中継基地局を多数設けるため，従来の携帯電話に比べて出力が格段に小さく 
なり電源を含めて小型化することができる。32キロ bps という高速なデータ伝 
送能力をもっており，画像などのマルチメディア通信にも利用できる。その特徴 
を生かせば携帯端末との一体化も可能であり，研究レベルではすでにカード型の 
PHS ユニットも実現している。基地局などのインフラ整備が進み，周辺の情報 
サービスが充実するにともなってモーパイルコンピューティングに大きな可能性 
を開く。 

■ PING(packet internet groper ) 

TCP / IP ネットワークに接続された他のホストや装置に対して信号を送り応 
答を確認するアプリケーション。 TCP / IP ネットワークの接続確認のためによ 
く利用する。 P 1 NG は，パケット転送中に発生したエラーを送信元に返送するた 
めのプロトコル ICMP (internet control message protocol ) を利用して 
いる。指定したノードと自分との間でラウンドトリップタイム(パケットの往復 
時間）を監視し，どれだけの時間で帰ってくるかを知らせる。一定時間以上経過 
しても戻ってこない場合は，未接続の可能性が高いことになる。 一( 関 )1 CMP 
■ PM(phase modulation )—( 同)位相変調 
■ PMX(packet multiplexer )—( 同)バケツト多重化装置 
■ POP(post office protocol ) 

クライアントがメールサーバから電子メールを受信するためのプロトコル。現 
在はバージョン 3 (POP 3) が主流となっている。なお，メールの送信プロトコ 
ルには SMTP がある。 一( 関 ) SMTP 

■ POSIX(Portable Operating System Interface for computer 
environments ) 

IEEE の P 1003 委員会が規格化を進めている UNIX をベースにしたポータブル 
OS の仕様。中でも OS のカーネル部分の仕様は! SO の標準として制定された 。X 
/ Open は POSIX をベースにして上位のユーザインタフェースの標準化を進め， 
UI も OSF とともに OS のカーネル部分は POS 1 X に準拠させていく予定。 

■postmaster 

特殊な ューザ 名のひとつ。システム管理者，電子メール管理者あてのメッセー 
ジを送りたいときに使う。 一( 類 ) root 
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■PostScript 

アメリカのアドビ • システムズ社が開発したページ記述言語。デイスプレイや 
プリンタの解像度にかかわらず文字と図形を記述でき， DTP 用の出カデータに 
使う。 

■ PPP ( point - to-point protocol ) 

コンピュータや LAN を電話回線経由で TCP/IP ネットワークを利用するため 
の接続プロトコル。プロバイダが提供するダイヤルアップインターネット接続サ 
ービスを利用するプロトコルである。利用者が IP アドレスを取得する必要がな 
い ICMP が特徴。 一( 関) ICMP , IP 接続， IPCP 
■Proxy サーバ (proxy server ) 一 ( 同)プロキシ サーバ 
_ PS(packet switching )—-( 同)バケット交換機 
■ PSK(phase shift keying )—( 同)位相偏移変調方式 
■ PSN(packet switching network ) —*( 同)パケツト交換網 
■ PT(packet mode terminal )—-( 同)パケツト形態端末 
■ PVC^permanent virtual circuit ) 

~ *■( 同)ノ ^ーマネントバーチヤルサーキット 



アップル社の QuickTime を使って ビデオ 会議を実現する技術。遠隔地の相手 
と顔を見合わせながら会話するだけでなく，複数のユーザが同じホワイトボード 
にアクセスしながら共同作業を進めることができる。通信回線としては ISDN や 
LAN を利用する。動画 および 音声データの伝送に関しては， ビデオ 会議システ 
ムの国際標準規格である H.320 に準拠しているた め， 専用の ビデオ 会議システム 
のほか， UNIX や Windows を使ったシステムとの間でも通信が可能。 


I_?_I 

■ RAS ( reliability / availability / serviceability ) 

信頼性 (reliability) と可用性 (availability) と保守容易性 (serviceability) 
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のこと。三語の頭文字を合成した語。システム利用者に対するサービス度合いの 
基準となっている。信頼性とは，どのような状態になってもシステムが故障しな 
い性質。可用性とは稼働率と同じでシステムが故障しにくく，かつ故障しても復 
旧までの時間が短くてすむ性質。保守容易性とは，システムに障害が発生しても 
短時間で復旧できる性質。これらを向上させることにより，コンピュータシステ 
ムの高信頼性と効率のよい運用を図る基準となるものである。なお，これに完全 
性-安全性 ( integrity ) と機密性 ( security ) を加えた RAS 1 S という基準もある。 

—( 関) RAS 1 S ， 信頼性，可用性，保守，保守性 
■ RASIS ( RAS + integrity + security ) 

コンピュータシステムのハードウェア.ソフトウェア両面における信頼性の概 
念 RAS に ， Integrity (完全性）と Security (機密性•安全性）を加え，より高い 
信頼性の技術を総称したもの。 一( 関) RAS , 完全性，セキュリティ 
■ RCS、remote computing service ) 

コンピュータの計算サービスを行っている計算センタなどが，一括処理ではな 
く，端末を利用者のところに置きオンラインによってそのサービスを提供するも 
の。利用者は，データを計算センタへ持ち運ぶ必要がない。 

■ ReadMe フアイル (ReadMe file ) 

ソフトウェアを使用する前に ユーザーに 読んでもらし、たい記事を提供者側がま 
とめたファイル。内容は，ソフトのインストール方法，運用方法，バージョン情 
報，技術情報，印刷物マニュアルの訂正などさまざまである。 

ソフトの提供媒体に README . TXT ， README . DOC などの名称で収録され 
ている。 

■REJ ( reject )/ RNR(receive not ready)/RR (receive ready ) 

HDLC 手順における監視コマンド/レスポンス。 

•REJ :指定した シーケンス 番号以降の データのフレームの 再送を要求するコマ 
ンド / レスポンス。 なお ， SREJ (Selective REJect ) は，ある 丨フレ 
ーム のみの再送を要求するものである。 

• RNR (受信不可）：受信側がビジー状態であることを通知し，.送信の一時停止 
を要求するコマンド/レスポンス。 

RR (受信可）：受信可能状態を通知し，1フレーム（情報フレーム）を正式に受 
^ 信したことを報告する。 

■ RFC(request for comments ) 

アメリカにおいて TCP / IP 関連のプロトコル開発を進めるインターネット活 
動委員会 ( IAB ) が，インターネットに関する提案や提言などを公表したオンライ 
ン公開ドキュメント。一般には TCP / IP の規格書として知られる。1979年に最 
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初の RFC が生まれてから現在までに約1700件の文書が RFC になっている。 RFC 
そのものの意味は，最終決定ではないことを示しているが，事実上の標準として採 
用されているものも多いが，すべての RFC が標準になっているとは限らない。 RFC 
の後に数字を付けた番号体系で発行される。例えば， RFC 1521 や RFC 1213 など。 

インターネットのネットワーク管理プロトコル ( SNMP ) やマルチメディア電 
子メール規格 ( MIME ) などの RFC が有名。 

_ RFS(remote file sharing ) 

アメリカの AT&T 社が UND (の SystemV 用に開発した分散ファイルシステム。 
先行していたサンマイク a システムズ社の NFS に対抗して開発， NFS よりさら 
にリモートファイルと自システムのファイルとの操作性の相違点をなくしてい 
る。しかし， U 1 が設立されてから， VFS(virtual file system ) の導入など， 
RFS と NFS が同じ UNIX 上で共通に使用できる環境が整っている。 
_ RJE(remote job entry ) 一(同）リモートジヨブエントリ 
■ RNR(receive not ready ) 受信不可。 

■root 

特殊な ユーザ 名のひとつ。システム管理者，電子メール管理者あてのメッセー 
ジを送りたいときに使う。 — (類) postmaster 
_ RPC(remote procedure call ) 

クライアントサーバモデルでプロセス間通信やプロトコルの設定などの作業を 
統一し，プログラムから比較的簡単に利用できるようにしたインタフェース。 

サーバ側とクライアント側のプログラム用システムコ ール (関数)がそれぞれ用 
意されている。クライアント側プログラムは，どのサーバのどのプロセスにどの 
処理を依頼するか指定して処理パラメタを付けて呼び出す。サーバ側の受付けプ 
ログラムは常に待ち状態になっており，呼出しが発生するとあらかじめ定義した 
モジュールへ 制御を移す。処理がサーバ側で終了するとサーバ側からクライアン 
卜側を呼び出す形で処理結果を返す。 

ネットワーク経由のプロセス間通信という複雑な手続きがユーザから見えずに 
すみ，一般のシステム コールと 同感覚でネットワークサービスが利用できる。 
RPC は，最初サンマイクロシステムズ社の UNIX ワークステーシヨン上で採用 
されたが，最近では各ネットワーク 0 S や TCP/IP 通信ソフトでも採用している。 
一(参) XDR 

■ RR(receive ready ) 受信可。 

■ RS -232 C 

1 TU-T 勧告 V .24 に基づき EIA が定めたシリアルインタフェース規格のひとつ。 
もともとは DTE (データ端末装置）と DCE (回線終端装置）間のインタフェースで 
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あるモデム用インタフェースとして普及した。 

現在ではプリンタやディスプレイ装置などの周辺装置との標準インタフェース 
として広く用いる。なお，この規格はコネクタピンの役割と電圧を定めただけで 
ある。そのため，25ピンや9ピン，ストレートケーブルやクロスケーブルとい 
った， RS -232 C インタフェースに準拠しているにもかかわらず何種類かの非互 
換製品が存在する。 

ITU-T 勧告 V 24( RS -232 C インタフェース）が定義した，モデムの状態を示す 
記号には次のようなものがある。 

• CD (Carrier Detect ) : CD がオンなら，信号を伝える搬送波（キヤリア）を 
検出したことを示す。 

• CS (Clear to Send ) :データを送信してよい状態を示す記号。 

- DR (data set Ready ) :モデムの送信可能な状態を示す記号。 DR がオンな 
らモデムが送信可能であり，オフなら使用中で送信ができない状態を示す。 

• ER (data terminal Equipment Ready ) :モデムの伝送路に対する接続 
状態を示す記号。 ER がオンならモデムを伝送路に接続することを示し，オフ 
なら切り離すことを示す。 

• RS (Request to Send ) :モデムを送信状態にし，通信回線にキヤリアを送 
出することを示す記号。 

■ RSA ( Rivest - Shamir - Adleman ) 

代表的な公開かぎ暗号化方式のひとつ。基本方式は，べき乗剰余演算を用いて 
暗号化•復号処理を行う。 ューザが 多く，業界標準となっている。復号かぎが分 
かっていないと大きな数の素因数分解が必要であり，その計算時間が膨大となる 
ことを利用して暗号の安全性を保っている。しかし，コンピュータが高性能にな 
っているので，暗号強度を高めるために1024ビット，または2048ビットのかぎ 
を使う方向にある。3人の提唱者の名前の頭文字を並べてこの名称とした。 

—( 関)暗号，公開かぎ暗号化系 



■ S フレーム (S frame ) 

監視を行うためのフレーム形式で，情報部はもたない監視フレーム。 
—( 関)情報部，フレーム，フイールド， HDLC 手順 



■ SAA(Systems Application Architecture ) 

IBM が 1987 年に発表したシステムアプリケーシヨン体系で，ソフトウェアの 
インタフェース，規約，プロトコルに統一性をもたせたもの。これによって，シ 
ステム間のソフトウェアの移行(汎用コンピュータやパソコンを問わず）を容易に 
し，また操作方法の統一を図ることを目指したもの。 

■ SAP(service access point )—( 同)サービスアクセスポイント 
■ SASI(Shugart Associates Systems Interface ) 

パソコンと周辺機器を接続するインタフェースのひとつで，アメリカのシュガ 
ート社が提唱した規格。システムの立ち上げまでの時間は早く，40メガバイト 
のハードディスク装置を最大2台まで接続できる。しかし，現在のパソコンシ 
ステムの大容量環境にはなじまず，ほとんど使用されなくなっている。 

一(参 ) SCSI 

■ SCSI(small computer systems interlace ) 

小型コンピュータと周辺機器を接続するため，1986年 ANSI (米国規格協会） 
が定めた8ビットパラレル汎用インタフェース規格。ハードディスク装置，光 
磁気ディスク装置， CD - ROM 読取り装置，ストリーマなどの外部記憶装置が最 
大8台までデイジーチェーンにより接続できる。最大4メガバイト/秒の転送能 
力をもっている。現在，機器の大容量化などにともない， SASn ことって代わっ 
た。接続のための割込みチェックや機器の初期化に時間がかかるなど，使用上の 
マイナス面もある 。 WIDE SCSI や Fast SCSI などの拡張規格もある。 一( 参) SAS 1 
■ SDLC(Synchronous Data Link Control ) 

アメリカの IBM 社が 1974 年に発表した SNA で使用しているデータリンクレべ 
ルの伝送制御手順。同期型データリンク制御手順ともいう。 ISO が1974年に制 
定した HDLC 手順のもとになった。 

■SETvsecure electronic transaction ) 

1996年2月に米国大手クレジットカード会社の MasterCard と VISA が合意 
して決めた電子商取引 （ EC ) の一連のトランザクシヨンのセキュリテイを守るた 
めの方式。それまでの電子商取引に対するセキュリティ方式は ， MasterCard 
がネットスケープコミュニケーシヨンズ社の技術をもとに開発した SEPP (secure 
electronic payment protocol ) と VISA がマイクロソフトと共同で開発し 
た STT(secure transaction technology ) の両方式に分かれていた 0 
■ SGML(Standard Generalized Markup Language ) 

電子文書交換のために ISO が標準化した汎用の文書定義言語。テキストに文字 
種，表示，印字の体裁まで含めて記述できるほか，見出し，本文，索引など文書 
の構造を定義できる。 1 SO /1 EC JTC 1 の SC 18 が定め，1986年に ISO 規格とな 
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った文書技術言語。標準一般化マーク付け言語ともいう。 SGML 規約に準拠し 
て文書を記述するとマルチメディアを意識したハイパーテキストの文書の検索， 
改訂，製本，版管理が容易になる。複雑な機械類の開発を委託するような場合 
に， SGML 文書にすることにより，文書の取り扱いの容易さと正確性が増大す 
る。そのため， CALS のようなコンピュータの支援を受けた資材取引に SGML 文 
書の利用を検討している。 HTML は， SGML を拡張し，ページ間のリンクの指 
定やデータ入カフィールドを指定できる。一(参 ) HTML 
■ SHTTP(secure HTTP ) 

米国 VeriPhone 社が開発した HTTP にセキュリテイ機能を追加したサーバソ 
フトウェア。 WWW 専用のセキュリティソフトで， HTM しなどの情報を HTTP 
自身が暗号化する機能を追加してある。 

■ SIG(special interest group ; 

パソコン通信の特定分野に ついて 意見を交換する電子会議室。電子掲示板機能 
の中に含める場合もある。 SIG の座長を務める人を SIG オペという。 SIG の多くは， 
参加申請をして SIG オペの許可を得て正式に参加する形態を取るものが多い。 
日経 MIX では(■会議室』， NIFTY - SERVE では r フォーラム J がこれにあたる。 
—( 参）シスオペ，（類)フォーラム 
_SIG オペ (SIG operator ) 

SIG のメンバの発言内容を常に見て，会議を活性化させたり，ふさわしくない 
発言の削除や別の管理下の SIG への移動を行うなどの義務と権限をもつ人。 

—( 参)シスオペ 

■ SK(shift keying )—-( 同)シフトキーイング 
_ SUP(serial line internet protocol ) 

ダイヤルアップ接続で使用する TCP / IP プロトコル。1988年に標準化。最近 
は同等な機能をもち，データ圧縮の効率が高い PPP 接続を主に使用して SLIP は 
使わなくなっている。一(関 ) PPP 

■ SMAP(system management application process ) 

システム管理応用プロセス。 一( 関) OSI 管理 
HbMASE^system management application service element ) 
S システム管理応用サービス要素。 一( 関) osi 管理 

■ SMI(structure and identification of management 11110 r - 
mation for TCP/IP based internets ) 

SNMP における管理オブジェクト （ MIB ) の構造化に関するルールの規定 。 IAB 
が1988年に RFC 1065 として発表。また，1990年にも RFC 1 155として実装時 
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の標準を発表。 

■ S / MIME(secure MIME ) 

MIME 標準の電子メールに RSA ベースの暗号化機能を付加しメールのセキュ 
リティを高めたもの。 X.509 に準拠したディジタル認証管理機能ももつ。マイク 
ロソフト，ロータス，ネットスケープ，アップル，ベリサイン， RSA データセキ 
ュリティなどが製品やサービスの中で採用することを検討している。 S/MIME は 
PEM, PGP より後から出てきたものであるが，それらに比べ拡張性が高く適応範 
囲も広いため，今後採用製品が広がる可能性がある。 一( 関) MIME, PEM, PGP 
■ SMTP(simDle mail transfer protocol ) 

TCP/IP プロトコルのひとつ。マシン間で電子メールの送信するためのプロ 
トコル。名前のとおり簡易的なプロトコノレであり， ASCII 文字以外は送信できな 
い0バイナリファイルや日本語の転送には MIME 等の標準に対応したメールソフ 
卜を使用する。 

■ SNA(Systems Network Architecture ) 

アメリカの IBM 社が 1974 年に発表したネットワークアーキテクチャ。この発表 
により，ネットワークアーキテクチャという概念が一般に広まった。しかし，こ 
れは自社製品内のデータ通信の標準化であり，他社製品との接続までは考えてい 
なかった。そのため，他のコンピュータメーカも独自のネットワークアーキテクチ 
ャを次々と発表した。この結果，どのメーカの製品でも相互に接続できる標準ネッ 
トワークアーキテクチャの必要性が重要視され， OSI の標準化へと発展していった。 
■ SNMP(simple network management protocol ) 

TCP/IP におけるネットワーク管理プロトコルのひとつ。事実上 TCP/IP 上 
ネットワーク管理の標準である。管理される側のシステムをエージェントと呼 
び，管理する側をマネージャと呼ぶ。エージェントは，マネージャの要求に従っ 
て，自システムの管理情報を UDP プロトコルでマネージャに送り返す。管理情 
報は MIB で定義され，具体例として以下のような情報がある。 

• イーサネットインタフェース情報 
• IP バケットの送受信数 
• ルー テイングテーブル情報 
•TCP コネクションの数 

なお， SNMP との完全な互換性はないが，現在類似業界標準として SNMP 2 
がある。 一( 参) M1B 
■socket —( 同）ソケット 

■ SOH(start of heading ) へッディング開始。 一( 関)伝送制御文字 
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■ SOHO(small office-home office ) 

小規模事業所，個人住宅内で行うビジネス，または労働形態を象徴する語。 
1990年代後半から大規模•集中型の企業形態，労働形態に対比する合理化，効 
率化の概念として登場した。個人の労働に対する価値観の変化により，自律性， 
独立性の高いビジネスや労働環境を求める意識にかなうもの，同時に経営コスト 
の削減につながるものとして提案された。従来の職種では，企画，研究などの個 
人の技能が中心の専門職，オフィスにいる時間の少ない営業職などが SOHO で 
可能といわれた。さらに，コンピュータネットワーク基盤の整備，情報リテラシ 
の修得を前提にもっと多くの職種が在宅勤務，サテライトオフィス勤務が可能と 
いわれている。 

■ SS(start stop ) スタートストップ方式。 一( 同)調歩式伝送 

■ SSL(secure socket layer ) 

ネットスケープコミュニケーシヨンズ社が提供するセキュリティ機能。同社の 
商取引通信用サーバソフトに組み込まれ， HTTP , SMTP , FTP , NNTP など 
上位のプロトコルに共通のセキュリティ機能を提供する。 

SSL は上位プロトコルと TCP / IP の間に位置し，上位プロトコルから受け取 
ったデータを暗号化して TCP / IP に渡す。そのため，通信回線上のデータは自 
動的に暗号文として送る。そのほか認証や電子署名の機能も備えている。 
■oSMAi.spread spectrum multiple access) 

—( 同)スペクトラム拡散多元接続 

■ STO し (facsimile storage ana conversion equipment ; 

—( 同)ファクシミリ蓄積変換装置 
■ STX(start of text) テキスト開始。一(関)伝送制御文字 
■ SWIFT(Society for Worldwide Interbank Financial 
Telecommunication) 

国際銀行間金融電気通信協会。加盟する銀行およびそれに準じる金融機閨の国 
際金融取引に関する通信を扱う協会で，本部はベルギーの首都ブリュッセル郊外 
にある。加盟国は70か国以上，加盟金融機関は3000を超える。メッセージ交換 
を行う SWIFT ネットワークを1977年から運用している。このネットワークは， 
外国為替情報など巨額な資金移動を伴うメ ッセージ 交換が行われるため，安全性 
のくふうに特徴がある。日本では184機関が参加している （1991 年現在)。 
■ SYN(synchronous idle ) 同期信号。 一( 関)伝送制御文字 
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■ TA(Termiiial Adapter ) 


ISDN (統合サービスディジタル網）を利用するに際して，電話機や FAX , パソ 
コンなどをディジタル回線に接続する装置。速度変換やプロトコル変換を行う。 
ここから出たケーブルは DSU (回線終端装置）を経て， ISDN のモジュラジャック 
に接続される。 DSU を内蔵した TA もある。 TA の製品選択の重要なポイントと 
なりつつあるのが，マルチリンク機能と停電モードという二つの機能である。 

(1) マルチリンク機能： ISDN がもつ 64 kbps の2本の通信チャネルを束ねるもの 
で，最高 128 kbps での高速通信を可能とする 

(2) 停電モード：停電時にコンセントに代わって内蔵バッテリから電源を供給す 
る機能。従来のアナログ回線では，たとえ停電しても通話に支障はなかったが， 
ISDN では TA への電源供給が止まるとすべての機能が停止しまうことから必要 
になる。一(参 ) ISDN 

■ TCC(transmission control character ) —* (同)伝送制御文字 
■ TCP(transmission control protocol ) 

伝送制御プロトコル。 0 S 〖のトランスポート層に相当するプロトコルである。 
IP とともに TCP / IP の一部をなす。 1 P がバケットの発信順に到着するとは限ら 
ないので，パケットを到着順に並べ替えたり，エラーの修正などを行う。 

->( 参) TCP/IP 

■ fTCP / IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol ) 

米国国防総省の防衛先端技術計画局 ( DARPA ) が，1975年に提案した通信プ 
ロトコル体系。 TCP と IP を併用するプロトコル，またはこれに関連するプロト 
コル群の総称。 ARPANET が最初に実用化した。 TCP が 0 S 1 参照モデルのトラ 
ンスポート層にあたる上位プロトコルで， IP が同じくネットワーク層にあたる 
下位プロトコル。 UNIX の LAN 系通信プロトコルでも採用したため，ミニコン， 
ワークステーション市場で非常によく使うようになり，インターネットでは経路 
制御を行う端末間通信のプロトコルとして広く普及している。 

現在では， 0 S 1 の規定に厳密にのっとっていないため，まだデファクトスタン 
ダード（業界標準)の段階である。しかし，次のような利点があり，今後も広く使 
用する可能性が高い。 

(1) プロトコルを公開している 

(2) UNIX が標準装備している 

(3) イーサネット LAN との親和性が高い 

(4) ネットワーク間接続が容易である 
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—( 関)サブネット，ソケツト, TCP/IP 関連主要機能 (p.303) 



FTP : RleTransfer Protocol (フアイル転送） 

TELENET :(仮想端末） 

SMTP : Simple Mail Transfer Protocol (簡易メール転送） 

TFTP : Trivial FileTransfer Protocol (簡易フアイル転送) 

NFS : Network File System 

(ネツトワークファイルシステム） 



TCP/IP の構成 

■TCP ラツバー (TCP wrapper ) 

UNIX 上で動作し， TCP/IP 上のさまざまなアクセスに対して，アクセスロ 
ダの取得，アクセスの制限，ブービートラップなどの機能をもつ，セキュリティ 
対策ソフト。ブービートラップとは，ある条件のアクセスに対して，あらかじめ 
登録してある処理を実行することである。外部からの不正なアクセスの可能性が 
ある場合には，相手の確認など特別な処理を行うことができる。 
■ TCU(transmission control unit ) 

伝送制御装置。データ端末装置に接続しメッセージの送受信を制御する装置。 
■ TDM(time division multiplexing ) 一(同)時分割多重化方式 
■ TDMA(time division multiple access ) 一(同)時分割多元接続 
■ TE(terminal equipment ) 一(同)端末 
■ TELNET(teletype network ) 

TCP/IP 上で利用できる仮想端末用のプロトコルまたはそのコマンド。 
TELNET によりあるサーバにログインした端末のキーストロークがネットワー 
クを経由しサーバに伝わる。 TELNET のサーバソフトは，受信したキーストロ 
ークを直接接続した端末のキーストロークに見せて疑似端末ドライバに伝える。 
キーストロークの結果は，上記の流れを逆にして伝わる。 
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TCP / IP 関連主要機能一覧 


機能名 

分類 

特 徴 

ARCHIE 

情報検索 

匿名 FTP サービスを行っているサイトの情報検索 

DNS 

ディレクトリ 

ドメイン名から IP アドレスを返す。 

主にプログラムから利用。 

ヒー mail 

電子メール 

SMTP, MIME の標準に合わせたものが主流 

FINGER 

ディレクトリ 

インタネット利用者の情報を知らせる 

FTP 

ファイル転送 

任意の接続ホストとの間でファイルを転送 

Gopher 

情報検索 

メニュー画面からインタネット上のマルチメディア情 
報を検索 

NFS/RFS 

分散ファイル 

遠隔にあることをほとんど意識せずファィルに対する 
操作が可能 

Ping 

接続確認 

正しく接続されているかを手軽に確認する手段 

rep 

ファイル転送 

コマンドペースで一度に複数のファイル転送可能 

rlogin 

仮想端末 

ユーザ名ノヽ°スワードの指定が省略可能 

RPC 

通信処理 API 

クライアントやサーバのアプリケーションが双方で通 
信するための API 

rsh 

遠隔コマンド実行 

遠隔ホストのコマンドを実行する 

TELNET 

仮想端末 

TCP/IP の標準的な仮想端末機能 

TFTP 

ファイル転送 

システムの立ち上け時に利用する簡易的な FTP 

Web (WWW) 

情報検索 

インタネットで標準的に利用されているマルチメディ 
ア対応の情報検索機能 

WHOIS 

ディレクトリ 

インタネット利用者のネームサービス機能 

WAIS 

ディレクトリ 

自由語検索可能な情報検索機能 

XDR 

通信処理 API 

クライアントやサーバのアプリケーションが双方でデ 
一夕の編集を行ラための API 

ソケット 

通信処理 API 

ファイル入出力と同じ API でメッセージを送受信 

匿名 FTP 

ファイル転送 

掲示したファイルをインタネット利用者が自由に取り 
出せるダウンロードできる機能 

ネットワーク 

電子掲示板 

あるテーマで記事を投稿しあうことができる機能。 
投稿した記事は参加者に自動的に配信される 

メーリング 

電子会議 

リストに登録された E_mail の利用者間でメールを同 

リスト 


報通信する機能 


また， TELNET はいろいろなオプシヨン機能をクライアントとサーバにもつ 
ており，端末設定の制御情報を送ることもできる。日本語版 TELNET 製品は， 
漢字変換機能をもっているものが多い。 
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■ TFTP(trivial file transfer protocol ) 

TCP / IP ネットワークに接続した端末の起動などに使用する簡易ファイル転 
送プロトコル。システム側の設定を間違えると他のシステムから任意のファイル 
の内容を取り出すことが可能となる。そのため，ユーザのアカウント情報ファイ 
ルが TFTP で外部に漏れ，外部からの不正進入者を許すセキュリティホールにな 
る可能性がある。 

■ TP モニタ (transaction processing monitor ) 

トランザクション処理システム内で，アプリケーションプログラムや資源管理 
プログラムと連携をとり，通信管理，トランザクション管理，トランザクション 
の振り分けなどの処理を行うプログラム。トランザクション処理システムのオペ 
レーティングシステムの役割をになっている。 

HTTC(Telecommunication Technology Committee ) 

—( 同)電信電話技術委員会 

■TTY ① ( teletypewriter ) テレタイプライタ 
■TTY ② (terminal type ) 夕ーミナルタイプ 
■ TTY 手順 (teletype procedure ) —•( 類)無手順 
■ TX インタフェース （transaction interface ) 

X / Open で標準化の進められているトランザクション制御のインタフェース。 
主に次の機能を提供する。 

(1) トランザクション処理の開始，終了，アボートなどのトランザクション制御 
のためのインタ フェース 

(2) クライアントとサーバが使用するプログラム間の通信処理 

また，応用プログラム間のインタフェースには，リモートプロシジャコールが 
使用されており， X / Open では， XATM 1, TxRPC , ピアツーピアの3つのイ 
ンタフェースに関し標準化の検討をしている。 


ヨ [ _ y _ ] 

■U フレーム (U frame ) 

非確認型情報転送モード（エラーがあっても回復手段がとれないモード）で転送 
するためのフレーム形式。 一( 関)情報部，フレーム，フィールド， HDLC 手順 

BUCS(universal multiple-octet coded character set ) 

1 SO/IEC JTC 1 SC 2 が作成し， 1993 年に国際標準となった，国際符号化 
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文字セット。1995年にその第1部が JIS 規定 ( X 0221) となる。この規格は，世 
界の言語(用字)を書き表した形(表記形)および記号の表現•伝送.交換.処理. 
蓄積.入力.表示に適用するためののものである。なお， UCS での漢字の扱い 
は， CJK (中国，日本，韓国)統合漢字となっている。 

■UDP(User Datagram Protocol) 

TCP/IP プロトコル体系の中に含まれており， TCP と同じレペルの層に属す 
るプロトコル。 TCP がコネクション型であるのに対し，これはコネクションレ 
ス型である。 TCP に比べ処理が単純で高速だが，信頼性は低い。そのため，上 
位層でなんらかの障害対策が必要となる。なお， NFS は内部で TCP を使わず UDP 
を使用しているが， NFS は独自の障害対策手順をもっている。 

■UI(UNIX International) 

UNIX の標準化と普及を目指した世界的な業界団体。もうひとっの UNIX の 
業界団体である OSF に対抗して 1988 年に設立した。 UNIX では本家といわれ 
る AT & T , サンマイクロシステムズなどが中心となり，日本からも沖電気， 
NEC , 東芝，富士ゼロックス，富士通などが参加した。 1989 年には， UNIX 
システム V R 4 を発表し，丨 991 年には， OSF の Motif や DCE に対抗して，上 
位のオープンシステム IH-ATLAS を発表した。しかし， 1993 年には主導権争 
いを終え， U 1 は解散し，両者を合わせた COSE 連合という組織を設立し，協調 
の方向に向かっている。主カメンバーが OSF に加盟し， UNIX の標準は OSF 主 
流になる。 

■UNICODE 

1文字を2バイトで表現し，アルファベット以外に漢字のような文字種の多い 
言語文字にも対応可能となっている文字コードの国際標準。国際符号化文字集合 
⑴ CS ;1 S 010646/ J '1 S X 0221) との連携が可能となっている。標準はアップ 
ル， IBM , マイクロソフトが中心となって設立したユニコ-ドコンソーシアムが 
規定化。 1996 年に第 2 版が出された。漢字は， CJK 統一漢字コードを使い，中 
国，日本，韓国で同じ文字は同ーコードとなっている。また，漢字特有の異字体 
を別に定義したり，部首索引を提供するなどの配慮が行われている。 

この標準により，各国語対応したヒューマンインターフェースをもったり，イ 
ンターネット経由でアルファぺット以外の文字をやり取りするような多言語をサ 
ポートするソフトウェアの開発が容易になる。マイクロソフトの Windows NT 
の内部的な文字処理にも使用されている。一(関)2バイト文字コード 
■UPS(uninterruptible power supply system) 

外部供給の電源電圧.周波数の変動が著しいところで，それらの安定化と停電 
時の一定時間電力供給を可能にする電源装置。フオールトトレラント装置のひと 
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つで，無停電電源供給システムともいう。コンピュータ内の主記憶装置に記憶さ 
れている データの 消去を防ぐために， サーバの ように24時間連続で自動運転す 
るコンピュータシステムの電源障害対策として設置する。 最近は， 低価格のパソ 
コン用のものも販売されるようになり，バソコンを サーバと して利用できるよう 
になった。 

■URL (uniform resource locator ) 

WWW , FTP , Gopher , News , TELNET などの情報がある一意なアドレ 
ス。プロトコル，サーバ名，デイレクトリ名等から構成され，これを指定するこ 
とによって世界中にあるインターネット上のサーバにアクセスすることができ 
る。 

【 URL の構成】 

プロトコル名：//サーバ名/デイレクトリ名 

【具体例】 

http :// www . tas . co . jp/sgml 

■ USB(universal serial bus ) 

アメリカのマイクロソフト社，インテル社などが PC 98 を想定して1995年に 
開発，発表した周辺機器接続用のインタフェース規格。従来のように周辺機器ご 
とに別のインタフェースを用意するのでなく，共通のコネクタに統一する。機器 
を鎖状につなぐことにより，最大127個の機器を接続でき，また接続さえすれば 
直ちに周辺機器が使用可能になる点に特徴がある。 

■ UTP(unshielded twisted pair cable ) —( 参)ペアケーブル 
■ UUCP(unix to unix copy program ) 

UNIX マシンどうしでファイル転送を行うプログラム。または電話回線を使用 
して UNIX システム間でデータ転送を行うプロトコルのこと。 UUCP は，バッチ 
ファイルの転送用である。そのため，指定された時間まで転送データを蓄積して 
おき，その時間に達した時点でデータの転送を行う。 



■ V シリーズ勧告 (recommendation V series ) 

ITU-T の SG (電話網によるデータ通信に関する標準化作業部会）が行う勧告。 
この SG の勧告コードの先頭には V がついているためこのように呼ぶ。 RS -232 C 
のモデムインタフェースを規定した V . 24が有名。 
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V シリーズの意味 

勧告コード 

標準の内容 

電話網/ ISDN 

V .1- V .7 

一般事項 

におけるデータ転送 

V .10 〜 V .33 

インタフェイスと音声帯域モデム 


V .35 〜 V .37 

広帯域モデム 


V .40 〜 V .42 

エラー 制御 


V .50 〜 V .57 

伝送品質と保守 


V .100 〜 V .230 

網間接続 


ITU - T の V シリーズ勧吿 


_VAN(value added network) 

第一種電気通信事業者が提供する電話網，テレックス網などを借り受け，その 
基本伝送サービスに加えて，異機種コンピュータ相互の接続サービス（プロトコ 
ル交換，フォーマット変換，コード変換，メディア変換），メールポックス機 
能，データペースなどの通信処理サービス，情報処理サービスを提供するネット 
ワーク。付加価値通信網ともいう。 VAN には， （1) 特別第二種電気通信事業者が 
提供する汎用 VAN と (2) —般第二種電気通信事業者が提供する特別 VAN がある。 

一(関) VAN 業者，情報処理サービス 
■VAN 業者 (VAN supplier) 

VAN を使った通信サービスを提供する企業。1985年4月に電気通信事業法が 
施行され，電気通信事業者は第一種と第二種とに分かれた。 VAN 業者は第二種 
電気通信事業者をさし，大規模 VAN 業者(特別第二種）と中小 VAN 業者(一般第 
二種）に分かれる。 

■VC(virtual call) 一 ( 同)バーチャルコール 

■VC(virtual circuit) 仮想回線。 一( 参) パーチャルコー ル，仮想 

BVCP(videotex communication processor) 

—(同）ビデオテックス通信処理装置 

■VENUS(Valuable and Efficient Network Utility Service) 

KDD が提供する国際電気通信事業のディジタルデータ伝送サービス品目のひ 
とつ。 VENUS の代表的なサービスには，次の3つがある。 

(1) 国際公衆 データ 伝送 サービス ( VENUS - P )。 バケット交換方式による。 

⑵国際高速データ伝送サービス ( VENUS - し P ) 

(3) 国際ディジタル回線交換 サービス ( VENLJS - C ) 

一(関) VENUS-P 

■VENUS-P(Valuable and Efficient Network Utility Service 
Packet) 

国際電信電話株式会社 ( KDD ) が提供する国際公衆データ伝送サービス。パケ 
ット交換方式により国際間のデータ通信を行う。料金が安く，広く利用してい 
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る。 一( 参)パケット，パケット交換網 

HVRML(Virtual Reality Modeling Language ) 

シリコングラフイックス社や IBM の技術者が中心となって開発した3次元グラ 
フイックス言語。インターネツトのホームページ上に仮想空間を実現するときに 
用いる記述言語。 WWW 対応のドキュメント記述言語である HTML を拡張し， 
相互補完するものである。 VRML のデータは， WebSpace という専用の Web ブ 
ラウザを用！/ 、て 再生できるほか， NetscapeNavigator や InternetExplorer 
などの標準的な WWW ブラウサで表示するためのプラグイン(機能拡張ソフト）を 
用意している。 

1980年代後半に欧米の研究者が，情報交換の手段としてインターネット上で 
3次元情報をやりとりできないかと考えたのが VRML 開発のきっかけとなった。 
原形ができたのは1994年7月で，その後シリコングラフイックス社が VRML 対 
応のコンテンツ作成ツール WebSpace Author を発売したことから，急速に関 
心が高まっ ていっ た。 VRML で作られた ホームページは 膨大な データ 量となる 
ため，一般的なインターネットの利用環境では快適な表示は期待できない。 

—( 関 ) HTML 

■ VT(virtual terminal ) 一(同)仮想端末 

■ VTAM(virtual telecommunication access method ) 

仮想通信アクセス法一(参)通信アクセス法 



■ WAIS(wide area information servers ) 


1980 年代にアメリカのシンキング.マシン社が開発した自由語検索可能なクライ 
アント/サーバ型の情報検索ツール。インターネット上の情報検索に利用する。 

Web サーバよりも検索機能を重視。取得したい情報のキーワードをクライア 
ントから入力させ，それに関連する情報リストからさらに検索する。テキスト以 
外にも画像や音声も検索対象にできる。現在 WAIS 社が製品版 WA 1 S サーバを販 
売しているが，フリーウェアもある。 

■ WAN(wide area network ) 

コンピュータネットワークの一形態で，事業所間や企業間のコンピュータを加 
入電話網や公衆網を使って相互接続したネットワーク。広域ネットワーク，広域 
網ともいう。 LAN と異なり，網を提供する電気通信事業者に通信料金を支払う。 


また，国内の異なる WAN の相互接続，別の国の WAN との相互接続といった広 
域網間接続も盛んになった。特に国際的規模の広がりがあるネットワークをグロ 
ーバルネットワーク （global area network : GAN) と呼ぶことがある。大手 
の企業では経営環境の国際化，24時間化，事業内容の多様化に伴い企業内外の 
データをグローパルな(地球的な)規模で活用するため，企業内外の広域なネット 
ワークの構築.運用が不可欠になっている。 

—( 類)グローバルネットワーク，（参) MAN, LAN 
■WDM(wavelength division multiplexing) 

—( 同)波長分割多重化方式 

■Web 

インターネットやイントラネット上でハイパーテキスト情報をやりとりするサ 
ーバソフトウェア。サーバ管理下の HTM し記述によるハイパーテキストドキュ 
メントを相互にリンクしたページを作成し，ブラウザから URL を指定すること 
によって欲し t 、ページ情報をリン.クをたどり順次取り出す。 WWW (World Wide 
Web) とも呼ぶが，イントラネット環境では必ずしも World Wide ではないた 
め Web の語を使う場合もある。スイスの CERN 研究所が1989年に提案 • 開発し 
た。その後，利用者の増大とともに製品版の Web サーバを数多く開発した。サー 
パの構築に比較的コンピュータの専門性を要求しないため，インターネットはこ 
の技術によって一般に普及したと言える。 Web の原義は「蜘蛛の巣 J と言う意味。 
■Web サイト (web site) 

WWW のホームページをもつコンピュータやその管理下のネットワークシステ 
ム全体の総称。アクセス数が非常に多い WWW サイトでは，回線スピードやサー 
バコンピュータの性能の高いものを用意する。また，負荷分散のためにミラーサ 
イトを用意する場合もある。 

■WHOIS 

インターネット上のユーザ，ドメイン，電子メールの名前やアドレスなどを知 
るためのコマンド，およびそのための管理情報データペース。一種のデイレクト 
リサービス。インターネット上には多数の WHOIS データペースが存在する。 
■WIDE(widely integrated distributed environment) 

1988 年に慶応大学の村井純助教授が中心になり， JUNET の将来像を設計する 
ために設立したインターネット研究プロジェクト。 WIDE が構築したインターネ 
ットを WIDE インターネットと呼ぶ。犬学や企業の研究機関を結んでいる。 

—( 関) jUNET 

■WINC(West Inter-Networking Complex) 

—( 同)関西ネットワーク相互接続協会 
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■Windows 95 

アメリカのマイクロソフト社が1995年に開発した Windows 3.1 後継の32ビッ 
トパソコン用基本ソフトウェア。パソコンソフトの多様化に対応し，グラフイッ 
ク機能，マルチメディア機能，ネットワーク機能を強化した。1995年11月 1 日 
本語版を発売した。 Pentium などの32ビット CPU が本来備えている機能を十分 
に発揮できるよう， Windows 3.1 にさまざまな改良を施した。4ギガバイトのメ 
モリ空間へのアクセスが可能となり，本格的なマルチタスクを実現した。 
【 Windows3.1 との相違】 Windows 3.1 では独立していた MS - DOS を統合。既 
存のソフト資産の継承も考慮されており ， Windows 3.1 や MS - DOS 用に作ら 
れた16ビットアプリケーションも実行可能である。 Windows 3.1 との相違は， 
ヒューマンインタフェースの一新，32ビットペースでメモリ管理の高度化，本 
格的なマルチタスク機能，通信機能の標準装備などである。通信機能があるた 
め，スタンドア n ンだけでなく，クライアントや限定されたサーバ機としても利 
用可能である。そのほか，プログラムマネージャとファイルマネージャを一体化 
してプログラム管理機能とファイル管理機能を統合した。また， GUI の操作性を 
改善し，周辺機器のセットアップを自動化するプラグアンドプレイを実現するな 
ど全面的な改良を図っている。 

[Windows NT との相違】 Windows NT ワークステーションとの相違点はノー 
卜 PC にも対応している点である。 なお， Windows 3.1 上で動作していたアプリ 
ケーションも基本的にそのまま動くよう互換性が保たれているが， Windows 95 
独自の機能や性能の制限がある。また，ドライバプログラムレ ペルの 互換性がな 
いため， Windows 3.1 上で動作している通信ソフトなどのパッケージソフト開 
発会社は95対応製品の早急な開発を迫られた。 

國 Windows NT(Windows New Technology ) 

アメリカのマイクロソフト社が 1993 年に開発したネットワーク環境向けのパ 
ソ コン 用基本ソフトウェア 。 Windows 3.1 および Windows 95の上位 OS にあ 
たる32ビットマルチタスクネットワーク OS 。 最新版は1996年12月に発売した 
Windows NT 4.0 で ， Windows 95と ユーザ インタフ ヱー スの統一を図った。 
Pentium などのインテル社系の CPU だけでなく， DEC の Alpha , ミップス社 
の R 4000, IBM の PowerPC といった CPU 上でも動作するほか，複数 CPU によ 
る並列処理にも対応。 

Windows NT 用のソフトだけでなく， MS - DOS , OS / 2 , POSIX , Win ¬ 
dows 3.1 のアプリケーションも使える，英語圏以外の文字も扱える UNICODE 
体系を採用する，マルチタスク，マルチユーザ対応であるが，アプリケーション 
ごとにメモリを別々に割当て，相互の影響を減らすなどのくふうがある。 Win - 
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dows 95 が発売されてからは，95と NT ワークステーション版との違いが明確 
でなくなつた。 

【通信機能】 LAN による使用を前提としており， （1) サーバ版と （2) クライアント 
用ワークステーシヨン版がある。 

(1) ネットワークのサーバで使用する Windows NT Server :バソコンをサー 
バ機として利用できることを示した。1996年に発表された Windows NT 4.0 
のサーバ版は，各種サーバソフトウェアの実行，ファイルの共有，プリンタ 
の共有，ディスクのミラーリング， DNS サーバ， Web サーバ，リモートアク 
セス，暗号化などの機能をもつ。 

(2) クライアント用ワークステーションが使用する Windows NT Workstation : 
企業での利用を狙い，システムの安定性やセキュリティ機能を重視している 
のが特徴。 Windows 3.1 がもつ欠点を補う形でスタンドアロン 0 S としても 
利用できる。 

■ WWW(World Wide Web ) 

スイスの CERN で1989年に開発された情報検索+表示システムの名称。サー 
バシステムのひとつで，主として情報発信に利用されており，複数のファイルを 
関連づけて扱える点，文字情報だけでなく音声，画像，動画も扱える点でインタ 
ーネット上の代表的な情報検索システムとなつた。 

情報をページという単位で管理し，関連するページをリンクすることができ 
る。リンクは世界中にあるサーバのページに行うことも可能であるため，多様な 
情報提供ができる。ページのレイアウト情報やリンク情報を記述するのが HTML 
という言語である。 一( 関 ) HTML 

■ WWW ブラウザ (WWW browser ) —( 同)ブラウザ 


1 

X 1 

■ X .25 



パケット網に関する 1 TU - T の勧告。公衆網に専用線で接続されたバケットモ X 
ードで動作するための DTE と DCE 間のインタフェースを規定している。1976年 * 

に最初の勧告があり1993年で完結。通信技術の発達にともない，通信網を用い 
たデータの転送に対する要求が高まり，新たにディジタルデータ網が構築され 
た。このディジタルデータ網の種々のサービス形態に対して，信号方式などの規 
定を ITU - T が検討しており，その中のひとつとして規定したもの。 NTT の DDX 




と ISDN , KDD のパケット交換に採用されている。 

■ X .28 

公衆データ網における PAD にアクセスする調歩式データ端末装置用 DTE/DCE 
インタフェースを規定した ITU - T の勧告。 

■ X .29 

PAD 機能とバケッ トモー ド端末との間の制御情報と ユーザデータの 交換手順 
を規定した ITU-T の 勧告。 

■ X .75 

パケット網間インタフェースを規定した ITU - T の勧告。 X .25 をもとに，課金 
情報のような網管理情報の授受や複数の回線手順など，網間接続に必要なプロト 
コルが追加されている。 

■X シリーズ勧告 (reconuaeiuiatioii X series) 

ITU - T の SG (データ通信網に関する標準化作業部会)が行う勧告。この SG の 
勧告コードの先頭には X がついている ためこのように呼ばれる。 バケッ ト交換イ 
ンタフェースを規定した) (.25 が最も有名。 

- X .3 :網内に設置する PAD 機能を規定した勧告。 

■ X .21 :公衆データ網における同期式動作の DTE と DCE 間のインタフェース 
を規定した勧告。 

- X .21 bis :同期式 V シリーズモデムとのインタフェース用に設計された DTE 
の公衆データ網における使用に ついて 規定した勧告。 X .21 bis と 
いうのは， X .21 の改定版であるため本来 X .22 になるはずであるが， 
X .22 が別の規格として既にあったため X .21 bis となった。 

—( 関) iTU - T の X シリーズ勧告 ( p .314) 

_XA インタフエース (XA interface) 

X / Open で標準化の進められているトランザクション処理モニタ （ TP モニタ） 
とリ ソース マネージャ（資源管理プログラム，ときには DBMS ) のインタフェー 
ス。 主にトランザクション管理の機能をになう。 

IXDR(external data representation ) 

ネットワーク上を流れるデータのバイト順序を統一するために RPC (遠隔手続 
き呼出し）に採用している変換方式。異なる種類のコンピュータをネットワーク 
で接続する場合，データの表現形式が大きな問題となっている。例えば「バイト 
スワップ」と呼ばれるもので，データの格納順を高位から行うものと，挺位から 
行うものがあるために発生する。このような変換のために} (DR を使用するが， 
その他に暗号化，復号の処理を XDR の中に組み込むこともできる。 一( 参) RPC 
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I TU_T の X シリーズ勧告 


勧告コード 

標準の内容 

X .1- X .10 

サービスと機能 

X .20- X .32 

インタフェース 

X .40- X .82 

伝送方式，信号方式，交換方式 

X .92 — X .141 

細側面 

X .150 

保守 

X .180- X .181 

管理方式 

X .200- X . 209 

0 S 1参照モデル，記法 

X .210 — X . 220 

0 S 丨サービス定義法 

X .211 

0 S 丨物理層 

X .212 

0 S 1データリンク層 

X .213- X .223 

0 S 丨ネットワーク層 

X .214- X .224 

0 SI トランスボート層 

X .215- X .225 

0 S 1セション層 

X .216- X .226 

0 S 1プレゼンテーション層 

X .217 — X .227 

0 S 丨応用層，アソシエーション制御 

X .218 — X .228 

0 S 丨応用層，高信頼転送 

X .219 — X .229 

0 S 1応用層，遠隔操作 

X .234- X .47 

OS 1応用層 ， CC R 

X .290 

0 S 1適合性試験 

X .300- X . 372 

0 S 1網間接続 

X .350- X . 353 

0 S 1移動データ通信システム 

X .370 

0 S 1網間管理 

X .400- X . 420 

OS 1応用層 ， MH S 

X .500- X . 521 

0 S 丨応用層，ディレクトリ 

X .710- X .722 

0 S 1応用層，管理 


■XINS(Xerox Information Network System) 

LAN プロトコルの先駆けとなった， XNS プロトコルを採用しているゼロック 
ス社のネットワークシステム。 

■XMODEM 

パソコン通信用のファイル転送プロトコル。1978年に W . Christiansen が設 
計した。操作が単純で，バイナリデータも転送できるためパソコン通信では広く 
普及している。さらに，転送効率を上げた YMODEM ， ZMODEM も作成されて 
いる。 一( 関) YMODEM，ZMODEM 
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■ X / Open(Open group for UNIX system ) 

UNIX のアプリケーションインタフェースを標準化し，異機種間でアプリケー 
ションソフトウェアの移植性と相互運用性を実現するために，欧州のコンピュー 
タメーカ5社が1984年に設立した協議機関。1988年に IBM や富士通も加入。 

参加企業には， X / OPEN の仕様に基づく UNIX の製品化を義務づけている。 
XPG ( X/Open Portability Guide ) と呼ばれる UNIX アプリケーションイン 
タフエースの標準ガイドを発行している。最新版は XPG 4。 



■Yahoo ! (yet another hierarchical officious oracle ) 

世界中の Web サイト情報の検索システムをもったサーチェンジンの名称。「ヤ 
フー」と発音する。日本語で利用できるサイトも1996年から開始。サーチェンジ 
ンの中で最も人気があるもののひとつ。 

■YMODEM 

XMODEM を拡張したファイル転送プロトコル。1024バイトのブロックごと 
に CRC を付けて転送できる。 一( 関) XMODEM , ZMODEM 


I_ Z _| 

■ZMODEM 

XMODEM, YMODEM を拡張し，さらに高速転送を可能にしたファイル転送 
プロトコ ル。転送するファイル名にワイルドカードを使用できる。 

—( 参) XMODEM, YMODEM 
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| 情報通信技術•通信ネットワーク関連年表| 

1884年♦米国電気電子技術者協会 ( IEEE ) 設立。 

ドイツの P . ニプコウ （PaulGottliebNipkow 1860-1940)，機械走査板を発明，初期 
の画像通信の研究始まる。 

1885年♦万国電信連合のペルリン会議で初めて国際電話に関する規定ができる。1通話 
5分とし，総時間を2通話以内に限定。 

1889年♦イギリスで電話事業が国営化される。 

フランスの E . ブランリー (EdouardBranly 1844-1940)，コヒーラ管を発明。検波器 
に改良され，微弱電波の受信が可能になる。 

1890年♦日本の遁信省，電話交換規則を公布。電話加入制度，通話制度の基礎ができる。 
1892年♦アメリカのインデイアナ州のラ • ポーテに世界初の自動式電話交換機を設置。 
1895年♦イタリアの マルコーニ (Guglielmo Marconi 1874-1937), 無線電信の実験に成功。 

1896年に約3キロメートル，1897年，船舶用無線通信事業を開始，1901年，大西 
洋横断の無線通信に成功。 

1900年令11人フ エッセン デ ン ( RA . Fessenden 1866-1932),1.6 キロ メートルの AM 方式の無線 
通話に成功。1906年には320キロメートルも成功。 

1901年♦アメリカ，国家標準局 ( NBS ) 設立。 

1903年令ん コルン， 有線での画像送信に成功。 

1906年♦国際電気標準会議 (1 EC ) 設立。本部はジュネーブ。 

1906年♦アメリカで最初のラジオ放送の実験が始まる。1915年にはパリで受信できる出力に。 
1908年♦国際無線電信会議発足。最初の国際無線電信条約となるベルリン無線電信条約発効。 
1917年♦日本，電信電話学会 （1937 年に電気通信学会，1967年，電子通信学会，1987年， 
電子情報通信学会に改称)を発足。 

1924年♦アメリカ，電子工業協会 ( EIA ) 設立。 

1925年♦万国電信連合の中に，電信と電話の国際基準の研究をそれぞれ行う国際電信諮問 
委員会 ( CCIT )， 国際長距離電話通話諮問委員会 ( CC 1 F ) を置く。 

1926年♦ドイッ規格協会 ( DIN ) 設立。フランス規格統一協会 ( AFNOR ) 設立。 

(社）日本放送協会 ( NHK ) 設立。1950年，放送法により特殊法人になる。 

1926年♦日本， CCIT の活動に初めて参加。 

1927年♦国際無線電信会議に，国際無線の技術的な研究をする国際無線通信諮問委員会 
( CCIR ) 設立。 

大西洋横断の最初の電話通信サービスを開始。 

1928年♦米国規格協会 ( ANSI ) 設立。 

1929年♦日本， CCIR の活動に初めて参加。. 

1931年♦英国規格協会 ( BIS ) 設立。 

1934年♦アメリカの シ エルクノフ，同軸ケーブルを発表。 

万国電信連合と国際無線電信会議が併合し国際電気通信連合 ( ITU ) 発足。初めて 






316 巻末資料 


の電気通信条約マドリッド国際電気通信条約発効。 

1934年♦日本， CCIF の活動に初めて参加。 

1946年♦アメリカのペンシルベニア大学でエッカート ( J . P . Eckert 1919-)とモークレイ 

( J . W.Mauchly 1907-1980) が米国陸軍の援助を得て，最初の汎用コンピュータ 
ENIAC を完成させる。 

1947年♦国際標準化機構 ( ISO ) 設立。 

1948年♦アメリカのペル電話研究所のシャノン ( C . E . Shannon 1916-),「通信の数学的理論」 
を発表。情報量を定量的に表す方法として，1ビットを最小単位としたほか，情 
報の伝達理論の構築に貢献した。 

1949年♦日本，通産省を設置。工業標準化法を公布。日本工業標準調査会 ( JISC ) 設立 。 ITU 
の正式連合員に復帰。 

1950年♦米国科学財団 ( NSF ) 設立。 

1952年♦日本， ！ SO に正式加入。 

1953年♦国際電信電話株式会社 ( KDD ) 設立。 

♦日本，有線電気通信法，公衆電気通信法施行。 NHK テレビ放送開始。 

1955年♦日本電信電話公社，パラメトロン制御電子交換機試作。 

1956年令0(：1丁と CCIF を合併し，国際電信電話諮問委員会 ( CCim 設立。 

1958年♦アメリカで世界最初のオンラインリアルタイムシステム SAGE (半自動防空システ 
ム)開発。 

♦鹿児島 • 札幌間をつなぐマイクロウエーブ回線が完成。 

1959年♦欧州郵便電気通信主官庁会議 ( CEPT ) 設立。 

1960牟♦国鉄の座席予約システム MARS 1が稼働開始。これはわが国最初のオンラインリ 
アルタイムシステムである。ハードウエアは日立製作所，ソフトウエアは鉄道技術 
研究所によるものであった。1965年には「みどりの窓口」が152駅に開設された。 

1961年♦欧州電子計算機工業会 ( ECMA ) 設立。 

♦シャノン，双方向通信モデルを，バラン，パケット交換方式を提唱。 

1962年♦移動通信衛星テルスター1号によるアメリカとイギリス，フランス間のテレビ中 
継に成功。 

♦ ANSI (米国規格協会)， ASCII を制定。 

1963年♦アメリカンエアラインと IBM , 汎用コンピュータを使った最初のオンラインリア 
ルタイムシステム SABRE (座席予約システム）開発。 

♦テルスター1号による日米間の衛星テレビ中継に成功。最初のニュースは，ケネ 
デイ大統領の暗殺事件だった。 

♦日本電電公社，データ通信サービス開始。 

1964年♦世界商業通信衛星組織 ( INTELSAT ) 発足。 

♦日米太平洋海底ケーブル開通。 

♦IBM, 基本型データ伝送制御手順の前身となった同期型データ伝送制御 (BSC) 手 
順を発表。 

1965年♦アメリカベル研究所，初の電子交換機 No . lESS を完成。 

♦三井銀行，オンラインバンキングシステムの稼働を開始。 
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1967年♦(財）日本情報処理開発協会設立。リモート処理の研究開発を，通産省，郵政省， 
日本電電公社，メーカの協力で推進。電子協の電子計算機センターの設備を引き 
継ぎ，ネットワークシステムの実験を行う。 

♦日本電電公社，データ通信本部を設置。 

1968年命\/»丁， GE ， ベル研究所が初の大規模 TSS である MU じ TICS を開発。 

♦アメリカでインターネットの前身， ARPANET の実験を開始。 

♦日本， NEC と日本板硝子が通信用光ファイバを開発。 

♦日本電電公社，第4次5か年計画でデータ通信本格化の方針を出し，個別データ 
通信サービスを開始。全国地方銀行協会が為替データ通信を開始。ポケットぺ 
ルサービスを開始。 

1969年♦ベル研究所のトンプソン (Kenneth Lane Thompson 1943-)，リッチー （Dermis 
M.Ritchie 1941-)ら， OS の UNIX を開発。 

♦日本電電公社，光通信の研究開始。 

♦郵政省，データ通信のための回線利用自由化の基本方針を出す。 

1970年♦日本電信電話公社，販売在庫管理向け TSS サービス DRESS 開始。 

♦アメリカのコーニンググラス社，光ファイバケーブルの試作に成功。通信媒体と 
しての利用研究始まる。 

1971年♦日本電信電話公社，科学技術計算を主体とした TSS サービス DEMOS 開始。 

♦ ISO , 基本形データ伝送制御手順を国際標準とする。 

1972年♦日本，公衆電気通信法の改正により，公衆通信回線をオンライン情報処理用に開 
放開始(第1次回線開放)。 

1974年 ♦ IBM 社，計算機と通信機能を結合するネットワークアーキテクチャ SNA(system 
network archtecture ) を発表。これに 続いてバロースが DNS (1975) を， ユニバッ 
クが DCAU 976) を発表。 

1976年 ♦ CCITT ， パケット交換プロトコル) C 25 勧告。 

♦アメリカのゼロックス社，イーサネット方式の LAN を発表。 

1977年令60, OSI 標準の研究を開始。 

♦米国商務省標準局 (NBS) と米国規格協会 (ANSI) ， 秘密鍵暗号系の標準 DES を採用。 

♦アメリカの M 1 T , 公開鍵暗号系の暗号化方式開発。 

♦日本電信電話公社，独自のネットワークアーキテクチャ （ DCNA ) の開発開始。 

♦ IBM 社，米国連邦通信委員会 ( FCC ) より， SBS (サテライトビジネスシステム)社の 
設立を認可される。人工衛星による通信サービスの時代始まる。 

1978年♦日本電信電話公社，光ファイバを使った画像_音声.データの双方向多重通信シ 
ステムの商業実験開始。 

1979年♦日本電信電話公社， DDX 回線交換サービス開始。 

♦国際海事衛星通信機構 ( INMARSAT ) に関する条約発効。 

♦カナダ，ビデオテックスサービス（テリドン)実験開始。 

1980年♦日本電電公社， DDX のパケット交換サービス開始。 

♦日本の都市銀行，現金自動支払機のオンライン提携を開始。郵政省も CD による 
郵便貯金のキ ャッシユ サービスを開始。 
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♦ CCITT , 第7回総会で， ISDN の基本原則，乂25の統一仕様， No .7 信号方式の仕様， 
G 3 ファクシミリなどの勧告制定。 

♦ IEEE 802 委員会発足。 LAN のプロトコル標準化を進める。 

♦日本チェーンストア協会，業界プロトコル jCA 手順制定。 

♦日本電信電話公社，公衆ファクシミリサービス開始。 

1981年♦日本電信電話公社，ファクシミリ通信網 (F ネット）サービス，光ファイバを使つ 
た電話サービスを開始。 

♦フランス，ビデオテックスサービス Teletel 開発開始。 

♦ 「音声/データ総合通信システム SWORDJ が稼働。東京.ニューヨーク.ロン 
ドン•香港間にパケット交換網を形成。電話，テレタイプ，テレックス，ファク 
シミリ，コンピュータデータのネットワークサービスの機能を 持つ。 

1981年♦電話交換機，銀行オンラインシステムに故障続出。市民生活にかかわるコンビュ 
ータシステムの安全性に関心が急速に高まる。 

1982年♦アメリカ， T 1 委員会発足。無線機器関係を除く電気通信分野の技術を策定する民 
間機関として。 

♦ KDD , 国際公衆データ伝送サービス VENUS - P(Valuable and Efficient Network 
Utility Service - Packet ) を開始。 

♦日本，公衆電気通信法の改正で，民間による中小企業 VAN 制度が創設される（第 
2次回線開放)。 

1983年 ♦^ EE 802 委員会，イーサネット方式のし AN を標準化。 

♦アメリカのバークレイ大学，バークレイ版 UNDCBSD 4.2 を発表。通信プロトコル 
として TCP / IP を採用。 

♦全国銀行協会連合会が「全銀協標準通信プロトコル J を制定。 

1984年♦東京都世田谷区で地下ケーブル火災。銀行のオンライン業務など情報通信網が長 
期間にわたり打犖を受け，安全対策論議盛り上がる。 

♦ ISO , OSI 基本参照モデルの国際規格制定。 

♦ CCITT , 第8回総会で， I シリーズの体系， ISDN のユーザ•網インタフェース仕様,乂400 
シリーズなどの勧告制定。 

♦日本電信電話公社，日本初のビデオテックスサービスとなる CAPTAIN サービス 
開始。 

♦日本，研究用 UND (ネットワークである JUNET が東工大，慶応大，東大間を結び 
運用開始。後に結合組織が拡大，日本の研究用インターネット WIDE に発展。 

♦パソコン通信サービス JALNET 開設，これをきつかけにバソコン通信サービスの機 
運高まる。1985年にはアスキーネット PCS ， PC - VAN も開設。 

1985年 ♦ IBM , トークンリング方式の LAN 発表。 

♦米国国防総省，技術文書のペーバレス化を目指し CALS 制定。納入文書は CALS 仕 
様の電子媒体でなければならないと定めた。 

♦日本，電気通信事業法，日本電信電話会社法，及び関連法案を施行。 

日本電信電話公社が民営化し，日本電信電話株式会社 ( NTT ) 誕生。 

♦日本， OSI 推進協議会 ( POSI ) 設立。 
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♦東京電力，配電網を通信線として利用する実験に成功。 

♦ ISO / IEC , 文書技術言語規格 SGML を国際標準とする。 

♦アメリカ， NSF がインターネットを研究用として運用開始。 

♦日本のコンピュータメーカ6社と NTT , OSI 推進協議会 ( P 0 S 1) を設立。 

1987年 ^ BM , システムアプリケーション体系 （ SM ) を発表。 

♦ NTT , 携帯電話サービス開始。 

♦ ISO と IEC , 双方の TC / SC を合同した JTC 1設立を決定。 

♦ ISO / IEC , 事務文書体系 ( ODIF ) を国際標準とする。 

♦日本， ISO が1984年に国際標準とした OSI 参照モデルを JIS 化 
1988年 ♦ CCHT ， ISDN の詳細勧告制定。 

♦インターネット活動委員会 ( IAB ), TCP / IP のネットワーク管理プロトコル標準 
( SNMP ) を提唱。 

♦ AT & T ，サンマイクロシステムズ社など日米欧の28社, OSF に対抗して UI を設立。 
♦米国国防総省， CALS の主要技術として SGML 採用。 

♦ NTT , ISN ネット64 サービス 開始。 

1989年♦総務庁，政府調達コンピュータに OSI 導入義務づけ決定。 

♦ ISO / IEC , 事務文書体系 ( ODA ) を国際標準とする。 

♦欧州素粒子物理研究所 ( CERN ) のバーナース • リー (Tim Berners - Lee ) が HTML 
を使った HTTP による WWW を提案。 

♦光ファイバによる太平洋横断海底ケーブルが完成。 

♦ NTT , ISN ネット1500のサービスを開始。 

♦日本通信衛星が日本初の民間通信衛星を打ち上げる。通信衛星を利用したネット 
ワークの構築始まる。 

1990年♦通産省，「コンピュータウィルス対策基準」を告示。郵政省も「情報ネットワーク 
の防護，免疫技術に関する調査研究会」を発足。 

♦ NTT , ISN ネット64のパケット交換サービスを開始。 

1991年 ♦ CCm ， 広帯域 ISDN の勧告制定。 

♦産業情報化センター （ CII ), 電子データ交換 ( EDI ) のシンタックスルール国内 
標準試作。 

♦ネットワーク化，オープン化，ダウンサイジング，マルチメディアをめぐる技術 
革新が目立ち，コンピュータ産業界の構造変革が表面化。 

1992年♦ペル研究所，広域ネットワーク上で ATM 交換実験開始。 

♦ ISO / IEC , カラー静止画圧縮技術 ( JPEG ), フルカラー動画圧縮技術 ( MPEG ) を国 
際標準とする。 

♦インターネット活動委員会 ( IAB ) ，マルチメディア電子メールの標準 MIME を提唱。 
♦ NTT ， 高速ディジタル専用線，フレームリレーサービスの提供開始。 

♦ CCITT が 1 TU の電気通信標準化部門 ( ITU - T ) となり， CQR が同じく無線通信部門 
となる。 

♦日本， ED 〖推進協議会設立。 

♦日本イーエヌエス AT & T , 日本で初のインターネット商用サービス ( IP 接続）開始。 
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1993年 . OSP ， UI ， UNIX の規格統一で合意。 

♦アメリカ，情報スーパーハイウェイ構想発表。 

♦通産省，マルチメディア委員会発足。マルチメディアの知的財産権の法律的枠組み 
を検討。 

1994年♦マイクロソフト，パソコンネットワーク用の OS「Windows NT 3.1 日本語版」を 
発売。続いて 「 WindowsNT 3.5 日本語版 J を発売。 

♦インターネットイニシアティブ(川）が日本で初のインターネットダイアルアップ 
接続 サービス 開始。 

♦国際的な CALS 組織である国際 CALS 協議会発足。 

♦内閣に高度情報通信社会推進本部を設置。 

♦ IAB / IETF , ISO / IECJTC 1と共同開発など協力合意書締結。 

1995年♦サンマイクロシステムズ社， Java 発表。 

♦ NTT ， インターネットやバソコン通信の利用者に適したコネクションレス型マル 
チメディア通信サービスとしてオープンコンピュータネットワーク ( OCN ) サービ 
スを発表。 

♦日本， PHS 事業会社が次々とサービスを開始。 

♦日本，公衆回線と専用線の接続を自由化(公-専接続)。 

♦日本，国際 CALS 協議会の日本窓口として CALS 推進協議会を発足。 

1996年♦サンマイクロシステムズ社， java の正式版を公開。 

♦ NTT , オープンコンピュータネットワーク （ OCN ) のサービス開始。 

♦アメリカ，電話会社とケーブルテレビ会社の相互参入，ケーブルテレビの料金規制 
の廃止など，規制緩和をねらう新通信法が成立。 

♦日本，公衆回線から専用線，さらにそこから公衆回線への接続を自由化（公-尊- 
公接続)。 

♦日本，携帯電話機の普及で，移動体数新産業が急成長。 

♦ CATV 産業，規制緩和により，地域通信産業へ進出。 

1997年♦インターネット電話用ソフト，続々発表。普及の機運高まる。 

♦ WTO (世界貿易機関）の基本電気通信交渉，各国の主要な通信事業者に他国の業 
者との回線接続義務を課すことを決議。 

♦ NTT , NEC など日本企業5社と米国のコマースネットが，電子商取引 （ EC ) の基本 
ソフトの共同開発に合意。 

♦郵政省， 1 C カードと通信ネットワークを併用した電子マネーの実験を開始。 

♦米国系クレジットカード会社， IBM , マイクロソフトなどが，インターネット上 
の統一電子商取引規格 SET 1.0 を公開。 

♦通産省，情報ネットワーク関連機器の国内生産額が，初めて自動車の生産額を上 
回ったと発表。 

♦日本のインターネット接続業者，2000社を越す。 



